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1 

 

序
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

刑
・
徳
は
戦
国
時
代
に
お
い
て
は
政
治
・
時
令
・
災
害
と
関
わ
る
重
要
な
概
念
で
あ
っ
た
。
胡
文
輝
氏
に
よ
る
と
、
陰
陽
学
説
に
よ
っ
て
刑
・
徳
は
陰
陽
・
術
数
の

概
念
と
な
っ
て
、
後
に
吉
凶
宜
忌
を
含
み
、
最
終
的
に
占
術
中
の
神
煞
（
吉
神
・
凶
神
）
と
な
っ
た
と
す
る
。
実
際
、
術
数
・
神
煞
化
さ
れ
た
刑
・
徳
は
天
上
を
移
動

し
、
そ
の
移
動
形
態
・
移
動
周
期
に
基
づ
い
て
占
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
胡
文
輝
氏
は
「
刑
徳
」
が
政
治
社
会
の
概
念
か
ら
術
数
・
神
煞
の
も
の
へ

と
変
わ
り
つ
つ
も
、
古
い
概
念
は
新
し
い
概
念
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
廃
さ
れ
て
は
い
な
い
と
述
べ
る
（
１
）

。 

戦
国
時
代
か
ら
漢
代
に
か
け
て
、
陰
陽
学
説
を
取
り
入
れ
、
術
数
・
神
煞
と
な
っ
た
刑
・
徳
に
つ
い
て
は
、
伝
世
文
献
で
は
『
淮
南
子
』
巻
三
天
文
訓
（
以
下
、
天

文
訓
と
略
す
）
に
代
表
さ
れ
、
そ
こ
で
は
大
き
く
二
種
類
の
刑
徳
理
論
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
北
斗
七
星
の
動
き
と
連
動
し
た
毎
月
の
刑
・
徳
の
動
き
で
あ
る

「
刑
徳
七
舎
」
で
あ
る
。
二
つ
目
は
太
陰
の
動
き
と
連
動
し
た
毎
年
の
刑
・
徳
の
動
き
で
あ
る
「
二
十
歳
刑
徳
」
で
あ
る
。 

両
者
共
に
独
自
の
理
論
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
異
な
る
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
『
太
平
経
』
や
隨
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
「
刑
徳
」
篇(

以
下
、
孔
家
坡
漢

簡
「
刑
徳
」
篇
と
略
す)

（
２
）
、
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
（
前
八
七
）
視
日
」（
３
）
、
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
「
節
」
篇
（
以
下
、
北
大
漢
簡
「
節
」
篇
と
略
す
）

（
４
）

等
の
漢
代
の
出
土
資
料
に
お
い
て
も
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
主
に
刑
・
徳
の
動
き
に
よ
る
陰
陽
の
消
長
か
ら
万
物
の
盛
衰
を
測
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
伝
世
文
献
で
は
『
漢
書
』
等
に
そ
の
使
用
例
が
見
え
る
も
の
の
、
体
系
的
な
記
述
は
見
え
ず
、
む
し
ろ
天
水
放
馬
灘
秦
簡
（
以
下
、

放
馬
灘
秦
簡
と
略
す
）（
５
）
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
以
下
、
帛
書
と
略
す
）
（
６
）

や
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
以
下
、
銀
雀
山
漢
簡
と
略
す
）
等
（
７
）

の
秦
漢
時
代
の
出
土
資

料
に
お
い
て
刑
・
徳
の
位
置
・
方
位
を
用
い
た
軍
事
占
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
十
歳
刑
徳
・
刑
徳
七
舎
に
は
類
似

の
理
論
が
見
え
る
出
土
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
年
毎
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
と
深
い
関
係
の
あ
る
も
の
に
日
毎
（
六
日
毎
）
の
刑
・
徳
の
移
動

で
あ
る
刑
徳
小
遊
が
あ
り
、
伝
世
文
献
で
は
『
呉
越
春
秋
』
に
断
片
的
な
記
述
し
か
見
え
ず
、
帛
書
に
体
系
的
な
記
述
と
図
が
見
え
る
。
こ
れ
も
軍
事
占
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
（
８
）

。 

以
上
の
よ
う
に
、
刑
・
徳
は
単
に
理
論
と
し
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
中
国
古
代
の
社
会
で
用
い
ら
れ
た
占
術
で
あ
り
、
こ
の
刑
徳
理
論
は
三

式
（
六
壬
式
・
太
乙
式
・
雷
公
式
）
と
い
っ
た
後
世
の
代
表
的
な
占
術
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
（
９
）

、
後
世
の
歳
徳
神
と
も
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
刑
徳
理
論

を
理
解
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
思
想
・
文
化
と
共
に
、
後
世
の
占
術
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
有
益
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
は
中
国
古
代
に
お
け
る
刑
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徳
理
論
の
展
開
を
、
天
文
訓
等
の
伝
世
文
献
と
共
に
上
述
の
出
土
資
料
等
を
用
い
て
検
討
し
た
い
。 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
今
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
概
説
し
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
術
数
の
理
論
と
な
る
以
前
の
刑
・
徳
に
つ
い
て
は
、
儒
家
・
法
家
を
中
心
と
し
た
各
学
派
の
刑
・
徳
に
関
し
て
の
研
究
も
し
く
は
両
者
の
比
較
が
多
い
（

10
）
。

ま
た
、
曹
勝
高
氏
は
刑
・
徳
を
儒
家
系
・
法
家
系
・
陰
陽
系
の
三
種
類
に
分
け
て
検
討
し
た
（

11
）

。
こ
の
よ
う
な
学
派
を
中
心
に
し
た
刑
徳
理
論
の
研
究
が
多
い
中
、

胡
文
輝
氏
は
神
煞
と
な
る
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
（

12
）

。
胡
文
輝
氏
の
検
討
に
よ
っ
て
、
刑
徳
理
論
の
枠
組
み
は
把
握
出
来
た
の
で
あ

る
が
、
各
資
料
の
成
書
・
一
部
資
料
の
扱
い
に
若
干
問
題
が
あ
る
。
ま
た
日
本
で
は
谷
中
信
一
氏
は
上
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
の
刑
徳
を
研
究
さ
れ
る
際
に
伝
世
文

献
に
見
え
る
刑
徳
に
つ
い
て
網
羅
的
に
検
討
さ
れ
（

13
）
、
武
田
時
昌
氏
も
伝
世
文
献
か
ら
出
土
資
料
ま
で
の
刑
徳
理
論
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
（

14
）
。 

次
に
、
術
数
・
神
煞
と
な
っ
た
刑
・
徳
の
移
動
理
論
に
は
年
・
月
・
日
を
基
に
す
る
移
動
が
見
え
、
月
を
基
に
す
る
刑
・
徳
の
移
動
は
天
文
訓
で
は
刑
徳
七
舎
と

呼
ば
れ
（
以
下
、
刑
徳
七
舎
系
統
と
略
す
）
、
年
を
基
に
す
る
刑
・
徳
の
移
動
は
天
文
訓
で
は
二
十
歳
刑
徳
、
帛
書
で
は
刑
徳
大
遊
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
（
以

下
、
刑
徳
大
遊
系
統
と
略
す
）、
日
を
基
に
す
る
刑
・
徳
の
移
動
は
帛
書
で
は
刑
徳
小
遊
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
刑
徳
小
遊
以
外
の
刑
・
徳
の
移
動
で
は
伝
世
文
献
と
出

土
資
料
両
方
に
刑
・
徳
の
移
動
理
論
が
見
え
、
各
々
に
研
究
が
存
在
す
る
。 

刑
徳
七
舎
系
統
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
曽
憲
通
氏
は
天
文
訓
と
居
延
新
簡
に
見
え
る
刑
徳
七
舎
系
統
の
理
論
を
比
較
・
検
討
し
た
（

15
）
。
劉
紹
剛
氏
・

鄭
同
州
氏
は
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
に
つ
い
て
釈
文
を
出
し
、
天
文
訓
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
を
比
較
・
検
討
さ
れ
た
（

16
）
。
末
永
高
康
氏
は

天
文
訓
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
、
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
、
北
大
漢
簡
「
節
」
篇
を
比
較
し
、
刑
徳
七
舎
の
役
割
の
一
つ
を
日
夜
の
時
間
比
を

知
る
た
め
の
も
の
と
し
て
い
る
（

17
）
。
程
少
軒
氏
は
、
肩
水
金
関
漢
簡
や
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
、
孔
家
坡
漢
簡
に
見
え
る
刑
徳
七
舎
系
統
の
出
土

資
料
と
と
も
に
、
『
太
平
経
』
や
『
五
行
大
義
』
に
見
え
る
も
の
と
比
較
・
検
討
し
た
（

18
）

。 

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
刑
徳
七
舎
系
統
の
理
論
は
大
い
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
主
に
刑
・
徳
の
移
動
に
着
目
し
た
も
の
が
多
く
、
刑
徳
七
舎
系

統
の
理
論
が
ど
の
よ
う
な
理
論
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
。 

次
に
、
刑
徳
大
遊
系
統
・
刑
徳
小
遊
系
統
の
研
究
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 

ま
ず
、
陳
松
長
氏
は
帛
書
の
釈
文
の
作
製
や
図
の
復
元
・
刑
徳
大
遊
と
刑
徳
小
遊
の
解
説
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
比
較
か
ら
書
写
年
代
の
確
定
等
を
行
っ

た
（

19
）

。
そ
の
後
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
検
討
は
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
刑
徳
理
論
、
各
篇
に
見
え
る
職
官
、
書
写
年
代
、
文
字
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
（

20
）

。 

文
字
の
研
究
に
つ
い
て
は
陳
松
長
氏
や
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
以
外
で
は
黄
文
傑
氏
（

21
）

や
鄔
可
晶
氏
（

22
）

に
よ
る
文
字
の
隷
定
等
の
研
究
が
あ
る
。 

刑
・
徳
・
大
音
等
の
諸
神
に
つ
い
て
は
、
饒
宗
頤
氏
（

23
）

、
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
（

24
）

、
李
学
勤
氏
（

25
）

、
陳
偉
武
氏
（

26
）

、
胡
文
輝
氏
（

27
）

、
程
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少
軒
氏
（

28
）

の
研
究
が
あ
る
。 

帛
書
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
（

29
）

や
張
培
瑜
氏
・
張
健
氏
（

30
）

、
陳
炫
瑋
氏
（

31
）

は
帛
書
『
刑
徳
』

甲
篇
に
見
え
る
「
上
朔
」
と
い
う
暦
注
の
忌
日
を
踏
ま
え
た
上
で
、
書
写
年
代
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。
程
少
軒
氏
は
以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
更
に
最
新
の

写
真
版
に
基
づ
き
各
篇
の
書
写
年
代
を
想
定
さ
れ
た
（

32
）

。 

刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
に
つ
い
て
は
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
と
の
比
較
や
『
五

行
大
義
』
を
補
助
線
と
し
て
用
い
て
刑
徳
大
遊
を
検
討
し
た
。
ま
た
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
と
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
を
比
較
し
て
甲
篇
で
は
刑
が
中
宮
に
入
る
が
乙
篇
で

は
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
等
三
点
の
相
違
点
を
指
摘
し
た
。
劉
国
忠
氏
は
ほ
ぼ
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
の
見
解
に
従
う
（

33
）

。 

陶
磊
氏
は
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
を
参
照
に
し
つ
つ
、
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
移
動
表
を
作
製
す
る
が
、
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
説
明
箇
所
を
刑
徳

小
遊
の
も
の
と
す
る
（

34
）

。 
 

末
永
高
康
氏
は
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
を
用
い
る
こ
と
で
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
は
従
来
の
二
十
歳
刑
徳
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
と
は
異

な
り
、
刑
の
開
始
地
点
が
異
な
る
占
い
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（

35
）

。
ま
た
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
、
武
田
時
昌
氏
・
程
少
軒
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
刑
徳
小
遊
の
開
始

日
の
検
討
か
ら
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
大
遊
・
小
遊
の
系
統
分
岐
に
言
及
し
、
さ
ら
に
丙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
か
ら
「
刑
徳
」
が
分
離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
に
大
遊
・
小

遊
の
分
離
と
と
も
に
刑
・
徳
が
分
離
し
た
と
指
摘
さ
れ
た
（

36
）

。 

武
田
時
昌
氏
は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
理
論
構
造
を
把
握
し
た
上
で
、
刑
徳
大
遊
に
お
け
る
刑
・
徳
の
方
位
占
い
を
検
討
し
た
。
ま
た
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
、

甲
篇
・
乙
篇
で
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
乙
篇
の
も
の
は
干
支
が
場
所
・
日
期
で
あ
る
と
指
摘
し
、
刑
・
徳
の
離
合
に
着
目
し
た
上
で
表
を
作
製
し

た
。
そ
し
て
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
「
上
朔
」
の
暦
日
サ
イ
ク
ル
を
基
盤
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
刑
徳
小
遊
の
離
合
の
原
則
に
基
づ

き
、
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
を
修
正
し
た
。
ま
た
刑
徳
占
が
ユ
ニ
ー
ク
な
風
占
い
、
穀
物
占
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
（

37
）

。 

程
少
軒
氏
は
今
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
は
二
十
歳
刑
徳
と
は
刑
の
開
始
地
点
が
異
な
る

も
の
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
乙
篇
本
文
に
見
え
る
干
支
は
日
期
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
上
朔
を
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
図
や
刑
徳
大

遊
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
っ
た
（

38
）

。 

 

黄
儒
宣
氏
は
、
刑
徳
小
遊
に
お
け
る
刑
・
徳
の
移
動
に
言
及
し
つ
つ
、
銀
雀
山
漢
簡
や
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
等
を
用
い

て
上
朔
を
検
討
し
た
（

39
）

。 

 

以
上
が
刑
徳
理
論
に
関
す
る
先
行
研
究
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
刑
・
徳
の
年
・
月
・
日
の
移
動
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
大
い
に
解
明
さ
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れ
、
表
に
も
さ
れ
た
。
し
か
し
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
理
論
変
遷
を
理
解
す
る
た
め
に
は
以
下
の
四
点
の
検
討
が
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
第
一
に

天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
と
帛
書
の
刑
徳
大
遊
に
お
け
る
刑
の
開
始
地
点
の
差
異
は
い
か
な
る
理
論
の
有
無
に
よ
る
の
か
。
第
二
に
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
ど
の

干
支
が
場
所
・
日
付
で
あ
る
の
か
を
、
よ
り
明
確
に
示
す
こ
と
。
第
三
に
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
移
動
に
お
い
て
刑
が
中
宮
に
入
る
も
の
と
入
ら
な
い
も
の
が
あ
る

が
、
こ
の
理
論
的
根
拠
の
説
明
で
あ
る
。
第
四
に
、
以
上
の
よ
う
な
刑
徳
理
論
の
検
討
に
お
い
て
、
各
系
統
の
理
論
が
ど
の
理
論
を
共
有
し
て
い
る
の
か
等
の
各
系
統

の
関
係
性
を
踏
ま
え
た
上
で
の
刑
徳
理
論
の
体
系
的
な
把
握
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
各
系
統
の
理
論
的
変
遷
を
検
討
し
た
後
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
検
討

し
た
い
。 

 

本
章
で
は
刑
徳
理
論
の
先
行
研
究
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
刑
徳
理
論
に
は
年
・
月
・
日
を
基
に
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
刑
徳
大
遊
系
統
・
刑

徳
七
舎
系
統
・
刑
徳
小
遊
系
統
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
関
し
て
は
既
に
様
々
な
研
究
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
各
系
統
の
理
論
構
成
等
に
お
い
て
ま
だ
検
討

の
余
地
は
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
各
系
統
の
変
遷
・
相
互
関
係
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
刑
徳
理
論
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
後
の
三
式
に
も
つ
な
が
り
う
る
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
古
代
中

国
の
術
数
文
化
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

注 （
１
）
胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

（
２
）
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
隨
州
市
考
古
隊
編
『
随
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
） 

（
３
）
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
「
日
照
海
曲
簡
『
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
』
研
究
」
（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
九
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
。 

（
４
）
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
編
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
』
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
。 

（
５
）
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究

所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉

主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
註
釈
（
修
訂
本
）』
（
四
）
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
。 

（
６
）
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
五
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
。 

（
７
）
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
二
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
。 
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（
８
）
『
呉
越
春
秋
』
第
五
夫
差
内
伝
に
「
伍
子
胥
聞
之
、
諫
曰
「…

…

臣
今
年
老
、
耳
目
不
聡
、
以
狂
惑
之
心
、
無
能
益
國
。
窃
観
『
金
匱
』
第
八
、
其
可
傷
也
」。

呉
王
曰
「
何
謂
也
」。
子
胥
曰
「
今
年
七
月
辛
亥
平
旦
、
大
王
以
首
事
。
辛
、
歳
位
也
。
亥
、
陰
前
之
辰
也
。
合
壬
子
、
歳
前
合
也
、
利
以
行
武
、
武
決
勝
矣
。
然
德

在
合
」
と
あ
る
。 

（
９
）Mar

c Ka
lino

wski

「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
試
探
」
（
饒
宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
。 

（
10
）
銭
遜
「
先
秦
儒
法
関
于
徳
刑
関
系
的
争
論
」（『
清
華
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版)

』
一
九
八
六
年
一
期
）、
楊
建
華
「
論
先
秦
徳
刑
合
一
的
政
治
観
」（
『
浙

江
学
刊
』
一
九
九
二
年
六
期
）、
鄭
文
宝
「
孔
子
徳
刑
観
的
審
視
与
解
読
」（
『
倫
理
学
研
究
』
二
〇
一
五
年
三
期
）、
関
健
瑛
「
儒
家
徳
刑
観
及
其
現
代
価
値
」（『
求
是

学
刊
』
一
九
九
八
年
二
期
）、
張
開
誠
「
孔
子
「
徳
刑
」
之
辨
探
微
」
（
『
蘇
州
鉄
道
師
範
学
院
学
報(

社
会
科
学
版)

』
二
〇
〇
一
年
一
期
）
、
張
仁
璽
・
鄒
穎
「
従

「
刑
徳
二
柄
」
到
「
霸
王
道
雑
之
」―

秦
漢
統
治
思
想
的
嬗
変
」
（『
臨
沂
氏
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
五
年
四
期
）
、
張
増
田
「
《
黄
老
帛
書
》
之
刑
徳
関
係
諸
説
辨
」

（
『
管
子
学
刊
』
二
〇
〇
二
年
三
期
）
、
範
松
仁
「
中
国
古
代
「
徳
刑
之
辩
」
的
歴
史
探
究
和
現
代
啓
示
」（『
宜
春
学
院
学
報
』
二
〇
〇
四
年
五
期
）
、
徐
文
武
「
論
《
黄

帝
帛
書
》
的
刑
徳
思
想
」（
『
河
南
社
会
科
学
』
二
〇
〇
五
年
四
期
）、
許
建
良
「《
黄
帝
四
経
》「
刑
徳
相
養
」
思
想
探
析
」（
東
南
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版)

二
〇

〇
七
年
二
期
）、
許
建
良
「
韓
非
的
「
刑
徳
」
世
界
図
式
」（
『
蘇
州
科
技
学
院
学
報(

社
会
科
学
版)

』
二
〇
〇
七
年
四
期
）、
汪
荣
「
漢
代
官
吏
的
経
学
化
及
其
経
学
刑

徳
観
的
形
成
」
（『
重
慶
師
範
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版) 

』
二
〇
一
四
年
三
期
）
、
殷
会
芳
「
《
黄
帝
四
経
》
中
「
刑
徳
」
思
想
対
「
道
」
的
取
法
」
（『
湖
州
師
範

学
院
学
報
』
二
〇
一
四
年
三
期
）、
馬
静
「《
黄
帝
四
経
》
的
刑
徳
体
系
探
究
」（
『
文
化
学
刊
』
二
〇
一
八
年
七
期
）、
李
徳
嘉
「「
徳
主
刑
輔
」
説
的
学
説
史
考
察
」（『
政

法
論
叢
』
二
〇
一
八
年
二
期
） 

（
11
）
曹
勝
高
「
陰
陽
刑
徳
与
秦
漢
秩
序
認
知
的
形
成
」（
『
古
代
文
明
』
二
〇
一
七
年
二
期
）。 

（
12
）
注
（
１
）
胡
文
輝
前
掲
書
。 

（
13
）
谷
中
信
一
「
上
海
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
訳
注
」（
西
山
尚
志
・
小
寺
敦
・
谷
中
信
一
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
創
刊
號
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
谷
中
信
一

「
上
博
簡
『
魯
邦
大
旱
』
の
思
想
と
そ
の
成
立―

「
刑
徳
」
説
を
中
心
に
ー
」
（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
九
號
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。 

（
14
）
武
田
時
昌
『
術
数
学
の
思
考―

―

交
叉
す
る
科
学
と
占
術
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
）。 

（
15
）
曽
憲
通
「
居
延
漢
簡
研
究
二
題
」
（
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
『
簡
帛
研
究
』
第
二
輯
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
。 

（
16
）
注
（
３
）
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
前
掲
論
文
。 

（
17
）
末
永
高
康
「
『
香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
簡
牘
』
干
支
表
篇(

『
文
帝
十
二
年
質
日
』)

の
復
元
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
五
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
） 

（
18
）
程
少
軒
「
月
気
刑
徳
新
証
」
（
陳
致
主
編
『
饒
宗
頤
国
学
院
院
刊
』
第
三
期
（
中
華
書
局
（
香
港
）
有
限
公
司
、
二
〇
一
六
年
）
）
。 

http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DQHDZ
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DSZTD
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e9%82%b9%e9%a2%96&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DGZXK
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DDNDS
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DSZTD
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e6%b1%aa%e8%8d%a3&code=10106251;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DCQSB
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（
19
）
傅
挙
有
・
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
漢
墓
文
物
』（
湖
南
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
、
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
帛
書
芸
術
』（
上
海
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
陳
松
長

「
帛
書
《
刑
徳
》
略
説
」（
李
学
勤
主
篇
『
簡
帛
研
究
』
一
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
三
年
十
月
） 

、
後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稾
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）

に
収
め
ら
れ
る
）
、
陳
松
長
「
帛
書
《
刑
徳
》
乙
本
釈
文
訂
補
」（
甘
粛
文
物
考
古
研
究
所
・
西
北
師
範
大
学
歴
史
系
編
『
簡
牘
学
研
究
』
第
二
輯
（
甘
粛
人
民
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
、
後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稿
』
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
め
ら
れ
る
）
、
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
『
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
研
究
論
稿
』

（
台
湾
古
籍
有
限
公
司
、
二
〇
〇
一
年
）、
陳
松
長
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
・
乙
本
的
比
較
研
究
」（
『
文
物
二
〇
〇
〇-

三
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
。

後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稾
』
（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
収
め
ら
れ
る
）。 

（
20
）
職
官
に
つ
い
て
の
研
究
は
本
論
と
関
わ
ら
な
い
た
め
本
文
に
は
挙
げ
ず
、
注
で
言
及
し
た
い
。
李
学
勤
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
見
え
る
軍
吏
を
漢
初
の
職
官

状
況
と
比
較
し
（
李
学
勤
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
中
的
軍
吏
」（
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
『
簡
帛
研
究
』
第
二
輯
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
、
胡
文

輝
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
軍
吏
と
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
の
も
の
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
し
た
（
注
（
１
）
胡
文
輝
前
掲
書
）
。
そ
し
て
劉
楽
賢
氏
は
二
氏
の
検
討
を
踏

ま
え
た
上
で
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
軍
吏
と
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
を
比
較
し
、
司
空
・
冢
子
を
更
に
検
討
し
た
（
劉
樂
賢
『
簡
帛
数
術
文
献
探
論
（
増
訂
版
）』（
中
国
人

民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
。 

（
21
）
黄
文
傑
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
德
》
乙
本
文
字
釈
読
商
榷
」
（
中
山
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
一
九
九
七
年
第
三
期
） 

（
22
）
鄔
可
晶
「
読
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
・
《
陰
陽
五
行
》
・
《
天
文
気
象
雑
占
》
瑣
記
」
（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
十
五
輯
（
中
西
書

局
、
二
〇
一
六
年
）
。 

（
23
）
饒
宗
頤
「
馬
王
堆
《
刑
徳
》
乙
本
九
宮
図
諸
神
釈-

-
兼
論
出
土
文
献
中
的
顓
頊
与
攝
提
」
（
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
三
年
第
一
期
）
。 

（
24
）
注
（
９
）M

arc 
Kali

nows
ki

前
掲
論
文
。 

（
25
）
注
（
20
）
李
学
勤
論
文
。 

（
26
）
陳
偉
武
「
簡
帛
兵
学
文
献
軍
術
考
述
」
（
饒
宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
。 

（
27
）
注
（
１
）
胡
文
輝
前
掲
書
。 

（
28
）
注
（
６
）
裘
錫
圭
前
掲
書
、
程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
德
》
・
《
陰
陽
五
行
》
諸
篇
暦
法
研
究―

以
《
陰
陽
五
行
》
乙
篇
為
中
心
」
（
『
中
央
研
究
院
歷
史

語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八
七
本
、
二
〇
一
六
年
）
。 

（
29
）
注
（
９
）M

arc 
Kali

nows
ki

前
掲
論
文
。 

（
30
）
張
培
瑜
・
張
健
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
刑
德
篇
与
干
支
紀
年
」（
台
北
：
中
国
文
化
大
学
文
学
院
『
華
岡
文
科
学
報
』
二
〇
〇
二
年
第
二
十
五
期
）。 

https://fp.wul.waseda.ac.jp/f5-w-687474703a2f2f67622e6f7665727365612e636e6b692e6e6574$$/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=JDXY199800009&DbName=CJFD1998&DbCode=CJFQ
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DJHKG
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（
31
）
陳
炫
瑋
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
德
》
甲
・
乙
本
的
撰
抄
年
代
補
議
」（
『
中
国
文
字
』
新
三
十
四
期
、
芸
文
印
書
館
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

（
32
）
注
（
６
）
裘
錫
圭
前
掲
書
。 

（
33
）
注
（
９
）Marc

 K
alin

owsk
i

前
掲
論
文
、
劉
国
忠
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
に
関
す
る
記
述
の
解
釈
に
つ
い
て
、
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
と
異
な

っ
た
解
釈
を
行
っ
て
い
る
（
劉
国
忠
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
德
》
乙
篇
再
探
」（
朱
曉
海
主
編
『
新
古
典
主
義
』（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
一
年
））
。 

（
34
）
陶
磊
『
《
淮
南
子
・
天
文
》
研
究-

従
数
術
史
的
角
度
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、
陶
磊
「
馬
王
堆
帛
書
『
刑
德
』
甲
・
乙
本
的
初
歩
研
究
（
『
簡
帛

研
究
二
〇
〇
四
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
。 

（
35
）
末
永
高
康
「
帛
書
『
刑
徳
』
小
考
」（
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編
（『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
・
信
仰 

坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論

集
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
四
年
））。 

（
36
）
末
永
高
康
「
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」（
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
第
八
号
（
日
本
女
子
大
學
文
學
部
谷
中
信
一

研
究
室
、
二
〇
一
五
年
）
。 

（
37
）
武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一
一
年
）
。 

（
38
）
注
（
６
）
裘
錫
圭
前
掲
書
。 

（
39
）
黄
儒
宣
「
馬
王
堆
帛
書
《
上
朔
》
綜
論
」（
『
文
史
』
二
〇
一
七
年
第
二
期
）。 
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第
一
章 

『
淮
南
子
』
に
至
る
ま
で
の
刑
徳
の
変
遷
に
つ
い
て 

 

は
じ
め
に 

 

序
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
術
数
・
神
煞
へ
と
変
遷
し
た
刑
徳
理
論
は
出
土
文
献
の
発
見
と
と
も
に
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
そ
の
占
術
理
論
や
実
用
の
面
に
関
し
て 

『
淮
南
子
』
巻
三
天
文
訓
（
以
下
、
天
文
訓
と
略
す
）
に
見
え
る
刑
徳
理
論
と
の
比
較
・
研
究
が
進
展
し
た
。
一
方
、
術
数
・
神
煞
の
理
論
と
な
る
以
前
の
刑
・
徳
に

つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
儒
家
・
法
家
を
中
心
と
し
た
各
学
派
の
刑
徳
に
関
し
て
の
研
究
も
し
く
は
両
者
の
比
較
が
多
い
。
儒
家
に
見
え
る
刑
・
徳
は
教
化
を
主
と

し
た
所
謂
「
徳
治
主
義
」
の
下
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
徳
の
方
が
重
視
さ
れ
る
。
一
方
、
法
家
に
見
え
る
刑
・
徳
は
法
を
重
視
す
る
所
謂
「
法
治
主
義
」
の
下
で
用
い

ら
れ
て
お
り
、
刑
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
儒
家
と
法
家
の
刑
・
徳
の
比
較
に
お
い
て
、
「
先
徳
後
刑
」
、
「
後
徳
先
刑
」
と
い
っ
た
よ
う
に
両
者
の
先
後
に
関

す
る
議
論
、
も
し
く
は
「
徳
主
刑
補
」
、
「
刑
主
徳
補
」
と
い
っ
た
ど
ち
ら
が
主
で
あ
る
か
に
関
す
る
議
論
も
あ
る
（
１
）

。
ま
た
、
曹
勝
高
氏
は
刑
徳
を
儒
家
系
・

法
家
系
・
陰
陽
系
の
三
種
類
に
分
け
て
検
討
さ
れ
た
（
２
）
。
こ
の
よ
う
な
学
派
を
中
心
に
し
た
刑
徳
理
論
の
研
究
が
多
い
中
、
序
で
も
述
べ
た
よ
う
に
胡
文
輝
氏
は
術

数
・
神
煞
と
な
る
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
二
元
対
立
的
な
刑
・
徳
は
以
下
の
よ
う
に
変
遷
し
た
と
す
る
（
３
）

。
①
刑
徳
は
本
来
政
治
・
社

会
意
義
の
概
念
に
属
し
、
刑
は
「
殺
伐
」、
徳
は
「
慶
賞
」
の
意
味
で
あ
る
。
②
そ
の
後
陰
陽
学
説
の
影
響
の
下
、
刑
徳
は
陰
陽
の
概
念
と
な
り
、
刑
は
「
殺
」
、
徳
は

「
生
」
の
意
味
と
な
っ
た
。
③
こ
の
基
礎
上
に
刑
徳
は
術
数
の
概
念
と
な
り
、
吉
凶
宜
忌
の
意
味
と
な
り
、
④
最
後
に
刑
徳
は
占
い
方
式
中
の
神
煞
（
値
神
）
に
な
っ

た
と
す
る
。
し
か
し
、
胡
文
輝
氏
の
説
明
①
部
分
で
扱
っ
た
資
料
に
は
若
干
再
検
討
を
要
す
る
部
分
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
は
難
し
い
。
谷
中
氏
は
先
秦
～

漢
代
に
見
え
る
文
献
の
刑
・
徳
を
網
羅
的
に
検
討
し
（
４
）

、
武
田
時
昌
氏
は
陰
陽
、
政
治
・
社
会
的
刑
徳
、
占
術
の
刑
徳
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（
５
）

。 

本
章
で
は
、
後
章
で
検
討
す
る
術
数
・
神
煞
的
刑
・
徳
以
外
の
刑
徳
は
如
何
な
る
文
献
に
ど
の
よ
う
に
見
え
る
の
か
、
ど
の
文
献
が
天
文
訓
に
見
え
る
も
の
と
繋

が
り
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
胡
文
輝
氏
の
刑
徳
の
変
遷
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
の
で
は
な
く
、
胡
文
輝
氏
の
刑
・
徳
の
分
類
を

参
照
し
つ
つ
、
天
文
訓
成
書
以
前
の
先
秦
～
漢
代
成
書
・
書
写
の
可
能
性
が
あ
る
資
料
を
検
討
し
、
天
文
訓
以
前
の
刑
・
徳
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま

た
天
文
訓
に
繋
が
る
刑
・
徳
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 
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第
一
節 

政
治
・
社
会
的
刑
徳 

  

二
元
対
立
的
な
刑
徳
が
見
え
る
文
献
は
『
論
語
』（
６
）
、『
春
秋
左
氏
伝
』（
７
）
、『
荘
子
』（
８
）
、『
鶡
冠
子
』（
９
）
、『
尉
繚
子
』（
10
）
、『
商
君
書
』（
11
）
、『
呂
子
春
秋
』（
12
）
、

『
韓
非
子
』
（

13
）
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
十
六
経
』
（

14
）
、
『
国
語
』（
15
）
、
『
管
子
』（
16
）
、
張
家
山
漢
墓
竹
簡
（
以
下
、
張
家
山
漢
簡
と
略
す
）『
蓋
盧
』（
17
）
、
上
海

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
魯
邦
大
旱
』（
以
下
、
上
海
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
と
略
す
）（
18
）
、
で
あ
る
。
ま
ず
本
節
で
は
胡
文
輝
氏
に
よ
っ
て
政
治
・
社
会
的
と
さ
れ

て
い
る
刑
徳
が
見
え
る
資
料
を
検
討
し
、
次
節
で
は
陰
陽
と
さ
れ
て
い
る
刑
徳
が
見
え
る
資
料
を
検
討
す
る
。
な
お
、
資
料
の
検
討
は
胡
文
輝
氏
が
取
り
上
げ
た
順
に

行
う
。 

 

・
『
論
語
』 

『
論
語
』
巻
二
為
政
篇
に
、 

 
 

子
曰
、
「
道
之
以
政
、
齊
之
以
刑
、
民
免
而
無
恥
。
道
之
以
德
、
齊
之
以
禮
、
有
恥
且
格
」。 

  
 

子
曰
く
、
「
之
を
道
く
に
政
を
以
て
し
、
之
を
齊
う
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、
民
免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
道
く
に
德
を
以
て
し
、
之
を
齊
う
る
に
禮
を
以
て
す
れ

ば
、
恥
有
り
て
且
つ
格
る
」
、
と
。 

と
あ
り
、
孔
子
は
刑
の
意
義
を
否
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
政
治
に
お
い
て
徳
が
刑
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
す
る
。
刑
は
刑
罰
、
徳
は
道
徳
や
恩
恵
の
意
味
で
用 

い
ら
れ
て
い
る
。
同
巻
四
里
仁
篇
に
、 

 
 

子
曰
、
「
君
子
懷
德
、
小
人
懷
土
。
君
子
懷
刑
、
小
人
懷
惠
」
。 

  
 

子
曰
く
、「
君
子
は
德
を
懷
い
、
小
人
は
土
を
懷
う
。
君
子
は
刑
を
懷
い
、
小
人
惠
を
懷
う
」、
と
。 

と
あ
り
、
君
子
は
徳
と
刑
を
心
が
け
る
と
す
る
（

19
）
。 
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・
『
春
秋
左
氏
伝
』 

 
『
春
秋
左
氏
伝
』
巻
十
四
僖
公
十
五
年
の
伝
に
、 

君
子
曰
、
「･･

･･
･･

貳
而
執
之
、
服
而
舍
之
、
德
莫
厚
焉
、
刑
莫
威
焉
。
服
者
懷
德
、
貳
者
畏
刑
。
此
一
役
也
、
秦
可
以
霸
。
納
而
不
定
、
廢
而
不
立
、
以
德
爲

怨
。
秦
不
其
然
」
。 

 

 

君
子
曰
く
、
「･

･･･
･･

貳
し
て
之
を
執
え
、
服
し
て
之
を
舍
す
は
、
德
焉
よ
り
も
厚
き
は
莫
く
、
刑
焉
よ
り
威
な
る
は
莫
し
。
服
す
る
者
は
德
に
懷
き
、
貳
す
る

者
は
刑
を
畏
る
。
此
の
一
役
や
、
秦
以
て
霸
た
る
可
し
。
納
れ
て
定
め
ず
、
廢
し
て
立
て
ざ
る
は
、
德
を
以
て
怨
み
と
爲
す
。
秦
は
其
れ
然
ら
ず
」、
と
。 

と
あ
り
、
晋
の
呂
甥
が
秦
伯
と
語
っ
た
際
の
言
葉
に
刑
・
徳
の
記
述
が
見
え
る
。
二
心
を
抱
い
て
叛
い
た
ら
と
ら
え
、
服
従
し
た
ら
許
す
と
い
う
こ
と
は
何
よ
り
の

「
徳
」
で
あ
り
、
「
刑
」
で
あ
る
と
す
る
。
刑
は
「
刑
罰
」、
徳
は
「
恩
義
」
の
意
で
あ
る
。
同
巻
十
六
僖
公
二
十
五
年
の
伝
に
、 

陽
樊
不
服
。
圍
之
。
蒼
葛
呼
曰
、
「
徳
以
柔
中
國
、
刑
以
威
四
夷
。
宜
吾
不
敢
服
也
。
此
誰
非
王
之
親
姻
。
其
俘
之
也
」。 

 

 

陽
樊
服
せ
ず
。
之
を
圍
む
。
蒼
葛
呼
び
て
曰
く
、
「
德
は
以
て
中
國
を
柔
げ
、
刑
は
以
て
四
夷
を
威
す
。
宜
な
り
吾
の
敢
え
て
服
せ
ざ
る
や
。
此
れ
誰
か
王
の
親

姻
に
非
ざ
ら
ん
。
其
れ
之
を
俘
に
せ
ん
と
す
る
や
」
、
と
。 

と
あ
り
、
陽
樊
の
人
々
が
晋
に
服
従
せ
ず
、
晋
の
軍
が
こ
れ
を
囲
む
と
、
場
内
か
ら
の
蒼
葛
の
発
言
に
刑
・
徳
の
記
述
が
見
え
る
。
「
刑
」
は
四
夷
へ
の
威
嚇
、
「
徳
」

は
中
国
の
慰
撫
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
同
巻
二
十
三
宣
公
十
二
年
の
伝
に
、 

隨
武
子
曰
、「
善
。
會
聞
、「
用
師
、
觀
釁
而
動
」。
徳
刑
政
事
典
禮
不
易
、
不
可
敵
也
。
不
爲
是
征
。
楚
君
討
鄭
、
怒
其
貳
而
哀
其
卑
。
叛
而
伐
之
、
服
而
舍
之
。

徳
刑
成
矣
。
伐
叛
、
刑
也
。
柔
服
、
德
也
。
二
者
立
矣…

…

徳
立
刑
行
、
政
成
事
時
、
典
從
禮
順
。
若
之
何
敵
之
」。 

 

 
 

隨
武
子
曰
く
、「
善
し
。
會
聞
く
、「
師
を
用
い
る
は
、
釁
を
觀
て
動
く
」、
と
。
徳
刑
政
事
典
禮
の
易
ら
ざ
る
は
、
敵
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
是
が
爲
に
征
せ
ず
。

楚
君
、
鄭
を
討
つ
や
、
其
の
貳
を
怒
り
て
其
の
卑
を
哀
れ
む
。
叛
き
て
之
を
伐
ち
、
服
し
て
之
を
舍
す
は
、
德
刑
成
れ
り
。
叛
を
伐
つ
は
、
刑
な
り
。
服
を
柔
ぐ

る
は
、
德
な
り
。
二
者
立
て
り…

…

德
立
ち
刑
行
は
れ
、
政
成
り
事
時
あ
り
、
典
從
い
禮
順
う
。
之
を
若
何
ぞ
之
に
敵
せ
ん
」、
と
。 

と
あ
り
、
隨
武
子
の
桓
子
へ
の
発
言
に
刑
・
徳
の
記
述
が
見
え
る
。
徳
・
刑
は
こ
れ
ら
を
変
え
な
い
も
の
、
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
相
手
と
は
敵
対
し
て
は
い
け
な

い
と
す
る
。
さ
ら
に
「
叛
を
伐
つ
は
、
刑
な
り
。
服
を
柔
ぐ
は
、
徳
な
り
」
と
述
べ
て
、
内
政
に
お
い
て
は
、
手
柄
を
立
て
た
も
の
に
恩
恵
を
施
し
、
命
令
を
守
ら
な
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か
っ
た
も
の
に
刑
罰
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
刑
は
国
外
に
向
け
ら
れ
た
「
武
力
征
伐
」
を
示
し
、
徳
は
降
伏
し
た
際
に
示
す
「
温
情
」
の
よ

う
で
あ
る
。
湯
浅
氏
は
政
治
・
軍
事
に
お
い
て
刑
徳
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
（

20
）
。
同
巻
二
十
八
成
公
十
六
年
の
伝
に
、 

子
反
入
見
申
叔
時
曰
、「
師
其
何
如
」。
對
曰
、「
德
・
刑
・
詳
・
義
・
禮
・
信
、
戰
之
器
也
。
徳
以
施
惠
、
刑
以
正
邪
、
詳
以
事
神
、
義
以
建
利
、
禮
以
順
時
、
信

以
守
物
。
民
生
厚
而
德
正
、
用
利
而
事
節
、
時
順
而
物
成
。
上
下
和
睦
、
周
旋
不
逆
。
求
無
不
具
、
各
知
其
極
」
。 

 

子
反
入
り
て
申
叔
時
に
見
え
て
曰
く
、「
師
は
其
れ
何
如
」
と
。
對
え
て
曰
く
、「
德
・
刑
・
詳
・
義
・
禮
・
信
は
戰
の
器
な
り
。
德
以
て
惠
を
施
し
、
刑
以
て
邪

を
正
し
、
詳
以
て
神
に
事
え
、
義
以
て
利
を
建
て
、
禮
以
て
時
に
順
い
、
信
以
て
物
を
守
る
。
民
生
厚
く
し
て
德
正
し
く
、
用
利
に
し
て
事
節
し
、
時
順
に
し
て

物
成
る
。
上
下
和
睦
し
、
周
旋
逆
は
ず
。
求
め
具
は
ざ
る
無
く
、
各
其
の
極
を
知
る
」、
と
。 

と
あ
り
、
鄢
陵
の
戦
に
お
い
て
申
叔
時
の
（
司
馬
）
子
反
へ
の
答
え
の
中
で
、
徳
・
刑
は
他
の
詳
・
義
・
礼
・
信
と
と
も
に
「
戰
の
器
」
と
さ
れ
、
重
要
な
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
徳
は
恩
恵
、
刑
は
正
邪
（
邪
を
正
す
）
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
谷
中
氏
は
、
こ
こ
で
「
徳
・
刑
」
の
二
語
が
「
政
・
事
」・「
典
・
禮
」
な
ど
と
共
に
見
え

て
お
り
、
「
徳
」
と
「
刑
」
と
の
間
に
高
下
は
な
く
、
内
政
外
交
の
内
主
と
し
て
外
交
局
面
に
お
け
る
要
件
を
言
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
、
と
指
摘

し
て
い
る
（

21
）
。
同
成
公
十
六
年
の
伝
に
、 

曹
人
請
于
晉
曰
、
「
自
我
先
君
宣
公
即
世
、
國
人
曰
、「
若
之
何
。
憂
猶
未
弭
」。
而
又
討
我
寡
君
、
以
亡
曹
國
社
稷
之
鎭
公
子
、
是
大
泯
曹
也
。
先
君
無
乃
有
罪 

乎
。
若
有
罪
、
則
君
列
諸
會
矣
。
君
唯
不
遺
德
刑
、
以
伯
諸
侯
。
豈
獨
遺
諸
敝
邑
。
敢
私
布
之
」。 

 

曹
人
、
晉
に
請
い
て
曰
く
、
「
我
が
先
君
宣
公
世
に
即
き
し
よ
り
、
國
人
曰
く
、
「
之
を
若
何
せ
ん
」、
と
。
憂
い
猶
ほ
未
だ
弭
ま
ず
。
而
る
に
又
我
が
寡
君
を
討

ち
、
以
て
曹
國
社
稷
の
鎭
公
子
を
亡
え
り
。
是
れ
大
い
に
曹
を
泯
ぼ
す
な
り
。
先
君
乃
ち
罪
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
若
し
罪
有
ら
ば
、
則
ち
君
諸
を
會
に
列
せ

し
む
。
君
唯
だ
德
刑
を
遺
れ
ず
、
以
て
諸
侯
に
伯
た
り
。
豈
に
獨
り
諸
を
敝
邑
に
遺
れ
ん
や
。
敢
え
て
私
か
に
之
を
布
く
」
、
と
。 

と
あ
り
、
徳
刑
に
よ
っ
て
覇
者
と
な
っ
た
こ
と
を
指
す
。
同
巻
二
十
八
成
公
十
七
年
の
伝
に
、 

公
曰
、「
一
朝
而
尸
三
卿
。
余
不
忍
益
也
」。
對
曰
、
「
人
將
忍
君
。
臣
聞
、「
亂
在
外
爲
姦
、
在
内
爲
軌
。
御
姦
以
德
、
御
軌
以
刑
」
。
不
施
而
殺
、
不
可
謂
德
。

臣
偪
而
不
討
、
不
可
謂
刑
。
德
・
刑
不
立
、
姦
・
軌
竝
至
。
臣
請
行
」。 

 
 

公
曰
く
、「
一
朝
に
し
て
三
卿
を
尸
す
。
余
益
す
に
忍
び
ず
」、
と
。
對
え
て
曰
く
、「
人
將
に
君
に
忍
び
ん
と
す
。
臣
聞
く
、「
亂
外
に
在
る
を
姦
と
爲
し
、
内
に
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在
る
を
軌
と
爲
す
。
姦
を
御
ぐ
に
德
を
以
て
し
、
軌
を
御
ぐ
に
刑
を
以
て
す
」
、
と
。
施
さ
ず
し
て
殺
す
は
、
德
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
臣
偪
り
て
討
た
ざ
る
は
、

刑
と
謂
う
可
か
ら
ず
。
德
刑
立
た
ず
ん
ば
、
姦
軌
竝
び
至
ら
ん
。
臣
請
う
行
ら
ん
」
、
と
。 

と
あ
り
、
長
魚
橋
の
晋
厲
公
へ
の
発
言
の
中
で
、
刑
・
徳
は
と
も
に
国
内
外
の
乱
を
防
ぐ
た
め
に
必
須
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
国
外
の
乱
で
あ
る
姦
を
防
ぐ
た
め
に

は
「
徳
」
を
用
い
、
国
内
の
乱
で
あ
る
軌
を
防
ぐ
た
め
に
は
「
刑
」
を
用
い
、
「
徳
・
刑
」
が
成
り
立
っ
て
こ
そ
国
内
外
の
乱
を
防
げ
る
と
述
べ
て
い
る
。
徳
は
君
主

の
恩
徳
、
刑
は
刑
罰
の
意
で
あ
る
。
同
巻
三
十
八
襄
公
二
十
八
年
条
の
伝
に
、 

 
 

子
産
曰
、「
大
適
小
、
則
爲
壇
。
小
適
大
、
苟
舍
而
已
。
焉
用
壇
。
僑
聞
之
、
大
適
小
、
有
五
美
。
宥
其
罪
戻
、
赦
其
過
失
、
救
其
菑
患
、
賞
其
德
刑
、
教
其
不 

及
」。 

 

子
産
曰
く
、「
大
、
小
に
適
か
ば
、
則
ち
壇
を
爲
る
。
小
、
大
に
適
か
ば
、
苟
く
も
舍
す
る
の
み
。
焉
く
ん
ぞ
壇
を
用
い
ん
。
僑
之
を
聞
く
、
大
の
小
に
適
く
に
、 

五
美
有
り
。
其
の
罪
戻
を
宥
し
、
其
の
過
失
を
赦
し
、
其
の
菑
患
を
救
い
、
其
の
德
刑
を
賞
し
、
其
の
及
ば
ざ
る
を
教
ゆ
」
、
と
。 

と
あ
る
。
大
国
が
小
国
に
行
く
際
の
五
つ
の
要
点
を
言
い
、
小
国
が
自
ら
成
し
た
徳
刑
を
大
国
は
干
渉
せ
ず
誉
め
る
だ
け
で
良
い
と
す
る
（

22
）
。
徳
刑
は
賞
罰
の
こ
と

で
あ
る
。 

 

・
『
荘
子
』 

『
荘
子
』
巻
五
上
天
地
篇
に
、 

 
 

子
高
曰
、「
昔
堯
治
天
下
、
不
賞
而
民
勸
、
不
罰
而
民
畏
。
今
子
賞
罰
而
民
且
不
仁
。
德
自
此
衰
、
刑
自
此
立
、
後
世
之
亂
自
此
始
矣
」。 

 

子
高
曰
く
、
「
昔
堯
天
下
を
治
め
し
と
き
に
、
賞
せ
ず
し
て
民
勸
め
、
罰
せ
ず
し
て
民
畏
る
。
今
子
賞
罰
し
て
民
且
つ
仁
な
ら
ず
。
德
此
自
り
衰
え
、
刑
此
自
り 

立
ち
、
後
世
の
亂
、
此
自
り
始
ま
ら
ん
」、
と
。 

と
あ
り
、
賞
罰
に
よ
っ
て
民
が
仁
か
ら
離
れ
、
そ
こ
か
ら
徳
が
衰
え
、
刑
が
立
つ
こ
と
で
、
後
世
の
乱
が
始
ま
っ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
徳
よ
り
も
刑
が
成
り
立
つ 

こ
と
に
よ
っ
て
乱
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
刑
よ
り
も
徳
の
方
を
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
巻
十
上
説
剣
篇
に
、 

 
 
 

 
 

王
曰
、「
天
子
之
劍
何
如
」
。
曰
、
「
天
子
之
劍
、
以
燕
谿
・
石
城
爲
鋒
、
齊
岱
爲
鍔
、
晉
・
魏
（
衞
）
爲
脊
、
周
宋
爲
鐔
、
韓
・
魏
爲
鋏
、
包
以
四
夷
、
裹
以
四

時
、
繞
以
渤
海
、
帶
以
常
山
、
制
以
五
行
、
論
以
刑
德
、
開
以
陰
陽
、
持
以
春
夏
、
行
以
秋
冬
」。 
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王
曰
く
、
「
天
子
の
劍
は
何
如
」
、
と
。
曰
く
、「
天
子
の
劍
は
燕
谿
・
石
城
を
以
て
鋒
と
爲
し
、
齊
岱
を
鍔
と
爲
し
、
晉
・
衛
を
脊
と
爲
し
、
周
・
宋
を
鐔
と
爲

し
、
韓
・
魏
を
鋏
と
爲
し
、
包
む
に
四
夷
を
以
て
し
、
裹
む
に
四
時
を
以
て
し
、
繞
ら
す
に
渤
海
を
以
て
し
、
帶
ぶ
る
に
常
山
を
以
て
し
、
制
す
る
に
五
行
を
以

て
し
、
論
ず
る
に
刑
德
を
以
て
し
、
開
く
に
陰
陽
を
以
て
し
、
持
す
る
に
春
夏
を
以
て
し
、
行
な
う
に
秋
冬
を
以
て
す
」、
と
。 

と
あ
り
、
荘
子
が
趙
の
文
王
に
「
天
子
の
剣
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
際
に
、
刑
・
徳
の
ど
ち
ら
を
施
行
す
べ
き
か
を
考
え
て
そ
の
振
る
い
方
を
論 

じ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
刑
、
徳
は
刑
罰
、
恩
徳
・
根
源
的
な
道
徳
の
こ
と
で
あ
る
（

23
）
。 

 

・
『
鶡
冠
子
』 

『
鶡
冠
子
』
巻
中
王
鉄
篇
に
、 

 
 

天
子
執
一
以
居
中
央
、
調
以
五
音
、
正
以
六
律
、
紀
以
度
數
、
宰
以
刑
德
。
從
本
至
末
、
第
以
甲
乙
。
天
始
於
元
、
地
始
於
朔
、
四
時
始
於
歴
。 

  
 

天
子
、
一
を
執
り
以
て
中
央
に
居
り
、
調
す
る
に
五
音
を
以
て
し
、
正
す
る
に
六
律
を
以
て
し
、
紀
す
る
に
度
數
を
以
て
し
、
宰
す
る
に
刑
德
を
以
て
す
。
本
從

り
末
に
至
り
、
第
す
る
に
甲
乙
を
以
て
す
る
。
天
、
元
よ
り
始
ま
り
、
地
、
朔
よ
り
始
ま
り
、
四
時
は
歴
よ
り
始
ま
る
。 

と
あ
り
、
鶡
冠
子
の
言
葉
に
、
天
子
が
「
調
」、
「
正
」、
「
紀
」、
「
宰
」
の
中
の
「
宰
（
統
治
）
」
を
す
る
際
は
刑
・
徳
を
用
い
る
べ
き
と
す
る
。
刑
は
刑
罰
、
徳
は
恩

徳
の
意
で
あ
る
。
同
巻
中
秦
鴻
篇
に
、 

 
 

天
・
地
・
人
事
、
三
者
復
一
也
。
立
置
臣
義
、
所
謂
四
則
。
散
以
八
風
、
揆
以
六
合
、
事
以
四
時
、
寫
以
八
極
、
照
以
三
光
、
牧
以
刑
德
、
調
以
五
音
、
正
以
六

律
。 

  
 

天
・
地
・
人
事
、
三
者
は
一
に
復
す
る
な
り
。
立
ち
て
臣
の
義
を
置
く
は
、
所
謂
四
則
な
り
。
散
ず
る
に
八
風
を
以
て
し
、
揆
す
る
に
六
合
を
以
て
し
、
事
る
に

四
時
を
以
て
し
、
寫
す
る
に
八
極
を
以
て
し
、
照
す
る
に
三
光
を
以
て
し
、
牧
す
る
に
刑
德
を
以
て
し
、
調
う
る
に
五
音
を
以
て
し
、
正
す
に
六
律
を
以
て
す
。 

と
あ
り
、
泰
一
の
言
葉
の
中
の
、
臣
下
の
行
う
べ
き
こ
と
と
し
て
五
音
・
六
律
・
度
数
と
と
も
に
「
牧
（
統
治
）
」
す
る
際
に
刑
徳
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
刑
は
刑
法 

徳
は
賞
賜
の
意
で
あ
る
（

24
）
。 
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・
『
尉
繚
子
』 

『
尉
繚
子
』
天
官
第
一
篇
に 

 
 

梁
惠
王
問
尉
繚
子
曰
、
「
黄
帝
刑
德
、
可
以
百
勝
、
有
之
乎
」
。
尉
繚
子
對
曰
、
「
刑
以
伐
之
、
德
以
守
之
、
非
所
謂
天
官
時
日
陰
陽
向
背
也
。
黄
帝
者
、
人
事
而

已
矣
」
。 

 

梁
の
惠
王
、
尉
繚
子
に
問
い
て
曰
く
、
「
黄
帝
の
刑
德
は
、
以
て
百
勝
す
可
し
と
、
之
有
り
や
」、
と
。
尉
繚
子
、
對
え
て
曰
く
、
「
刑
は
以
て
之
を
伐
ち
、
德
は

以
て
之
を
守
る
。
所
謂
天
官
時
日
、
陰
陽
向
背
に
非
ざ
る
な
り
。
黄
帝
は
人
事
の
み
」、
と
。 

と
あ
る
。
刑
徳
が
天
官
時
日
陰
陽
の
向
背
で
は
な
く
人
事
で
あ
る
と
す
る
が
、
当
時
刑
徳
を
陰
陽
等
と
す
る
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
逆
に
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
『
尉
繚
子
』
に
よ
っ
て
初
め
て
刑
徳
が
占
術
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
武
田
時
昌
氏
は
、
こ
の
記
述
は
攻
守
の
方
位
、
日
時
を
定 

め
、
陣
形
を
組
み
立
て
る
種
々
の
兵
法
が
「
刑
徳
」
で
代
表
さ
れ
て
い
る
と
し
、
序
章
で
も
述
べ
た
刑
・
徳
を
用
い
た
占
術
と
し
て
捉
え
る
。
術
数
・
神
煞
の
刑
・
徳 

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
（

25
）
。 

 

・
『
商
君
書
』 

『
商
君
書
』
巻
二
説
民
篇
に
、 

 
 

刑
生
力
、
力
生
彊
、
彊
生
威
、
威
生
德
、
德
生
於
刑
。
故
刑
多
則
賞
重
、
賞
少
則
刑
重
。 

  
 

刑
は
力
を
生
じ
、
力
は
彊
を
生
じ
、
彊
は
威
を
生
じ
、
威
は
德
を
生
ず
、
德
は
刑
よ
り
生
ず
。
故
に
刑
多
け
れ
ば
則
ち
賞
重
く
、
賞
少
な
け
れ
ば
則
ち
刑
重
し
。 

と
あ
り
、
刑
・
徳
を
支
配
の
手
段
と
し
て
用
い
、
徳
は
刑
か
ら
生
じ
て
い
る
と
す
る
。
巻
二
同
開
塞
篇
に
、 

故
以
王
天
下
者
并
刑
。
力
征
諸
侯
者
退
德…

…

故
效
於
古
者
先
德
而
治
、
效
於
今
者
前
刑
而
法…

…

此
吾
以
殺
刑
之
反
於
德
、
而
義
合
於
暴
也
。 

 

故
に
以
て
天
下
に
王
た
ら
ん
と
す
る
者
は
、
刑
を
并
す
。
諸
侯
を
力
征
す
る
者
は
、
徳
を
退
く
。
故
に
古
に
效
う
者
は
、
德
を
先
に
し
て
治
め･

････
･

今
に
效
う

者
は
、
刑
を
前
に
し
て
法
る…

…

此
れ
吾
れ
殺
を
以
て
刑
の
德
に
反
り
、
義
は
暴
に
合
う
な
り 

と
あ
り
、
天
下
の
王
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
は
刑
を
用
い
、
諸
侯
を
討
と
う
と
す
る
も
の
は
徳
を
退
け
る
等
、
刑
を
優
先
す
べ
き
と
す
る
。
ま
た
。
古
に
效
う
も
の
は
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徳
を
先
に
、
今
に
效
う
も
の
は
刑
罰
を
先
に
す
る
と
す
る
（

26
）
。 

 
・
『
呂
氏
春
秋
』 

『
呂
氏
春
秋
』
巻
六
季
夏
紀
音
律
に
、 

 
 

夾
鐘
之
月
、
寛
裕
和
平
、
行
德
去
刑
、
無
或
作
事
、
以
害
羣
生
。 

 

夾
鐘
の
月
、
寛
裕
和
平
に
し
て
、
德
を
行
い
刑
を
去
り
、
事
を
作
し
て
以
て
羣
生
を
害
す
る
こ
と
或
る
無
か
れ
。 

と
あ
り
、
夾
鐘
の
月
に
は
徳
政
を
行
い
、
刑
罰
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
べ
し
と
す
る
。（
27
） 

 

・
『
韓
非
子
』 

『
韓
非
子
』
巻
二
・
二
柄
篇
に 

明
主
之
所
導
制
其
臣
者
、
二
柄
而
已
矣
。
二
柄
者
、
刑
德
也
。
何
謂
刑
德
。
曰
、
殺
戮
之
謂
刑
、
慶
賞
之
謂
德
。
爲
人
臣
者
、
畏
誅
罰
而
利
慶
賞
。
故
人
主
自
用

其
刑
德
、
則
羣
臣
畏
其
威
而
歸
其
利
矣
。 

 

明
主
の
其
の
臣
を
導
制
す
る
所
の
者
は
、
二
柄
の
み
。
二
柄
と
は
刑
・
德
な
り
。
何
を
か
刑
・
德
と
謂
う
。
曰
く
、
「
殺
戮
之
を
刑
と
謂
い
、
慶
賞
之
を
德
と
謂

う
」
、
と
。
人
臣
爲
る
者
は
、
誅
罰
を
畏
れ
て
慶
賞
を
利
す
。
故
に
人
主
は
自
ら
其
の
刑
德
を
用
い
れ
ば
、
則
ち
羣
臣
其
の
威
を
畏
れ
て
其
の
利
に
歸
せ
む
。 

と
あ
り
、
聡
明
な
君
主
は
刑
・
徳
の
二
柄
に
よ
っ
て
臣
下
を
制
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
刑
が
殺
戮
、
徳
が
慶
賞
の
意
味
で
、
君
主
の
支
配
の
手
段
と
さ
れ
る
が
、『
韓 

非
子
』
の
法
治
主
義
の
傾
向
か
ら
刑
主
徳
輔
の
傾
向
が
あ
る
と
す
る
（

28
）
。 

以
上
の
資
料
に
お
い
て
刑
・
徳
は
二
元
対
立
の
概
念
と
な
っ
て
お
り
、
刑
の
意
味
は
刑
法
・
罰
・
殺
戮
・
征
伐
、
徳
の
意
味
は
道
徳
・
褒
賞
・
懐
柔
等
で
あ
る
。
た

だ
し
、『
尉
繚
子
』
の
刑
徳
は
他
の
も
の
と
違
い
、
術
数
的
な
用
途
が
示
さ
れ
て
お
り
、
後
世
の
天
文
訓
の
刑
徳
理
論
に
繋
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
基

本
的
に
胡
文
輝
氏
の
①
部
分
の
説
明
は
大
枠
で
正
し
い
と
言
え
る
が
、『
尉
繚
子
』
の
評
価
は
後
世
の
術
数
・
神
煞
的
な
も
の
と
繋
が
る
も
の
と
言
え
、
政
治
・
社
会

的
な
意
味
以
外
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
②
部
分
に
お
い
て
刑
徳
の
概
念
は
陰
陽
学
説
の
影
響
を
受
け
て
陰
陽
の
二
元
対
立
の
概
念
と
成
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
刑
・
徳
が
陰
陽
に
比
定
さ
れ
て
い
る
文
献
は
帛
書
『
十
大
経
』
、『
管
子
』
、『
鶡
冠
子
』
、
張
家
山
漢
簡
『
蓋
盧
』
、
上
海
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
に
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見
え
る
。 

 第
二
節 

陰
陽
の
性
質
を
も
つ
刑
徳 

 

・
帛
書
『
十
六
経
』
観
篇
八
下
／
八
五
下
～
十
下
／
八
七
下
に
、 

 

不
靡
不
黑
、
而
正
之
以
刑
與
德
。
春
夏
爲
德
、
秋
冬
爲
刑
。
先
德
後
刑
以
養
生
。
姓
生
巳
（
已
）
定
、
而
適
（
敵
）
者
生
爭
、
不
諶
不
定
。
凡
諶
之
極
、
在
刑
與

德
。
刑
德
皇

、
日
月
相
望
、
以
明
其
當…

…

夫
竝
時
以
養
民
功
、
先
德
後
刑
、
順
於
天
。 

 

靡
か
ず
黑
た
ら
ざ
る
に
、
之
を
正
す
に
刑
と
德
を
以
て
す
。
春
夏
は
德
爲
り
、
秋
冬
は
刑
爲
り
。
德
を
先
に
し
刑
を
後
に
し
以
て
養
生
す
。
姓
生
じ
已
に
定
ま
れ

ば
、
敵
者
生
じ
て
爭
い
、
諶
な
ら
ず
定
ま
ら
ず
。
凡
そ
諶
の
極
は
、
刑
と
德
に
在
り
。
刑
德
皇
皇
た
り
、
日
月
相
望
み
、
以
て
其
の
當
を
明
ら
か
に
し…

…

夫
れ

竝
び
に
時
に
以
て
民
功
を
養
い
、
德
を
先
に
し
刑
を
後
に
し
、
天
に
順
う
。 

と
あ
り
、
春
夏
は
徳
、
秋
冬
は
刑
で
あ
り
、
徳
を
先
に
刑
を
後
で
用
い
る
こ
と
で
刑
・
徳
が
共
に
養
い
、
陰
陽
が
互
い
に
根
ざ
す
と
し
て
い
る
。
同
姓
争
篇
三
一
下
／ 

一
〇
八
下
～
三
二
下
／
一
〇
九
下
に
、 

凡
諶
之
極
、
在
刑
與
德
。
刑
德
皇

、
日
月
相
望
、
以
明
其
當
。
望
失
其
當
、
環
視
其
央
（
殃
）。
天
德
皇

、
非
刑
不
行
。
繆
（
穆
）

天
刑
、
非
德
必
頃
（
傾
）
。

刑
德
相
養
、
逆
順
若
成
。
刑
晦
而
德
明
、
刑
陰
而
德
陽
、
刑
微
而
德
章
。 

 

凡
そ
諶
の
極
は
、
刑
と
德
に
在
り
。
刑
德
皇
皇
た
り
、
日
月
相
い
望
み
、
以
て
其
の
當
を
明
ら
か
に
す
。
其
の
當
を
失
え
ば
、
其
の
殃
を
環
視
す
る
を
望
む
。
天

德
皇
皇
た
り
て
、
刑
に
非
ざ
れ
ば
行
わ
ず
。
穆
穆
た
る
天
刑
、
德
に
非
ざ
れ
ば
必
ず
傾
し
。
刑
德
相
養
い
、
逆
順
成
る
が
若
し
。
刑
晦
に
し
て
德
明
な
り
、
刑
陰

に
し
て
德
陽
な
り
、
刑
微
に
し
て
德
章
か
な
り
。 

と
あ
り
、
刑
徳
は
日
月
や
陰
陽
、
明
晦
、
章
微
に
対
応
し
、
お
互
い
の
必
要
性
を
様
々
な
形
で
説
く
。
後
述
の
『
管
子
』
等
と
繋
が
る
部
分
が
あ
る
（

29
）
。 
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・
『
管
子
』 

『
管
子
』
巻
十
四
・
四
時
篇
に
、 

 
 

管
子
曰
、
「
令
有
時
。
無
時
則
必
視
順
天
之
所
以
來…

…

是
故
、
陰
陽
者
天
地
之
大
理
也
。
四
時
者
陰
陽
之
大
徑
也
。
刑
德
者
四
時
之
合
也
。
刑
德
合
於
時
、
則

生
福
、
詭
則
生
禍
。
然
則
、
春
夏
秋
冬
將
何
行…

…

是
故
、
春
凋
秋
榮
、
冬
雷
夏
有
霜
雪
、
此
皆
氣
之
賊
也
。
刑
德
易
節
失
次
、
則
賊
氣
遬
至
。
賊
氣
遬
至
、
則

國
多
菑
殃
。
是
故
、
聖
王
務
時
而
寄
政
焉
、
作
教
而
寄
武
焉
、
作
祀
而
寄
德
焉
。
此
三
者
聖
王
所
以
合
於
天
地
之
行
也
。
日
掌
陽
、
月
掌
陰
、
星
掌
和
。
陽
爲
德
、

陰
爲
刑
、
和
爲
事
。
是
故
、
日
食
、
則
失
德
之
國
惡
之
、
月
食
、
則
失
刑
之
國
惡
之
。
彗
星
見
、
則
失
和
之
國
惡
之
。
風
與
日
爭
明
、
則
失
生
（
政
）
之
國
惡
之
。

是
故
、
聖
王
、
日
食
則
修
德
、
月
食
則
修
刑
、
彗
星
見
則
修
和
、
風
與
日
爭
明
則
修
生
（
政
）
。
此
四
者
、
聖
王
所
以
免
於
天
地
之
誅
也
。
信
能
行
之
、
五
穀
蕃

息
、
六
畜
殖
而
甲
兵
強
。
治
積
、
則
昌
。
暴
虐
積
、
則
亡…

…

道
生
天
地
、
德
出
賢
人
。
道
生
德
、
德
生
正
（
政
）、
正
（
政
）
生
事
、
是
以
、
聖
王
治
天
下
、
窮

則
反
、
終
則
始
。
德
始
於
春
、
長
於
夏
。
刑
始
於
秋
、
流
於
冬
。
刑
德
不
失
、
四
時
如
一
。
刑
德
離
郷
、
時
乃
逆
行
。
作
事
不
成
、
必
有
大
殃
。
月
有
三
政
、
王

事
必
理
、
以
爲
必
長
。
不
中
者
死
、
失
理
者
亡
。
國
有
四
時
、
固
執
王
事
。
四
守
有
所
、
三
政
執
輔
。 

 

管
子
曰
く
、「
令
に
は
時
有
り
。
時
無
け
れ
ば
則
ち
必
ず
天
の
以
て
來
る
所
を
視
る…

…

是
の
故
に
、
陰
陽
は
天
地
の
大
理
な
り
。
四
時
は
陰
陽
の
大
徑
な
り
。

刑
德
は
四
時
の
合
な
り
。
刑
德
、
時
に
合
え
ば
、
則
ち
福
い
を
生
じ
、
詭
え
ば
則
ち
禍
い
を
生
ず
。
然
ら
ば
則
ち
、
春
夏
秋
冬
に
は
、
將
た
何
を
か
行
は
ん…

…

是
の
故
に
、
春
凋
み
、
秋
榮
き
、
冬
雷
あ
り
、
夏
に
霜
雪
有
る
は
、
此
れ
皆
な
氣
の
賊
な
り
。
刑
德
、
節
を
易
え
次
を
失
え
ば
、
則
ち
賊
氣
遬
か
に
至
る
。
賊
氣

遬
か
に
至
れ
ば
、
則
ち
國
に
菑
殃
多
し
。
是
の
故
に
、
聖
王
は
時
を
務
め
て
政
を
寄
せ
、
教
え
を
作
り
て
武
を
寄
せ
、
祀
を
作
り
て
德
を
寄
す
。
此
の
三
つ
の
者

は
、
聖
王
の
天
地
の
行
に
合
す
る
所
以
な
り
。
日
は
陽
を
掌
り
、
月
は
陰
を
掌
り
、
星
は
和
を
掌
る
。
陽
を
德
と
爲
し
、
陰
を
刑
と
爲
し
、
和
を
事
と
爲
す
。
是

の
故
に
、
日
食
す
れ
ば
、
則
ち
德
を
失
う
の
國
之
を
惡
む
、
月
食
す
れ
ば
、
則
ち
刑
を
失
う
の
國
之
を
惡
む
。
彗
星
見
る
れ
ば
、
則
ち
和
を
失
う
の
國
之
を
惡
む
。

風
と
日
と
明
を
爭
え
ば
、
則
ち
政
を
失
う
の
國
之
を
惡
む
。
是
の
故
に
、
聖
王
は
、
日
食
す
れ
ば
則
ち
德
を
修
め
、
月
食
す
れ
ば
則
ち
刑
を
修
め
、
彗
星
見
る
れ

ば
則
ち
和
を
修
め
、
風
と
日
と
明
を
爭
え
ば
則
ち
政
を
修
む
。
此
の
四
つ
の
者
は
、
聖
王
の
天
地
の
誅
を
免
る
る
所
以
な
り
。
信
に
能
く
之
を
行
え
ば
、
五
穀
蕃

息
し
、
六
畜
殖
し
て
甲
兵
強
し
。
治
積
め
ば
、
則
ち
昌
ん
な
り
。
暴
虐
積
め
ば
、
則
ち
亡
ぶ…

…

道
は
天
地
に
生
じ
、
德
は
賢
人
に
出
づ
。
道
は
德
を
生
じ
、
德

は
政
を
生
じ
、
政
は
事
を
生
ず
。
是
を
以
て
、
聖
王
の
天
下
を
治
む
る
や
、
窮
ま
れ
ば
則
ち
反
り
、
終
れ
ば
則
ち
始
む
。
德
は
春
に
始
ま
り
、
夏
に
長
ず
。
刑
は

秋
に
始
ま
り
、
冬
に
流
る
。
刑
德
失
は
ざ
れ
ば
、
四
時
、
一
の
如
し
。
刑
德
、
郷
を
離
る
れ
ば
、
時
乃
ち
逆
行
す
。
事
を
作
し
て
成
ら
ず
、
必
ず
大
殃
有
り
。
月

に
三
政
有
り
、
王
事
必
ず
理
ま
り
、
以
て
久
長
を
爲
す
。
中
ら
ざ
る
者
は
死
し
、
理
を
失
う
者
は
亡
ぶ
。
國
に
四
時
有
り
、
固
く
王
事
を
執
る
。
四
守
、
所
有
り
、
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三
政
執
輔
す
。 

と
あ
り
、
刑
・
徳
が
適
切
な
時
期
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
気
の
働
き
が
時
節
に
反
し
て
国
に
災
い
が
多
く
な
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
を
陽
、
月
を
陰
、
德
を
陽
、

刑
を
陰
と
し
た
上
で
、
徳
を
日
、
刑
を
月
に
配
す
る
。
刑
・
徳
が
支
配
に
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
時
宜
か
ら
外
れ
る
と
凶
が
起
こ
る
と
す
る
。
同
巻
十
五
勢

篇
に
、 故

賢
者
、
安
徐
正
靜
、
柔
節
先
定
、
行
於
不
敢
、
而
立
於
不
能
、
守
弱
節
、
而
堅
處
之
。
故
不
犯
天
時
、
不
亂
民
功
、
秉
時
養
人
、
先
德
後
刑
、
順
於
天
、
微
（
徴
） 

度
（
乎
）
人
。 

 

故
に
賢
者
は
、
安
徐
正
靜
に
し
て
、
柔
節
先
づ
定
ま
り
、
不
敢
を
行
い
て
、
不
能
に
立
ち
、
弱
節
を
守
り
て
、
堅
く
之
に
處
る
。
故
に
天
時
を
犯
さ
ず
、
民
の
功

を
亂
さ
ず
、
時
を
秉
り
て
人
を
養
い
、
德
を
先
に
し
て
刑
を
後
に
し
、
天
に
順
い
、
人
に
徴
す
。 

と
あ
り
、
刑
・
徳
を
用
い
る
順
番
は
徳
を
先
に
、
刑
を
後
に
用
い
る
べ
き
と
す
る
（

30
）
。 

 

・
『
国
語
』 

『
国
語
』
巻
三
周
語
下
に
、 

 
 

夫
事
大
不
從
象
、
小
不
從
文
、
上
非
天
刑
、
下
非
地
德
。 

 
 
 

夫
れ
事
は
大
は
象
に
從
は
ず
、
小
は
文
に
從
は
ず
、
上
は
天
刑
に
非
ず
、
下
は
地
德
に
非
ず
。 

と
あ
り
、
同
巻
五
魯
語
下
に
、 

 
 

是
故
天
子
大
采
朝
日
、
與
三
公
・
九
卿
祖
識
地
德
。
日
中
考
政
、
與
百
官
之
政
事
師
尹
、
維
旅
牧
相
、
宣
序
民
事
。
少
采
夕
月
、
與
大
史
・
司
載
、
糾
虔
天
刑
。 

 
 
 

是
の
故
に
天
子
は
大
采
し
て
日
に
朝
し
、
三
公
・
九
卿
と
、
地
徳
を
祖
識
す
。
日
中
し
て
政
を
考
え
、
百
官
の
政
事
師
尹
、
維
旅
の
牧
相
と
、
民
事
を
宣
序
す
。

少
采
し
て
月
に
夕
し
、
大
史
司
載
と
、
天
刑
を
糾
虔
す
。 

と
あ
り
、
地
徳
と
朝
日
、
天
刑
と
夕
月
が
対
応
し
て
い
る
。
徳
が
日
、
刑
が
月
に
配
当
さ
れ
、
地
徳
は
大
地
の
万
物
を
生
育
す
る
徳
、
天
刑
は
天
の
示
す
法
で
あ
る
と

す
る
。
な
お
同
巻
十
二
晋
語
六
に
、 
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長
魚
矯
既
殺
三
郤
、
乃
脅
欒
・
中
行
、
而
言
於
公
曰
、「
不
殺
此
二
子
者
、
憂
必
及
君
」
。 

公
曰 

、「
一
旦
而
尸
三
卿
、
不
可
益
也
」
。 

對
曰
、「
臣
聞
之
、
亂
在 

内
爲
宄
、
在
外
爲
姦
、
御
（
禦
）
宄
以
德
、
御
（
禦
）
姦
以
刑
。
今
治
政
而
内
亂
、
不
可
謂
德
、
除
鯁
而
避
彊
、
不
可
謂
刑
。
徳
刑
不
立
、
姦
宄
竝
至
。
臣
脆
弱
、 

不
能
忍
俟
也
」。 

 

長
魚
矯
既
に
三
郤
を
殺
し
、
乃
ち
欒
・
中
行
を
脅
し
て
、
公
に
言
い
て
曰
く
、「
此
の
二
子
を
殺
さ
ず
ん
ば
、
憂
必
ず
君
に
及
ば
ん
」、
と
。
公
曰
く 

、「
一
旦
に 

し
て
三
卿
を
尸
せ
り
、
益
す
可
か
ら
ず
」、
と
。 

對
え
て
曰
く
、「
臣
之
を
聞
く
、
亂
の
内
に
在
る
を
宄
と
爲
し
、
外
に
在
る
を
姦
と
爲
し
、
宄
を
禦
む
る
に
は 

德
を
以
て
し
、
姦
を
禦
む
る
に
は
刑
を
以
て
す
。
今
政
を
治
め
て
内
亂
る
る
は
、
德
と
謂
う
可
か
ら
ず
、
鯁
を
除
き
て
彊
を
避
く
る
は
、
刑
と
謂
う
可
か
ら
ず
。 

德
刑
立
た
ず
、
姦
宄
竝
び
に
至
ら
ん
。
臣
脆
弱
に
し
て
、
俟
つ
に
忍
ぶ
能
は
ず
」、
と
。 

と
あ
り
、
徳
に
よ
っ
て
内
政
を
安
ん
じ
る
こ
と
で
内
乱
を
予
防
し
、
「
刑
」
に
よ
っ
て
害
を
除
き
国
難
予
防
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
挙
げ
た
『
春
秋
左
氏

伝
』
成
公
十
七
年
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
（

31
）
。 

 

・
『
鶡
冠
子
』 

『
鶡
冠
子
』
巻
上
夜
行
篇
に
、 

 
 

天
、
文
也
。
地
、
理
也
。
月
、
刑
也
。
日
、
德
也
。 

 
 
 

天
は
文
な
り
。
地
は
理
な
り
。
月
は
刑
な
り
。
日
は
德
な
り
。 

と
あ
り
、
同
巻
中
王
鉄
篇
に
、 

鶡
冠
子
曰
「
天
者
、
誠
其
日
德
也･･･

･･･

天
者
、
信
其
月
刑
也
」。 

 

 
 

鶡
冠
子
曰
く
「
天
は
、
其
の
日
德
を
誠
に
す
る
な
り･･･

･･･

天
は
、
其
の
月
刑
を
信
ず
る
な
り
」
、
と
。 

と
あ
り
、
日
を
徳
、
月
を
刑
と
し
て
い
る
（

32
）
。 
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・
張
家
山
漢
簡
『
蓋
盧
』 

張
家
山
漢
簡
『
蓋
盧
』
十
号
簡
に
、 

 
 

天
地
爲
方
圜
、
水
火
爲
陰
陽
、
日
月
爲
刑
德
。 

 

天
地
は
方
圜
爲
り
、
水
火
は
陰
陽
爲
り
、
日
月
は
刑
德
爲
り
。 

と
あ
り
、
日
・
月
を
刑
・
徳
に
対
応
さ
せ
て
い
る
（

33
）
。 

 

・
上
海
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』 

 

上
海
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
一
～
三
号
簡
に
、 

 
 

孔
子
答
曰
、
「
邦
大
旱
、
毋
乃
失
者
刑
與
德
乎
。
唯…
･･･

〔
哀
公
曰
「
〕〔
如
〕
之
何
哉
」。
孔
子
曰
、
「
庶
民
知
説
之
事
鬼
也
、
不
知
刑
與
德
。
如
毋
愛
珪
璧
幣

帛
於
山
川
、
政
刑
與
〔
德
〕…

…
出
遇
子
貢
曰
、「
賜
。
而
聞
巷
路
之
言
、
毋
乃
謂
丘
之
答
非
歟
。
子
貢
曰
、
「
否
。
殹
吾
子
、
如
重
命
其
歟
。
如
夫
政
刑
與
德
、

以
事
上
天
、
此
是
哉
」
。 

  
 

孔
子
答
え
て
曰
く
、「
邦
大
い
に
旱
す
る
と
き
、
乃
ち
者
を
刑
と
德
と
に
失
う
こ
と
毋
か
ら
ん
か
。
唯
だ…

…

〔
哀
公
曰
く
「
〕･････

･

之
を
〔
如
〕
何
せ
ん
や
」
、

と
。
孔
子
曰
く
、「
庶
民
は
説
の
鬼
に
事
う
る
を
知
る
も
、
刑
と
德
と
を
知
ら
ず
。
如
し
珪
璧
幣
帛
を
山
川
に
愛
し
む
こ
と
毋
く
、
刑
と
〔
德
〕
と
を
政
せ
ば･･

････

」、

と
。…

･
･･

出
で
て
子
貢
に
遇
い
て
曰
く
、「
賜
や
。
而
巷
路
の
言
を
聞
き
て
、
乃
ち
丘
の
答
の
非
な
る
こ
と
を
謂
う
こ
と
毋
か
ら
ん
か
」、
と
。
子
貢
曰
く
、「
否
。

殹
吾
子
、
如
く
の
ご
と
く
命
を
重
ん
ず
る
か
。
夫
の
刑
と
德
と
を
政
し
て
、
以
て
上
天
に
事
う
る
が
如
き
は
、
此
れ
是
な
る
か
な
」、
と
。 

 

と
あ
り
、
刑
・
徳
を
ち
ゃ
ん
と
行
わ
な
い
こ
と
が
、
大
旱
に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る
。
刑
・
徳
が
時
宜
を
失
う
と
乱
れ
が
生
じ
る
と
い
う
、
『
管
子
』
と
同
様
の
思
想 

が
見
え
る
（

34
）
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
陰
陽
の
性
質
を
持
つ
刑
・
徳
は
日
・
月
、
天
・
地
等
の
要
素
を
含
む
よ
う
に
な
っ
た
。 
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む
す
び 

  

本
章
で
は
先
秦
～
漢
初
ま
で
の
刑
・
徳
が
見
え
る
伝
世
文
献
や
出
土
資
料
を
検
討
し
た
が
、
刑
徳
に
は
胡
文
輝
氏
等
が
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
政
治
・
社
会
的
な
も
の
、 

陰
陽
の
性
質
を
も
つ
も
の
が
見
え
た
。
そ
の
中
で
、
『
尉
繚
子
』
に
見
え
る
引
用
等
の
刑
徳
理
論
は
、
天
文
訓
に
見
え
る
術
数
・
神
煞
的
刑
徳
と
最
も
性
質
の
近
い
も

の
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
戦
国
中
期
頃
成
書
の
可
能
性
が
あ
る
『
尉
繚
子
』
か
ら
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
放
馬
灘
秦
簡
や
帛
書
の
刑
徳
理
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
こ

れ
ら
の
出
土
資
料
の
検
討
を
中
心
に
し
て
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
追
っ
て
い
き
た
い
。 

 
 

注 （
１
）
銭
遜
「
先
秦
儒
法
関
于
徳
刑
関
系
的
争
論
」
（『
清
華
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版)

』
一
九
八
六
年
一
期
）
、
楊
建
華
「
論
先
秦
徳
刑
合
一
的
政
治
観
」
（『
浙

江
学
刊
』
一
九
九
二
年
六
期
）、
鄭
文
宝
「
孔
子
徳
刑
観
的
審
視
与
解
読
」（
『
倫
理
学
研
究
』
二
〇
一
五
年
三
期
）、
関
健
瑛
「
儒
家
徳
刑
観
及
其
現
代
価
値
」（『
求
是

学
刊
』
一
九
九
八
年
二
期
）
、
張
開
誠
「
孔
子
「
徳
刑
」
之
辨
探
微
」
（
『
蘇
州
鉄
道
師
範
学
院
学
報(

社
会
科
学
版)

』
二
〇
〇
一
年
一
期
）
、
張
仁
璽
・
鄒
穎
「
従

「
刑
徳
二
柄
」
到
「
霸
王
道
雑
之
」——

秦
漢
統
治
思
想
的
嬗
変
」
（『
臨
沂
氏
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
五
年
四
期
）
、
張
増
田
「
《
黄
老
帛
書
》
之
刑
徳
関
係
諸
説
辨
」

（
『
管
子
学
刊
』
二
〇
〇
二
年
三
期
）
、
範
松
仁
「
中
国
古
代
「
徳
刑
之
辩
」
的
歴
史
探
究
和
現
代
啓
示
」（『
宜
春
学
院
学
報
』
二
〇
〇
四
年
五
期
）
、
徐
文
武
「
論
《
黄

帝
帛
書
》
的
刑
徳
思
想
」（
『
河
南
社
会
科
学
』
二
〇
〇
五
年
四
期
）、
許
建
良
「《
黄
帝
四
経
》「
刑
徳
相
養
」
思
想
探
析
」（
東
南
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版)

二
〇

〇
七
年
二
期
）、
許
建
良
「
韓
非
的
「
刑
徳
」
世
界
図
式
」（
『
蘇
州
科
技
学
院
学
報(

社
会
科
学
版)

』
二
〇
〇
七
年
四
期
）、
汪
荣
「
漢
代
官
吏
的
経
学
化
及
其
経
学
刑

徳
観
的
形
成
」
（『
重
慶
師
範
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版) 

』
二
〇
一
四
年
三
期
）
、
殷
会
芳
「
《
黄
帝
四
経
》
中
「
刑
徳
」
思
想
対
「
道
」
的
取
法
」
（『
湖
州
師
範

学
院
学
報
』
二
〇
一
四
年
三
期
）、
馬
静
「《
黄
帝
四
経
》
的
刑
徳
体
系
探
究
」（
『
文
化
学
刊
』
二
〇
一
八
年
七
期
）、
李
徳
嘉
「「
徳
主
刑
輔
」
説
的
学
説
史
考
察
」（『
政

法
論
叢
』
二
〇
一
八
年
二
期
） 

（
２
）
曹
勝
高
「
陰
陽
刑
徳
与
秦
漢
秩
序
認
知
的
形
成
」
（『
古
代
文
明
』
二
〇
一
七
年
二
期
）
。 

（
３
）
胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DQHDZ
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DSZTD
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e9%82%b9%e9%a2%96&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DGZXK
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DDNDS
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DSZTD
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e6%b1%aa%e8%8d%a3&code=10106251;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DCQSB
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（
４
）
谷
中
信
一
「
上
海
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
訳
注
」（
西
山
尚
志
・
小
寺
敦
・
谷
中
信
一
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
創
刊
號
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
谷
中
信
一

「
上
博
簡
『
魯
邦
大
旱
』
の
思
想
と
そ
の
成
立―

「
刑
徳
」
説
を
中
心
に
ー
」
（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
九
號
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。 

（
５
）
武
田
時
昌
『
術
数
学
の
思
考―

―

交
叉
す
る
科
学
と
占
術
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
。 

（
６
）
十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
『
論
語
注
疏
』（
北
京
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

（
７
）
十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
『
春
秋
左
伝
正
義
』（
北
京
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

（
８
）
郭
慶
藩
『
荘
子
集
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
。 

（
９
）
黄
懷
信
撰
『
鶡
冠
子
校
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
。 

（
10
）
焦
竑
撰
『
尉
繚
子
直
解
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
一
年
）。  

（
11
）
蒋
礼
鴻
撰
『
商
君
書
錐
指
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
） 

（
12
）
陳
奇
猷
校
釈
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
（
学
林
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
。 

（
13
）
王
先
慎
撰
・
鍾
哲
点
校
『
韓
非
子
集
解
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
） 

（
14
）
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
四
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
。 

（
15
）
呉
紹
烈
・
徐
光
烈
等
『
国
語
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。 

（
16
）
黎
翔
鳳
撰
・
梁
運
華
整
理
『
管
子
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
。 

（
17
）
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡(

二
四
七
号
墓)

』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
。 

（
18
）
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
二
）（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
な
お
（
３
）
胡
文
輝
前
掲
書
発
表
以
後
の
文
献
で
あ
る
。 

（
19
）
井
波
律
子
『
完
訳
論
語
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
、
吹
野
安
・
石
本
道
明
著
『
論
語
』
一
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
、
木
村
英
一
訳
・
注
『
論
語
』

（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
）
、
平
岡
武
夫
著
『
論
語
』（
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
）
参
照
。
津
田
左
右
吉
氏
・
武
内
義
雄
氏
に
よ
る
と
、『
論
語
』
の
編
纂
は
漢
代
初
期

に
完
了
し
た
と
す
る
（
武
内
義
雄
著
『
論
語
之
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）
、
津
田
左
右
吉
『
論
語
と
孔
子
の
思
想
』
（
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
六
年
）
、
後

に
津
田
左
右
吉
著
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
所
収
参
照
）
）
。
な
お
、
竹
内
理
三
氏
・
滝
沢
武
雄
氏
は
戦
国
時
代
に
成
立
し
た

と
す
る
（
竹
内
理
三
・
滝
沢
武
雄
編
『
史
籍
解
題
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
社
、
一
一
九
八
六
年
））。 

（
20
）
湯
浅
邦
弘
著
『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究
』（
研
文
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
。 

（
21
）
注
（
４
）
谷
中
信
一
前
掲
論
文
。 
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（
22
）
竹
内
照
夫
著
『
春
秋
左
氏
伝
』
上
・
中
・
下
（
集
英
社
、
一
九
七
四
・
一
九
七
五
年
）
、
鎌
田
正
著
『
春
秋
左
氏
伝
』
一
・
二
・
三
・
四
（
明
治
書
院
、
一
九

七
一
・
一
九
七
四
・
一
九
七
七
・
一
九
八
一
年
）、
小
倉
芳
彦
『
春
秋
左
氏
伝
』
上
・
中
・
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
・
一
九
八
九
年
）
参
照
。
な
お
春
秋
左
氏
伝

の
成
書
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
は
前
四
六
八
年
か
ら
三
百
年
間
（
カ
ー
ル
グ
レ
ン
原
著
・
小
野
忍
訳
『
左
伝
真
偽
考
』
（
文
教
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
））
、

鎌
田
正
氏
は
前
三
百
二
十
年
前
後
（
鎌
田
正
著
『
左
伝
の
成
立
と
其
の
展
開
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
三
年
））
、
吉
本
道
雅
氏
は
前
三
六
四
年
以
前
で
あ
る
と
す
る

（
吉
本
道
雅
「
左
伝
成
書
考
」（
『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
十
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
。 

 

（
23
）
森
三
樹
三
郎
『
荘
子
』
Ⅰ
Ⅱ
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
福
永
光
司
『
荘
子
』
外
篇
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
）
、
福
永
光
司
著
『
荘
子
』
外
・

雑
篇
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
）、
阿
部
吉
雄
『
老
子
・
荘
子
上
』
（
明
治
書
院
、
一
九
六
六
年
）
、
遠
藤
哲
夫 

・
市
川
安
司
著
『
荘
子
下
』（
明
治
書
院
、
一
九

六
七
年
）、
池
田
知
久
『
荘
子
上
・
下 

全
訳
注
』（
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
）
、
池
田
知
久
『
荘
子 

全
現
代
語
訳
』
上
下
（
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
）
参
照
。『
荘
子
』

各
篇
の
成
書
に
つ
い
て
、
池
田
知
久
氏
は
、
天
地
篇
の
成
書
は
戦
国
末
～
前
漢
初
期
、
説
剣
篇
は
前
漢
時
代
の
作
と
す
る
。 

（
24
）
注
（
８
）
黄
懷
信
撰
前
掲
書
、
大
形
徹
「『
鶡
冠
子
』
の
成
立
」（
『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
』
三
一
、
一
九
八
三
年
）。 

（
25
）
萩
庭
勇
著
『
尉
繚
子
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。
湯
浅
邦
弘
氏
は
『
尉
繚
子
』
の
成
立
を
戦
国
中
期
と
す
る
（
注
（
20
）
湯
浅
邦
弘
前
掲
書
）
。 

（
26
）
好
並
隆
司
氏
に
よ
る
と
、
開
塞
篇
と
説
民
篇
の
成
篇
は
戦
国
末
で
あ
る
と
す
る
（
好
並
隆
司
『
商
君
書
研
究
』（
渓
水
社
、
一
九
九
二
年
））
。 

（
27
）
注
（
12
）
陳
奇
猷
前
掲
書
、
楠
山
春
樹
『
呂
氏
春
秋
』
上
中
下
（
明
治
書
院
、
一
九
九
六
・
一
九
九
七
・
一
九
九
八
年
）
参
照
。
陳
奇
猷
氏
に
よ
る
と
、
十

二
紀
は
秦
王
政
の
六
年
（
前
二
四
一
年
）
に
成
立
し
た
と
し
、
楠
山
春
樹
は
八
覧
・
六
論
は
ほ
ぼ
十
二
紀
と
同
時
期
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。 

（
28
）
小
野
沢
精
一
著
『
韓
非
子
』
（
明
徳
出
版
社 

、
一
九
六
八
年
）
、
竹
内
照
夫
著
『
韓
非
子
』
上
・
下
（
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
・
一
九
六
四
年
）
、
金
谷
治

『
韓
非
子
』
一
・
二
・
三
・
四
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
、
注
（
１
）
許
建
良
前
掲
論
文
。
木
村
英
一
氏
は
、
二
柄
篇
は
比
較
的
早
期
頃
の
韓
非
後
学
の
手
に
な

っ
た
も
の
で
秦
統
一
以
後
に
は
通
じ
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
（
木
村
英
一
『
法
家
思
想
の
研
究
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
年
））。 

（
29
）
注
（
15
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書 

（
30
）
金
谷
氏
に
よ
る
と
、
四
時
・
勢
篇
は
戦
国
末
期
頃
成
書
で
あ
る
（
金
谷
治
著
『
管
子
の
研
究 

中
国
古
代
思
想
史
の
一
面
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
））
、 

遠

藤
哲
夫
著
『
管
子
』
上
・
中
・
下
（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
・
一
九
九
一
・
一
九
九
二
年
）、
馬
斗
成
「
《
管
子
》「
刑
・
徳
」
思
想
述
論
」（『
管
子
学
刊
』
二
〇
〇
四
年

四
期
）
。 

（
31
）『
国
語
』
の
成
書
に
つ
い
て
、
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
は
先
秦
と
し
（
注
（
22
）
カ
ー
ル
グ
レ
ン
原
著
・
小
野
忍
訳
前
掲
書
）、
大
野
峻
氏
は
カ
ー
ル
グ
レ
ン
氏
に

従
っ
た
上
で
戦
国
時
代
初
め
と
す
る
（
大
野
峻
『
国
語
』
上
・
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
五
・
一
九
七
八
年
））
。 

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E5%B0%8F%E5%80%89+%E8%8A%B3%E5%BD%A6&text=%E5%B0%8F%E5%80%89+%E8%8A%B3%E5%BD%A6&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&search-alias=books-jp&field-author=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&search-alias=books-jp&field-author=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&search-alias=books-jp&field-author=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E9%81%A0%E8%97%A4+%E5%93%B2%E5%A4%AB&search-alias=books-jp&field-author=%E9%81%A0%E8%97%A4+%E5%93%B2%E5%A4%AB&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&text=%E5%B8%82%E5%B7%9D+%E5%AE%89%E5%8F%B8&search-alias=books-jp&field-author=%E5%B8%82%E5%B7%9D+%E5%AE%89%E5%8F%B8&sort=relevancerank
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DGZXK
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E5%A4%A7%E9%87%8E+%E5%B3%BB&search-alias=books-jp&field-author=%E5%A4%A7%E9%87%8E+%E5%B3%BB&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E5%A4%A7%E9%87%8E+%E5%B3%BB&search-alias=books-jp&field-author=%E5%A4%A7%E9%87%8E+%E5%B3%BB&sort=relevancerank
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（
32
）
大
形
徹
氏
に
よ
る
と
、
『
鶡
冠
子
』
の
成
立
は
戦
国
末
期
～
漢
代
初
期
で
あ
る
と
す
る
（
大
形
徹
「
『
鶡
冠
子
』
の
成
立
」
（
『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・

社
会
科
学
）
』
三
十
一
、
一
九
八
三
年
）
と
す
る
。 

（
33
）
注
（
15
）
張
家
山
二
四
七
號
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
前
掲
書
。
副
葬
品
か
ら
埋
葬
時
期
は
前
漢
文
帝
時
代
前
期
（
前
一
七
三
～
一
六
七
年
）
と
さ
れ
て
い
る
（
中

国
出
土
資
料
学
会
編
『
地
下
か
ら
の
贈
り
物―

新
出
土
資
料
が
語
る
い
に
し
え
の
中
国
』
（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。 

（
34
）
浅
野
祐
一
氏
は
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
の
書
写
年
代
は
前
三
七
三
～
前
三
四
三
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
魯
邦
大
旱
』
は
戦
国
前
期
（
前
四
〇
三
～
前

三
四
三
年
）
か
ら
戦
国
中
期
（
前
三
四
二
～
前
二
八
二
年
）
の
前
半
に
か
け
て
既
に
成
立
し
て
い
た
と
す
る
（
注
（
18
）
馬
主
源
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
谷
中
信
一

前
掲
論
文
、
常
佩
雨
「
従
上
博
簡
《
鲁
邦
大
旱
》
看
孔
子
的
刑
徳
観
与
宗
教
観
」
（『
鄭
州
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版)

』
二
〇
一
二
年
三
期
）
、
浅
野
祐
一
『
竹
簡

が
語
る
古
代
中
国
思
想 

上
博
楚
簡
研
究
』
一
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
）。 

               

http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DZZDX
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E7%B0%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E7%B0%A1
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第
二
章 

出
土
資
料
に
見
え
る
刑
徳
七
舎
と
そ
の
運
行
理
論
の
相
異 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

 
 
 

 
 
 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

は
じ
め
に 

  
 

刑
・
徳
の
移
動
に
関
す
る
基
本
文
献
は
『
淮
南
子
』
巻
三
天
文
訓
（
以
下
、
天
文
訓
と
略
す
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
年
・
月
を
基
に
し
た
二
種
類
の
刑
・
徳
の
移
動

に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。
そ
の
一
種
は
太
陰
（
太
歳
）
（
１
）

の
動
き
と
連
動
し
た
刑
・
徳
が
、
一
年
毎
に
五
宮
（
東
宮
・
西
宮
・
南
宮
・
北
宮
・
中
宮
）
上
を
移
動

す
る
「
二
十
歳
刑
徳
」
で
あ
る
。
も
う
一
種
は
北
斗
七
星
の
動
き
と
連
動
し
た
刑
・
徳
が
、
一
月
毎
に
七
舎
を
移
動
す
る
「
刑
徳
七
舎
」
で
あ
る
。 

 

「
刑
徳
七
舎
」
は
刑
・
徳
の
毎
月
の
移
動
に
よ
る
陰
陽
の
消
長
を
測
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
後
世
の
文
献
で
あ
る
『
五
行
大
義
』
に
は
易
の
十
二
消
息
卦
の
理
論

の
導
入
が
見
え
る
等
、
天
文
訓
以
降
も
様
々
な
形
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
術
数
学
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
後
者
の
刑
徳
七
舎
の
理
論
の
内
容
と
出
土
資
料
か
ら
見
え
て
く
る
そ
の
変
遷
を
検
討
し
た
い
。
刑
徳
七
舎
系
統
の
刑
徳
の
移
動
理
論
が
見
え
る

出
土
資
料
は
『
淮
南
子
』
成
書
（
２
）

以
前
の
前
漢
景
帝
期
の
頃
成
立
と
思
わ
れ
る
隨
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
「
刑
徳
」
篇(

以
下
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
と
略
す)

（
３
）

、

お
よ
び
『
淮
南
子
』
成
書
以
後
成
立
と
思
わ
れ
る
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
（
前
八
七
）
視
日
」
（
４
）

、
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
「
節
」
篇
（
以
下
、
北
大
漢

簡
「
節
」
篇
と
略
す
）
（
５
）

、
居
延
新
簡
（
６
）

、
肩
水
金
関
漢
簡
（
７
）

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
。
既
に
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
両
氏
は
出
土
資
料
に
見
え
る
七

舎
と
天
文
訓
等
の
伝
世
文
献
に
見
え
る
七
舎
と
の
比
較
・
検
討
を
行
い
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
を
未
成
熟
な
も
の
と
み
な
し
て
い
る
が
、
そ
の

理
論
的
相
違
の
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
（
８
）

。
ま
た
程
少
軒
氏
も
、
刑
徳
七
舎
系
統
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
各
資
料
に
見
え
る
刑
徳
理
論
が

如
何
な
る
理
論
に
基
づ
き
移
動
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
（
９
）

。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
天
文
訓
に
基
づ
い
て
刑
徳
七
舎
の
内

容
を
概
観
し
、
比
較
の
基
準
と
す
る
た
め
の
図
・
表
を
作
製
し
た
上
で
、
上
述
の
出
土
資
料
に
見
え
る
刑
徳
七
舎
の
理
論
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
の
相
違
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
す
る
。 
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第
一
節 

刑
徳
七
舎
の
刑
徳
移
動 

  
 

「
刑
徳
七
舎
」
の
「
七
舎
」
と
は
、
要
す
る
に
刑
と
徳
が
一
年
を
通
じ
て
毎
月
移
動
す
る
場
所
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ず
七
舎
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
に
つ
い
て

検
討
し
、
そ
の
後
に
刑
・
徳
と
の
関
連
、
刑
・
徳
の
移
動
理
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
（
１０
）

。 

 
 

「
七
舎
」
に
つ
い
て
天
文
訓
に
「
何
を
か
七
舍
と
謂
う
。
室
・
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
・
野
な
り
」
と
あ
り
、
清
・
銭
塘
『
淮
南
天
文
訓
補
注
』
（
以
下
、
『
補
注
』

と
略
す
）
は
「
舍
」
を
「
刑
・
德
の
居
る
所
」
、
つ
ま
り
「
刑
・
德
」
の
居
場
所
と
し
て
い
る
。
七
舎
に
は
家
屋
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
外
部
に
広
が
る
道
路
や
野
外

の
イ
メ
ー
ジ
が
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
最
も
内
側
に
「
室
」
・
「
堂
」
・
「
庭
」
の
順
の
家
屋
の
空
間
、
中
間
に
「
門
」
、
次
に
「
巷
」
・
「
術
」
の
順
の
道
路
、

最
も
外
側
に
「
野
」
が
位
置
し
、
全
体
と
し
て
当
時
の
人
々
の
居
住
空
間
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
村
璋
八
氏
の
図
を
参
考
に
す
る
と
、
図
一
の
よ
う
に
な
る

（

11
）

。 

 

図
一 

七
舎 

    

 

こ
の
よ
う
に
七
舎
は
地
上
の
居
住
空
間
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
七
舎
を
移
動
す
る
刑
・
徳
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
ま
た
い
か
な
る
法
則
・
原
理

に
基
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

刑
・
徳
は
、
天
文
訓
に
「
陰
・
陽
の
刑
德
に
七
舍
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
「
陰
陽
」
を
象
徴
す
る
概
念
で
あ
る
。
ま
た
天
文
訓
は
以
下
の
よ
う
に
も
説
明
し
て
い
る
。 

 
 

日
冬
至
則
斗
北
中
繩
、
陰
氣
極
、
陽
氣
萌
、
故
曰
冬
至
爲
德
。
日
夏
至
則
斗
南
中
繩
、
陽
氣
極
、
陰
氣
萌
、
故
曰
夏
至
爲
刑
。 

 

日
の
冬
至
に
は
則
ち
斗
北
し
て
繩
に
中
り
（

12
）

、
陰
氣
極
ま
り
て
、
陽
氣
萌
す
、
故
に
冬
至
を
曰
い
て
德
と
爲
す
。
日
の
夏
至
に
は
則
ち
斗
南
し
て
繩
に
中
り
、 
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陽
氣
極
ま
り
て
、
陰
氣
萌
す
、
故
に
夏
至
を
曰
い
て
刑
と
爲
す
。 

 
こ
れ
に
よ
る
と
冬
至
・
夏
至
に
北
斗
七
星
が
移
動
す
る
こ
と
で
、
陰
陽
の
気
の
高
下
が
生
じ
、
冬
至
に
陰
が
極
ま
っ
た
後
に
衰
え
て
「
陽
」
が
萌
す
状
態
を
「
德
」

と
い
い
、
夏
至
に
陽
が
極
ま
っ
た
後
に
衰
え
て
「
陰
」
が
萌
す
状
態
を
「
刑
」
と
い
う
。
さ
ら
に
『
管
子
』
巻
十
四
・
四
時
篇
に
「
日
は
陽
を
掌
り
、
月
は
陰
を
掌
り
、

星
は
和
を
掌
り
、
陽
は
德
爲
り
、
陰
は
刑
爲
り
」
と
あ
り
、
『
補
注
』
で
は
こ
れ
を
「
陰
陽
刑
德
の
義
」
と
し
、
「
陽
」
を
「
德
」
、
「
陰
」
を
「
刑
」
と
す
る
「
陰

陽
」
・
「
刑
德
」
の
関
係
を
明
確
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
斗
七
星
の
動
き
と
連
動
し
な
が
ら
陰
陽
も
変
化
す
る
の
で
、
陰
陽
の
性
質
を
も
つ
刑
・
徳
の

動
き
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
北
斗
七
星
の
動
き
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

先
に
引
用
し
た
天
文
訓
の
記
述
の
続
き
に
は
、
北
斗
七
星
と
刑
・
徳
の
移
動
に
関
わ
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。 

 
 

陰
氣
極
、
則
北
至
北
極
、
下
至
黄
泉
、
故
不
可
以
鑿
地
穿
井
。
萬
物
閉
藏
、
蟄
虫
首
穴
、
故
曰
德
在
室
。
陽
氣
極
則
南
至
南
極
、
上
至
朱
天
、
故
不
可
以
夷
丘
上 

屋
。
萬
物
蕃
息
、
五
穀
兆
長
、
故
曰
德
在
野
。 

 

陰
氣
極
ま
れ
ば
則
ち
（
斗
）
北
し
て
北
極
に
至
り
、
下
り
て
黄
泉
に
至
る
、
故
に
以
て
地
を
鑿
ち
井
を
穿
つ

べ可
か
ら
ず
。
萬
物
は
閉
藏
し
、
蟄
虫
は
穴
に
首
す
、 

故
に
曰
く
、
德
室
に
在
り
、
と
。
陽
氣
極
ま
れ
ば
則
ち
（
斗
）
南
し
て
南
極
に
至
り
、
上
り
て
朱
天
に
至
る
、
故
に
以
て
丘
を
夷
か
に
し
屋
に
上
る

べ可
か
ら
ず
。 

萬
物
は
蕃
息
し
、
五
穀
は
兆
長
し
、
故
に
曰
く
德
野
に
在
り
、
と
。 

 

こ
れ
に
よ
る
と
、
陰
気
が
極
ま
っ
て
北
斗
七
星
が
北
極
に
移
動
す
る
と
き
、
徳
は
七
舎
の
「
室
」
に
居
り
、
逆
に
陽
氣
が
極
ま
っ
て
北
斗
七
星
が
南
極
に
移
動
す
る

と
き
、
徳
は
七
舎
の
「
野
」
に
居
る
。
先
に
引
用
し
た
天
文
訓
に
よ
る
と
、
陰
気
が
極
ま
っ
た
時
を
冬
至
（
十
一
月
）
、
陽
気
が
極
ま
っ
た
時
を
夏
至
（
五
月
）
と
し

て
い
る
の
で
、
徳
は
十
一
月
に
「
室
」
、
五
月
に
「
野
」
に
居
る
こ
と
と
な
る
。 

次
に
北
斗
七
星
の
移
動
に
伴
い
、
刑
・
徳
が
七
舎
の
間
を
ひ
と
月
毎
に
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
の
か
、
さ
ら
に
十
二
辰
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
区
間
を
ど
の
よ
う
に

移
動
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
天
文
訓
に
、 

 
 

 
 

北
斗
之
神
有
雌
雄
、
十
一
月
始
建
於
子
、
月
徙
一
辰
。
雄
左
行
、
雌
右
行
、
五
月
合
午
謀
刑
。
十
一
月
合
子
謀
德
。
雌
所
居
辰
爲
厭
、
厭
日
不
可
以
擧
百
事
。 

  
 

北
斗
の
神
に
雌
雄
有
り
、
十
一
月
始
め
て
子
に
建
し
、
月
ご
と
に
一
辰
を
徙
る
。
雄
は
左
行
し
、
雌
は
右
行
し
、
五
月
に
午
に
合
い
て
刑
を
謀
る
。
十
一
月
に
子 

に
合
い
て
德
を
謀
る
。
雌
居
る
所
の
辰
は
厭
爲
り
、
厭
日
は
以
て
百
事
を
擧
ぐ

べ可
か
ら
ず
。 

と
あ
り
、
北
斗
七
星
に
は
雌
雄
両
神
が
あ
り
、
雄
神
は
十
一
月
（
子
）
を
起
点
に
時
計
回
り
で
移
動
し
（
左
行
）
、
こ
れ
に
対
し
て
雌
神
は
逆
に
反
時
計
回
り
で
移
動
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す
る
（
右
行
）
。
つ
ま
り
雄
神
は
「
子→

丑→

寅→

卯→

辰→

巳→

午→

未→

申→

酉→

戌→

亥
」
の
順
で
移
動
し
、
雌
神
は
「
子→

亥→

戌→

酉→

申→

未→

午→
巳→

辰→

卯→

寅→

丑
」
の
順
で
移
動
す
る
（
図
二
参
照
）
。 

 

図
二 
十
二
辰
と
雌
雄
神 

 

 
 

と
こ
ろ
で
文
中
に
五
月
に
刑
を
「
謀
り
」
、
十
一
月
に
徳
を
「
謀
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
刑
・
徳
の
性
質
自
体
に
関
連
が
あ
る
。
刑
徳
七
舍
に
お
け
る
刑
・
徳
の

移
動
を
述
べ
た
天
文
訓
に
対
す
る
『
補
注
』
は
、 

十
一
月
陽
建
在
子
、
日
躔
星
紀
（

13
）

、
日
前
爲
陰
建
、
故
合
子
冬
至
陽
生
、
故
謀
德
。
五
月
陽
建
在
午
、
日
躔
鶉
首
、
日
前
爲
陰
建
、
故
合
午
夏
至
陰
生
、
故

謀
刑
。
由
是
陰
陽
刑
德
、
遂
有
七
舍
也
。 

  
 

十
一
月
陽
建
は
子
に
在
り
、
日
は
星
紀
を

て
ん躔

し
、
日
の
前
は
陰
建

た爲
り
、
故
に
子
に
合
い
、
冬
至
に
陽
生
じ
、
故
に
德
を
謀
る
。
五
月
陽
建
は
午
に
在
り
、
日 

は
鶉
首
を

て
ん躔

し
、
日
の
前
は
陰
建

た爲
り
、
故
に
午
に
合
い
、
夏
至
陰
生
ず
、
故
に
刑
を
謀
る
。
是
由
り
陰
陽
刑
德
に
遂
に
七
舍
有
る
な
り
。 

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
刑
・
徳
を
「
謀
る
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
陽
・
陰
の
「
建
（
斗
柄
の
指
す
場
所
）
」
が
出
会
っ
て
「
陽
」
「
陰
」
を
生
じ
る
こ
と
を
指
し
、
こ

こ
で
初
め
て
陰
陽
を
象
徴
す
る
刑
・
徳
と
七
舍
が
結
び
つ
く
こ
と
と
な
る
。 

 

先
に
引
用
し
た
天
文
訓
に
「
陰
氣
極
ま
れ
ば
則
ち
北
し
て
北
極
に
至
り･･･

･･･
故
に
曰
く
德
野
に
在
り
」
と
あ
り
、
万
物
の
活
気
・
活
力
は
「
陽
」
で
あ
る
徳
が
門

内
の
最
も
奥
の
「
室
」
と
最
も
外
側
の
「
野
」
に
あ
る
場
合
と
で
は
大
き
な
差
が
あ
る
よ
う
に
、
徳
の
七
舎
に
お
け
る
位
置
と
陰
陽
の
消
長
と
の
間
に
は
一
定
の
相
関

関
係
が
あ
る
。
他
の
七
舎
に
つ
い
て
も
、
『
補
注
』
は
、 

 
 

室
爲
子
、
堂
爲
丑
・
亥
、
庭
爲
寅
・
戌
、
門
爲
卯
・
酉
、
巷
爲
辰
・
申
、
術
爲
己
・
未
、
野
爲
午
。
此
七
舍
以
門
爲
中
、
在
門
内
者
庭
・
堂
・
室
也
、
在
門
外
者 
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巷
・
術
・
野
也
。 

 
 

 
 

室
は
子
爲
り
、
堂
は
丑
・
亥
爲
り
、
庭
は
寅
・
戌
爲
り
、
門
は
卯
・
酉
爲
り
、
巷
は
辰
・
申
爲
り
、
術
は
己
・
未
爲
り
、
野
は
午
爲
り
。
此
れ
七
舍
は
門
を
以
て 

中
と
爲
し
、
門
内
に
在
る
は
庭
・
堂
・
室
な
り
、
門
外
に
在
る
は
巷
・
術
・
野
な
り
。 

と
し
、
「
七
舍
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
十
二
辰
」
に
配
当
し
て
、
「
舍
」
は
刑
・
徳
が
移
動
し
て
各
々
居
る
と
こ
ろ
の
「
辰
」
か
ら
説
明
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
十
二
辰
と
七
舎
を
対
応
さ
せ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
表
一
、
図
三
参
照
）
。 

 

表
一 

十
二
辰
と
七
舎 

   

図
三 

天
文
訓
「
刑
德
七
舍
」
の
七
舍 

 

 

こ
の
よ
う
な
七
舎
上
を
陰
陽
の
性
質
を
象
徴
的
に
表
す
刑
・
徳
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
日
毎
に
ど
の
「
七
舎
」
に
居
る
の
か
に
つ
い
て
、
天
文
訓
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 
 

陰
陽
刑
德
有
七
舍
。
何
謂
七
舍
。
室
・
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
・
野
。
十
一
月
德
居
室
三
十
日
、
先
日
至
十
五
日
、
後
日
至
十
五
日
而
徙
、
所
居
各
三
十
日
。
德 

在
室
則
刑
在
野
、
德
在
堂
則
刑
在
術
、
德
在
庭
則
刑
在
巷
、
陰
陽
相
德
則
刑
德
合
門
。
八
月
・
二
月
、
陰
陽
氣
均
、
日
夜
分
平
、
故
曰
刑
德
合
門
。
德
南
則
生
、 

刑
南
則
殺
、
故
曰
二
月
會
而
萬
物
生
、
八
月
會
而
草
木
死
。 

 

陰
陽
の
刑
德
に
七
舍
有
り
。
何
を
か
七
舍
と
謂
う
。
室
・
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
・
野
な
り
。
十
一
月
德
は
室
に
居
る
こ
と
三
十
日
、
日
至
に
先
だ
つ
こ
と
十
五 

十
二
辰

子

丑

寅

卯

辰

巳

午

未

申

酉

戌

亥

七
舎

室

堂

庭

門

巷

術

野

術

巷

門

庭

堂
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日
、
日
至
に
後
る
る
こ
と
十
五
日
に
し
て
徙
り
、
居
る
所
各
三
十
日
。
德
室
に
在
れ
ば
則
ち
刑
は
野
に
在
り
、
德
堂
に
在
れ
ば
則
ち
刑
は
術
に
在
り
。
德
庭
に
在 

れ
ば
則
ち
刑
は
巷
に
在
り
、
陰
陽
相
德
す
れ
ば
則
ち
刑
德
は
門
に
合
す
。
八
月
・
二
月
、
陰
陽
の
氣
均
し
く
、
日
夜
分
平
な
り
、
故
に
曰
く
刑
德
は
門
に
合
す
、 

と
。
德
は
南
す
れ
ば
則
ち
生
、
刑
は
南
す
れ
ば
則
ち
殺
。
故
に
曰
く
、
二
月
に
會
し
て
萬
物
生
じ
、
八
月
に
會
し
て
草
木
死
す
、
と
。 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
に
徳
は
室
、
刑
は
野
に
三
十
日
間
居
り
、
以
下
徳
が
堂
に
居
る
場
合
刑
は
術
、
徳
が
庭
に
居
る
場
合
刑
は
巷
に
居
り
、
八
・
二
月
は
陰
陽

の
気
が
等
し
い
た
め
刑
・
徳
は
共
に
門
に
会
す
る
。
本
文
に
十
一
月
に
三
十
日
居
る
と
い
う
の
は
冬
至
の
前
後
十
五
日
間
の
合
計
で
あ
り
、
一
月
を
全
て
三
〇
日
と
し

た
上
で
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
。
な
お
、
後
に
挙
げ
る
日
書
で
は
徳
が
三
一
日
間
居
る
も
の
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
た
い
。
さ
ら

に
二
月
に
刑
・
徳
が
会
し
た
後
徳
は
門
か
ら
南
に
移
動
し
て
万
物
が
生
じ
、
八
月
に
刑
・
徳
が
会
し
た
後
刑
は
門
か
ら
南
に
移
動
し
て
草
木
が
死
ぬ
と
し
て
い
る
。
以

上
の
天
文
訓
の
記
述
を
整
理
し
雌
雄
神
の
各
月
の
移
動
を
加
え
る
と
、
表
二
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
二 

天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
（
刑
・
徳
の
移
動
未
完
成
版
） 

 

 
 

雄
神
は
子
を
起
点
に
ひ
と
月
毎
に
左
行
す
る
（
時
計
回
り
）
の
で
、
ひ
と
月
毎
の
雄
神
の
移
動
は
十
一
月
（
子
）→

十
二
月
（
丑
）→

正
月
（
寅
）→

二
月
（
卯
）

→

三
月
（
辰
）→

四
月
（
巳
）→

五
月
（
午
）→

六
月
（
未
）→

七
月
（
申
）→
八
月
（
酉
）→

九
月
（
戌
）→

十
月
（
亥
）
と
な
る
。 

 

各
月
の
雄
神
と
徳
の
対
応
関
係
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
雄
神
は
十
一
月
に
「
子
」
、
二
月
に
「
卯
」
、
三
月
に
「
辰
」
、
四
月
に
「
巳
」
、
五
月
に
「
午
」
に
居

り
、
そ
れ
に
対
し
て
徳
は
十
一
月
に
「
室
」
、
二
月
に
「
門
」
、
三
月
に
「
巷
」
、
四
月
に
「
術
」
、
五
月
に
「
野
」
に
居
る
。
表
一
に
よ
る
と
七
舎
の
十
二
辰
の
配

当
は
、
子―

室
、
卯―

門
、
辰―

巷
、
巳―

術
、
午―

野
で
あ
る
の
で
、
各
月
の
雄
神
の
居
る
辰
が
配
当
さ
れ
る
七
舎
と
徳
の
居
る
舎
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
十
二

月
～
四
月
、
六
月
～
十
月
に
徳
が
居
る
十
二
辰
は
天
文
訓
の
記
述
の
み
で
は
確
定
で
き
ず
、
後
に
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
雄
神
は
左
行
す
る
（
時
計
周
り
）
す
る
こ
と

 

 雄神 徳     雌神 刑  

十一月 子  室 子  野 

十二月 丑   亥   

正月 寅   戌   

二月 卯  門 酉  門 

三月 辰  巷 申   

四月 巳  術 未   

五月 午  野 午  室 

六月 未   巳   

七月 申   辰   

八月 酉  門 卯  門 

九月 戌   寅  巷 

十月 亥   丑  術 
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か
ら
、
十
一
月
～
十
月
ま
で
の
徳
の
位
置
は
、
表
三
の
よ
う
に
な
る
。 

 
表
三 
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
（
徳
の
移
動
完
成
版
） 

 

  
 

次
に
刑
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
天
文
訓
に
よ
る
と
、
徳
が
堂
に
居
る
場
合
刑
が
術
に
居
り
、
徳
が
庭
に
居
る
場
合
刑
が
巷
に
居
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
十
二
月
・

正
月
に
雌
神
が
亥
・
戌
に
居
る
際
の
刑
の
位
置
を
追
加
す
る
と
表
四
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
四 

天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
（
刑
の
移
動
補
充
版
） 

 

 

 

 

 雄神 徳     雌神 刑  

十一月 子  室 子  野 

十二月 丑  堂 亥   

正月 寅  庭 戌   

二月 卯  門 酉  門 

三月 辰  巷 申   

四月 巳  術 未   

五月 午  野 午  室 

六月 未  術 巳   

七月 申  巷 辰   

八月 酉  門 卯  門 

九月 戌  庭 寅  巷 

十月 亥  堂 丑  術 
 

 雄神 徳     雌神 刑  

十一月 子  室 子  野 

十二月 丑  堂 亥  術 

正月 寅  庭 戌  巷 

二月 卯  門 酉  門 

三月 辰  巷 申   

四月 巳  術 未   

五月 午  野 午  室 

六月 未  術 巳   

七月 申  巷 辰   

八月 酉  門 卯  門 

九月 戌  庭 寅  巷 

十月 亥  堂 丑  術 
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各
月
の
雌
神
と
刑
の
対
応
関
係
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
雌
神
は
十
一
月
に
「
子
」
、
十
二
月
に
「
亥
」
、
正
月
に
「
戌
」
、
二
月
に
「
酉
」
、
五
月
に
「
午
」
、

八
月
に
「
卯
」
、
九
月
に
「
寅
」
、
十
月
に
「
丑
」
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
刑
は
十
一
月
に
「
野
（
午
）
」
、
十
二
月
に
「
術
（
巳
or
未
）
」
、
正
月
に
「
巷

（
辰
or
申
）
」
、
二
月
に
「
門
（
酉
or
卯
）
」
、
五
月
に
「
室
（
子
）
」
、
八
月
に
「
門
（
酉
or
卯
）
」
、
九
月
に
「
巷
（
辰
or
申
）
」
、
十
月
に
「
術
（
巳
or
未
）
」

に
居
る
。
十
一
月
・
五
月
の
刑
の
居
る
辰
は
午
・
子
で
あ
る
の
で
、
図
三
よ
り
十
一
月
・
五
月
の
各
月
の
刑
の
居
る
十
二
辰
（
午
・
子
）
は
雌
神
の
居
る
十
二
辰
（
子
・

午
）
の
対
の
位
置
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
様
に
十
二
月
、
正
月
、
二
月
、
八
月
、
九
月
、
十
月
の
刑
の
居
る
十
二
辰
も
、
亥
（
十
二
月
）
の
対
の
位
置
の

巳
、
戌
（
正
月
）
の
対
の
位
置
の
辰
、
酉
（
二
月
）
の
対
の
位
置
の
卯
、
卯
（
八
月
）
の
対
の
位
置
の
酉
、
寅
（
九
月
）
の
対
の
位
置
の
申
、
丑
の
対
の
位
置
の
未
と

な
る
。
十
二
月
の
巳
は
七
舎
で
は
術
、
正
月
の
辰
は
七
舎
で
は
巷
、
二
月
の
卯
は
七
舎
で
は
門
、
八
月
の
酉
は
七
舎
で
は
門
、
九
月
の
申
は
七
舎
で
は
巷
、
十
月
の
未

は
七
舎
で
は
術
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
て
お
り
、
七
舎
の
十
二
辰
の
配
当
と
も
合
致
し
て
い
る
。 

上
述
し
た
の
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
と
、
三
月
、
四
月
、
六
月
、
七
月
の
刑
の
位
置
は
、
次
の
よ
う
に
確
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
三
月
の
申
の
対
に
位
置
す
る
十
二

辰
は
寅
で
あ
る
の
で
刑
は
庭
（
寅
）
、
四
月
の
未
の
対
に
位
置
す
る
十
二
辰
は
丑
で
あ
る
の
で
刑
は
堂
（
丑
）
、
六
月
の
巳
の
対
に
位
置
す
る
十
二
辰
は
亥
で
あ
る
の

で
刑
は
堂
（
亥
）
、
七
月
の
辰
の
対
に
位
置
す
る
十
二
辰
は
戌
で
あ
る
の
で
刑
は
庭
（
戌
）
と
な
る
。
各
月
の
雌
神
と
刑
の
位
置
関
係
を
表
に
す
る
と
表
五
の
よ
う
に

な
る
。 

 

表
五 

天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
（
刑
の
移
動
完
全
版
） 

 

  

以
上
が
天
文
訓
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
。
徳
の
位
置
し
て
い
る
十
二
辰
に
つ
い
て
は
、
天
文
訓
の
記
述
の
み
で
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
補
注
』
に

 

 雄神 徳     雌神 刑  

十一月 子  室 子  午（野） 

十二月 丑  堂 亥  巳（術） 

正月 寅  庭 戌  辰（巷） 

二月 卯  門 酉  卯（門） 

三月 辰  巷 申  寅（庭） 

四月 巳  術 未  丑（堂） 

五月 午  野 午  子（室） 

六月 未  術 巳  亥（堂） 

七月 申  巷 辰  戌（庭） 

八月 酉  門 卯  酉（門） 

九月 戌  庭 寅  申（巷） 

十月 亥  堂 丑  未（術） 
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よ
っ
て
補
足
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
『
補
注
』
は
、 

 
 

十
一
月
斗
建
子
、
日
在
丑
、
丑
居
子
爲
德
。
厭
亦
在
子
、
子
對
午
爲
刑
、
故
德
在
室
、
刑
在
野
。
十
二
月
斗
建
丑
、
日
在
子
、
子
居
丑
爲
德
。
厭
在
亥
、
亥
對
巳 

爲
刑
、
故
德
在
堂
、
刑
在
術
。
正
月
斗
建
寅
、
日
在
亥
、
亥
居
寅
居
爲
德
。
厭
在
戌
、
戌
對
辰
爲
刑
、
故
德
在
庭
、
刑
在
巷
。
二
月
斗
建
卯
、
日
在
戌
、
戌
居
卯 

爲
德
。
厭
在
酉
、
酉
對
卯
爲
刑
、
故
刑
德
合
門
。
由
此
推
之
、
三
月
德
在
巷
則
刑
在
庭
、
四
月
德
在
術
則
刑
在
堂
、
五
月
德
在
野
則
刑
在
室
、
而
六
月
如
四
月
、 

七
月
如
三
月
、
八
月
如
二
月
、
九
月
如
正
月
、
十
月
如
十
二
月
、
刑
德
周
矣
。 

  
 

十
一
月
に
斗
は
子
を
建
し
、
日
は
丑
に
在
り
、
丑
な
れ
ば
子
に
居
り
て
德

た爲
り
。
厭
も
亦
た
子
に
在
り
、
子
の
對
は
午
に
し
て
刑

た爲
り
、
故
に
德
は
室
に
在
り
、 

刑
は
野
に
在
り
。
十
二
月
斗
は
丑
を
建
し
、
日
は
子
に
在
り
、
子
な
れ
ば
丑
に
居
り
德

た爲
り
。
厭
は
亥
に
在
り
、
亥
の
對
は
巳
に
し
て
刑

た爲
り
、
故
に
德
は
堂
に 

在
り
、
刑
は
術
に
在
り
。
正
月
斗
は
寅
を
建
し
、
日
は
亥
に
在
り
、
亥
な
れ
ば
寅
に
居
り
德

た爲
り
。
厭
は
戌
に
在
り
、
戌
の
對
は
辰
に
し
て
刑

た爲
り
、
故
に
德
は

庭
に
在
り
、
刑
は
巷
に
在
り
。
二
月
斗
は
卯
を
建
し
、
日
は
戌
に
在
り
、
戌
な
れ
ば
卯
に
居
り
て
德

た爲
り
。
厭
は
酉
に
在
り
、
酉
の
對
は
卯
に
し
て
刑

た爲
り
、
故

に
刑
德
は
門
に
合
す
。
こ
こ
よ
り
之
を
推
す
に
、
三
月
德
は
巷
に
在
れ
ば
則
ち
刑
は
庭
に
在
り
、
四
月
德
は
術
に
在
れ
ば
則
ち
刑
は
堂
に
在
り
、
五
月
德
は
野
に

在
れ
ば
則
ち
刑
は
室
に
在
り
、
而
し
て
六
月
は
四
月
の
如
し
、
七
月
は
三
月
の
如
し
、
八
月
は
二
月
の
如
し
、
九
月
は
正
月
の
如
し
、
十
月
は
十
二
月
の
如
く
し

て
、
刑
德
は
周
る
。 

と
す
る
。
以
下
、
十
一
月
の
移
動
を
中
心
に
説
明
し
た
い
。
十
一
月
に
北
斗
七
星
は
子
を
建
し
、
「
日
」
は
丑
に
居
り
、
「
日
」
が
丑
に
居
れ
ば
徳
は
子
に
居
る
。
「
厭
」

も
ま
た
子
に
居
り
、
子
の
対
面
に
位
置
す
る
十
二
辰
は
午
で
、
刑
は
午
に
居
る
。
こ
れ
よ
り
子
に
居
る
徳
は
「
室
」
、
午
に
居
る
刑
は
「
野
」
に
居
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
（
図
三
参
照
）
。
さ
ら
に
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

天
文
訓
や
『
補
注
』
に
よ
る
と
、
「
厭
」
は
雌
神
で
、
「
日
」
の
一
つ
前
（
左
行
つ
ま
り
時
計
回
り
の
順
で
）
の
十
二
辰
に
居
り
、
「
日
」
は
「
日
躔
（
太
陽
の
や

ど
り
）
」
を
指
す
。
『
補
注
』
に
よ
っ
て
、
「
斗
建
」
・
「
厭
」
・
「
日
」
の
位
置
を
図
示
す
る
と
、
図
四
の
よ
う
に
な
る
。 

と
こ
ろ
で
『
補
注
』
が
、
例
え
ば
十
一
月
条
で
「
丑
な
れ
ば
子
に
居
り
て
德
爲
り
」
と
し
て
い
る
の
は
、
「
六
合
」
の
理
論
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
（

14
）

。
「
六

合
」
と
は
北
斗
七
星
が
建
す
（
斗
建
）
十
二
辰
と
日
の
十
二
辰
と
が
合
す
る
こ
と
を
指
し
、
具
体
的
に
は
子―

丑
、
寅―

亥
、
卯―

戌
、
辰―

酉
、
巳―

申
、
午―

未

の
六
つ
の
組
み
合
わ
せ
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
十
一
月
の
場
合
、
「
日
」
は
丑
に
居
り
、
六
合
に
お
け
る
子―

丑
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
徳
は
斗
建
の
位

置
す
る
子
に
居
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

『
補
注
』
が
「
厭
も
亦
た
子
に
在
り
、
子
の
對
は
午
に
し
て
刑
爲
り
」
と
し
て
い
る
の
は
、
「
厭
」
が
「
日
」
の
居
る
「
丑
」
の
一
つ
前
の
「
子
」
に
居
て
、
「
子
」
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の
対
面
の
十
二
辰
に
「
刑
」
が
居
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
図
四 
十
一
月
に
お
け
る
斗
建
、
厭
＝
雌
神
と
日
の
位
置 

 

＊
斗
建
は
□
、
厭=

雌
神
は
■
、
日
は
◇ 

 

 

以
上
の
よ
う
に
徳
の
位
置
は
「
日
」
の
位
置
と
「
斗
建
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
六
合
か
ら
「
斗
建
」
の
十
二
辰
と
な
り
、
刑
の
位
置
は
「
日
」
の
一
つ
前
の
十
二

辰
に
居
る
「
厭
」
の
対
面
に
あ
る
十
二
辰
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
雌
神
と
雄
神
の
移
動
か
ら
刑
・
徳
の
位
置
を
確
定
し
た
い
。
『
周
礼
注
疏
』
や
『
補
注
』
（

15
）

に
よ
れ
ば
「
斗
建
」=

「
雄
神
」
、

「
厭
」=

「
雌
神
」
で
あ
る
の
で
、
「
厭
」
を
「
雌
神
」
、
「
斗
建
」
を
「
雄
神
」
に
代
え
て
上
述
の
刑
・
徳
の
位
置
確
定
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。
す
な
わ
ち
、
十
一
月
を
例
と
す
る
と
、
徳
の
位
置
は
「
雄
神
（
斗
建
）
」
の
十
二
辰
の
子
で
あ
り
、
刑
の
位
置
は
「
雌
神
（
厭
）
」
の
対
面
の
十
二
辰
で
あ
る

「
午
」
と
な
る
。
七
舎
に
お
い
て
子
は
「
室
」
に
、
午
は
「
野
」
に
配
当
さ
れ
て
い
る
の
で
（
表
一
参
照
）
、
徳
は
室
に
居
り
、
刑
は
野
に
居
る
（
図
五
参
照
）
。 
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図
五 

十
一
月
に
お
け
る
刑
・
徳
の
七
舎
に
お
け
る
位
置
（
表
一
を
基
に
す
る
） 

＊
刑
は
❶
、
徳
は
①
の
位
置
と
な
る 

 

 

十
一
月
以
下
の
諸
月
に
お
け
る
刑
・
徳
の
移
動
も
同
様
に
、
徳
の
舎
は
雄
神
の
在
る
十
二
辰
、
刑
の
舎
は
雌
神
の
在
る
十
二
辰
の
対
面
の
位
置
に
あ
り
、
十
一
月
～

十
月
ま
で
の
ひ
と
月
毎
の
刑
・
徳
の
移
動
は
、
徳
は
子
（
室
）
～
亥
（
堂
）
、
刑
は
午
（
野
）
～
未
（
術
）
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
『
補
注
』
を
用
い
る
こ
と
で

天
文
訓
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
、
各
月
の
徳
の
居
る
辰
を
確
定
で
き
、
こ
れ
を
表
・
図
に
す
る
と
表
六
、
図
六
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
六 

天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
（
完
全
版
）
（

16
） 

 

 

 雄神 徳     雌神 刑  

十一月 子  子（室） 子  午（野） 

十二月 丑  丑（堂） 亥  巳（術） 

正月 寅  寅（庭） 戌  辰（巷） 

二月 卯  卯（門） 酉  卯（門） 

三月 辰  辰（巷） 申  寅（庭） 

四月 巳  巳（術） 未  丑（堂） 

五月 午  午（野） 午  子（室） 

六月 未  未（術） 巳  亥（堂） 

七月 申  申（巷） 辰  戌（庭） 

八月 酉  酉（門） 卯  酉（門） 

九月 戌  戌（庭） 寅  申（巷） 

十月 亥  亥（堂） 丑  未（術） 
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図
六 

刑
徳
七
舎
運
行
図 

 
 
 
 

＊
刑
は
❶
～
⓬
、
徳
は
①
～
⑫
の
順
に
動
く
。 

 
  

 

 

以
上
が
天
文
訓
お
よ
び
『
補
注
』
の
説
明
に
基
づ
く
「
刑
徳
七
舎
」
の
概
要
で
あ
り
（

17
）

、
「
刑
徳
七
舎
」
と
は
陰
陽
を
象
徴
す
る
刑
・
徳
が
毎
月
七
舎
上
を
移
動

し
、
そ
の
居
る
舎
が
ど
こ
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
占
い
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
後
世
の
歳
徳
神
の
居
る
方
向
に
よ
っ
て
吉
凶
を
測
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
上
掲

の
図
表
を
参
考
に
し
て
、
「
刑
徳
七
舎
」
が
見
え
る
出
土
資
料
を
分
析
し
、
そ
の
異
同
を
検
討
し
た
い
。 

 

第
二
節 

出
土
資
料
に
見
え
る
「
刑
徳
七
舎
」
と
そ
の
変
遷 

  

「
刑
徳
七
舎
」
の
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
る
出
土
資
料
は
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
、
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
、
北
大
漢
簡

「
節
」
篇
、
居
延
新
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
で
あ
る
。
日
照
海
曲
簡
と
北
大
漢
簡
の
書
写
年
代
の
前
後
は
判
断
し
難
く
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
が
こ
の
中
で
は
一
番

書
写
年
代
が
早
く
、
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
、
北
大
漢
簡
「
節
」
篇
が
こ
れ
に
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
節
で
は
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」

篇
、
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
、
北
大
漢
簡
「
節
」
篇
、
居
延
新
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
の
順
に
資
料
を
挙
げ
て
い
く
。 

 

Ⅰ
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
（

18
） 

正
月
：
刑
在
堂
、
德
〔
在
庭
〕
（
九
一
壹
）
。 
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二
月
：
刑
在
〔
庭
、
德
在
門
〕
（
九
二
壹
）
。 

三
月
：
刑
在
門
、
德
在
巷
（
九
三
壹
）
。 

四
月
：
刑
在
巷
、
德
在
術
（
九
四
壹
）
。 

五
月
：
刑
在
術
、
德
在
野
（
九
五
壹
）
。 

六
月
：
刑
德
並
在
術
（
九
六
壹
）
。 

七
月
：
刑
在
術
、
德
在
野
（
九
一
貮
）
。 

八
月
：
刑
在
巷
、
德
在
術
（
九
二
貮
）
。 

〔
九
月
〕
：
刑
在
門
、
德
在
巷
（
九
三
貮
）
。 

〔
十
月
〕
：
刑
在
庭
、
德
在
門
（
九
四
貮
）
。 

十
一
月
：
刑
在
堂
、
德
在
庭
（
九
五
貮
）
。 

十
二
月
：
刑
德
並
在
堂
（
九
六
貮
）
。 

 

こ
こ
で
は
刑
・
徳
は
正
月
を
起
点
に
、
ひ
と
月
毎
に
刑
徳
七
舎
の
七
舎
の
内
、
「
室
」
を
欠
く
六
つ
の
舎
（
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
・
野
）
を
移
動
し
て
い
る
（
表

七
参
照
）
。 

 

こ
の
刑
・
徳
の
移
動
は
天
文
訓
の
七
舎
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
移
動
法
等
に
お
い
て
三
点
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

第
一
に
刑
・
徳
の
移
動
の
起
点
の
月
で
あ
る
。
天
文
訓
で
は
十
一
月
を
起
点
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
孔
家
坡
漢
簡
で
は
正
月
を
起
点
と
し
て
い
る
。 

 

第
二
に
「
舎
」
の
数
が
両
者
で
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
天
文
訓
の
刑
・
徳
の
移
動
は
「
七
舎
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
孔
家
坡
漢
簡
は
七
舎
の
中
の
「
室
」
を
欠
き
、

「
六
舎
」
を
移
動
し
て
い
る
。 

 

第
三
に
両
者
の
移
動
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
天
文
訓
の
移
動
で
は
各
月
毎
に
刑
・
徳
が
一
舎
ず
つ
移
動
す
る
。
孔
家
坡
漢
簡
で
は
刑
が
正
月
～
四
月
の
間
に
堂
・
庭
・

門
・
巷
を
ひ
と
月
毎
に
移
動
し
、
五
月
～
七
月
の
三
ヶ
月
の
間
は
「
術
」
に
居
る
が
、
八
～
十
月
の
間
は
巷
・
門
・
庭
を
ひ
と
月
毎
に
移
動
し
、
十
一
月
～
正
月
の
三

ヶ
月
間
は
「
堂
」
に
居
り
、
ど
の
月
で
あ
っ
て
も
「
野
」
に
は
移
動
し
な
い
。
一
方
、
孔
家
坡
漢
簡
で
は
「
徳
」
が
正
月
～
三
月
の
間
ひ
と
月
毎
に
庭
・
門
・
巷
を
移

動
し
、
四
月
～
八
月
の
間
に
「
術
」
と
「
野
」
を
往
復
し
、
九
～
十
二
月
の
間
巷
・
門
・
庭
・
堂
を
ひ
と
月
毎
に
移
動
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
孔
家
坡
漢
簡
の
移
動

は
一
つ
の
舎
に
数
か
月
居
続
け
た
り
、
二
つ
の
舎
の
間
を
往
復
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
移
動
法
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
（
表
七
参
照
）
。 

 

表
七
に
よ
る
と
、
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
以
下
の
三
つ
の
条
件
に
基
づ
き
移
動
し
て
い
る
と
い
え
る
。 
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表
七 

孔
家
坡
漢
簡
の
刑
徳
移
動 

 

※
△
は
刑
、
○
は
徳 

正
月 

 

堂
△ 

 
 

庭
○ 

 

門 
 
 

巷 
 
 

術 
 
 

野 

二
月 

 

堂 
 
 
 

庭
△ 

 

門
○ 

 

巷 
 
 

術 
 
 

野 
三
月 

 

堂 
 
 
 

庭 
 
 

門
△ 

 

巷
○ 

 

術 
 
 

野 

四
月 

 
堂 

 
 
 

庭 
 
 

門 
 
 

巷
△ 

 

術
○ 

 

野 

五
月 

 

堂 
 
 
 

庭 
 
 

門 
 
 

巷 
 
 

術
△ 

 

野
○ 

六
月 

 

堂 
 
 
 

庭 
 
 

門 
 
 

巷 
 
 

術
△
○ 

野 

七
月 

 

堂 
 
 
 

庭 
 
 

門 
 
 

巷 
 
 

術
△ 
 

野
○ 

八
月 

 

堂 
 
 
 

庭 
 
 

門 
 
 

巷
△ 

 

術
○ 

 

野 

九
月 

 

堂 
 
 
 

庭 
 
 

門
△ 

 

巷
○ 
 

術 
 
 

野 

十
月 

 

堂 
 
 
 

庭
△ 

 
門
○ 

 

巷 
 
 

術 
 
 

野 

十
一
月 

堂
△ 

 
 

庭
○ 

 

門 
 
 
巷 

 
 

術 
 
 

野 

十
二
月 

堂
△
○ 

 

庭 
 
 

門 
 
 

巷 
 
 

術 
 
 

野 

 

条
件
一 

正
月
～
五
・
七
月
に
は
刑
は
徳
が
前
月
に
居
た
舎
に
居
り
、
六
・
八
月
～
十
二
月
に
は
徳
は
刑
が
前
月
に
居
た
舎
に
居
る 

条
件
二 

刑
は
必
ず
六
舎
上
に
お
い
て
徳
以
上
の
舎
、
す
な
わ
ち
堂
に
近
い
側
の
舎
に
居
る 

条
件
三 

七
舎
か
ら
六
舎
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
六
月
・
十
二
月
に
同
じ
舎
に
居
る
こ
と
で
位
置
を
調
整
し
、
刑
が
徳
を
追
い
越
さ
な
い
よ
う
移
動
す
る 

 

天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
の
刑
・
徳
の
移
動
は
、
北
斗
七
星
の
雌
雄
神
の
移
動
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
文
献
に
は
こ
の
よ
う
な
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動 

を
説
明
で
き
る
星
・
神
等
の
移
動
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

ま
た
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
は
夏
至
の
五
月
に
陽
を
象
徴
す
る
徳
が
野
に
居
り
、
冬
至
の
十
一
月
に
陰
を
象
徴
す
る
刑
が
野
に
居
る
と
い
っ
た
如
く
（
表
六
参
照
）
、

陰
陽
の
消
長
と
の
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
孔
家
坡
漢
簡
で
は
刑
・
徳
が
六
月
に
共
に
「
術
」
、
十
二
月
に
共
に
「
堂
」
に
居
り
、
こ
の
六
月
・
十
二
月

以
外
は
刑
・
徳
が
常
に
そ
れ
ぞ
れ
隣
の
舎
に
居
る
よ
う
に
、
陰
陽
の
消
長
と
の
対
応
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
孔
家
坡
漢
簡
に
見
え
る
刑
・
徳
の
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移
動
は
月
毎
の
陰
陽
の
消
長
や
星
・
神
等
の
動
き
を
基
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
刑
・
徳
が
基
本
的
に
隣
り
合
っ
て
移
動
し
、
六
月
と
十
二
月
に
同
じ
舎
に
居
り
、
徳

が
「
野
」
に
移
動
し
な
い
移
動
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

次
に
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
を
図
示
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
北
斗
七
星
や
星
・
神
等
の
移
動
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
の
移
動
も
刑
徳
七
舎
の
よ
う
に
、
十
二
辰
の
上
を
移
動
す
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
移
動

と
し
て
は
、
次
の
二
種
類
が
想
定
で
き
る
。 

 

第
一
に
、
北
斗
七
星
・
十
二
辰
の
配
当
を
考
え
ず
、
単
に
六
舎
間
を
移
動
す
る
と
想
定
し
た
場
合
、
表
七
を
基
に
し
て
刑
・
徳
の
一
年
間
の
移
動
を
図
示
す
る
と
、

図
七
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
①
や
❶
等
の
数
字
は
移
動
順
に
よ
る
も
の
で
、
刑
あ
る
い
は
徳
が
反
時
計
回
り
で
移
動
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
図

九
も
同
様
で
あ
る
）
。 

 

図
七 

孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
案
一 

 
 
 

※
●
は
刑
、
○
は
徳
、
数
字
は
各
月
、
図
九
も
同
じ 

 

 

第
二
に
、
式
占
の
一
種
で
あ
る
六
壬
式
の
式
盤
（
図
八
参
照
。
上
部
の
円
形
の
も
の
が
天
盤
、
下
部
の
方
形
の
も
の
が
地
盤
）
の
よ
う
な
箇
所
を
、
刑
・
徳
が
別
々

に
移
動
す
る
と
想
定
し
た
場
合
で
あ
る
。 
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図
八 

式
盤
（

19
） 

     
 

 

『
呉
越
春
秋
』
第
五
夫
差
内
伝
に
は
刑
・
徳
と
六
壬
式
が
混
在
し
た
占
法
が
見
え
る
が
（

20
）

、
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
も
同
じ
く
六
壬
式
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
つ
ま
り
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
六
壬
式
の
天
地
盤
の
よ
う
に
六
舎
で
構
成
さ
れ
た
盤
の
上
を
徳
が
、
五
舎
で
構
成
さ
れ
た
盤
の
上
を

刑
が
移
動
す
る
も
の
と
想
定
す
る
と
、
そ
れ
は
図
九
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

図
九 

孔
家
坡
漢
簡
の
刑
徳
の
移
動
案
二 
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以
上
が
孔
家
坡
漢
簡
か
ら
想
定
さ
れ
る
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
。
次
に
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
を
検
討
し
た
い
。 

 
Ⅱ
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
」
（

21
） 

〔
正
月
十
一 

甲
午
春
分
居
延
（
庭
）
卅
日
〕 

〔
二
月
〕
十
一 

甲
子
春
分
居
門
卅
日
（
二
九
） 

〔
三
月
〕
十
二･

････
･

甲
午
居
巷
〔
卅
一
日
〕
（
六
） 

〔
四
月
十
三 

乙
丑
居
術
卅
日
〕 

〔
五
月
〕
十
四…

…
乙
未
夏
日
至
居
郭
門
一
〔
日
〕
（
二
一
） 

〔
五
月
十
五 

丙
申
居
野
卅
日
〕 

〔
六
月
十
五
〕 

丙
寅
居
術
卅
一
日
（
二
五
） 

〔
七
月
十
七 

丁
酉
居
巷
卅
日
〕 

〔
八
月
十
七 

丁
卯
居
門
卅
日
〕 

〔
九
月
〕
十
八…

…

丁
酉
居
延
（
庭
）
卅
日
（
一
六
） 

〔
十
月
〕
十
八…

…

丁
卯
居
堂
卅
〔
一
〕
日
（
三
二
） 

〔
十
一
月
〕
廿…

…

戊
戌
冬
日
至
居
戸
一
日
（
三
五
） 

〔
十
一
月
〕
廿
一…

…

己
亥
居
室
卅
日
（
二
八
） 

〔
十
二
月
廿
一 

己
巳
居
堂
卅
日
〕 

  
 

本
簡
に
は
天
文
訓
の
「
野
」
に
あ
た
る
舎
が
見
え
ず
、
そ
の
移
動
も
刑
・
徳
の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
照
海
曲
簡
に
見
え
る
暦
日
の
干

支
と
各
簡
の
「
舎
」
を
検
討
し
た
上
で
、
「
野
」
の
存
在
を
想
定
す
る
と
、
天
文
訓
に
お
け
る
各
月
の
徳
の
居
る
舎
と
合
う
の
で
、
今
回
発
見
さ
れ
た
も
の
は
、
た
ま

た
ま
「
野
」
を
欠
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
と
比
較
し
た
場
合
、
表
六
に
挙
げ
た
よ
う
に
二
月
に
「
門
」
、
三
月
に
「
巷
」
、
六
月

に
「
術
」
、
九
月
に
「
庭
」
、
十
月
に
「
堂
」
、
十
一
月
に
「
室
」
に
移
動
す
る
の
は
「
徳
」
で
あ
る
の
で
、
本
簡
は
徳
の
移
動
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

劉
紹
剛
・
鄭
同
州
の
両
氏
は
日
照
海
曲
簡
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
日
照
海
曲
簡
に
お
け
る
徳
の
移
動
に
お
い
て
一
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年
は
三
六
五
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
文
訓
で
は
刑
・
徳
が
三
十
日×

十
二
ヶ
月
で
移
動
し
て
い
る
た
め
、
天
文
訓
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
日
照
海
曲
簡
に
対
応
さ
せ
る

と
、
三
六
五
日
に
五
日
足
り
な
く
な
る
。
そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
徳
の
居
る
日
数
を
三
十
一
日
に
す
る
月
を
置
き
、
夏
至
・
冬
至
の
日
に
過
渡
日
を
置
く
な
ど
し
て

調
整
し
て
い
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
、
両
氏
は
張
培
瑜
氏
の
暦
表
等
を
参
照
に
し
て
、
一
年
間
の
徳
の
移
動
表
を
作
っ
て
い
る
（
表
八
参
照
）
（

22
）

。 

 

表
八 

日
照
海
曲
簡
の
徳
運
行
（
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
両
氏
に
よ
る
復
元
） 

 

  

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
照
海
曲
簡
の
徳
の
移
動
は
、
基
本
的
に
天
文
訓
に
見
え
る
移
動
法
と
違
い
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
天
文
訓
と
の
違
い
は
、
日
の
干
支
の
記
述
が

存
在
す
る
こ
と
、
夏
至
で
あ
る
五
月
と
冬
至
で
あ
る
十
一
月
に
「
居
郭
門
一
〔
日
〕
」
・
「
居
戸
一
日
」
と
い
っ
た
過
渡
日
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
徳
の
居
る
期

間
と
し
て
三
十
日
・
三
十
一
日
の
二
種
類
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
「
郭
門
」
・
「
戸
」
と
い
っ
た
舎
は
天
文
訓
の
七
舎
に
は
見
え
ず
、
日
照
海
曲
簡
独
自
の
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
の
両
氏
は
、
こ
れ
ら
の
導
入
は
刑
徳
七
舎
の
理
論
を
日
照
海
曲
簡
の
暦
日
に
合
わ
せ
て
用
い
る
た
め
に
調
整
し
た
も
の
と
し
て
い

 

開始日 徳の所在        最終日    簡番号  

正月十一日 甲午（驚蟄）春分居延（庭）卅日 二月十日       

二月十一日 甲子春分居門卅日        三月十一日  29   

三月十二日 甲午（次日清明）居巷卅一日   四月十二日  6    

四月十三日 乙丑（小満）居術卅日      五月十三日      

五月十四日 乙未夏日至居郭門一【日】           21   

五月十五日 丙申（夏至的次日）居野卅日   六月十四日      

六月十五日 丙寅（大暑）居術卅一日     七月十六日  25   

七月十七日 丁酉（処暑的次日）居巷卅日   八月十六日      

八月十七日 丁卯（秋分）居門卅日      九月十七日      

九月十八日 丁酉（霜降）居延（庭）卅日   十月十七日  16   

十月十八日 丁卯（次日小雪）居堂卅【一】日 十一月十九日 32  

十一月廿日 戊戌冬日至居戸一日              35   

十一月廿一日 己亥（冬至的次日）居室卅日   十二月廿日  28   

十二月廿一日 己巳（大寒的次日）居堂卅日   次年正月廿日     
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る
。
二
日
の
過
渡
日
と
三
回
の
三
一
日
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
三
六
五
日
に
五
日
足
り
な
い
分
を
足
し
て
い
る
。 

 
 Ⅲ

北
大
漢
簡
「
節
」
篇
（

23
） 

 
 

凡
陰
陽
行
也
、
易
出
易
入
。
日
至

六
日
春
立
、
有
（
又
）

六
日

夜
分
。
二
月
之
時
、
陰
陽
相
遇
門(

第
八
号
簡)

。
有
（
又
）

六
日
夏
立
、
有
（
又
）

 

 
 

六
日
夏
至
。
有
（
又
）

六
日
秋
立
、
有
（
又
）

六
日

夜
分
。
八
月
之
時
、
陰
陽
復
（
第
九
号
簡
）
遇
門
。
有
（
又
）

六
日
冬
立
、
有
（
又
）

六
日
冬 

至
。
凡
七
處
。
陽
爲
德
、
陰
爲
刑
。
十
一
月
陽
在
室
、
陰
在
野
（
第
十
号
簡
）
、
陰
執
制
行
刑
。
陽
居
室
卅
日
、
以
日
至
爲
主
、
前
日
至
十
五
日
、
後
日
至
十
五 

日
而
徙
、
所
（
第
一
一
号
簡
）
居
各
卅
日
。
陰
亦
如
是
。
故
曰
、
「
陽
生
子
、
陰
生
午
」
。
陽
在
室
曰
藏
、
在
堂
溺
（
弱
）
、
在
庭
卑
、
在
門
順
（
第
一
二
号
簡
） 

…
…

德
在
室

不
可
毀
也…

…

（
第
三
六
号
簡
）…

…

德
在
堂

不
可
動
也…

…

（
第
四
〇
号
簡
）…

…

德
在
庭

及
宮
不
可
動
也…

…

（
第
四
二
号
簡
）…

…
 

德
在
門

閭
庫
廐
不
可
動
也…

…

（
第
四
三
号
簡
）…

…

德
在
閻

不
可
塞
正
也…

…

（
第
四
五
号
簡
）…

…

德
在
術

不
可
變
也…

…

（
第
四
六
号
簡
）…

…
 

德
在
野

物
不
可
暴
也
（
第
四
八
号
簡
）
。 

  
 

凡
そ
陰
陽
行
る
や
、
出
で
易
く
入
り
易
し
。
日
至
よ
り

六
日
に
し
て
春
立
ち
、
有
（
又
）
た

六
日
に
し
て
日
夜
分
な
り
。
二
月
の
時
、
陰
陽
相
い
門
に
遇
う
。

有
（
又
）
た

六
日
に
し
て
夏
立
ち
、
有
（
又
）
た

六
日
に
し
て
夏
至
。
有
（
又
）
た

六
日
に
し
て
秋
立
ち
、
有
（
又
）
た

六
日
に
し
て
日
夜
分
な
り
。

八
月
の
時
、
陰
陽
復
た
門
に
遇
う
。
有
（
又
）
た

六
日
に
し
て
冬
立
ち
、
有
（
又
）
た

六
日
に
し
て
冬
至
。 

 
 

凡
そ
七
處
。
陽
は
德

た爲
り
、
陰
は
刑

た爲
り
。
十
一
月
陽
は
室
に
在
り
、
陰
は
野
に
在
り
、
陰
制
を
執
り
て
刑
を
行
う
。
陽
は
室
に
居
る
こ
と
卅
日
、
日
至
を
以
て

主
と
爲
し
、
日
至
に
前
だ
つ
こ
と
十
五
日
、
日
至
に
後
る
る
こ
と
十
五
日
に
し
て
徙
り
、
居
る
所
各
卅
日
な
り
。 

 
 

陰
も
亦
た
是
の
如
し
。
故
に
曰
く
、
「
陽
は
子
に
生
じ
、
陰
は
午
に
生
ず
」
、
と
。 

 
 

陽
室
に
在
れ
ば
藏
と
曰
い
、
堂
に
在
れ
ば
溺
（
弱
）
し
、
庭
に
在
れ
ば
卑
し
、
門
に
在
れ
ば
順…

…
 

 
 

德
室
に
在
れ
ば
、
室
毀
す
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
堂
に
在
れ
ば
、
堂
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
庭
に
在
れ
ば
、
庭
及
び
宮
動
か
ず
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
門
に
在
れ
ば
、
門
閭
庫
廐
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
閻
に
在
れ
ば
、
閻
正
を
塞
ぐ
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
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德
術
に
在
れ
ば
、
術
變
え
る
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
野
に
在
れ
ば
、
野
物
暴
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
。 

 

本
簡
の
記
述
は
天
文
訓
の
刑
・
徳
の
移
動
と
同
様
に
、
二
・
八
月
に
陰
（
刑
）
・
陽
（
徳
）
が
門
で
遭
い
、
十
一
月
に
陽
（
徳
）
が
室
、
陰
（
刑
）
が
野
に
居
り
、

三
十
日
毎
に
各
「
處
」
を
移
動
す
る
。
両
者
が
移
動
す
る
「
七
處
」
は
室
・
堂
・
庭
・
門
・
閻
・
術
・
野
で
あ
り
、
天
文
訓
の
七
舎
の
一
つ
で
あ
る
巷
が
「
閻
」
と
な

っ
て
い
る
。 

 

本
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
と
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
と
は
移
動
の
点
に
お
い
て
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
徳
が
各
「
處
」
に
居
る
場
合
の
占
辞
と
思
わ

れ
る
記
述
が
見
え
、
徳
が
室
・
堂
・
庭
・
門
に
居
る
こ
と
を
、
「
藏
」
・
「
溺
（
弱
）
」
・
「
卑
」
・
「
順
」
と
表
現
し
て
い
る
。
第
三
六
号
簡
以
降
は
徳
が
七
舎
の

各
舎
に
居
る
際
の
占
辞
と
な
っ
て
い
る
。
徳
が
室
に
居
る
と
室
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
、
徳
が
堂
に
居
る
と
堂
を
動
か
し
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
如
く
、
徳
は
陽
を

象
徴
し
尊
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
徳
の
居
る
舎
に
手
を
加
え
て
は
い
け
な
い
と
述
べ
て
い
る
。 

 

以
上
、
孔
家
坡
漢
簡
・
日
照
海
曲
簡
・
北
大
漢
簡
に
見
え
る
刑
徳
理
論
を
検
討
し
た
。
居
延
新
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
も
刑
徳
七
舎
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
が

、
そ
の
記
述
は
断
片
的
で
理
論
の
把
握
は
難
し
い
。 

居
延
新
簡
に
（

24
）

、 

刑 

術 

巷 

門 

庭 

堂 

内
中 

堂 
庭 

門 

巷 

術 

野
（E

PT43

・18
5

） 

德 

堂 

庭 

門 

巷 

術 

野 

術 

巷 

門 
庭 

堂 

内
中
（E

PT65

・48

） 

德
所
在
堂
（EPS

4T2

・80

） 

と
あ
る
。
そ
の
移
動
法
が
天
文
訓
等
と
同
じ
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
の
七
舎
の
構
成
は
図
十
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 
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図
十 

居
延
新
簡
の
七
舎
図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

内
中 

 
 

堂 
 
 

庭 
 
 

門 
 
 
 

巷 
 
 

術 
 
 

野 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

天
文
訓
と
比
較
し
て
み
る
と
、
「
室
」
に
相
当
す
る
も
の
が
居
延
新
簡
で
は
「
内
中
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
違
い
が
な
い
。
ま
た
肩
水
金
関
漢
簡
に
（

25
）

、 

 
 

刑
德
：
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
・
野
・
術
・
巷
・
門
・
庭
・
堂
・
内
（7

3
E

JT
2

3

：8
7
9

） 

と
あ
る
。
程
少
軒
氏
は
こ
の
簡
は
徳
の
移
動
で
あ
り
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
見
え
る
他
の
「
血
忌
」
・
「
月
殺
」
・
「
小
時
」
等
の
神
煞
の
周
期
表
と
比
較
す
る
と
、
十

二
月
か
ら
の
移
動
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
居
延
新
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
の
刑
・
徳
は
表
九
の
よ
う
に
移
動
す
る
と
し
た
（

26
）

。 

 

表
九 

居
延
新
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
見
え
る
刑
徳
の
毎
月
の
移
動
（
程
少
軒
氏
作
成
） 

 

 

先
述
の
よ
う
に
、
居
延
新
簡
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
見
え
る
刑
・
徳
の
毎
月
の
移
動
の
記
述
は
理
論
等
に
関
す
る
も
の
が
見
え
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
の

 

月份 月干支      徳     刑  

正月 寅   堂 術 

二月 卯   庭 巷 

三月 辰   門 門 

四月 巳   巷 庭 

五月 辰   術 堂 

六月 巳   野 室   

七月 午   術 堂 

八月 未   巷 庭   

九月 申   門 門   

十月 酉   庭 巷 

十一月 戌   堂   術 

十二月 亥   室 野 
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か
は
不
明
な
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
程
少
軒
氏
が
検
討
さ
れ
た
表
九
の
よ
う
に
刑
・
徳
が
移
動
す
る
可
能
性
は
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
程
少
軒
氏
は
今
ま
で
の
伝
世
文
献
・
出
土
資
料
を
用
い
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
刑
・
徳
の
毎
月
の
移
動
を
検
討
し
た
（

27
）

。
ま
ず
、
天
文
訓
の
表
六

と
同
様
の
移
動
が
、
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
徳
篇
に
、 

建
子
の
月
（
十
一
月
）…

…

德
は
室
に
在
り
、
刑
は
野
に
在
り
と
爲
す
。 

建
丑
の
月
（
十
二
月
）…

…

德
は
堂
に
在
り
、
刑
は
街
に
在
り
と
爲
す
。 

建
寅
の
月
（
正
月
）…

…

徳
は
庭
に
在
り
、
刑
は
巷
に
在
り
と
爲
す
。 

建
卯
の
月
（
二
月
）…

…

徳
刑
は
俱
に
門
に
會
す
。 

建
辰
の
月
（
三
月
）…

…
徳
は
巷
に
在
り
、
刑
は
庭
に
在
り
と
爲
す
。 

建
巳
の
月
（
四
月
）…

…
德
は
街
に
在
り
、
刑
は
堂
に
在
り
と
爲
す
。 

建
午
の
月
（
五
月
）…

…

德
は
野
に
在
り
、
刑
は
室
に
在
り
と
爲
す
。 

建
未
の
月
（
六
月
）…

…

德
は
街
に
在
り
、
刑
は
堂
に
在
り
と
爲
す
。 

建
申
の
月
（
七
月
）…

…

德
は
巷
に
在
り
、
刑
は
庭
に
在
り
と
爲
す
。 

建
酉
の
月
（
八
月
）…

…

徳
は
門
に
在
り
、
刑
復
た
門
に
會
す
と
爲
す
。 

建
戌
の
月
（
九
月
）…

…

德
は
庭
に
在
り
、
刑
は
巷
に
在
り
と
爲
す
。 

 

建
亥
の
月
（
十
月
）…

…

德
は
堂
に
在
り
、
刑
は
街
に
在
り
と
爲
す
。 

と
あ
り
、
天
文
訓
で
「
術
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
『
五
行
大
義
』
で
は
「
街
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で
に

検
討
し
た
居
延
新
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
を
西
北
漢
簡
と
呼
ん
だ
上
で
、
刑
・
徳
の
毎
月
の
移
動
は
孔
家
坡
漢
簡
・
西
北
漢
簡
・
『
五
行
大
義
』
の
三
種
類
の
も
の
を

、
以
下
の
よ
う
に
図
示
し
た
（
図
十
一
、
十
二
、
十
三
）
（

28
）

。
な
お
、
日
照
海
曲
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
作
図
さ
れ
て
い
な
い
が
、
丁
種
と
さ
れ
て
い
る
。 

     



47 

 

図
十
一
甲
種
・
孔
家
坡
漢
簡 

 
 
 
 

図
十
二
乙
種
・
西
北
漢
簡 

 

  

図
十
三
丙
種
・
『
五
行
大
義
』 

 

こ
れ
ら
の
図
で
は
七
舎
が
円
の
外
側
に
あ
る
が
、
内
側
が
徳
、
外
側
が
刑
の
各
月
（
十
二
辰
で
表
さ
れ
る
）
の
七
舎
に
お
け
る
所
在
で
あ
る
。
甲
種
の
も
の
は
先
に

検
討
し
た
よ
う
に
六
舎
で
あ
り
、
丑
未
を
対
象
軸
と
し
て
、
刑
・
徳
の
六
舎
に
お
け
る
所
在
が
並
ん
で
い
る
。
乙
種
も
丑
未
を
対
象
軸
と
し
て
刑
・
徳
の
七
舎
に
お
け

る
所
在
が
並
ん
で
お
り
、
更
に
「
門
」
で
刑
・
徳
が
合
っ
て
い
る
の
で
辰
・
戌
で
平
分
線
を
引
い
て
い
る
。
甲
種
と
乙
種
の
関
係
は
、
丑
未
を
対
象
軸
と
し
て
お
り
、
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移
動
原
理
が
一
致
す
る
等
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
丙
種
は
乙
種
を
基
礎
に
し
て
三
十
度
回
転
さ
せ
て
お
り
、
子
午
は
対
象
軸
で
卯
酉
は
平
分
線
で

あ
る
と
す
る
。 

程
少
軒
氏
は
こ
の
よ
う
な
刑
徳
七
舎
系
統
の
変
遷
を
以
下
の
よ
う
に
想
定
し
た
。
乙
種
（
西
北
漢
簡
）
が
創
造
さ
れ
た
後
、
甲
種
（
孔
家
坡
漢
簡
）
が
民
間
で
沿
用

さ
れ
た
。
丙
種
（
『
五
行
大
義
』
）
が
出
現
し
た
後
、
乙
種
と
併
用
さ
れ
た
。
ま
た
乙
種
と
丁
種
（
日
照
海
曲
簡
）
を
検
討
す
る
と
書
写
時
期
が
近
い
た
め
、
地
域
的

差
異
に
よ
っ
て
理
論
の
差
異
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
最
終
的
に
丙
種
の
も
の
が
優
勢
と
な
り
、
残
っ
た
と
。 

 

以
下
で
は
程
少
軒
氏
の
見
解
を
検
証
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず
、
上
述
の
刑
徳
七
舎
の
図
に
つ
い
て
、
こ
の
解
釈
は
成
り
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
刑
徳
理
論

の
変
遷
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
各
資
料
の
書
写
年
代
や
先
に
検
討
し
た
よ
う
な
各
資
料
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
理
論
・
法
則
に
関
す
る
部
分
に
ま
で
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
程
少
軒
氏
は
乙
種
が
ま
ず
創
造
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
今
回
検
討
し
た
資
料
の
書
写
年
代
は
（

29
）

、 

 

孔
家
坡
漢
簡→

天
文
訓→

日
照
海
曲
簡
・
北
大
漢
簡→

居
延
新
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡 

の
順
と
な
り
、
孔
家
坡
漢
簡
の
も
の
が
最
も
古
い
の
で
、
乙
種
の
理
論
が
ま
ず
創
造
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
、
い
ま
ま
で
に
検
討
し
た

出
土
資
料
に
つ
い
て
天
文
訓
と
比
較
し
た
上
で
改
め
て
述
べ
る
と
、
日
照
海
曲
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
に
は
過
渡
日
の
設
定
、
北
大
漢
簡
で
は
舎
の
名
称
の
相
違
・
占
辞

の
有
無
等
と
い
っ
た
差
異
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
の
移
動
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
居
延
新
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
の

も
の
は
移
動
理
論
に
関
す
る
記
述
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
法
は
、
そ
れ
ら
と
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
は
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
と
は
違
い
、
刑
は
五
舎
（
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
）
、
徳
は
六
舎
（
堂
・
庭
・
門
・

巷
・
術
・
野
）
の
間
を
運
行
し
、
刑
は
三
ヶ
月
同
じ
術
の
舎
、
徳
は
術
と
野
の
間
を
往
復
す
る
特
異
な
移
動
を
示
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
他
の
文
献
・
資
料
に
見
え
る
も
の
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
天
文
訓
は
北
斗
七
星
と
の
関
係
を
明
確
に
示
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
他
の
出
土
資
料
に
は
い
ず
れ
も
北
斗
七
星
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
記
述
が
見
え
な
い
。
天
文
訓
が
十
一
月
を
移
動
の
起
点
に
し
て
い
る
の
は
、
十
一
月

に
斗
柄
が
子
を
指
す
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
孔
家
坡
漢
簡
・
日
照
海
曲
簡
の
刑
徳
の
移
動
で
は
正
月
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
居
延
新
簡
・
肩
水
金
関

漢
簡
は
刑
・
徳
の
移
動
の
詳
細
の
記
述
は
な
い
が
、
程
少
軒
氏
に
従
う
と
、
十
二
月
が
起
点
の
移
動
で
あ
る
。
日
照
海
曲
簡
・
北
大
漢
簡
で
は
北
斗
七
星
と
の
連
動
を

自
明
の
も
の
と
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
刑
が
「
術
」
に
三
ヶ
月
居
続
け
、
徳
が
「
術
」
と
「
野
」
の
間
を
往
復
す
る
と
い
っ

た
如
く
、
北
斗
七
星
と
の
連
動
が
全
く
想
定
出
来
な
い
移
動
を
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
刑
・
徳
の
移
動
と
北
斗
七
星
と
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
天
文
訓
以
降

と
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
北
斗
七
星
の
雌
雄
神
の
設
定
と
そ
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
刑
・
徳
の
位
置
確
定
の
理
論
が
導
入
さ
れ
た
後
に
、
孔
家
坡
漢
簡
「
刑
徳
」
篇
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
か
ら
天
文
訓
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
移
動
形
式
の
も
の
が
、
後
世
ま
で
残
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
し
、
孔
家
坡
漢
簡
以
外
に
も
天
文
訓
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と
異
な
っ
た
形
式
の
刑
・
徳
の
移
動
が
複
数
存
在
し
、
天
文
訓
の
も
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
天
文
訓
以
降
の
資
料
に
孔
家
坡
漢
簡

の
よ
う
な
移
動
が
見
え
な
い
の
も
、
そ
の
傍
証
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

む
す
び 

  

本
章
で
は
、
天
文
訓
と
出
土
資
料
に
見
え
る
「
刑
徳
七
舎
」
の
比
較
・
検
討
を
行
っ
た
。
出
土
資
料
に
は
北
斗
七
星
に
関
す
る
記
述
が
見
え
ず
、
中
で
も
孔
家
坡
漢

簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
そ
の
移
動
法
も
含
め
て
他
の
も
の
と
大
き
な
相
違
が
あ
っ
た
。
今
回
の
検
討
で
、
刑
徳
七
舎
の
移
動
で
は
天
文
訓
で
整
理
さ
れ
た
も
の
が
後
世

に
残
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。 

 

次
章
で
は
、
天
文
訓
に
見
え
る
、
も
う
一
つ
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
二
十
歳
刑
徳
を
検
討
し
た
い
。 

 

注 （
１
）
太
陰
（
太
歳
）
は
十
干
と
十
二
辰
上
を
移
動
し
、
十
干
上
の
移
動
が
徳
の
移
動
、
十
二
辰
上
の
移
動
が
刑
の
移
動
と
連
動
す
る
。 

（
２
）
池
田
知
久
氏
は
『
史
記
』
・
『
漢
書
』
を
検
討
さ
れ
『
淮
南
子
』
の
成
立
を
建
元
二
年
と
さ
れ
た
。
本
拙
稿
で
は
池
田
氏
に
従
う
（
池
田
知
久
「
淮
南
子
の
成

立―

史
記
と
漢
書
の
検
討
」
（
『
東
方
学
』
五
九
号
、
一
九
八
〇
年
）
、
池
田
知
久
「
「
淮
南
子
」
の
成
立―

「
史
記
」
と
「
漢
書
」
と
に
よ
る
検
討―

」
（
『
岐
阜

大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
人
文
科
学
二
八
号
、
一
九
八
〇
年
）
、
池
田
知
久
『
淮
南
子―

知
の
百
科
』
〔
中
国
の
古
典
〕
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
、
池
田
知
久

『
訳
注
「
淮
南
子
」
』
（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）
）
。 

（
３
）
「
日
書
」
・
「
暦
譜
」
等
の
簡
牘
の
朔
日
干
支
等
か
ら
「
日
書
」
が
出
土
し
た
墓
の
年
代
は
漢
景
帝
後
元
二
年
（
前
一
四
二
年
）
と
さ
れ
て
い
る
。
原
文
の
□

は
文
字
が
一
部
欠
け
て
い
る
が
、
整
理
者
が
文
意
に
よ
り
補
っ
た
も
の
、
〔 

〕
の
中
の
文
は
整
理
者
が
付
け
た
注
か
ら
補
っ
た
も
の
で
あ
る
（
湖
北
省
文
物
考
古
研

究
所
・
隨
州
市
考
古
隊
編
『
随
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
）
。 

（
４
）
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
「
日
照
海
曲
簡
『
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
』
研
究
」
（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
九
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
）
。

な
お
原
文
の
〔 

〕
は
両
氏
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 
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（
５
）
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
は
書
体
・
内
容
等
か
ら
抄
写
年
代
は
主
に
漢
・
武
帝
期
で
、
宣
帝
期
よ
り
は
下
ら
な
い
と
推
測
し
て
い
る
（
北
京
大
学
出
土
文
献

研
究
所
編
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
』
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
）
。 

（
６
）
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
居
延
新
簡-

甲
渠
候
官
』
上
巻
・
下
巻
（
中
華
書
局
、

一
九
九
四
年
）
。
紀
年
の
あ
る
簡
の
上
限
は
前
漢
昭
帝
の
始
元
年
間
、
下
限
は
西
晋
武
帝
太
康
四
年
（
二
八
三
年
）
で
あ
る
。 

（
７
）
甘
肅
簡
牘
保
護
研
究
中
心
・
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編
『
肩

水
金
関
漢
簡
』
二
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
、
程
少
軒
「
肩
水
金
関
漢
簡
「
元
始
六
年
（
居
摂
六
年
）
暦
日
」
復
原
」
（
清
華
大
学
出
土
文

献
研
究
与
保
護
中
心
編
『
出
土
文
献
』
第
五
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
な
お
紀
年
簡
は
前
漢
昭
帝
期
～
両
漢
交
代
期
ま
で
あ
る
（
高
村
武
幸
「
肩
水

金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
郡
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
九
十
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
。 

（
８
）
注
（
４
）
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
前
掲
論
文
参
照 

（
９
）
程
少
軒
「
月
気
刑
徳
新
証
」
（
陳
致
主
編
『
饒
宗
頤
国
学
院
院
刊
』
第
三
期
（
中
華
書
局
（
香
港
）
有
限
公
司
、
二
〇
一
六
年
）
）
。 

（
10
）
戸
川
芳
郎
・
木
山
英
雄
・
沢
谷
昭
次
・
飯
倉
照
平
『
淮
南
子
・
説
苑(

抄)
 

』
（
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
）
、
楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九

七
九
年
）
参
照
。
な
お
、
本
章
で
引
用
し
た
清
・
銭
塘
『
淮
南
天
文
訓
補
注
』
は
劉
文
典
撰
・
馮
逸
・
喬
華
点
校
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）

所
収
の
も
の
で
あ
る
。 

（
11
）
図
は
中
村
璋
八
・
藤
井
友
子
『
五
行
大
義
全
釈
』
上
巻(

明
治
書
院
、
一
九
八
六
年)

、
中
村
璋
八
・
古
藤
友
子
『
五
行
大
義
』
上
巻(

明
治
書
院
、
一
九
九
八

年)

を
参
照
。
な
お
中
村
璋
八
『
五
行
大
義
』(

明
徳
出
版
社
、
一
九
七
三
年)

に
も
一
部
書
き
下
し
、
日
本
語
訳
が
あ
る
。 

（
12
）
「
繩
」
と
は
天
文
訓
に
「
子
午
・
卯
酉
を
二
繩
と
爲
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
二
辰
の
「
子
」
「
午
」
の
縦
線
と
「
酉
」
「
卯
」
の
横
線
の
こ
と
を
指
す
。 

（
13
）
『
補
注
』
に
「
十
一
月…

…

日
躔
は
星
紀…

…

五
月…

…

日
躔
は
鶉
首
」
と
あ
る
。
「
星
紀
」
・
「
鶉
首
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
道
帯
を
西
か
ら
東
に
向
け
て

十
二
に
分
け
た
「
十
二
次
」
の
一
つ
で
あ
る
。
『
晉
書
』
天
文
志
に
よ
る
と
、
十
二
次
と
十
二
辰
の
関
係
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 
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（
14
）
古
健
青
『
中
国
方
術
大
辞
典
』
（
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。
『
欽
定
協
紀
弁
方
書
』
巻
一
・
六
合
条
に
、 

子
與
丑
合
、
寅
與
亥
合
、
卯
與
戌
合
、
辰
與
酉
合
、
巳
與
申
合
、
午
與
未
合
。
『
蠡
海
集
』
曰
「
陰
陽
家
地
支
六
合
者
、
日
月
會
於
子
則
斗
建
丑
、
日
月
會
於
丑 

則
斗
建
子
、
故
子
與
丑
合
。
日
月
會
於
寅
則
斗
建
亥
、
日
月
會
於
亥
則
斗
建
在
寅
、
故
寅
與
亥
合
。
日
・
月
會
於
卯
則
斗
建
戌
、
日
月
會
於
戌
則
斗
建
卯
、
故
卯 

與
戌
合
。
日
月
會
於
辰
則
斗
建
酉
、
日
月
會
於
酉
則
斗
建
辰
、
故
辰
與
酉
合
。
日
月
會
於
巳
則
斗
建
申
、
日
月
會
於
申
則
斗
建
巳
、
故
巳
與
申
合
。
日
月
會
於
午 

則
斗
建
未
、
日
月
會
於
未
則
斗
建
午
、
故
午
與
未
合
」
。
『
考
原
』
曰
、
「
六
合
者
、
以
月
建
與
月
將
爲
相
合
也
。
如
正
月
建
寅
、
月
將
在
亥
、
故
寅
與
亥
合
。 

二
月
建
卯
、
月
將
在
戌
、
故
卯
與
戌
合
也
。
月
建
左
旋
、
月
將
右
轉
、
順
逆
相
値
、
故
爲
六
合
」
。
按
「
月
將
即
是
日
。
月
無
光
、
受
日
之
光
、
月
行
與
日
合
而 

成
歳
紀
、
則
是
日
者
、
月
之
將
也
、
故
曰
月
將
。
非
別
有
神
從
日
而
右
轉
者
也
。
其
躔
次
、
亥
曰
娵
訾
、
戌
曰
降
婁
、
酉
曰
大
梁
、
申
曰
實
沈
、
未
曰
鶉
首
、
午 

曰
鶉
火
、
巳
曰
鶉
尾
、
辰
曰
壽
星
、
卯
曰
大
火
、
寅
曰
析
木
、
丑
曰
星
紀
、
子
曰
玄
枵
。
『
春
秋
左
氏
傳
』
已
有
其
説
、
至
今
用
之
、
其
躔
度
過
宮
、
具
載
『
公 

規
』
」
。 

と
あ
る
。
ま
た
同
種
の
理
論
と
し
て
支
合
が
、
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
合
条
に 

支
合
者
、
日
月
行
次
之
所
合
也
。
正
月
、
日
月
會
於
諏
訾
之
次
。
諏
訾
、
亥
也
、
一
名
豕
韋
、
斗
建
在
寅
、
故
寅
與
亥
合
。
二
月
、
日
月
會
於
降
婁
之
次
、
降
婁
、

戌
也
。
斗
建
在
卯
、
故
卯
與
戌
合
。
三
月
、
日
月
會
於
大
梁
之
次
、
大
梁
、
酉
也
、
斗
建
在
辰
、
故
辰
與
酉
合
。
四
月
、
日
月
會
於
實
沈
之
次
、
實
沈
、
申
也
、 

斗
建
在
巳
、
故
巳
與
申
合
。
五
月
、
日
月
會
於
鶉
首
之
次
、
鶉
首
、
未
也
、
斗
建
在
午
、
故
午
與
未
合
。
六
月
、
日
月
會
於
鶉
火
之
次
、
鶉
火
、
午
也
、
斗
建
在

未
、
故
未
與
午
合
。
七
月
、
日
月
會
於
鶉
尾
之
次
、
鶉
尾
、
巳
也
、
斗
建
在
申
、
故
申
與
巳
合
。
八
月
、
日
月
會
於
壽
星
之
次
、
壽
星
、
辰
也
、
斗
建
在
酉
、
故

酉
與
辰
合
。
九
月
、
日
月
會
於
大
火
之
次
、
大
火
、
卯
也
、
斗
建
在
戌
、
故
戌
與
卯
合
。
十
月
、
日
月
會
於
析
木
之
次
、
析
木
、
寅
也
。
斗
建
在
亥
、
故
亥
與
寅

十二次 十二辰 

玄枵 子 

星紀 丑 

析木 寅 

大火 卯 

寿星 辰 

鶉尾 巳 

鶉火 午 

鶉首 未 

実沈 申 

大梁 酉 

降婁 戌 

諏訾 亥 
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合
。
十
一
月
、
日
月
會
於
星
紀
之
次
、
星
紀
、
丑
也
、
斗
建
在
子
、
故
子
與
丑
合
。
十
二
月
、
日
月
會
於
玄
枵
之
次
、
玄
枵
、
子
也
、
一
名
天
黿
、
斗
建
在
丑
、

故
丑
與
子
合
。 

と
あ
る
。 

（
15
）
「
厭
」
に
つ
い
て
天
文
訓
に
「
太
陰
（
雌
）
居
る
所
の
辰
は
厭
爲
り
」
と
あ
る
。
ま
た
「
厭
」
と
「
斗
建
」
に
つ
い
て
、
『
周
礼
』
巻
二
五
春
官
・
占
夢
条
に

「
占
夢
は
其
の
歳
時
を
掌
り
、
天
地
の
會
を
觀
、
陰
陽
の
氣
を
辦
ず
」
と
あ
る
文
に
対
し
て
、
鄭
玄
注
は
「
天
地
の
會
は
、
建
厭
處
る
所
の
日
辰
な
り
」
と
し
、
ま
た

賈
公
彦
疏
に
引
く
鄭
玄
注
に
、
「
建
は
、
斗
柄
の
建
す
所
を
謂
い
、
之
を
陽
建
と
謂
い
、
故
に
天
を
左
還
す
。
厭
は
、
日
の
前
一
次
を
謂
い
、
之
を
陰
建
と
謂
い
、
故

に
天
を
右
還
す
」
と
あ
る
。
『
補
注
』
は
こ
の
鄭
玄
の
言
う
「
建
厭
」
を
「
厭
建
」
と
表
記
し
、
こ
れ
を
雌
雄
の
神
と
し
、
「
雌
は
陰
建
爲
り
、
雄
は
陽
建
爲
り
、
陽

建
は
斗
柄
、
陰
建
は
太
陰
、
然
る
に
太
陰
は
歳
陰
に
非
ず
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
「
陽
建
」
は
「
斗
柄
の
建
す
所
」
、
「
陰
建
」
は
「
太
陰
」
で
あ
る
の
で
、
「
雌

神
」
＝
「
厭
」
＝
「
陰
建
」
、
「
雄
神｣

＝
「
建
」=

「
斗
柄
の
建
す
所
」
＝
「
陽
建
」
と
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
鄭
玄
注
の
「
建
は
、
斗
柄
の
建
す
所
を

謂
い
、
之
を
陽
建
と
謂
い
、
故
に
天
を
左
還
す
」
と
は
、
「
雄
神｣

＝
「
建
」
＝
「
斗
柄
の
建
す
所
」=

「
陽
建
」
が
天
を
時
計
回
り
に
周
る
（
左
還
）
こ
と
で
あ
る
。

次
に
同
注
の
「
厭
は
、
日
の
前
一
次
を
謂
い
、
之
を
陰
建
と
謂
い
、
故
に
天
を
右
還
す
」
と
は
、
『
補
注
』
に
「
十
一
月…

…

日
は
丑
に
在
り…

…

厭
は
亦
た
子
に
在

り
」
等
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
雌
神
」
＝
「
厭
」
＝
「
陰
建
」
が
各
月
毎
に
日
の
一
つ
前
の
辰
に
あ
り
、
こ
れ
が
天
を
反
時
計
回
り
に
移
動
す
る
（
右
還
）
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
『
補
注
』
に
「
十
一
月…

…

厭
は
亦
た
子
に
在
り
、
子
の
對
は
午
に
し
て
刑
爲
り…

…

十
二
月…

…

厭
は
亥
に
在
り
、
亥
の
對
は
巳
に
し
て
刑
爲
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
「
刑
」
の
位
置
は
「
厭
＝
陰
建
＝
雌
神
」
の
「
対
」
、
つ
ま
り
「
厭
対
」
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

（
16
）
楠
山
春
樹
氏
の
表
を
参
照
（
注
（
10
）
楠
山
春
樹
前
掲
書
）
。 

（
17
）
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
の
移
動
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
・
武
田
時
昌
氏
よ
り
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
な
お
曽
憲
通
氏
・
末
永
高

康
氏
は
刑
徳
七
舍
の
刑
徳
の
移
動
と
各
月
の
日
夜
の
長
さ
に
着
目
さ
れ
て
い
る
（
曽
憲
通
「
居
延
漢
簡
研
究
二
題
」
（
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
『
簡
帛
研
究
』

第
二
輯
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
、
末
永
高
康
「
『
香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
簡
牘
』
干
支
表
篇(

『
文
帝
十
二
年
質
日
』)

の
復
元
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

五
八
号
、
二
〇
一
四
年
）
）
。 

（
18
）
注
（
３
）
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
隨
州
市
考
古
隊
編
前
掲
書
。 

（
19
）
甘
粛
省
博
物
館
「
武
威
磨
咀
子
三
座
漢
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
一
二
期
） 

（
20
）
劉
暁
臻
「
『
吳
越
春
秋
』
中
的
占
卜
方
式
及
特
点
」
（
『
温
州
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
〇
九
年
第
一
期
）
）
、
張
覚
『
呉
越
春
秋
校
證
注
疏
』
（
知

識
産
権
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
。 
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（
21
）
注
（
４
）
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
前
掲
論
文
。 

（
22
）
張
培
瑜
『
三
千
五
百
年
暦
日
天
象
』
（
大
象
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
、
注
（
４
）
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
前
掲
論
文
。 

（
23
）
注
（
５
）
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
編
前
掲
書
。 

（
24
）
注
（
６
）
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
前
掲
書
。 

（
25
）
注
（
７
）
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編
前
掲
書
。 

（
26
）
注
（
９
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
27
）
注
（
９
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。
蕭
吉
著
・
銭
杭
点
校
『
五
行
大
義
』
（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
、
以
下
同
じ
。 

（
28
）
注
（
９
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
29
）
注
（
３
）
・
（
４
）
・
（
５
）
・
（
６
）
・
（
７
）
参
照
。 
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第
三
章 

『
淮
南
子
』
天
文
訓
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
「
刑
」・「
徳
」
の
移
動
に
つ
い
て     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

は
じ
め
に 

 

序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
刑
徳
理
論
に
は
年
・
月
・
日
を
基
に
移
動
す
る
も
の
が
見
え
、
前
章
で
は
天
文
訓
や
出
土
資
料
に
見
え
る
毎
月
の
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
後
世
に
は
天
文
訓
以
前
の
も
の
で
は
な
く
天
文
訓
の
刑
徳
理
論
の
形
式
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
天
文
訓
に
見
え
る
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
理
論
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
毎
年
の
刑
・
徳
の

移
動
理
論
は
『
漢
書
』
等
に
お
い
て
刑
・
徳
の
所
在
に
お
け
る
攻
撃
方
向
の
占
断
が
見
え
、
単
に
理
論
と
し
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
刑
・
徳
の
毎
年
の
移

動
は
天
文
訓
以
外
に
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
等
の
出
土
資
料
に
も
見
え
る
の
だ
が
、
天
文
訓
に
は
伝
世
文
献
で
唯
一
理
論
の
体
系
的
な
記
述
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
今
後

刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
の
変
遷
を
比
較
・
検
討
を
行
う
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
術
数
的
刑
徳
の
研
究
的
基
礎
と
な
る
も
の
で
る
。
な
お
刑
・
徳
の
毎
年

の
移
動
は
天
文
訓
で
は
二
十
歳
刑
徳
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
本
章
で
は
、
天
文
訓
に
見
え
る
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
二
十
歳
刑
徳
に
つ
い
て
、
本
文
の
記
述
を
後
世
の
文
献
で
は
あ
る
が
『
五
行
大
義
』
を
補
助

線
と
し
て
用
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。 

 第
一
節 

『
淮
南
子
』
天
文
訓
の
「
二
十
歳
刑
徳
」
に
つ
い
て 

 

「
二
十
歳
刑
徳
」
に
つ
い
て
、
天
文
訓
に
、 

①
太
陰
在
甲
子
、
刑
德
合
東
方
宮
、
常
徙
所
不
勝
。
合
四
歳
而
離
、
離
十
六
歳
而
復
合
。
所
以
離
者
、
刑
不
得
入
中
宮
、
而
徙
於
木
。 

②
太
陰
所
居
、
日
爲
德
、
辰
爲
刑
。
德
剛
曰
自
倍
因
、
柔
曰
徙
所
不
勝
。
刑
、
水
辰
之
木
、
木
辰
之
水
、
金
・
火
立
其
處
。 

 

①
太
陰
甲
子
に
在
れ
ば
、
刑
德
は
東
方
の
宮
に
合
し
、
常
に
勝
た
ざ
る
所
に
徙
る
。
合
す
る
こ
と
四
歳
に
し
て
離
れ
、
離
る
る
こ
と
十
六
歳
に
し
て
復
た
合

す
。
離
る
る
所
以
は
、
刑
中
宮
に
入
る
こ
と
を
得
ず
し
て
、
木
に
徙
れ
ば
な
り
。 
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②
太
陰
の
居
る
所
、
日
は
德
爲
り
、
辰
は
刑
爲
り
。
德
は
剛
な
れ
ば
自
ら
因
を
倍
す
と
曰
い
、
柔
な
れ
ば
勝
た
ざ
る
所
に
徙
る
と
曰
う
。
刑
、
水
辰
な
れ
ば
木
に 

之
き
、
木
辰
な
れ
ば
水
に
之
く
。
金
火
な
れ
ば
其
の
處
に
立
つ
。 

と
あ
り
、
そ
の
移
動
理
論
は
大
別
し
て
二
種
あ
る
。
一
つ
は
十
干
と
十
二
辰
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
太
陰
の
毎
年
の
所
在
に
お
け
る
、
刑
・
徳
の
相
勝
説

に
基
づ
く
移
動
で
あ
る
。
二
つ
は
毎
年
の
太
陰
所
在
の
十
干
・
十
二
辰
を
起
点
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
と
関
係
し
た
理
論
に
基
づ
く
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
。
行
論
の
便

宜
上
、
前
者
を
①
、
後
者
を
②
と
略
称
す
る
。 

 

両
者
は
相
異
な
る
原
理
を
利
用
し
た
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
が
、
共
通
し
て
太
陰
の
語
が
見
え
る
。
太
陰
（
１
）

と
は
、
十
二
辰
で
分
割
さ
れ
た
天
の
「
丑
寅
」
と
「
未

申
」
を
結
ぶ
線
を
軸
と
し
て
歳
星
（
木
星
）
の
位
置
と
左
右
対
称
に
置
か
れ
た
観
念
上
の
天
体
で
あ
る
（
２
）

（
図
一
参
照
）
。 

 

図
一 

歳
星
が
「
丑
」
に
あ
る
場
合
の
「
太
陰
」
の
図 

  
 
 
 
 
  

 
 
 

太
陰 

 
 
 

卯 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寅   
  

 
辰 
  

 
  

 
  

 
 
 
 
 

歳
星 

丑   
    

   
 
  
巳   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

子 
   

 
 
 
   

    
  

午 
  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

亥   
    

   
 
  

未 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戌 
 
 
 

 

申 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酉  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

    
    

    
  

 
  天

文
訓
は
、
太
陰
の
十
二
辰
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
基
づ
く
歳
名
と
歳
星
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
（
３
）

、
そ
の
記
述
に
従
う
と
そ
れ
ぞ
れ
表
一

の
よ
う
に
な
る
。 
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表
一 

太
陰
と
歳
星
の
十
二
辰
に
お
け
る
位
置 

 

「
歳
星
」
は
天
球
を
赤
道
沿
い
に
十
二
等
分
し
た
十
二
次
を
移
動
す
る
と
き
、
毎
年
一
次
ず
つ
移
動

す
る
の
だ
が
、
表
一
に
よ
る
と
十
二
辰
の
間
を
移
動
す
る
と
き
丑
～
寅
を
移
動
す
る
の
に
対
し
て
、「
太

陰
」
は
逆
方
向
に
寅
～
丑
に
移
動
す
る
。
つ
ま
り
歳
星
は
十
二
辰
に
お
い
て
反
時
計
回
り
に
一
周
す
る

が
、
太
陰
は
十
二
辰
の
間
を
時
計
回
り
に
移
動
す
る
（
図
二
参
照
）
。 

   

図
二 

歳
星
と
太
陰
の
動
き
（
①
～
⑫
は
「
太
陰
」
の
移
動
、
❶
～
⓬
は
歳
星
の
移
動
） 

 

②
⓫ 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

卯 

 
   

 
 
 
 
 
 
 

①
⓬ 

寅   
  

 
 

辰 

③
❿   

  

 
  

 
 
 
 
 
 

⑫
❶ 

丑 
    

    
 
 

巳  

④
❾ 

 
 
 
 
 
 
 

⑪
❷ 

子   
  

 
 
 
    

 

午 

⑤
❽  

 
  

 
 
 
 
 
 

⑩
❸ 

亥 
    

    
 
 

未 

⑥
❼ 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑨
❹ 

戌 
 
 
 
 

申 

⑦
❻ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酉 
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
    

    
    

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧
❺ 

 

以
上
が
十
二
辰
に
お
け
る
太
陰
の
移
動
で
あ
る
が
、
太
陰
は
十
二
辰
だ
け
で
な
く
、
十
干
の
間
も
移
動
す
る
。
『
爾
雅
』
釈
天
（
４
）

に
よ
る
と
、
太
陰
が
十
干
を
移

動
す
る
と
き
の
歳
名
は
表
二
の
よ
う
で
あ
る
。 

太陰 歳星 歳名 

寅 丑  摂堤格 

卯 子  単閼 

辰 亥  執徐 

巳 戌  大荒落 

午 酉  敦牂 

未 申  協洽 

申 未  涒灘 

酉 午  作噩 

戌 巳  閹茂 

亥 辰  大淵献 

子 卯  困敦 

丑 寅  赤奮若 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E3%81%AE%E8%B5%A4%E9%81%93
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表
二 

太
陰
の
十
干
に
お
け
る
位
置
と
そ
の
歳
名 

       

 

 

太
陰
の
移
動
を
用
い
る
太
歳
紀
年
法
で
は
、
十
干
（
表
二
）
と
十
二
辰
（
表
一
）
の
歳
名
を
合
わ
せ
て
各
年
を
表
記
す
る
。
例
え
ば
太
陰
が
甲
（
閼
逢
）
寅
（
摂
堤

格
）
に
居
る
年
は
「
閼
逢
摂
堤
格
」
（
５
）

と
称
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。 

以
上
よ
り
、
太
陰
の
移
動
場
所
に
は
十
干
及
び
十
二
辰
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
天
文
訓
①
は
太
陰
が
十
干
・
十
二
辰
を
組
み
合
わ
せ
た
六
十
干
支
に
居
る
場
合

（
六
十
干
支
で
表
さ
れ
た
各
年
）
の
刑
・
徳
の
移
動
の
記
述
で
あ
り
、
②
は
各
年
の
太
陰
が
居
る
十
干
・
十
二
辰
自
体
を
起
点
に
し
て
、
相
異
な
る
理
論
に
よ
っ
て
刑
・

徳
の
移
動
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
太
陰
の
用
い
方
の
差
異
も
考
慮
し
て
、
両
者
の
相
異
な
る
刑
・
徳
の
移
動
理
論
を
検
討
す
る
。 

 

第
二
節 

天
文
訓
①
の
各
年
毎
の
太
陰
の
所
在
に
お
け
る
「
刑
」
・
「
徳
」
の
移
動 

 

①
で
は
、
東
・
西
・
南
・
北
・
中
の
各
宮
に
五
行
の
木
・
金
・
火
・
水
・
土
を
配
当
し
て
い
る
（
図
三
参
照
）
。 

    

太陰（十干） 歳名 

甲 閼逢 

乙 旃蒙 

丙 柔兆 

丁 強圉 

戊 著雍 

己 屠維 

庚 上章 

申 重光 

壬 玄黓 

癸 昭陽 
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図
三 

五
宮
と
五
行 

 

東
宮
（
木
） 

 
    

 
 
 
  
    

    
  

 
  

北
宮
（
水
）  

 
中
宮
（
土
） 

 

南
宮
（
火
） 

 
    

   
 
  
    

    
  

 
 
 

西
宮
（
金
）   

     

 

徳
は
こ
の
五
つ
の
宮
、
刑
は
中
宮
以
外
の
四
宮
を
、
一
年
に
一
度
移
動
す
る
（
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
の
は
三
合
説
と
関
係
す
る
が
、
そ
れ
は
②
部
分
の
説
明
箇
所

で
述
べ
る
）
。
ま
ず
一
年
目
の
甲
子
の
年
に
、
刑
・
徳
は
木
に
属
す
る
東
宮
に
居
る
。
そ
の
後
両
者
は
、
一
年
毎
に
、
相
勝
説
に
基
づ
き
、
現
在
居
る
宮
の
属
す
る
五

行
の
勝
た
ざ
る
五
行
に
属
す
る
宮
へ
移
動
す
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
甲
子
の
年
に
木
に
属
す
る
東
宮
に
居
る
刑
・
徳
は
、
翌
年
に
相
勝
説
に
よ
り
、
共
に
木
が
勝
た

ざ
る
金
に
属
す
る
西
宮
に
移
動
す
る
（
図
四
）
。 

 

  

図
四 

「
刑
」
・
「
徳
」
の
一
年
毎
の
動
き 

  
    

    
    

  
 

東
宮
（
木
） 

①
Ⅰ 

 

北
宮
（
水
）  
  

中
宮
（
土
） 

南
宮
（
火
） 

④
Ⅳ 

    
    

 

⑤ 
    

    
 

③
Ⅲ   

 
 

 
    

 

西
宮
（
金
） 

②
Ⅱ 
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「
徳
」
の
移
動
は
①
②
③
④
⑤
、
「
刑
」
の
移
動
は
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
の
順
で
一
巡
し
、
そ
の
後
「
徳
」
は
⑤
の
後
に
①
に
戻
り
、
「
刑
」
は
Ⅳ
の
後
に
Ⅰ
に
戻
っ
て
か

ら
同
じ
移
動
を
繰
り
返
す
。
な
お
五
行
相
勝
説
は
水→

火→

金→

木→

土→

水
で
順
行
し
、→

の
向
か
う
方
向
の
五
行
に
勝
つ
。
三
・
四
年
目
も
刑
・
徳
は
そ
れ
ぞ

れ
南
・
北
宮
に
移
動
す
る
。
し
か
し
五
年
目
に
徳
が
中
宮
に
入
る
の
に
対
し
て
、
刑
は
中
宮
に
入
る
こ
と
な
く
東
宮
に
戻
る
。
以
後
両
者
は
別
々
に
移
動
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。 

 
 
 

そ
し
て
二
十
一
年
目
に
は
、
最
初
の
一
年
目
の
よ
う
に
刑
・
徳
は
共
に
東
宮
に
居
り
、
以
後
二
十
二
・
二
十
三
年
目
は
二
年
目
（
西
宮
）
・
三
年
目
（
南
宮
）
と
同

じ
よ
う
に
移
動
し
て
い
く
。
つ
ま
り
二
十
年
を
一
つ
の
周
期
と
し
て
刑
・
徳
は
移
動
す
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
①
部
分
の
刑
・
徳
の
移
動
は
、
五
宮
に
お
け
る
相
勝
説
に
基
づ
い
た
移
動
で
あ
る
。
次
に
、
太
陰
を
軸
と
し
た
天
文
訓
②
の
移
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

  

第
三
節 

天
文
訓
②
に
お
け
る
「
太
陰
」
の
「
十
干
」
・
「
十
二
辰
」
と
「
刑
」
・
「
徳
」 

 

１
、
徳
の
移
動 

 

徳
の
移
動
に
つ
い
て
、
②
に
「
太
陰
所
居
、
日
爲
德
」
と
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
太
陰
は
十
干
・
十
二
辰
を
移
動
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
は
太
陰
の

所
在
が
「
日
」
の
場
合
は
「
德
」
の
移
動
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
な
お
、
「
日
」
に
つ
い
て
天
文
訓
に
「
東
方
、
木
也…

…

其
日
甲
乙
」
、
「
凡
日
、
甲
剛
乙
柔
、
丙

剛
丁
柔
、
以
至
于
癸
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
日
」
と
は
「
十
干
」
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
太
陰
の
移
動
と
連
動
し
て
徳
も
十
干
を
移
動
す
る
と
言
え
る
。
徳
が
移

動
す
る
十
干
は
剛
・
柔
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
甲
・
丙
・
戊
・
庚
・
壬
は
皆
な
剛
、
乙
・
丁
・
己
・
辛
・
癸
は
皆
な
柔
で
、
「
徳
」
所
在
の
十
干
が
剛
・
柔

の
い
ず
れ
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
移
動
法
が
変
わ
る
。
②
に
は
剛
の
場
合
の
徳
の
移
動
の
記
述
も
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
移
動
法
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

②
に
よ
る
と
柔
の
場
合
の
徳
の
移
動
は
、
五
行
の
勝
た
ざ
る
方
向
（
相
勝
説
に
基
づ
く
）
へ
の
移
動
と
な
っ
て
い
る
。 

十
干
を
天
文
訓
に
見
え
る
よ
う
に
東
・
西
・
南
・
北
・
中
央
の
方
位
に
分
け
、
こ
れ
に
五
行
を
配
当
す
る
と
、
図
五
の
よ
う
に
甲
・
乙
は
東
で
木
、
丙
・
丁
は
南
で

火
、
戊
・
己
は
中
で
土
、
庚
・
辛
は
西
で
金
、
壬
・
癸
は
北
で
水
と
な
る
（
６
）

。 
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図
五 

十
干
の
方
位
配
当
と
五
行
配
当 

甲 

乙
（
徳
） 

木 

 
    

 
 
 
  
    

    
  

 
 

壬 

癸 
 
 
 

水 

戊 

己 
 
 
 

土 

丙 

丁 
 
 
 

火 

 
 
 
    

 
 
    

    
  

 
  

 

庚 

辛
（
徳
） 

金 
 
 
    

 

「
柔
曰
徙
所
不
勝
」
と
は
、
徳
所
在
の
十
干
が
柔
、
つ
ま
り
乙
・
丁
・
己
・
辛
・
癸
の
場
合
に
は
、
自
ら
の
十
干
が
属
す
る
五
行
の
勝
た
ざ
る
十
干
へ
と
移
動
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
（
図
六
参
照
）
。 

 

図
六 

相
勝
説
と
十
干 

 
 
 
 
 

（
丙
丁
） 

 
 
 
 
 

火 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
戊
己
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土 

 

（
甲
乙
） 

木 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
庚
辛
） 

 
 
 
 
 

水 

 
 
 
 
 

（
壬
癸
） 
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た
だ
し
、
各
五
行
・
方
位
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
十
干
が
属
す
る
が
、
柔
の
徳
が
、
ど
ち
ら
の
十
干
に
移
動
す
る
か
は
、
天
文
訓
の
記
述
か
ら
は
分
か
ら
な
い
。
ま

た
、
繰
り
返
し
て
言
う
よ
う
に
、
剛
の
徳
の
場
合
の
移
動
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
隋
代
の
『
五
行
大
義
』
に
よ
り
解
釈
で
き
る
（
以
後
、
天
文

訓
で
解
決
で
き
な
い
問
題
は
、『
五
行
大
義
』
等
の
後
世
の
文
献
で
補
っ
て
適
宜
説
明
す
る
）
。
す
な
わ
ち
、
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
徳
条
に
、 

 
 

干
德
者
、
甲
德
自
在
、
乙
德
在
庚
、
丙
德
自
在
、
丁
德
在
壬
、
戊
德
自
在
、
己
德
在
甲
、
庚
德
自
在
、
辛
德
在
丙
、
壬
德
自
在
、
癸
德
在
戊
。
此
十
干
者
、
甲
・ 

丙
・
戊
・
庚
・
壬
爲
陽
、
尊
故
德
自
處
、
乙
・
丁
・
己
・
辛
・
癸
爲
陰
、
卑
故
配
德
於
陽
。
有
從
夫
之
義
、
所
以
不
自
爲
德
。 

 
 

 
 

干
德
は
、
甲
の
德
は
自
ら
在
り
、
乙
の
德
は
庚
に
在
り
、
丙
の
德
は
自
ら
在
り
、
丁
の
德
は
壬
に
在
り
、
戊
の
德
は
自
ら
在
り
、
己
の
德
は
甲
に
在
り
、
庚
の
德 

は
自
ら
在
り
、
辛
の
德
は
丙
に
在
り
、
壬
の
德
は
自
ら
在
り
、
癸
の
德
は
戊
に
在
る
。
此
れ
十
干
は
、
甲
・
丙
・
戊
・
庚
・
壬
は
陽
爲
り
て
、
尊
き
が
故
に
德
は

自
處
し
、
乙
・
丁
・
己
・
辛
・
癸
は
陰
爲
り
て
、
卑
し
き
が
故
に
德
を
陽
に
配
す
。
夫
に
從
う
の
義
有
り
、
自
ら
は
德
と
爲
ら
ざ
る
所
以
な
り
。 

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
甲
・
丙
・
戊
・
庚
・
壬
は
皆
な
陽
で
、
自
ら
の
十
干
と
同
じ
位
置
に
在
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
乙
・
丁
・
己
・
辛
・
癸
は
皆
な
陰
で
、「
徳

を
陽
に
配
す
」
と
す
る
。
以
上
を
、
表
に
す
る
と
表
三
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
三 

十
干
の
陽
徳
・
陰
徳
の
分
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置 

          

陽 甲 丙 戊 庚 壬 

位置 甲 丙 戊 庚 壬 

陰 乙 丁 辛 己 癸 

位置 庚 壬 丙 甲 戊 
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「
配
德
於
陽
」
と
は
乙
・
丁
・
辛
・
己
・
癸
の
陰
が
そ
れ
ぞ
れ
庚
・
壬
・
丙
・
甲
・
戊
の
陽
へ
移
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
各
十
干
に
配
当
さ
れ
て
い
る
五
行
に
基

づ
く
と
、
こ
の
移
動
は
先
述
の
天
文
訓
の
柔
の
移
動
と
同
じ
五
行
の
勝
た
ざ
る
十
干
へ
の
移
動
で
あ
る
。
例
え
ば
、
陰
で
あ
る
乙
は
木
に
属
す
る
が
、
実
際
の
位
置

は
木
が
勝
た
ざ
る
金
に
属
す
る
庚
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
陰
が
移
動
す
る
の
は
所
在
の
十
干
に
配
当
さ
れ
て
い
る
五
行
の
勝
た
ざ
る
十
干
の
陽
へ
移
動
す
る
。
天

文
訓
で
は
徳
が
剛
の
場
合
と
柔
の
場
合
と
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
『
五
行
大
義
』
の
陽
・
陰
の
移
動
と
同
じ
移
動
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
の
で
、
『
五
行
大
義
』

の
陰
の
移
動
を
参
考
に
し
て
天
文
訓
の
柔
徳
の
移
動
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
剛
は
陽
、
柔
は
陰
を
示
し
、
天
文
訓
は
『
五
行
大
義
』
の
よ
う
に
、
徳

を
陰
・
陽
で
分
け
た
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
『
五
行
大
義
』
を
参
考
に
す
れ
ば
、
徳
が
剛
で
あ
る
場
合
の
移
動
法
に
つ
い
て
も
解

釈
で
き
る
。
ま
た
「
自
處
」
は
、
甲
～
壬
ま
で
の
陽
が
初
め
の
十
干
と
同
じ
場
所
に
位
置
す
る
の
で
、
徳
が
剛
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
十
干
の
位
置
か
ら
移
動
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
が
徳
の
移
動
で
あ
り
、
表
に
す
る
と
表
四
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
四 

十
干
の
陽
徳
・
陰
徳
の
分
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置 

             

陽

（剛） 

甲

（木） 

丙

（火） 

戊

（土） 

庚

（金） 

壬

（水） 

位置 甲

（木） 

丙

（火） 

戊

（土） 

庚

（金） 

壬

（水） 

陰

（柔） 

乙

（木） 

丁

（火） 

辛

（金） 

己

（土） 

癸

（水） 

位置 庚

（金） 

壬

（水） 

丙

（火） 

甲

（木） 

戊

（土） 
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２
、
刑
の
移
動 

 
②
に
「
太
陰
所
居…

…

辰
爲
刑…

…

刑
、
水
辰
之
木
、
木
辰
之
水
、
金
・
火
立
其
處
」
と
あ
り
、
刑
の
移
動
は
各
年
毎
の
太
陰
の
居
る
辰
（
十
二
支
に
よ
っ
て
名
づ

け
ら
れ
る
）
と
連
動
す
る
刑
所
在
の
辰
の
五
行
（
土
を
除
く
）
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
（
②
の
刑
の
移
動
は
、
徳
の
移
動
で
用
い
ら
れ
て
い
る
相
勝
説
や
相
生
説

の
み
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
。
こ
の
よ
う
な
十
二
辰
の
五
行
配
当
に
つ
い
て
は
、
天
文
訓
の
別
の
個
所
に
三
合
説
と
し
て
見
え
て
い
る
。 

木
生
于
亥
、
壯
于
卯
、
死
于
未
、
三
辰
皆
木
也
。
火
生
于
寅
、
壯
于
午
、
死
于
戍
、
三
辰
皆
火
也
。
土
生
于
午
、
壯
于
戍
、
死
于
寅
、
三
辰
皆
土
也
。
金
生
于
巳
、

壯
于
酉
、
死
于
丑
、
三
辰
皆
金
也
。
水
生
于
申
、
壯
于
子
、
死
于
辰
、
三
辰
皆
水
也
。 

 

木
は
亥
に
生
じ
、
卯
に
壯
ん
に
、
未
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
木
な
り
。
火
は
寅
に
生
じ
、
午
に
壯
ん
に
、
戌
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
火
な
り
。
土
は
午
に
生
じ
、

戌
に
壯
ん
に
、
寅
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
土
な
り
。
金
は
巳
に
生
じ
、
酉
に
壯
ん
に
、
丑
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
金
な
り
。
水
は
申
に
生
じ
、
子
に
壯
ん
に
、
辰

に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
水
な
り
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
木
に
亥
・
卯
・
未
、
火
に
寅
・
午
・
戌
、
土
に
午
・
戌
・
寅
、
金
に
巳
・
酉
・
丑
、
水
に
申
・
子
・
辰
に
水
を
配
し
、
刑
の
移
動
に
見
え
な
い
土

の
配
当
が
見
え
る
。
天
文
訓
よ
り
書
写
年
代
が
古
い
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
（
以
下
、
睡
虎
地
秦
簡
と
略
す
）
・
天
水
放
馬
灘
秦
簡
（
以
下
、
放
馬
灘
秦
簡
と
略
す
）
と
い

っ
た
出
土
資
料
に
も
三
合
説
の
記
述
が
見
え
、
戦
国
末
の
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
乙
種
「
五
勝
」
篇
（
七
十
九
貳
～
八
七
貳
）
に
（
７
）

、 

丙
丁
火
、
火
勝
金
。
戊
己
土
、
土
勝
水
。
庚
辛
金
、
金
勝
木
。
壬
癸
水
、
水
勝
火
。
丑
巳
金
（
８
）

、
金
勝
木…

…

未
亥
〔
卯
木
、
木
〕
勝
土…

…

辰
申
子
水
、
水

勝
火
。 

と
あ
る
。
「
五
勝
」
篇
に
は
断
簡
が
あ
り
、
三
合
の
配
当
の
全
て
が
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
工
藤
元
男
氏
は
本
段
の
簡
数
か
ら
、
こ
の
三
合
説
に
は
「
土
」
が
含
ま

れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
９
）

。
次
に
統
一
秦
の
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
乙
種
「
五
行
」
篇
（
七
三
貳
～
七
六
貳
）
に
（

10
）

、 

火
生
寅
、
壯
午
、
老
戌
。
金
生
巳
、
壯
酉
、
老
丑
。
水
生
申
、
壯
子
、
老
辰
。
木
生
亥
、
壯
卯
、
老
未
。 

 

と
あ
り
、
土
は
な
い
が
天
文
訓
と
同
様
の
五
行
配
当
が
見
え
る
三
合
説
で
あ
り
、
し
か
も
天
文
訓
に
見
え
た
五
行
の
盛
衰
が
「
生
・
壯
・
老
」
と
い
う
形
で
表
さ
れ
て

い
る
（

11
）

。
刑
の
移
動
で
は
土
を
含
ま
な
い
前
者
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
胡
文
輝
氏
（

12
）

は
後
者
に
対
し
て
、
「
土
に
属
す
る
三
辰
は
他
の
五
行
の
辰
と
重
複
し
、

土
辰
は
虚
構
で
あ
り
、
実
際
の
推
算
に
お
い
て
は
影
響
が
無
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
る
と
、
①
で
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
い
と
し
て
い
る
理
由
は
、
刑
の
移
動
で
は
土

の
三
合
を
用
い
な
い
の
で
、
土
に
属
す
る
中
宮
に
入
れ
な
い
た
め
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
図
七
・
八
参
照
）
（

13
）

。 
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図
七 

三
合
論
に
お
け
る
十
二
辰
と
五
行 

    
  
   

図
八 

三
合
会
局 

 
    

 
 

木 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木 

 
 
 
 

火 
 
 

卯 
 

水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

火 
 

 

卯 
 
 

水 

 
    

    
 

寅 
 
 
 

辰   
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 

寅 
   

 
 
 

辰  
  

 

 
 

金 

丑   
    

   
 

巳  

金 
 
 
 
 
 
 
 

金 

丑   
    

   
  

巳  

金   

 

水 

子 
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水
合
局
は
子
・
辰
・
申
。
金
合
局
は
丑
・
巳
・
酉
。
火
合
局
は
寅
・
午
・
戌
。
木
合
局
は
卯
・
未
・
亥
。 

以
上
の
三
合
説
と
②
の
記
述
を
基
に
し
、
刑
の
移
動
を
「
甲
子
」
の
年
を
例
に
挙
げ
て
説
明
す
る
。
甲
子
の
年
に
お
い
て
、
刑
の
起
点
は
子
で
、
子
は
三
合
で
は

水
に
属
す
る
の
で
「
刑
、
水
辰
之
木
」
の
記
述
に
従
っ
て
、
刑
は
「
木
」
に
移
動
す
る
。
そ
の
「
之
木
（
木
へ
の
移
動
）
」
に
は
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
第
一
は

子
（
水
）
か
ら
木
の
三
合
の
亥
・
卯
・
未
の
い
ず
れ
か
に
移
動
す
る
場
合
、
第
二
は
子
か
ら
①
に
見
え
る
天
の
五
宮
の
内
、
木
に
属
す
る
東
宮
へ
移
動
す
る
場
合
で

あ
る
。 

ま
ず
前
者
の
子
か
ら
木
の
三
合
（
亥
・
卯
・
未
）
の
い
ず
れ
か
に
移
動
す
る
場
合
、
亥
・
卯
・
未
へ
の
三
通
り
の
移
動
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ

で
あ
る
か
、
天
文
訓
の
記
述
か
ら
は
特
定
で
き
な
い
。
後
者
も
天
文
訓
の
記
述
か
ら
だ
け
で
は
特
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
刑
の
位
置
に
つ
い
て
述
べ
た
『
五
行
大

義
』
の
「
支
自
相
刑
」
の
理
論
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
刑
条
に
、 

支
自
相
刑
者
、
子
刑
在
卯
、
卯
刑
在
子
、
丑
刑
在
戌
、
戌
刑
在
未
、
未
刑
在
丑
、
寅
刑
在
巳
、
巳
刑
在
申
、
申
刑
在
寅
。
辰
午
酉
亥
各
自
刑
。
『
漢
書
』
翼
奉
奏

事
云
「
木
落
歸
本
、
故
亥
卯
未
木
之
位
、
刑
在
北
方
。
亥
自
刑
、
卯
刑
在
子
、
未
刑
在
丑
。
水
流
向
末
。
故
、
申
子
辰
水
之
位
、
刑
在
東
方
。
申
刑
在
寅
、
子
刑

在
卯
、
辰
自
刑
。
金
剛
火
強
、
各
還
其
郷
、
故
巳
酉
丑
金
之
位
、
刑
在
西
方
。
巳
刑
在
申
、
酉
自
刑
、
丑
刑
在
戌
。
寅
午
戌
火
之
位
、
刑
在
南
方
。
寅
刑
在
巳
、

午
自
刑
、
戌
刑
在
未
」
。 
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支
自
ら
相
刑
す
る
は
、
子
の
刑
は
卯
に
在
り
、
卯
の
刑
は
子
に
在
り
、
丑
の
刑
は
戌
に
在
り
、
戌
の
刑
は
未
に
在
り
、
未
の
刑
は
丑
に
在
り
、
寅
の
刑
は
巳
に

在
り
、
巳
の
刑
は
申
に
在
り
、
申
の
刑
は
寅
に
在
る
。
辰
午
酉
亥
各
自
ら
刑
す
。
『
漢
書
』
翼
奉
奏
事
に
云
う
「
木
落
ち
て
本
に
歸
る
、
故
に
亥
卯
未
は
木
の

位
な
り
、
刑
は
北
方
に
在
る
。
亥
は
自
ら
刑
し
、
卯
の
刑
は
子
に
在
り
、
未
の
刑
は
丑
に
在
る
。
水
流
れ
て
末
に
向
か
う
。
故
に
申
子
辰
は
水
の
位
な
り
、
刑

は
東
方
に
在
る
。
申
の
刑
は
寅
に
在
り
、
子
の
刑
は
卯
に
在
り
、
辰
は
自
ら
刑
す
。
金
は
剛
く
火
は
強
し
、
各
其
の
郷
に
還
る
、
故
に
巳
酉
丑
は
金
の
位
な

り
、
刑
は
西
方
に
在
る
。
巳
の
刑
は
申
に
在
り
、
酉
は
自
ら
刑
し
、
丑
の
刑
は
戌
に
在
る
。
寅
午
戌
は
火
の
位
な
り
、
刑
は
南
方
に
在
る
。
寅
の
刑
は
巳
に
在

り
、
午
は
自
ら
刑
し
、
戌
の
刑
は
未
に
在
る
」
、
と
。 

と
あ
る
（

14
）

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
子
を
「
刑
す
る
」
も
の
は
卯
に
在
る
（
「
子
刑
在
卯
」
）
と
い
う
よ
う
に
、
各
十
二
辰
に
お
け
る
刑
さ
れ
る
対
象
と
刑
す
る
主
体

の
関
係
が
述
べ
ら
れ
、
次
に
『
五
行
大
義
』
が
引
く
『
漢
書
』
翼
奉
奏
事
（

15
）

に
、
刑
の
位
置
す
る
十
二
辰
の
五
行
と
刑
の
移
動
先
の
十
二
辰
と
そ
の
方
位
配
当
と

の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
木
に
属
す
る
亥
・
卯
・
未
の
場
合
、
刑
は
そ
れ
ぞ
れ
北
方
に
属
す
る
亥
・
子
・
丑
に
あ
る
。
水
に
属
す
る
申
・
子
・
辰

の
場
合
、
刑
は
東
方
に
あ
る
寅
・
卯
・
辰
に
あ
る
。
金
に
属
す
る
巳
・
酉
・
丑
の
場
合
、
刑
は
西
方
に
属
す
る
申
・
酉
・
戌
に
あ
る
。
火
に
属
す
る
寅
・
午
・
戌
の

場
合
、
刑
は
南
方
に
属
す
る
巳
・
午
・
未
に
あ
る
（

16
）

。
こ
れ
を
表
に
す
る
と
表
五
の
よ
う
に
な
り
、
図
示
す
る
と
図
九
の
よ
う
に
な
る
。 
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表
五 

十
二
辰
と
刑
の
位
置
関
係 

  
 
 
 
 
 

  

               

 

  

刑の初期

所在の十

二辰 

子 卯 丑 戌 未 寅 巳 申 辰 午 酉 亥 

水 木 金 火 木 火 金 水 水 火 金 木 

刑の移動

先と方位 

卯 子 戌 未 丑 巳 申 寅 辰 午 酉 亥 

木 水 火 木 金 金 水 火 水 火 金 木 

東 北 西 南 北 南 西 東 東 南 西 北 

木 水 金 火 水 火 金 木 木 火 金 水 
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図
九 

支
自
相
刑
と
十
二
辰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

子 
 
 

 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

申 
 

卯 
 
 

辰 

未 
 

寅    

辰 
 
 

寅 
 
 
  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

丑 
    

    
 

巳   

 
 
 
 
 
 

木 
卯 
子 

   
 
 
 
   

  

午 

午  

火 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亥 
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内
側
は
刑
す
る
支
、
外
側
は
刑
さ
れ
る
支
（

17
）

。 

 

一
方
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
方
位
雑
条
に
は
、
十
二
辰
の
方
位
配
当
と
五
行
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
が
あ
り
、
図
示
す
る
と
図
十
の
よ
う
に
な
る
（

18
）

。

な
お
、
『
五
行
大
義
』
の
編
成
で
は
論
方
位
雑
条
の
方
が
前
段
に
あ
る
の
で
、
論
刑
条
は
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。 
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図
十 

五
行
の
方
位
配
当
と
十
二
辰 

東
（
木
） 
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水
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火
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西
（
金
） 

 

以
上
に
よ
る
と
、
刑
の
移
動
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
表
五
参
照
）
。
水
に
属
す
る
子
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
木
の
方
位
に
属
す
る

卯
で
あ
る
。
木
に
属
す
る
卯
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
水
の
方
位
に
属
す
る
子
で
あ
る
。
金
に
属
す
る
丑
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
金
の
方
位
に
属
す
る

戌
で
あ
る
。
火
に
属
す
る
戌
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
火
の
方
位
に
属
す
る
未
で
あ
る
。
木
に
属
す
る
未
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
水
の
方
位
に
属
す
る

丑
で
あ
る
。
火
に
属
す
る
寅
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
火
の
方
位
に
属
す
る
巳
で
あ
る
。
金
に
属
す
る
巳
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
金
の
方
位
に
属
す
る

申
で
あ
る
。
水
に
属
す
る
申
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
木
の
方
位
に
属
す
る
寅
で
あ
る
。
水
に
属
す
る
辰
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
木
の
方
位
に
属
す
る

辰
で
あ
る
。
火
に
属
す
る
午
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
火
の
方
位
に
属
す
る
午
で
あ
る
。
金
に
属
す
る
酉
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
金
の
方
位
に
属
す
る

酉
で
あ
る
。
木
に
属
す
る
亥
に
刑
が
在
る
場
合
、
移
動
先
は
水
の
方
位
に
属
す
る
亥
で
あ
る
。 

こ
こ
で
先
に
論
じ
た
、
天
文
訓
の
刑
の
移
動
の
二
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
今
一
度
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

第
一
は
、
刑
の
移
動
は
三
合
説
を
用
い
る
だ
け
で
解
釈
で
き
る
と
考
え
、
刑
の
最
初
に
居
る
辰
の
三
合
説
に
お
け
る
五
行
配
当
と
、
刑
の
移
動
先
の
辰
の
三
合
説

に
お
け
る
五
行
配
当
の
み
を
考
え
る
場
合
で
あ
る
。 

第
二
は
、
三
合
説
だ
け
で
な
く
五
行
の
方
位
配
当
も
用
い
、
刑
の
最
初
に
居
る
辰
の
三
合
説
に
お
け
る
五
行
配
当
と
刑
の
移
動
先
の
辰
の
五
行
の
方
位
配
当
を
考

え
る
場
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
五
行
大
義
』
論
刑
条
と
表
五
を
基
に
、
子
、
卯
、
午
、
酉
の
刑
の
移
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
第
一
の
三
合
説
の
み
を
用
い
た
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解
釈
で
全
て
説
明
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
丑
・
戌
・
未
・
寅
・
巳
・
申
・
辰
・
亥
の
場
合
は
、
天
文
訓
②
の
「
刑
、
水
辰
之
木
、
木
辰
之
水
、
金
・

火
立
其
處
」
と
は
合
わ
ず
、
第
一
の
場
合
の
解
釈
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
第
二
の
場
合
の
よ

う
に
『
五
行
大
義
』
に
見
え
る
五
行
の
方
位
配
当
を
用
い
る
必
要
が
生
じ
る
。 

 

そ
こ
で
『
五
行
大
義
』
論
刑
・
論
方
位
雑
条
を
用
い
る
こ
と
で
②
部
分
の
刑
の
移
動
の
解
釈
が
可
能
と
な
る
た
め
、
こ
れ
を
利
用
し
て
刑
の
移
動
を
考
え
る
。
刑

の
移
動
を
天
文
訓
①
の
よ
う
に
五
宮
に
あ
て
は
め
て
図
に
す
る
と
図
十
一
の
よ
う
に
な
る
。 

 

図
十
一 

五
行
・
十
二
辰
の
関
係
（
ａ
）
と
刑
の
東
西
南
北
宮
へ
の
移
動
（
ｂ
） 
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） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水 ①
子 

⑨
申 

 

①
卯 

 
⑤
辰 

⑧
未 

⑨
寅 

 

⑤
辰 
③
寅 

 
 
  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

⑧
丑 

    
    

 

③
巳   

 
 
 
 
 

木 

④
卯
④
子   

  
 
 
 
    

⑦
午
⑦
午 

 

火 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 

⑫
亥 
    

    
 

⑪
未 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑫
亥 

②
戌 

 

⑥
申 

⑪
戌 

②
丑 

 

⑩
酉 

  

⑥
巳 

 
 
 
 
 
 
   

  
    

    
    

⑩
酉 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金 
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（
ｂ
） 

東
宮
（
木
） 

卯
① 

寅
⑨ 

 
 

⑤
辰 

（
水
） 

 

丑
⑧ 

 
 
 
 
 
 

③
巳 

 

（
火
） 

宮 
 

子
④ 

 

中
宮
（
土
） 

 

⑦
午 

宮 
北 

 
 

亥
⑫ 

 
 
 
 
 
 

⑪
未 

 

南 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戌
② 

 
 

⑥
申 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酉
⑩  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
    

    
     

西
宮
（
金
） 

 

 
    

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
（
ａ
）
の
外
側
の
そ
れ
ぞ
れ
の
辰
に
刑
が
在
る
場
合
、
内
側
は
結
果
的
に
刑
の
移
動
先
の
位
置
と
な
る
。
そ
し
て
、
図
（
ｂ
）
に
は
十
二
辰
と
図
（
ａ
）
内
側

の
刑
の
位
置
番
号
を
東
・
西
・
南
・
北
宮
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。 

 

た
と
え
ば
甲
子
を
例
に
す
る
と
、
図
（
ａ
）
に
お
い
て
刑
の
最
初
の
位
置
が
外
側
の
「
①
子
」
で
、
次
に
内
側
の
「
①
卯
」
に
移
動
さ
せ
、
そ
の
番
号
を
（
ｂ
）

に
対
応
さ
せ
る
と
、
「
卯
①
」
は
東
宮
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
初
め
刑
は
三
合
説
で
水
に
属
す
る
「
①
子
」
（
図
（
ａ
）
）
に
居
り
、
次
に
図
（
ｂ
）
の
木
に
属
す
東

宮
に
移
る
。
こ
れ
は
天
文
訓
の
「
刑
、
水
辰
之
木
」
の
記
述
と
合
い
、
天
文
訓
①
部
分
の
移
動
と
も
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
移
動
は
刑
の
最
初
の
位
置
が
ど
の
辰
の
場

合
で
も
天
文
訓
②
の
記
述
と
合
い
、『
五
行
大
義
』
に
よ
っ
て
天
文
訓
②
が
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
天
文
訓
①
の
記
述
の
み
で
は
、
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
理
由
を

説
明
で
き
な
い
が
、
天
文
訓
①
は
天
文
訓
②
と
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
由
が
分
か
る
の
で
あ
る
。 

結
局
、
天
文
訓
②
の
移
動
は
、
ま
ず
刑
が
初
め
に
位
置
す
る
十
二
辰
の
三
合
説
に
お
け
る
五
行
を
起
点
に
し
、
次
に
「
支
自
相
刑
」
に
し
た
が
っ
て
刑
を
移
動
さ

せ
、
移
動
し
た
場
所
の
方
位
の
五
行
配
当
を
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
二
十
歳
刑
徳
の
刑
・
徳
の
移
動
を
表
に
す
る
と
、
表
六
の
よ
う
に
な

る
。 
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表
六 

「
二
十
歳
刑
徳
」
の
二
十
一
年
目
ま
で
の
各
年
の
刑
・
徳
の
位
置 

 
 
 

徳 
 

刑   
    

    
    

    
甲
子 

 
東
宮  

東
宮 

一
年
目 

    
    

※
陶
磊
『
《
淮
南
子
・
天
文
》
研
究
丨
従
数
術
史   

  
   

 
  

乙
丑 

 

西 
   

西 
 

二
年
目 

    
    

的
角
度
（

19
）

』
中
の
表
に
よ
り
、
一
部
追
加
。 

    
    

    
   

丙
寅 

 

南 
   

南 
 

三
年
目 

    
    

    
  
     

丁
卯  

北 
 

北 
 

四
年
目                        

戊
辰 

 

中 
   

東 
 

五
年
目 

    
    

    
  
    

    
    

己
巳 

 

東 
 

西 
 

六
年
目 

    
    

･
･･  

 ･･･
  ･･

･  
 ･･･ 

丙
子 

 

南 
   

東   

一
三
年
目    

    
    

丁
丑 

 

北 
   

西   

一
四
年
目    

    
    

  
    

    
   

戊
寅 

 

中 
   

南   

一
五
年
目    

    
    

  
    

    
   

己
卯 

 

東 
   

北   

一
六
年
目    

    
    

  
    

     

庚
辰 

 

西 
   

東   

一
七
年
目    

    
    

  
    

    
   

辛
巳 

 

南 
   

西   

一
八
年
目    
    

    
  
    

    
   

壬
午 

 

北 
   

南   

一
九
年
目    

    
    

  
    

    
    

癸
未  

中    

北   

二
〇
年
目                          

甲
申 

 

東 
   

東   

二
一
年
目 

こ
の
よ
う
に
し
て
位
置
を
確
定
さ
れ
た
刑
・
徳
は
何
を
占
う
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
文
訓
に
「
凡
そ
太
陰
を
用
う
れ
ば
、
左
前
の
刑
、
右
背
の
徳
、

鉤
陳
（

20
）

の
衝
辰
を
撃
つ
。
以
て
戰
え
ば
必
ず
勝
ち
、
以
て
攻
む
れ
ば
必
ず
剋
つ
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
戦
で
攻
撃
を
仕
掛
け
る
方
向
の
有
利
・
不
利
を
占
う
た

め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
十
歳
刑
徳
で
は
、
東
・
西
・
南
・
北
・
中
の
五
宮
に
そ
れ
ぞ
れ
に
五
行
の
木
・
金
・
火
・
水
・
土
を
配
当
す
る
。

刑
・
徳
は
二
十
年
を
周
期
と
し
て
一
年
毎
に
五
宮
上
を
移
動
す
る
。
ま
た
、
徳
は
太
陰
の
十
干
を
起
点
に
し
、
「
陰
陽
」
・
「
五
行
」
の
理
論
を
用
い
て
位
置
を
確
定

す
る
。
一
方
、
刑
は
太
陰
所
在
の
十
二
辰
を
起
点
に
し
、
「
支
自
相
刑
」
・
「
三
合
」
の
理
論
を
用
い
て
位
置
を
確
定
す
る
。
以
下
に
二
十
歳
刑
徳
の
「
移
動
」
・
「
周
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期
」
・
「
基
準
と
す
る
天
体
」
・
「
使
用
す
る
理
論
」
・
「
使
用
目
的
」
を
表
に
す
る
と
、
表
七
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（

21
）

。 

 
表
七 
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
構
成
要
素 

移
動 

 
 
 
 
 
 

一
年 

周
期 

 
 
 
 
 
 

二
十
年 

基
準
と
す
る
天
体  

 

太
陰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

陰
陽 

使
用
さ
れ
る
理
論 

 

五
行 

 
    

    
    

    
 

支
自
相
刑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
合 

使
用
目
的 

 
 
 
 

戦
争
に
お
け
る
攻
撃
方
向
の
占
い 

 
 む

す
び 

 

本
章
で
は
、
天
文
訓
に
見
え
る
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
刑
・
徳
の
移
動
を
検
討
し
た
。
徳
は
太
陰
の
十
干
を
起
点
に
し
て
、
「
陰
陽
」
・
「
五
行
」
の
理
論
に
よ
っ
て

位
置
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
刑
は
太
陰
所
在
の
十
二
辰
を
起
点
に
し
、
支
自
相
刑
・
三
合
の
理
論
に
よ
っ
て
位
置
が
定
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

の
よ
う
に
位
置
を
決
め
ら
れ
た
「
刑
」
・
「
徳
」
は
戦
争
に
お
け
る
攻
撃
方
向
の
占
断
に
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

次
に
、
二
十
歳
刑
徳
と
類
似
の
移
動
が
見
え
る
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
』
「
刑
徳
」
篇
（
以
下
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
と
略
す
）
を
検
討
す
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
、

刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
と
呼
ば
れ
る
二
種
の
移
動
が
見
え
る
。
帛
書
に
は
天
文
訓
に
は
見
え
な
い
理
論
・
図
が
見
え
る
が
、
術
数
・
神
煞
と
し
て
の
刑
・
徳
概
念
の

変
遷
を
理
解
す
る
上
で
、
二
十
歳
刑
徳
と
類
似
の
移
動
で
あ
る
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
「
刑
徳
大
遊
」
の
検
討
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
た
だ
し
『
淮
南
天
文
訓
補
注
』
は
、
天
文
訓
の
「
太
陰
」
は
「
太
歳
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
実
際
天
文
訓
の
「
太
陰
」
と
同
質
の
も
の
は
『
漢
書
』
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巻
二
六
天
文
志
等
の
文
献
で
は
「
太
歳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
七
九
年
）
。 

（
３
）『
淮
南
子
』
巻
三
天
文
訓
「
太
陰
在
寅
、
歳
名
曰
攝
提
格
。
其
雄
爲
歳
星
、
舍
斗
・
牽
牛
、
以
十
一
月
、
與
之
晨
出
東
方
、
東
井
・
輿
鬼
爲
對
。
太
陰
在
卯
、

歳
名
曰
單
閼
。
歳
星
舍
須
女
・
虚
・
危
、
以
十
二
月
、
與
之
晨
出
東
方
、
柳
・
七
星
・
張
爲
對
。
太
陰
在
辰
、
歳
名
曰
執
除
。
歳
星
舍
營
室
・
東
壁
、
以
正
月
、
與
之

晨
出
東
方
、
翼
・
軫
爲
對
。
太
陰
在
巳
、
歳
名
曰
大
荒
落
。
歳
星
舍
奎
・
婁
、
以
二
月
、
與
之
晨
出
東
方
、
角
・
亢
爲
對
。
太
陰
在
午
、
歳
名
曰
敦
牂
。
歳
星
舍
胃
・

昴
・
畢
、
以
三
月
、
與
之
晨
出
東
方
。
氐
・
房
・
心
爲
對
。
太
陰
在
未
、
歳
名
曰
協
洽
。
歳
星
舍
觜
雋
・
參
、
以
四
月
、
與
之
晨
出
東
方
。
尾
・
箕
爲
對
。
太
陰
在
申
、

歳
名
曰
涒
灘
。
歳
星
舍
東
井
・
輿
鬼
、
以
五
月
、
與
之
晨
出
東
方
、
斗
・
牽
牛
爲
對
。
太
陰
在
酉
、
歳
名
曰
作
鄂
、
歳
星
舍
柳
・
七
星
・
張
、
以
六
月
、
與
之
晨
出
東

方
。
須
女
・
虚
・
危
爲
對
。
太
陰
在
戌
、
歳
名
曰
閹
茂
、
歳
星
舍
翼
・
軫
、
以
七
月
、
與
之
晨
出
東
方
。
營
室
・
東
壁
爲
對
。
太
陰
在
亥
、
歳
名
曰
大
淵
獻
、
歳
星
舍

角
・
亢
、
以
八
月
、
與
之
晨
出
東
方
。
奎
・
婁
爲
對
。
太
陰
在
子
、
歳
名
曰
困
敦
、
歳
星
舍
氐
・
房
・
心
、
以
九
月
、
與
之
晨
出
東
方
。
胃
・
昴
・
畢
爲
對
。
太
陰
在

丑
、
歳
名
曰
赤
奮
若
、
歳
星
舍
尾
・
箕
、
以
十
月
、
與
之
晨
出
東
方
。
觜
嶲
・
參
爲
對
」
。 

（
４
）『
爾
雅
』
釋
天
「
太
歳
在
甲
曰
閼
逢
、
在
乙
曰
旃
蒙
、
在
丙
曰
柔
兆
、
在
丁
曰
強
圉
、
在
戊
曰
著
雍
、
在
己
曰
屠
維
、
在
庚
曰
上
章
、
在
辛
曰
重
光
、
在
壬
曰

玄
黓
、
在
癸
曰
昭
陽
」
。 

（
５
）『
漢
書
』
巻
二
十
一
・
律
暦
志
「
乃
以
前
暦
上
元
泰
初
四
千
六
百
一
十
七
歳
、
至
於
元
封
七
年
、
復
得
閼
逢
攝
提
格
之
歲
、
中
冬
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
、
日

月
在
建
星
、
太
歲
在
子
」。 

（
６
）『
淮
南
子
』
巻
三
天
文
訓
「
何
謂
五
星
。
東
方
、
木
也…

…

其
日
甲
乙
。
南
方
、
火
也…

…

其
日
丙
丁
。
中
央
、
土
也…

…

其
日
戊
己
。
西
方
、
金
也…

…

其

日
庚
辛
。
北
方
、
水
也
、…

…

其
日
壬
癸
」
。 

（
７
）
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古

硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
一
（
上
中
下
）
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古

研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
・
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
注
釈
（
修
訂
本
）
』
一
・
二
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。
〔 

〕
の
中
の
文
は

整
理
者
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

（
８
）
整
理
者
は
「
酉
丑
巳
金
」
と
す
べ
き
で
、「
酉
」
字
が
抜
け
て
い
る
と
す
る
（
注
（
７
）
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
前
掲
書
參
照
）
。 

（
９
）
工
藤
元
男
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
会
』（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
參
照
）。
劉
樂
賢
氏
は
饒
宗
頤
氏
（
饒
宗
頤
「
秦
簡
中
的
五
行
説
與
納

音
説
」（
『
古
文
字
研
究
』
第
十
四
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
））
）
に
従
い
、
さ
ら
に
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
日
書
に
木
火
金
水
の
三
合
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
、
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日
書
の
三
合
は
木
火
金
水
で
あ
る
と
す
る
（
劉
樂
賢
『
睡
虎
地
秦
簡
日
書
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
参
照
）
。 

（
10
）
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
、
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
等
編
、
陳
偉
主
編
前
掲
書
、

彭
浩
等
編
著
前
掲
書
。
海
老
根
量
介
氏
に
よ
る
と
、
睡
虎
地
秦
簡
の
日
書
の
書
写
年
代
は
秦
の
六
国
統
一
前
、
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
の
書
写
年
代
は
統
一
秦
の
も
の

で
あ
る
（
海
老
根
量
介
「
放
馬
灘
秦
簡
鈔
写
年
代
蠡
測
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
）、
海
老
根
量
介

「
（
批
評
と
紹
介
）
孫
占
宇
著
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
集
釈
』
」（『
東
洋
学
報
』
第
九
五
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
海
老
根
量
介
「
「
盜
者
」
篇
か
ら
み
た
「
日
書
」

の
流
通
過
程
試
論
」（
『
東
方
学
』
一
二
八
輯
、
二
〇
一
四
年
七
月
）
参
照
）。 

（
11
）『
五
行
大
義
』
巻
二
論
方
位
雑
に
、 

寅
午
戌
、
火
之
位
也
。
寅
中
有
生
火
、
在
東
方
。
午
中
有
王
火
、
在
南
方
。
戌
中
有
死
火
、
在
西
方
。
亥
卯
未
、
木
之
位
也
。
亥
中
有
生
木
、
在
北
方
。
卯
中
有

王
木
、
在
東
方
。
未
中
有
死
木
、
在
南
方
。
申
子
辰
、
水
之
位
也
。
申
中
有
生
水
、
在
西
方
。
子
中
有
王
水
、
在
北
方
。
辰
中
有
死
水
、
在
東
方
。
巳
酉
丑
、
金

之
位
也
。
巳
中
有
生
金
、
在
南
方
。
酉
中
有
王
金
、
在
西
方
。
丑
中
有
死
金
、
在
北
方
。
此
一
行
之
體
雜
在
三
方
也
。
未
辰
丑
戌
、
土
之
位
也
。
未
中
有
王
土
、

辰
中
有
死
土
、
丑
中
有
衰
土
、
戌
中
有
壮
土
、
此
土
體
雜
在
四
方
也
。 

と
あ
り
、
天
文
訓
に
見
え
た
五
行
の
盛
衰
が
「
生
・
王
・
死
」
と
い
う
形
で
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
文
訓
と
は
違
い
土
が
配
當
さ
れ
て
い
る
十
二
辰
は
未
辰
丑
戌
と

な
っ
て
い
る
。 

（
12
）
胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
與
文
献
叢
考
』（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
。 

（
13
）
注
（
９
）
参
照
。 

（
14
）
刑
の
意
味
つ
い
て
、『
五
行
大
義
』
巻
二
論
刑
に
、 

史
蘓
『
龜
經
』
云
「
當
成
不
成
、
視
兆
相
刑
」。
又
問
云
、
「
六
合
是
吉
而
巳
、
申
相
剋
者
何
」
。
答
曰
「
金
帶
水
生
火
中
。
火
爲
金
鬼
、
水
爲
火
鬼
、
金
共
水
生

火
中
、
則
是
鬼
母
子
身
。
申
是
金
位
、
兼
復
懷
水
、
巳
是
火
位
、
復
有
生
金
、
還
相
讎
、
故
以
爲
刑
也
」。 

と
あ
る
。
斜
線
部
で
六
合
の
関
係
に
あ
る
申
が
巳
を
刑
す
る
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
の
中
で
申
・
巳
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
て
い
る
五
行
が
互
い
に
「
剋
」・

「
讎
」
す
る
故
だ
と
し
て
い
る
。
「
支
自
相
刑
」
と
は
、
十
二
辰
が
お
互
い
に
対
立
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

（
15
）『
五
行
大
義
』
が
引
く
『
漢
書
』
翼
奉
奏
事
は
本
文
の
よ
う
に
見
え
る
が
『
漢
書
』
巻
七
五
翼
奉
伝
の
本
文
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
翼
奉
伝
の
孟
康
注

が
引
く
『
翼
氏
風
角
』
に
、
「
木
落
歸
本
、
水
流
歸
末
」
・
「
金
剛
火
彊
、
各
歸
其
郷
」
と
あ
り
、
『
五
行
大
義
』
と
同
じ
よ
う
に
五
行
の
方
位
配
当
に
お
い
て

水
・
木
、
金
・
火
で
そ
れ
ぞ
れ
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
刑
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
述
べ
た
『
五
行
大
義
』
を
用
い
る
。 
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（
16
）『
補
注
』
は
「
甲
子
之
歳･･

････

刑
在
卯
、
子
刑
卯
、
故
刑
徳
合
東
方
宮
」
と
し
、
さ
ら
に
『
開
元
占
経
』
巻
九
一
歳
月
日
時
刑
条
に
、 

子
刑
卯
、
卯
爲
刑
下
、
子
爲
刑
上
。
丑
刑
戌
、
戌
爲
刑
下
、
未
爲
刑
上
。
寅
刑
巳
、
巳
爲
刑
下
、
申
爲
刑
上
。
卯
刑
子
、
子
爲
刑
下
、
卯
爲
刑
上
。
辰
刑
辰
。
巳

刑
申
、
申
爲
刑
下
、
寅
爲
刑
上
、
午
刑
午
。
未
刑
丑
、
丑
爲
刑
下
、
戌
爲
刑
上
。
申
刑
寅
、
寅
爲
刑
下
、
己
爲
刑
上
。
酉
刑
酉
。
戌
刑
未
、
未
爲
刑
下
、
丑
爲
刑

上
。
亥
刑
亥
。
凡
刑
下
來
者
禍
淺
、
刑
上
來
者
災
深
。
自
刑
者
兼
刑
上
刑
下
、
其
災
尤
深
。
謂
之
三
刑
、
刑
上
・
刑
下
・
自
刑
也
。 

と
あ
る
の
を
引
用
し
て
、
こ
れ
が
天
文
訓
の
刑
・
徳
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
「
刑
上
」
と
は
刑
さ
れ
る
対
象
、
「
刑
下
」
と
は
刑
す
る
主
体
で
、
「
自
刑
」
は
自

分
の
辰
を
自
ら
刑
す
る
こ
と
を
指
す
。
『
開
元
占
経
』
で
は
十
二
辰
を
「
刑
上
」
・
「
刑
下
」
・
「
自
刑
」
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
い
る
（
「
自
刑
」
す
る
辰
（
午
・
辰
・

酉
・
亥
）
以
外
は
「
刑
上
」
・
「
刑
下
」
の
両
方
に
な
り
得
る
）
。
子
・
卯
は
○
刑
△
で
表
さ
れ
る
句
に
お
い
て
○
が
刑
上
、
△
が
刑
下
に
そ
の
ま
ま
対
応
し
て
い
る

が
、
丑
・
未
・
戌
、
寅
・
巳
・
申
は
刑
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
「
刑
上
」
は
○
刑
△
の
○
に
は
そ
の
ま
ま
対
応
し
な
い
。
例
え
ば
、
「
丑
刑
戌
」
の
場
合
、
「
刑
上
」
は

未
と
な
る
。
本
段
に
は
丑
・
戌
が
相
刑
す
る
関
係
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
「
丑
刑
戌
」
・
「
戌
刑
未
」
・
「
未
刑
丑
」
と
あ
る
が
、
○
が
丑
の
場
合
、
刑
上
は
△
に

丑
が
入
っ
た
場
合
の
○
、
つ
ま
り
「
未
刑
丑
」
の
未
と
な
る
。 

（
17
）
中
村
璋
八
・
藤
井
友
子
『
五
行
大
義
全
釈
』
上
巻(

明
治
書
院
、
一
九
八
六
年)

、
中
村
璋
八
・
古
藤
友
子
『
五
行
大
義
』
上
巻(

明
治
書
院
、
一
九
九
八
年)

を

参
照
。 

（
18
）『
五
行
大
義
』
巻
二
論
方
位
雑
条
「
東
方
甲
乙
、
寅
卯
辰…

…

南
方
丙
丁
、
巳
午
未…

…

西
方
庚
辛
、
申
酉
戌…

…

北
方
壬
癸
、
亥
子
丑
」
。 

（
19
）
陶
磊
『
《
淮
南
子
・
天
文
》
研
究-

従
数
術
史
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
。 

（
20
）
北
極
紫
微
垣
の
内
に
あ
る
星
。 

（
21
）
な
お
、
武
田
時
昌
氏
は
刑
の
移
動
を
「
三
合
論
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
「
支
自
相
刑
」
の
理
論
は
用
い
て
い
な
い
（
武
田
時
昌
氏
「
刑
德
遊
行
の

占
術
理
論
」
（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一
一
年
））
。 
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第
四
章 

馬
王
堆
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
「
刑
徳
大
遊
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 

 

前
章
で
は
『
淮
南
子
』
巻
三
天
文
訓
（
以
下
、
天
文
訓
と
略
す
）
に
見
え
る
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
、
二
十
歳
刑
徳
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
天
文
訓
の
二
十

歳
刑
徳
で
は
、
東
・
西
・
南
・
北
・
中
の
五
宮
そ
れ
ぞ
れ
に
五
行
の
木
・
金
・
火
・
水
・
土
を
配
当
し
、
そ
の
五
宮
上
を
、
刑
・
徳
は
二
十
年
を
周
期
と
し
て
一
年
毎

に
移
動
す
る
。
ま
た
、
刑
は
太
陰
所
在
の
十
二
辰
を
起
点
と
し
、
「
支
自
相
刑
」
・
「
三
合
」
の
理
論
に
よ
っ
て
位
置
が
定
ま
る
。
徳
の
方
は
太
陰
所
在
の
十
干
を
起

点
と
し
、
陰
陽
・
五
行
の
理
論
に
よ
っ
て
位
置
が
定
ま
る
。
な
お
、
二
十
歳
刑
徳
は
刑
・
徳
の
移
動
と
両
者
の
位
置
・
方
位
に
対
す
る
進
軍
方
向
の
占
い
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
以
上
が
天
文
訓
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
刑
・
徳
の
移
動
の
概
容
で
あ
る
が
、
天
文
訓
自
体
に
は
こ
れ
ら
の
各
移
動
等
に
対
し
て
図
が
付
け
ら
れ
て
な
い
の
で
、

筆
者
は
必
要
に
応
じ
て
作
図
し
て
視
覚
化
し
た
。 

一
方
、
天
文
訓
と
同
じ
よ
う
に
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
が
、
天
文
訓
よ
り
書
写
年
代
が
古
い
前
漢
初
期
の
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
刑
徳
』
篇
（
１
）

（
以
下
、
帛
書
『
刑

徳
』
篇
と
略
す
）
に
見
え
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
天
文
訓
に
見
え
な
い
刑
・
徳
等
に
関
す
る
記
述
と
共
に
、
そ
の
移
動
を
説
明
・
視
覚
化
し
た
図
が
付
さ
れ
、
帛

書
『
刑
徳
』
篇
の
刑
徳
大
遊
の
検
討
は
、
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

本
章
で
は
、
前
章
で
得
た
以
上
の
知
見
に
基
づ
き
、
二
十
歳
刑
徳
と
同
じ
く
一
年
毎
の
移
動
周
期
で
あ
る
「
刑
徳
大
遊
」
の
移
動
原
理
を
分
析
す
る
。
な
お
、

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
・
内
容
が
見
え
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
方
が
よ
り
残
欠
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
議
論
の
順
序
と
し
て
基
本
原
則
が
叙
述
さ
れ
、
残
欠
が
少
な
い
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
記
述
・
図
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
帛
書
に
は
帛
書
『
刑

徳
』
丙
篇
も
存
在
し
、
刑
・
徳
移
動
の
図
は
見
え
る
が
、
移
動
に
関
す
る
記
述
は
見
え
な
い
の
で
、
本
章
で
は
扱
わ
な
い
。 

 第
一
節 

帛
書
『
刑
徳
』
篇 

 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
乙
両
篇
の
構
成
は
乙
篇
の
冒
頭
で
両
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
の
根
本
原
則
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
乙
篇
・
甲
篇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
刑
・

徳
の
移
動
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
討
論
の
順
序
と
し
て
根
本
原
則
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
乙
篇
を
先
に
挙
げ
、
そ
の
後
に
甲
篇
を
挙
げ
た

上
で
、
本
論
文
の
序
で
挙
げ
た
「
刑
徳
大
遊
」
の
移
動
原
理
を
主
に
分
析
す
る
。
な
お
、
本
節
で
は
行
論
の
都
合
上
本
文
を
Ａ
～
Ｅ
に
分
け
る
（
２
）

。 



77 

 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
一
～
五
行
に
、 

Ａ
德
始
生
甲
、
大(

太)

陰
始
生
子
、
刑
始
生
水
二

子
。
故
曰
、
「
刑
德
始
于
甲
子
」
。 

Ｂ
刑
・
德
之
歳
徙
也
、
必
以
日
至
之
後
七
日
之
子
・
午
・
卯
・
酉
。
德
之
徙
也
、
子
若
午
。
刑
之
徙
也
、
卯
若
酉
。
刑
・
德
之
行
也
、
歳
徙
所
不
朕
（
勝
）
而
刑 

不
入
宮
中
、
居
四
隅
。
甲
子
之
舍
始
東
南
以

（
順
）
行
、
廿
歳
而
壹

周

而
刑
・
德
四
通
、
六
十
歳
而
周

于
癸
亥
而
復
從
甲
子
始
。 

Ｃ
●
刑
德
初
行
六
歳
幷
於
木
、
四
歳
而
離

十
六
歳
而
復
幷
木
。
大
（
太
）
陰
十
六
歳
而
與
德
幷
於
木
。 

 
 
 

Ａ
德
始
め
て
甲
を
生
じ
、
太
陰
始
め
て
子
を
生
ず
、
刑
始
め
て
水
を
生
ず
。
水
は
子
な
り
。
故
に
曰
く
、
「
刑
德
甲
子
よ
り
始
ま
る
」
、
と
。 

Ｂ
刑
德
の
歳
徙
た
る
や
、
必
ず
日
至
の
後
の
七
日
の
子
・
午
・
卯
・
酉
を
以
っ
て
す
。
德
の
徙
る
や
、
子
若
し
く
は
午
な
り
。
刑
の
徙
る
や
、
卯
若
し
く
は
酉
な 

り
。
刑
德
の
行
る
や
、
歳
ご
と
に
勝
た
ざ
る
所
に
徙
り
て
、
刑
宮
中
に
入
ら
ず
、
四
隅
に
居
る
。
甲
子
の
舍
は
東
南
よ
り
始
ま
り
以
て
順
行
し
、
廿
歳
に
し
て 

壹
た
び
周
り
、
壹
た
び
周
る
に
刑
德
は
四
通
し
、
六
十
歳
に
し
て
周
り
癸
亥
を
周
れ
ば
復
た
甲
子
從
り
始
ま
る
。 

Ｃ
●
刑
德
初
め
六
歳
を
行
り
て
木
に
幷
し
、
四
歳
に
し
て
離
れ
、
十
六
歳
離
れ
て
復
た
木
に
幷
す
。
太
陰
十
六
歳
に
し
て
德
と
木
に
幷
す
。 

と
あ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
八
五
～
八
七
行
、
一
四
〇
行
に
、 

Ｄ
●
刑
德
之
大
游
也
、
十
年
〔
并
〕
居
木
、
十
一
年
并
居
金
、
十
二
年
并
〔
居
火
、
十
三
年
并
居
水
〕
、
十
四
年
德
與
刑
離
、
德
徙
土
、
刑
居
木
、
離
〔

廿
歳 

而
復
并
居
〕
水
、
德
從
水
徙
土
、
刑
居
木…

…
。 

Ｅ
刑
德
十
五
年
合
木
、
十
六
年
合
金
。 

 

Ｄ
●
刑
德
の
大
遊
た
る
や
、
十
年
に
木
に
〔
并
せ
て
〕
居
り
、
十
一
年
に
并
せ
て
金
に
居
り
、
十
二
年
に
并
せ
て
〔
火
に
居
り
、
十
三
年
并
せ
て
水
に
居
り
〕
、 

十
四
年
に
德
は
刑
と
離
れ
、
德
は
土
に
徙
り
、
刑
は
木
に
居
り
、
離
る
。
〔
離
る
る
こ
と
廿
歳
に
し
て
復
た
并
せ
て
〕
水
に
〔
居
り
〕
、
德
は
水
從
り
土
に
徙 

り
、
刑
は
木
に
居
る
。 

Ｅ
刑
德
は
十
五
年
に
木
で
合
い
、
十
六
年
に
金
で
合
う
。 

と
あ
る
。
上
述
の
乙
篇
冒
頭
Ａ
で
、
徳
は
「
甲
」
を
生
じ
、
刑
は
「
水
＝
子
（
十
二
支
で
子
は
水
に
属
す
る
）
を
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
刑
徳
は
「
甲
子
」
か
ら
始
ま

る
と
い
う
よ
う
に
、
移
動
の
基
本
的
な
理
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
Ｂ
・
Ｃ
で
は
刑
・
徳
の
移
動
が
天
文
訓
の
「
二
十
歳
刑
徳
」
と
同
じ
く
二
十
年
を
一
周
期

と
し
て
一
年
毎
に
移
動
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
甲
篇
に
も
Ｄ
・
Ｅ
に
類
似
の
文
が
見
え
る
。
ま
た
Ｄ
で
は
一
年
毎
の
運
行
を
「
刑
徳
之
大
遊
」
と
称
し
て
い
る
が
、
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乙
篇
Ｂ
・
Ｃ
の
文
も
同
内
容
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
章
で
は
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
の
移
動
を
「
刑
徳
大
遊
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
刑
徳
大
遊
と
二
十
歳
刑
徳
は
共
に
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
だ
が
、
刑
徳
大
遊
に
は
天
文
訓
に
見
え
な
い
図
が
附
さ
れ
て
お
り
、
基
礎
と
し

て
い
る
理
論
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
二
十
歳
刑
徳
で
検
討
し
た
理
論
・
構
成
要
素
と
刑
徳
大
遊
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の

相
異
点
を
分
析
し
て
み
た
い
と
思
う
。 

 

第
二
節 

帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
「
刑
徳
大
遊
」 

 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
・
甲
篇
に
は
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
の
上
述
の
よ
う
な
記
述
と
共
に
、
図
が
両
篇
に
見
え
る
。
こ
こ
で
は
帛
書
『
刑
徳
』
篇
本
文
の
理
解
に

対
し
て
重
要
な
記
述
が
あ
る
、
甲
篇
の
図
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
（
図
一
参
照
）
（
３
）

。 

 図
一 

帛
書
「
刑
徳
」
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
復
元
図 
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図
の
「
乙
巳
」
に
「
今
皇
帝
十
一
年
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
序
で
述
べ
た
よ
う
に
帛
書
は
前
漢
初
期
抄
写
と
想
定
さ
れ
る
が
、
前
漢
に
お
い
て
「
乙
巳
」
が
十
一

年
と
な
る
皇
帝
は
高
祖
の
み
な
の
で
、
「
今
皇
帝
」
は
「
高
祖
」
を
指
す
（
４
）

。 
「
乙
巳
」
を
「
今
皇
帝
十
一
年
」
と
す
る
記
述
か
ら
逆
算
す
る
と
、
図
一
は
始
皇
帝
一
〇
年
（
前
二
三
七
年
）
か
ら
前
漢
文
帝
二
年
（
前
一
七
八
年
）
ま
で
の
六

十
年
間
の
青
丸
・
黒
丸
・
白
丸
の
移
動
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
５
）

。
た
だ
し
、
「
乙
卯
」
に
「
秦
始
皇
元
」
の
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
刑
徳
移
動
の
開
始
年
は

そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 

刑
・
徳
の
移
動
場
所
に
つ
い
て
は
、
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
（
６
）

・
周
家
台
秦
簡
「
日
書
」
（
７
）

を
用
い
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
。
ま
ず
、
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」

に
は
、
八
風
・
六
律
と
十
二
辰
と
の
関
係
を
述
べ
た
記
述
の
中
に
、
十
二
辰
を
並
べ
た
図
が
あ
る
（
図
二
）
（
８
）

。 

 

図
二 

放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
線
図
復
元
図 
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未 
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□…
…
 

午 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子 
 

四
時 

 

 
 

 
 
 
 

巳 
 
 

 
 

 
 

 

【
丑
】 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

辰 

卯 

【
寅
】 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

六 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

律 

 

こ
の
よ
う
な
図
は
「
鉤
縄
図
」
（
９
）

と
呼
ば
れ
、
周
家
台
秦
簡
「
日
書
」
に
も
見
え
る
（
図
三
）
（

10
）

。 
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図
三 

周
家
台
秦
簡
「
日
書
」
鈎
縄
図 

 

 
 

図
の
外
円
部
分
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
外
円
内
の
最
も
内
側
は
「
夜
半
」
・
「
日
中
」
等
の
二
十
八
個
の
時
称
、
外
円
内
の
中
間
部
分
に
は
「
角
」
・

「
亢
」
等
の
二
十
八
宿
名
、
外
円
内
の
最
も
外
側
に
は
外
円
外
の
「
東
西
南
北
」
に
対
応
し
て
「
木
金
火
水
」
の
五
行
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
次
に
内
円
部
分
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
、
こ
の
部
分
は
図
四
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
整
理
小
組
は
天
文
訓
に
「
子
午
・
卯
酉
爲
二
繩
、
丑
寅
・
辰
巳
・
未
申
・
戌
亥
爲
四
鉤
」
と
あ
る

の
を
引
用
し
て
、
二
縄
と
は
子
午
・
卯
酉
の
十
字
に
交
差
し
て
い
る
線
、
四
鉤
と
は
丑
寅
・
辰
巳
・
未
申
・
戌
亥
の
「¬

」
、
つ
ま
り
鉤
状
に
な
っ
て
い
る
線
を
指

す
と
説
明
し
て
い
る
（

11
）

。
図
三
の
鉤
縄
図
は
図
二
と
異
な
り
西
が
下
側
に
な
っ
て
い
る
が
、
周
家
台
秦
簡
「
日
書
」
に
は
図
三
以
外
に
も
先
の
図
二
の
八
風
・
六

律
・
四
時
及
び
外
枠
が
無
く
「
子
」
が
下
に
位
置
し
て
い
る
も
の
が
見
え
て
い
る
（

12
）

。
鉤
縄
図
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
の
よ
う

に
子
が
下
側
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
通
常
鉤
縄
図
で
は
子
が
下
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。 
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図
四 

周
家
台
秦
簡
「
日
書
」
線
図
内
円
部
分
と
方
位 

 

図
五 

図
一
の
一
年
毎
の
図
（
甲
子
の
例
） 
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子
北 

甲 
 
 

 
 

己 
 
 

辛 

寅 
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こ
れ
ら
を
参
照
に
し
て
、
全
部
で
六
〇
年
を
指
す
図
一
の
各
一
年
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
甲
子
を
例
に
復
元
す
る
と
、
図
五
の
よ
う
に
な
る
。 

次
に
、
こ
の
図
五
を
六
十
個
組
み
合
わ
せ
た
図
一
上
を
移
動
す
る
青
丸
・
黒
丸
・
白
丸
の
移
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
青
丸
・
黒
丸
・
白
丸
の
移
動
は
、

そ
れ
ぞ
れ
十
二
年
・
五
年
・
四
年
を
一
つ
の
周
期
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
青
丸
・
黒
丸
・
白
丸
の
移
動
の
十
二
年
目
・
一
～
五
年
目
・
一
～
四
年
目
を
そ
れ
ぞ

れ
取
り
上
げ
て
、
図
示
す
る
と
図
六
・
図
七
・
図
八
の
よ
う
に
な
る
。 
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図
六 

一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
一
二
年
目
の
青
丸
の
移
動 
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目
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二
年
目
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（
三
年
目
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年
目
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年
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図
七 

一
・
二
・
・
三
・
四
・
五
・
一
二
年
目
の
黒
丸
の
移
動 
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（
一
年
目
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二
年
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図
八 

一
・
二
・
・
三
・
四
年
目
の
白
点
の
移
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

甲
子
（
一
年
目
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（
二
年
目
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丙
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（
三
年
目
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四
年
目
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す
な
わ
ち
、
青
丸
は
図
六
の
よ
う
に
「
子
」
を
起
点
に
「
子
」
～
「
亥
」
ま
で
を
時
計
周
り
に
毎
年
移
動
し
、
以
下
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
次
に
黒
丸
は
図
七
の

よ
う
に
「
卯
」
を
起
点
に
、
「
卯
」→

「
酉
」→

「
午
」→

「
子
」→

「
中
央
」
の
順
に
移
動
し
、
以
下
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
最
後
に
、
白
丸
は
図
八
の
よ
う
に

「
丑
」
を
起
点
に
、
「
丑
」→

「
辰
」→

「
戌
」→

「
未
」
の
順
に
移
動
し
、
以
下
こ
れ
を
繰
り
返
す 

で
は
こ
れ
ら
の
青
丸
・
黒
丸
・
白
丸
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
程
少
軒
氏
は
図
一
の
欄
外
に
、 

〔
青
者
大
（
太
）
〕
陰
也
〔
」
〕
黒
者
德
也
」
、
白
者
〔
刑
〕
也
。 
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、
青
丸
が
太
陰
、
黒
丸
が
徳
、
白
丸
が
刑
の
移
動
を
指
す
と
し
て
い
る
（

13
）

。
そ
こ
で
改
め
て
図
六
を
み
る
と
、
青
丸
は
先
述
の
よ
う
に
「
子
」

か
ら
毎
年
時
計
回
り
で
移
動
し
て
お
り
、
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
に
お
け
る
太
陰
と
同
様
の
移
動
を
行
っ
て
い
る
。
次
に
、
黒
丸
は
卯
・
酉
・
午
・
子
・
中
の
順
に

毎
年
移
動
す
る
が
、
卯
・
酉
・
午
・
子
に
つ
い
て
は
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
方
位
雑
条
に
見
え
る
十
二
辰
の
方
位
配
当
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
・
西
・
南
・
北
に
対
応

す
る
（

14
）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
移
動
は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
に
お
け
る
徳
の
五
宮
上
の
移
動
と
全
く
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

最
後
に
、
白
丸
は
丑
・
辰
・
戌
・
未
の
順
に
移
動
す
る
が
、
こ
れ
も
黒
丸
と
同
様
に
『
五
行
大
義
』
の
方
位
配
当
を
用
い
る
と
、
北
・
東
・
西
・
南
に
対
応
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
移
動
は
黒
丸
と
同
様
に
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
に
お
け
る
刑
の
四
宮
上
の
移
動
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。 

以
上
ま
で
で
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
「
刑
徳
大
遊
」
の
内
容
を
説
明
し
た
が
、
い
く
つ
か
解
決
べ
き
問
題
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
の
問
題
の
解
決
を
試
み
た
い
。 

 

第
三
節 

帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
「
刑
徳
大
遊
」
の
問
題
点
に
つ
い
て 

 

ま
ず
注
目
す
べ
き
こ
と
は
帛
書
『
刑
徳
』
篇
本
文
・
図
一
に
よ
る
と
、
十
六
年
目
に
太
陰
と
徳
が
出
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
九
）
。 

 

図
九 

一
六
年
目
の
徳
・
太
陰
の
移
動 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

そ
の
内
容
は
天
文
訓
に
は
見
え
ず
、
両
者
の
記
述
の
相
違
の
理
由
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
記
述
は
な
い
。
図
一
に
よ
る
と
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
十
六
年
目
は
「
己
卯
」

の
年
で
、
図
九
の
よ
う
に
徳
は
東
の
木
に
位
置
し
、
太
陰
も
甲
子
か
ら
移
動
し
て
十
六
年
目
（
十
二
年
で
一
周
し
た
後
の
四
年
目
）
の
卯
、
つ
ま
り
五
行
の
方
位
配
当

で
は
木
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
で
も
太
陰
・
徳
に
つ
い
て
図
示
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
木
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
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る
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
も
う
一
点
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
Ｃ
の
「
刑
德
初
め
六
歳
を
行
り
て
木
に
竝
ぶ
。
四
歳
に
し
て
離
れ
、
十
六
歳
離
れ
て
復
た
木
に
竝
ぶ
」
に
つ

い
て
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
は
、
前
章
で
検
討
し
た
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
刑
・
徳
の
移
動
と
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の

相
異
を
示
す
た
め
に
、
ま
ず
前
章
で
検
討
し
た
二
十
歳
刑
徳
の
移
動
を
、
そ
の
位
置
す
る
方
位
及
び
そ
の
五
行
配
当
と
と
も
に
表
示
す
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る

（

15
）

。
表
一
は
二
十
歳
刑
徳
の
干
支
・
方
位
・
そ
の
五
行
配
当
を
挙
げ
た
も
の
で
、
徳
は
木
金
火
水
土
、
刑
は
木
金
火
水
の
順
で
六
十
年
間
移
動
す
る
。 

こ
の
表
一
を
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
Ｃ
と
重
ね
て
み
る
と
、
帛
書
で
は
六
年
目
（
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
）
に
木
で
合
う
の
に
対
し
て
、
二
十
歳
刑
徳
に
お
い
て
徳
は
木
、

刑
は
金
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
帛
書
と
二
十
歳
刑
徳
の
記
述
と
は
合
わ
な
い
。
次
に
「
四
歳
に
し
て
離
れ
」
の
「
四
歳
」
は
表
の
七
～
十
年
目
の
こ
と
で
、
帛
書

の
原
文
通
り
に
刑
が
移
動
す
る
と
、
帛
書
で
の
刑
が
位
置
す
る
五
行
は
「
金
火
水
木
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
て
、
二
十
歳
刑
徳
の
刑
が
こ
の
期
間
に

位
置
す
る
五
行
は
「
火
水
木
金
」
で
あ
る
た
め
、
同
じ
く
二
十
歳
刑
徳
と
帛
書
の
記
述
は
合
わ
な
い
。
ま
た
「
十
六
歳
離
れ
て
復
た
木
に
竝
ぶ
」
の
「
十
六
歳
離
れ
て

…
…

」
は
二
十
六
年
目
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
通
り
に
刑
が
移
動
す
る
と
、
帛
書
で
の
刑
が
位
置
す
る
五
行
は
木
と
な
る
の
に
対
し
て
、
二

十
歳
刑
徳
に
お
け
る
刑
の
二
十
六
年
目
の
位
置
は
金
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
二
十
歳
刑
徳
と
帛
書
の
移
動
は
合
わ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
二
十
歳
刑
徳
と
帛
書
で

は
刑
の
移
動
は
全
く
異
な
っ
た
移
動
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
徳
の
移
動
は
二
十
歳
刑
徳
・
帛
書
共
に
同
じ
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
天
文
訓
と
帛
書
の
相
違
を
克
服
す
る
た
め
、
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
「
六
歳
」
を
「
廿
歳
」
と
改
め
（

17
）

、
胡
文
輝
氏
な
ど
は
「
六
歳
」
自
体
を
衍

字
と
み
な
し
て
る
（

18
）

。 

こ
れ
に
対
し
て
、
末
永
高
康
氏
は
「
六
歳
」
を
原
文
の
ま
ま
読
む
立
場
か
ら
、
こ
の
部
分
と
同
様
の
移
動
形
態
を
示
す
も
の
と
し
て
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇

を
挙
げ
て
お
り
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
は
太
陰
刑
徳
大
遊
図
が
附
さ
れ
て
い
る
（
図
十
参
照
）
（

19
）

。 
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表
一
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
各
年
の
刑
・
徳
の
位
置
（
※
陶
磊
氏
（

16
）

の
表
を
引
用
し
、
一
部
追
加
） 

 

 
 

 
 

 
徳 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

刑 
 

 
 

運
行
年 

 
 
 
 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

甲
子 

 

東
（
木
） 

 

東
（
木
）  

 

一
年
目 

 
 
 
    

    
   

 
  

乙
丑 

 

西
（
金
）  

 

西
（
金
）  

 

二
年
目 

  
    

    
    

    
    

丙
寅 

 

南
（
火
）   

 

南
（
火
） 

 

三
年
目 

  
    

    
    

   

丁
卯 

 

北
（
水
） 

 
北
（
水
） 

 

四
年
目 

 
 
 
    

    
    

    
  

戊
辰 

 

中
（
土
） 

 

東
（
木
） 

 

五
年
目 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

己
巳 

 

東
（
木
）   

 

西
（
金
） 

 

六
年
目 

  
    

庚
午 

 

西
（
金
） 

 

南
（
火
） 

 
 

七
年
目 

  
    

    
    

   
    

    
    

 
 

辛
未 

 

南
（
火
） 

 

北
（
水
） 

 

八
年
目 

  
    

    
    

    
    

壬
申 

 

北
（
水
）  

 

東
（
木
） 

 

九
年
目 
  
    

    
    

    
   

 
 

癸
酉 

 

中
（
土
） 

 

西
（
金
） 

一
〇
年
目 

  
  

 
    

    
   

･
･･ 

 
･･
･ 

 
 
･
･･ 

 
 
 
･･･

    
    

  
    

    
 
 

辛
巳 

 

南
（
火
）   

 

西
（
金
） 

一
八
年
目 

  
    

    
    

    
     

壬
午 

 

北
（
水
） 

 

南
（
火
）  

一
九
年
目 

  
    

    
    

    
    

   

癸
未 

 

中
（
土
） 

 

北
（
水
） 

二
〇
年
目                          

甲
申 

 

東
（
木
）  
 

東
（
木
）  

二
一
年
目 

 
   

   

乙
酉 

 

西
（
金
）   

 

東
（
木
） 

二
二
年
目 

  

丙
戌 

 

南
（
火
）   

 

南
（
火
）  

二
三
年
目 

  
    

    
    

     

丁
亥 

北
（
水
） 

 

北
（
水
） 

二
四
年
目 

  
    

     

戊
子 
 

中
（
土
）   

 

東
（
木
） 

二
五
年
目 

 
 

 
 

己
丑 

 

東
（
木
） 

 

西
（
金
） 

二
六
年
目 
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図
十 

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図 

 

太
陰
刑
徳
大
遊
図
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
（
図
十
Ａ
Ｂ
Ｃ
部
分
と
対
応
）
。
四
隅
の
四
角
で
囲
ま
れ
た
区
画
に
は
、
Ａ
刑
・
徳
の
位
置
か
ら
測
る

吉
凶
、
冬
至
・
夏
至
の
期
間
や
上
朔
と
い
う
暦
日
の
法
則
等
の
記
述
が
見
え
る
。
な
お
、
上
朔
に
つ
い
て
は
別
章
で
改
め
て
検
討
す
る
。
次
に
、
東
西
南
北
中
央
の
各

区
画
の
下
段
に
は
、
Ｂ
「
此
之
謂
・
胃
（
謂
）
」
・
「
此
謂
」
か
ら
始
ま
る
記
述
が
五
か
所
見
え
る
。
最
後
に
、
Ｃ
「
甲
子
在
水
甲
子
」
等
と
い
う
記
述
と
同
じ
構
成

の
も
の
が
、
十
二
区
画
に
そ
れ
ぞ
れ
四
行
ず
つ
と
中
央
の
一
区
画
に
十
二
行
見
え
て
い
る
。 

末
永
氏
は
程
少
軒
氏
に
よ
る
図
十
が
復
元
さ
れ
る
前
に
、
図
十
の
Ｂ
・
Ｃ
部
分
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
検
討
し
た
。
図
十
の
Ｂ
・
Ｃ
に
は
、 
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刑 ① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 
丙
寅
在
〔
金
〕
丙
子 

此
之 

 

辛
未
在
〔
火
〕
丙
午 

 

不 

丙
子
在
水
丙
子 

 
 
 

足
以 

辛
巳
在
木
丙
午 

 
 
 

此
擧 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
必 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
勞 

   
    

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

辱
利 

   
    

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
伐 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

邊
無 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
央 

 

丙
戌
在
金
丙
子 

 
 
 

取
地 

 

辛
卯
在
火
丙
午 

 
 
 

勿
深

 
 
    

    
  

丙
申
在
水
丙
子 

 
 
 

之
有 

   
    

  
 

〔
辛
丑
在
木
〕
丙
午 

 

後
央 

 
 
    

    
  

･
････

･   
  

 
    

 と
あ
る
。
図
と
同
様
の
記
述
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
四
五
・
四
六
行
目
に
（

20
）

、 

●
德
在
火
、
名
曰
「
不
足
」
。
以
此
擧
事
、
必
見
勞
辱
、
利
以
侵
邊
取
地
、
勿
深
、
深
之
有
後
央
（
殃
）
。 

と
あ
り
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
②
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
で
あ
る
。
末
永
氏
は
こ
の
こ
と
に
着
目
し
、
②
の
記
述
は
徳
が
火
に
在
る
場
合
の
も
の
で
、
①
の

記
述
は
徳
が
火
に
在
る
時
の
刑
の
位
置
を
示
す
も
の
、
と
す
る
。
こ
の
①
の
記
述
通
り
に
移
動
す
れ
ば
、
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
と
は
違
っ
た
移
動
を
す
る
こ
と
と

な
る
。 
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図
一
を
参
照
す
る
と
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
「
丙
寅
」
は
三
年
、
「
辛
未
」
は
八
年
、
「
丙
子
」
は
十
三
年
、
「
辛
巳
」
は
十
八
年
目
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
刑
の
位
置
は
順
に
「
金
火
水
木
」
の
順
に
移
動
し
、
「
丙
戌
」
以
下
も
同
じ
五
行
順
に
移
動
し
て
い
る
。
以
上
の
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
丙
寅
、
辛
未
、
丙
子
、

辛
巳
の
年
の
刑
の
位
置
と
乙
篇
Ｃ
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
の
よ
う
に
刑
が
六
年
目
で
木
に
位
置
す
る
よ
う
に
移
動
を
想
定
し
て
表
を
作
る
と
、
表
二
の
よ
う
に
な
る
。 

こ
れ
ら
の
表
一
・
二
に
基
づ
く
と
、
二
十
歳
刑
徳
の
刑
の
移
動
が
「
木
」
か
ら
始
ま
る
の
に
対
し
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
は
「
水
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
に

な
る
。
徳
の
移
動
は
両
者
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、
刑
の
移
動
は
乙
篇
Ｃ
の
方
が
木
の
前
年
の
水
か
ら
始
ま
り
、
末
永
氏
は
こ
の
要
因
を
「
超
辰
」
に
求
め
て
い
る

（
「
超
辰
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
）
（

21
）

。 

こ
の
よ
う
に
末
永
氏
に
よ
っ
て
刑
・
徳
の
移
動
に
は
二
十
歳
刑
徳
の
よ
う
に
、
刑
の
移
動
が
木
か
ら
始
ま
る
も
の
以
外
に
、
水
か
ら
始
ま
る
移
動
の
存
在
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
本
文
を
矛
盾
無
く
解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
程
少
軒
氏
も
同
様
に
乙
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
は
刑
が
水
か
ら
始
ま
る
も

の
と
し
て
い
る
（

22
）

。
し
か
し
、
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。 

第
一
に
、
乙
篇
Ｂ
の
四
・
五
行
目
に
「
甲
子
の
舎
は
東
南
よ
り
始
ま
り
以
て
順
行
す
る
」
と
あ
る
記
述
の
「
東
南
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
甲
子
の
舍
は
東
南
よ

り
始
ま
り
以
て
順
行
す
る
」
と
は
甲
子
の
年
に
刑
徳
が
東
南
に
在
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
刑
徳
大
遊
に
お
い
て
刑
・
徳
が
共
に
「
東
南
」
に
移
動
す
る
こ
と
は

無
い
。
そ
こ
で
、
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
東
南
宮
を
重
視
し
て
、
当
該
箇
所
を
刑
徳
小
遊
の
移
動
を
図
示
し
た
九
宮
図
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
と
し
（

23
）

、
胡
文

輝
氏
は
日
毎
の
移
動
で
あ
る
刑
徳
小
遊
の
移
動
図
に
東
南
宮
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箇
所
を
刑
徳
小
遊
の
記
述
と
し
て
い
る
（

24
）

。
つ
ま
り
、
両
氏
共
に
小
遊
に

関
す
る
記
述
が
刑
徳
大
遊
の
記
述
の
間
に
雑
ざ
っ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
陶
磊
氏
は
、
陳
松
長
氏
が
刑
徳
小
遊
の
移
動
を
図
示
し
た
九
宮
図
に
お
い
て
、
東
南
宮
・

東
宮
や
南
・
西
南
宮
等
が
同
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
の
で
、
同
じ
五
行
に
位
置
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
に
基
づ
き
、
甲
子
の
年
に
刑
は
「
東
」
と
同
じ
五
行
で
あ
る

「
東
南
宮
」
に
移
動
す
る
と
考
え
て
い
る
（

25
）

。
し
か
し
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
三
行
目
に
刑
は
「
居
四
隅
」
と
あ
る
の
で
、
移
動
す
る
の
は
二
十
歳
刑
徳
の
よ
う
に
東

西
南
北
の
四
宮
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
陶
磊
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
移
動
は
成
立
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
現
段
階
で
は
資
料
の
不
足
も
あ
っ
て
断
定
は
出
来
な
い
が
、

誤
写
や
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
・
胡
文
輝
氏
の
よ
う
に
刑
徳
の
日
毎
の
移
動
場
所
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
資
料
の
発
見
が
待
た
れ
る
。 
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表
二 

乙
篇
の
刑
徳
の
移
動 

 
 
 

徳 
    

    
 

刑 
    

  

運
行
年   

  
    

    
    

  
甲
子 

 
東
（
木
） 

 

北
（
水
）  

 

一
年
目 

  
    

    
 
 

  

乙
丑 

 

西
（
金
）  

 

東
（
木
）  

 

二
年
目 

  
    

    
    

  

丙
寅 

 

南
（
火
）   

 

西
（
金
） 

 

三
年
目 

  
    

     

丁
卯 

 

北
（
水
） 

 

南
（
火
） 

 

四
年
目 

  
    

    
    

    

戊
辰 

 

中
（
土
） 

 
北
（
西
） 

 

五
年
目 

  
    

    
    

    
  

己
巳 

 

東
（
木
）   

 

東
（
木
） 

 

六
年
目 

庚
午 

 

西
（
金
） 

 

西
（
金
） 

 
 

七
年
目 

辛
未 

 

南
（
火
） 

 

南
（
火
） 

 
八
年
目 

壬
申 

 

北
（
水
）  

 

北
（
水
） 

 

九
年
目 

癸
酉 

 

中
（
土
） 

 

東
（
木
） 

一
〇
年
目 

･
･･  

 ･･･
   

 
 

･･･
 
 
 
 
･
･･ 

丙
子 

 

南
（
火
）   

 

北
（
水
） 

一
三
年
目 

･
･･  

 ･･･
   

 
 

･･･
 
 
 
 
･
･･ 

辛
巳 

 

南
（
火
）   

 

東
（
木
） 

一
八
年
目 

壬
午 

 

北
（
水
） 

 

西
（
金
）  

一
九
年
目 

癸
未 

 

中
（
土
） 
 

南
（
火
） 

二
〇
年
目                    

甲
申 

 

東
（
木
）  

 

北
（
水
）  

二
一
年
目 

乙
酉 

 

西
（
金
）   

 

東
（
木
） 

二
二
年
目 

丙
戌 

 

南
（
火
）   

 

西
（
金
）  

二
三
年
目  

･
･･  

 ･･･
   

 
 

･･･
 
 
 
 
･
･･ 

己
丑 

 

東
（
木
） 

 

東
（
木
） 

二
六
年
目 
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第
二
に
、
末
永
氏
は
刑
が
徳
よ
り
一
年
前
か
ら
移
動
す
る
理
由
を
「
超
辰
」
に
求
め
、
徳
は
太
陰
と
連
動
し
て
動
く
の
で
、
太
陰
が
超
辰
に
よ
っ
て
ず
れ
る
の
に
合

わ
せ
て
徳
の
み
が
ず
れ
る
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
（

26
）

。
こ
の
超
辰
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
通
常
木
星
の
公
転
周
期
は
十
二
年
だ
が
、
正
確
に
は
一
一
・
八
六

二
年
で
あ
る
た
め
、
一
年
で
一
辰
移
動
す
る
木
星
・
太
陰
の
移
動
は
約
八
六
年
経
る
と
一
辰
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
四
四
年
目
に
一
次
飛
ば
し
て
一
四
五
次
と

す
る
（

27
）

。
こ
れ
は
劉
歆
が
三
統
暦
を
作
成
す
る
際
に
行
っ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
末
永
氏
は
市
販
の
天
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
当
時
の

木
星
の
動
き
を
再
現
し
た
上
で
、
天
文
訓
や
『
史
記
』
天
官
書
に
見
ら
れ
る
木
星
と
太
陰
の
対
応
関
係
に
基
づ
き
、
木
星
・
太
陰
の
位
置
を
定
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

図
一
の
「
秦
始
皇
元
（
年
）
」
は
乙
卯
の
年
で
あ
る
が
、
こ
の
操
作
を
「
秦
始
皇
元
（
年
）
」
の
時
代
に
適
用
す
る
と
一
つ
前
の
甲
寅
の
年
が
「
秦
始
皇
元
（
年
）」
と

な
り
、
干
支
が
一
年
ず
れ
る
と
す
る
。
末
永
氏
は
、「
超
辰
」
に
よ
っ
て
こ
の
ず
れ
が
生
ず
る
と
し
た
上
で
、
上
記
の
ず
れ
を
基
に
甲
子
の
年
に
新
し
い
表
を
作
る
と
、

太
陰
は
二
年
分
進
む
と
し
、
刑
を
一
年
分
進
め
る
と
刑
が
水
か
ら
始
ま
る
も
の
に
な
り
（
乙
篇
）、
刑
を
二
年
分
進
め
る
と
刑
が
木
か
ら
始
ま
る
も
の
に
な
る
と
す
る

（
甲
篇
）。
こ
の
末
永
氏
の
議
論
を
表
に
す
る
と
、
表
三
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
三 

末
永
氏
の
論 

秦
始
皇
元
の
年
が
甲
寅
（
末
永
氏
の
論
・
顓
頊
暦
） 

刑
徳
甲
篇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

刑
徳
乙
篇 

壬
戌 

太
陰 

戌 

徳 

水 

刑 

火 
 

壬
戌 

太
陰 

戌 

徳 

水 
 

刑 

火 
 
 

甲
子 

太
陰 

子 

徳 

木 

刑 

木 
 

甲
子 

太
陰 
子 

徳 

木 
 

刑 

水 
 

乙
丑 

太
陰 

丑 

徳 

金 

刑 

金 
 

乙
丑 

太
陰 

丑 
徳 

金 
 

刑 

木 

 
 秦

始
皇
元
の
年
が
乙
卯
（
図
一
の
場
合
） 

壬
戌 

太
陰 

戌 
 

徳 

水 

刑 

火 

癸
亥 

太
陰 

亥 
 

徳 

土 

刑 

水 

甲
子 

太
陰 

子 
 

徳 

木 

刑 

木 

 

な
お
徳
が
太
陰
と
共
に
二
年
分
進
む
理
由
に
つ
い
て
、
末
永
氏
は
太
陰
の
位
置
が
そ
の
年
の
十
二
支
を
定
め
る
よ
う
に
、
徳
の
位
置
が
そ
の
年
の
十
干
を
定
め
て
い
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る
た
め
太
陰
と
共
に
動
く
た
め
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
末
永
氏
は
、
木
星
の
「
超
辰
」
自
体
は
前
漢
文
帝
期
に
起
こ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
で
「
超
辰
」
し

た
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
木
星
の
逆
行
現
象
に
よ
る
錯
覚
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
も
い
う
。 

以
上
の
末
永
氏
の
見
解
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
太
陰
・
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
「
太
陰
」
の
移
動
と
関
連
付
け
た
刑
・
徳
の
移
動
の
記

述
は
見
え
な
い
が
、
図
一
に
は
太
陰
・
刑
・
徳
の
移
動
を
表
し
た
も
の
は
見
え
る
の
で
、
天
文
訓
の
よ
う
に
太
陰
を
用
い
た
刑
・
徳
の
理
論
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
定
し

う
る
。
前
章
に
よ
れ
ば
、
天
文
訓
に
お
い
て
刑
・
徳
は
共
に
太
陰
と
連
動
し
て
移
動
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
末
永
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
徳
が
太
陰
と
連
動
し

て
動
く
の
で
あ
れ
ば
刑
も
連
動
し
て
動
く
も
の
と
思
わ
れ
、
徳
だ
け
一
年
分
ず
れ
て
動
く
と
は
考
え
難
い
。 

ま
た
、
末
永
氏
は
天
体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
や
顓
頊
暦
に
基
づ
き
実
際
の
木
星
運
行
の
表
を
作
製
し
た
が
、
図
一
に
よ
る
と
帛
書
『
刑
徳
』
篇
は
「
秦

始
皇
元
（
年
）
」
を
「
乙
卯
」
と
し
た
上
で
干
支
を
並
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
超
辰
が
起
き
て
い
な
い
の
に
「
錯
覚
」
し
て
起
こ
っ
た
と
し
た
上
で
、
超
辰

が
確
定
さ
れ
る
前
に
超
辰
を
前
提
に
移
動
を
想
定
す
る
の
は
再
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
銀
雀
山
漢
簡
「
天
地
八
風
五
行
客
主
五
音
之
居
」
篇
の
一
九
八
五
号
簡
に
、
「
●
五
行
、
德
行
所
不
勝
、
刑
行
所
勝
。
五
歳
□
」
と
あ
る
（

28
）

。
こ
れ

ま
で
の
刑
・
徳
の
移
動
で
は
刑
・
徳
が
共
に
五
行
の
勝
た
な
い
方
向
へ
と
移
動
す
る
の
だ
が
、
銀
雀
山
漢
簡
で
は
「
刑
」
が
五
行
の
勝
つ
方
向
、
「
徳
」
が
五
行
の

勝
た
ざ
る
方
向
へ
と
移
動
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
・
徳
の
移
動
に
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
も
の
以
外
の
別
の
パ
タ
ー
ン
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
う
一
点
考
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
帛
書
『
刑
徳
』
篇
・
銀
雀
山
漢
簡
「
天
地
八
風
五
行
客
主
五
音
之
居
」
篇
等
の
出
土
文
献

に
見
ら
れ
る
刑
・
徳
の
移
動
と
伝
世
文
献
で
あ
る
天
文
訓
の
刑
・
徳
の
移
動
の
差
異
で
あ
る
。
ま
ず
前
章
に
基
づ
き
、
天
文
訓
の
刑
・
徳
の
移
動
の
要
素
を
移
動
、

周
期
、
基
礎
と
す
る
天
体
、
使
用
さ
れ
る
理
論
の
項
目
で
表
に
す
る
と
表
四
の
よ
う
に
な
り
、
帛
書
の
刑
・
徳
の
移
動
を
表
に
す
る
と
表
五
の
よ
う
に
な
る
。
表
五

に
見
え
る
「
支
自
相
刑
」
と
は
『
五
行
大
義
』
に
見
え
る
理
論
で
あ
り
、
「
子
刑
在
卯
」
、
つ
ま
り
「
子
を
刑
す
る
も
の
は
卯
に
在
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
十
二
辰

に
お
け
る
刑
さ
れ
る
対
象
と
刑
す
る
主
体
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
に
よ
っ
て
刑
の
移
動
は
太
陰
の
移
動
か
ら
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
「
支

自
相
刑
」
の
理
論
は
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
見
え
な
い
。
帛
書
『
刑
徳
』
篇
や
銀
雀
山
漢
簡
の
方
が
天
文
訓
よ
り
も
書
写
年
代
が
古
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
る
と

（

29
）

、
五
行
相
勝
説
を
基
盤
に
し
た
様
々
な
移
動
形
態
の
あ
っ
た
刑
・
徳
は
、
「
支
自
相
刑
」
な
い
し
は
そ
の
原
初
的
な
も
の
が
出
現
す
る
こ
と
で
、
天
文
訓
に
見

え
る
刑
・
徳
の
移
動
の
形
式
が
後
世
に
残
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
表
四
・
五
参
照
）
。 
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表
四 

天
文
訓
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
構
成
要
素 

 

表
五 

帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
構
成
要
素 

移
動 

 
 
 
 
 
 

一
年 

 
 
 
 
 
 
 
 

移
動 

 
 
 
 
 
 

一
年 

周
期 

 
 
 
 
 
 

二
十
年 

 
 
 
 
 
 
 

周
期 

 
 
 
 
 
 

二
〇
年 

基
準
と
す
る
天
体 

 

太
陰 

 
 
 
 
 
 
 
 

基
準
と
す
る
天
体 

 

太
陰 

使
用
さ
れ
る
理
論 

 

五
行 

 
 
 
 
 
 
 

使
用
さ
れ
る
理
論 

 
 

陰
陽 

 

 
    

    
    

    
 

支
自
相
刑 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
三
合 

 

む
す
び 

  

本
章
で
は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
移
動
を
踏
ま
え
た
上
で
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
天
文
訓
で
は
各
年
の
太
陰
の
位
置
を
起
点
に

し
て
刑
・
徳
の
位
置
を
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
太
陰
と
関
連
さ
せ
た
理
論
の
記
述
は
無
く
、
付
属
し
て
い
る
図
で
は
太
陰
と
刑
・
徳
の
位

置
に
つ
い
て
は
図
示
さ
れ
て
い
る
。
天
文
訓
で
は
刑
・
徳
両
者
の
位
置
づ
け
・
概
念
は
同
種
の
も
の
で
あ
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
で
は
徳
と
太
陰
が
十
干
・
十
二
支

を
生
じ
、
刑
が
水
を
生
じ
た
と
い
っ
た
よ
う
に
、
徳
と
太
陰
が
同
位
の
も
の
で
、
刑
は
両
者
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
天
文
訓
の
よ
う
に
、
刑
の
位
置
が
一
種

類
に
確
定
さ
れ
る
の
は
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
支
自
相
刑
」
な
い
し
は
そ
の
原
初
的
な
も
の
が
適
用
さ
れ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
天
文
訓
や
帛
書
の
よ
う

な
毎
年
の
刑
徳
大
遊
の
移
動
理
論
は
、
毎
日
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
刑
徳
小
遊
の
理
論
と
深
い
関
係
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

 

注 （
１
）
傅
挙
有
・
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
漢
墓
文
物
』（
湖
南
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
、
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
帛
書
芸
術
』（
上
海
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
陳
松
長

「
帛
書
《
刑
德
》
乙
本
釈
文
訂
補
」（
甘
粛
文
物
考
古
研
究
所
・
西
北
師
範
大
学
歴
史
系
編
『
簡
牘
学
研
究
』
第
二
輯
（
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
後
に
陳

松
長
『
簡
帛
研
究
文
稿
』
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
め
ら
れ
る
）
、
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
『
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
研
究
論
稿
』（
台
湾
古
籍
有
限
公
司
、

二
〇
〇
一
年
）、
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
五
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
。 

https://fp.wul.waseda.ac.jp/f5-w-687474703a2f2f67622e6f7665727365612e636e6b692e6e6574$$/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=JDXY199800009&DbName=CJFD1998&DbCode=CJFQ
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（
２
）
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。
〔 

〕
は
注
釈
者
に
よ
っ
て
補
っ
た
部
分
で
あ
る
。 

（
３
）Mar

c 
Kal

inow
ski

「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
試
探
」
（
饒
宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
、
注
（
１
）
丁
原
植
主

編
・
陳
松
長
著
前
掲
書
、
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
。 

（
４
）
方
詩
銘
・
方
小
芬
編
著
『
中
国
史
暦
日
和
中
西
暦
日
対
照
表
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
、
張
培
瑜
『
三
千
五
百
年
暦
日
天
象
』

（
大
象
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
、
陳
松
長
氏
、
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
、
胡
文
輝
氏
も
前
後
の
文
か
ら
今
皇
帝
を
高
祖
と
し
て
い
る
。
（
注
（
３
）Ma

rc 
Kali

nows
ki

前
掲
論
文
、
胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』
（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
） 

（
５
）
注
（
４
）
方
詩
銘
・
方
小
芬
編
著
前
掲
書
。 

（
６
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所

編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主

編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
註
釈
（
修
訂
本
）
』
四
（
武
漢
大
学
、
二
〇
一
六
年
））
。 

（
７
）
湖
北
省
荊
州
市
周
梁
玉
橋
遺
迹
博
物
館
編
『
関
沮
秦
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物

考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
三
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所

編
、
陳
偉
主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
註
釈
（
修
訂
本
）』
三
（
武
漢
大
学
、
二
〇
一
六
年
）
）。 

（
８
）
注
（
６
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
前
掲
書
、
注
（
６
）
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
前
掲
書
、

注
（
６
）
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
前
掲
書
。 

（
９
）
陶
磊
氏
も
「
鈎
縄
図
」
を
説
明
す
る
際
に
周
家
台
秦
簡
「
日
書
」
を
用
い
て
い
る
（
陶
磊
『
《
淮
南
子
・
天
文
》
研
究-

従
数
術
史
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇

三
年
）
を
参
照
）
。
な
お
、
陶
磊
氏
に
よ
る
と
、
「
鈎
縄
図
」
の
語
を
一
番
早
く
使
用
し
た
の
は
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
で
あ
る
（
注
（
３
）Mar

c Kalin
owsk

i

前
掲

論
文
を
参
照
）
。 

（
１０
）
胡
文
輝
氏
、
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
馬
王
堆
帛
書
「
胎
産
書
」
に
付
属
し
て
い
る
「
南
方
禹
蔵
図
」
（
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
二
・
六
）
等
を
用
い

て
帛
書
『
刑
徳
』
篇
復
元
図
を
解
釈
し
て
い
る
が
、
周
家
台
秦
簡
「
日
書
」
に
は
鉤
縄
図
に
十
二
辰
を
配
当
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
周
家
台
秦
簡
も
用
い
た
方
が

良
い
で
あ
ろ
う
（
注
（
４
）
胡
文
輝
前
掲
論
文
参
照
、
注
（
３
）Marc

 Ka
lino

wsk
i

前
掲
論
文
、
注
（
７
）
湖
北
省
荊
州
市
周
梁
玉
橋
遺
迹
博
物
館
編
前
掲
書
、
注

（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
前
掲
書
、
注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・

湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
、
李
天
虹
・
劉
國
勝
等
撰
著
前
掲
書
。 
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（
11
）
注
（
７
）
湖
北
省
荊
州
市
周
梁
玉
橋
遺
迹
博
物
館
編
前
掲
書
、
注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉

主
編
前
掲
書
、
注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
前
掲
書
。 

（
12
）
注
（
７
）
湖
北
省
荊
州
市
周
梁
玉
橋
遺
迹
博
物
館
編
前
掲
書
、
注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉

主
編
前
掲
書
、
注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
前
掲
書
。 

（
13
）
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
・
胡
文
輝
氏
も
欄
外
記
述
に
基
づ
い
て
各
丸
の
移
動
を
検
討
し
て
い
た
が
、
程
少
軒
氏
に
よ
る
新
た

な
復
元
が
出
さ
れ
た
の
で
、
本
章
で
は
程
少
軒
氏
に
従
う
（
注
（
３
）M

arc 
Kali

nows
ki

前
掲
論
文
、
注
（
４
）
胡
文
輝
前
掲
書
）
。 

（
14
）
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
方
位
雑
条
「
東
方
甲
乙
、
寅
卯
辰…

…

南
方
丙
丁
、
巳
午
未…

…

西
方
庚
辛
、
申
酉
戌…

…

北
方
壬
癸
、
亥
子
丑
」
。 

（
15
）
拙
稿
「
『
淮
南
子
』
天
文
訓
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
「
刑
」
・「
徳
」
運
行
に
つ
い
て
」
（
『
史
滴
』
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）。 

（
16
）
注
（
９
）
陶
磊
前
掲
書
。 

（
17
）
注
（
３
）M

arc 
Kali

nows
ki

前
掲
論
文
。 

（
18
）
注
（
４
）
胡
文
輝
前
掲
書
。 

（
19
）
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
20
）
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
21
）
末
永
高
康
「
帛
書
『
刑
徳
』
小
考
」（
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編
（『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
・
信
仰 

坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論

集
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
四
年
））。 

（
22
）
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
23
）
注
（
３
）M

arc 
Kali

nows
ki

前
掲
論
文
。 

（
24
）
注
（
４
）
胡
文
輝
前
掲
書
。 

（
25
）
注
（
９
）
陶
磊
前
掲
書
、
注
（
１
）
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
前
掲
書
。 

（
26
）
注
（
21
）
末
永
前
掲
論
文
。 

（
27
）
藪
内
清
『
中
国
の
天
文
暦
法
』（
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）
、
陳
遵
嬀
『
中
国
天
文
学
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。 

（
28
）
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
二
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
。
武
田
時
昌
氏
は
銀
雀
山
漢
簡
の
こ
の
記
述
等
に
基
づ
き
、
徳
＝

陽
は
順
行
し
、
刑
＝
陰
は
逆
行
す
る
発
想
が
あ
っ
た
と
し
た
（
武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」
（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一
一
年
））
。 

http://www.amazon.co.jp/s/ref=ntt_athr_dp_sr_1?_encoding=UTF8&field-author=%E8%97%AA%E5%86%85%20%E6%B8%85&search-alias=books-jp
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（
29
）
各
書
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
銀
雀
山
漢
簡
は
漢
代
文
・
景
か
ら
武
帝
期
の
間
、
各
篇
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
（
注
（
28
）
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編

前
掲
書
）
、
程
少
軒
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
は
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
四
月
～
十
二
年
（
公
元
前
一
九
五
年
）
四
月
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
は
漢
惠

帝
七
年
（
公
元
前
一
八
八
年
）
八
月
～
漢
文
帝
前
元
一
二
年
（
公
元
前
一
六
八
年
）
二
月
、
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
は
劉
邦
漢
王
二
年
（
公
元
前
二
〇
五
年
）
～
漢
高
祖

十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
前
後
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
は
呂
后
年
閒
（
公
元
前
一
八
七
～
一
八
〇
）
と
す
る
。
但
し
、
程
少
軒
氏
は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙

篇
の
方
が
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
よ
り
古
い
と
す
る
（
注
（
１
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
篇
「
刑
徳
小
游
」
占
辞
与
漢
軍
討
伐
陳
豨

之
役
」
（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
参
照
）。 
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第
五
章 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
じ
め
に 

 

前
章
ま
で
、
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
刑
徳
大
遊
以
外
に
刑
徳
小
遊
と
い
う
刑
・
徳
の
移
動
が
見
え

る
。
刑
徳
小
遊
は
天
文
訓
に
は
見
え
な
い
日
の
移
動
に
関
す
る
理
論
で
あ
る
。
こ
の
移
動
は
そ
の
他
の
伝
世
文
献
に
も
体
系
的
な
記
述
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、

『
呉
越
春
秋
』
に
わ
ず
か
に
断
片
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
（
１
）

。
こ
の
文
献
を
の
ぞ
い
て
後
世
に
そ
の
理
論
の
体
系
は
残
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
占
い

も
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
よ
う
に
軍
事
占
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刑
徳
小
遊
の
移
動
や
図
に
は
刑
徳
大
遊
・
二
十
歳
刑
徳
の
移
動
理
論
が
一
部
導
入

さ
れ
た
部
分
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
は
一
度
に
刑
徳
小
遊
に
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
篇
の
書
写
順
に
別
々
に
理
論
が
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
。
刑
徳
小
遊

に
、
刑
徳
の
毎
年
の
移
動
理
論
の
ど
の
部
分
が
ど
の
よ
う
な
順
番
で
導
入
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
刑
徳
理
論
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
明
ら
か

に
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
徳
小
遊
の
検
討
は
、
単
に
日
の
刑
・
徳
の
移
動
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
天
文
訓
か
ら
だ
け
で
は
分
か
ら
な
か

っ
た
二
十
歳
刑
徳
の
理
論
的
展
開
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
本
章
で
は
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
見
え
る
、
も
う
一
つ
の
刑
・
徳
の
日

を
基
に
し
た
移
動
で
あ
る
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

刑
徳
小
遊
の
先
行
研
究
と
し
て
、
陳
松
長
氏
は
釈
文
の
作
製
や
図
の
復
元
と
と
も
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
比
較
か
ら
撰
抄
年
代
の
設
定
等
を
行
っ
た

（
２
）

。
そ
の
後
、
諸
氏
に
よ
っ
て
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
見
え
る
諸
神
・
軍
吏
・
移
動
理
論
に
つ
い
て
様
々
検
討
さ
れ
た
。
特
に
、
本
章
で
検
討
す
る
刑
徳
小
遊
の
刑

徳
移
動
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
（
３
）

、
胡
文
輝
氏
（
４
）

、
陶
磊
氏
（
５
）
、

武
田
時
昌
氏
（
６
）

、
程
少
軒
氏
（
７
）

、
末
永
高
康
氏
（
８
）

、
黄
儒
宣

氏
（
９
）

等
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
研
究
に
よ
っ
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
や
そ
れ
に
付
さ
れ
て
い
る
図
は
大
い
に
解
明
さ
れ
、
表
に
も
さ
れ
た
が
、
刑
徳
大

遊
・
刑
徳
小
遊
の
理
論
変
遷
を
理
解
す
る
た
め
に
は
以
下
の
二
点
の
検
討
が
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
第
一
に
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
ど
の

干
支
が
場
所
・
日
付
で
あ
る
の
か
を
、
よ
り
明
確
に
示
す
こ
と
。
第
二
に
刑
徳
小
遊
の
移
動
に
お
い
て
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
で
は
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
が
、
帛
書

『
刑
徳
』
甲
篇
で
は
刑
が
中
宮
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
理
論
的
根
拠
の
説
明
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
の
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
本
文
に
見
え
る
干
支
に
つ
い
て
、

武
田
氏
と
程
少
軒
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
意
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
も
こ
の
部
分
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
刑
が
中
宮
に
入
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
諸
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
で
そ
れ
ぞ
れ
違
い
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が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
差
異
を
産
み
出
す
理
論
的
根
拠
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
差
異
を
産
み
出
す
理
論
的
根
拠
は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
を
構
成
す
る

理
論
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
導
入
の
有
無
・
導
入
の
時
期
に
よ
っ
て
両
篇
の
成
立
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
、
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
位
置
づ
け
を
明

確
に
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

本
章
で
は
、
上
述
の
二
点
の
う
ち
第
一
点
目
の
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
干
支
が
何
で
あ
る
か
に
着
目
し
つ
つ
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 第
一
節 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
本
文
と
図
の
検
討 

 

 

刑
徳
小
遊
の
移
動
に
つ
い
て
、
そ
の
記
述
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
見
え
、
そ
の
移
動
に
基
づ
い
た
占
い
を
行
う
た
め
の
図
は
帛

書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
・
丙
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
見
え
る
。 

刑
徳
小
遊
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
よ
り
書
写
年
代
が
下
る
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
で
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動

の
基
本
原
則
が
述
べ
ら
れ
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
実
際
に
暦
日
と
対
応
さ
せ
た
刑
・
徳
の
移
動
が
記
さ
れ
て
い
る
（

10
）
。
な
お
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
帛
書

『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
記
述
・
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
方
が
よ
り
残
欠
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
議
論
の
順
序
と
し
て
基
本

原
則
が
叙
述
さ
れ
、
残
欠
が
少
な
い
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
記
述
・
図
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
（

11
）

の
日
毎
の
刑
徳
移
動
で
あ
る
刑
徳
小
遊
の
記
述
（
六
～
一
三
行
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

●
刑
・
德
六
日
而
竝
斿
（
游
）
也
。
亦
各
徙
所
不
朕
（
勝
）
。
刑
以
子
斿
（
游
）
於
奇
、
以
午
與
德
合
於
正
、
故
午
而
合
、
子
而
離
。 

●
戊
子
刑
・
德
不
入
中
宮
、
徑
徙
東
宮
。 

戊
午
德
入
、
刑
不
入
、
徑
徙
東
南
宮
。 

其
初
發
也
、
刑
起
甲
子
、
德
起
甲
午
。
皆
徙
庚
午
、
居
庚
午
各
六
日
。
刑
徙
丙
子
、
德
徙
丙
午
、
居
各
六
日
。
皆
并
壬
午
、
各
六
日
。
刑
・
德
不
入
、
徑
徙
甲
午
、 

各
十
二
日
。 

刑
徙
庚
子
、
德
徙
庚
午
、
各
六
日
。
皆
徙
丙
午
、
各
六
日
。
刑
徙
壬
子
、
德
徙
壬
午
、
各
六
日
。
德
徙
戊
午
、
刑
不
入
中
宮
、
徑
徙
甲
子
。
德
居
中
六
日
、
徙
甲

午
。
刑
〔
從
因
甲
〕
子
十
二
日
。
德
居
甲
午
六
日
、
刑
・
德
皆
并
、
復
徙
庚
午
。 
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（
一
）
刑
・
德
六
日
に
し
て
竝
斿
（
遊
）
す
る
な
り
。
亦
た
各
勝
た
ざ
る
所
に
徙
る
。
刑
は
子
を
以
て
奇
に
斿
（
遊
）
し
、
午
を
以
て
德
と
正
に
合
い
、
故
に
午 

に
し
て
合
い
、
子
に
し
て
離
る
。 

（
二
）
戊
子
に
刑
・
德
中
宮
に
入
ら
ず
、
徑
ち
に
東
宮
に
徙
る
。 

戊
午
に
德
は
入
る
も
、
刑
は
入
ら
ず
、
徑
ち
に
東
南
宮
に
徙
る
。 

（
三
）
ａ
其
れ
初
め
發
す
る
や
、
刑
は
甲
子
よ
り
起
り
、
德
は
甲
午
よ
り
起
る
。
皆
な
庚
午
に
徙
り
、
庚
午
に
居
る
こ
と
各
六
日
な
り
、
刑
は
丙
子
に
徙
り
、
德
は
丙 

午
に
徙
り
、
居
る
こ
と
各
六
日
な
り
。
皆
な
壬
午
に
并
す
、
各
六
日
な
り
。 

ｂ
刑
・
德
入
ら
ず
、
徑
ち
に
甲
午
に
徙
り
、
各
十
二
日
な
り
。 

ｃ
刑
は
庚
子
に
徙
り
、
德
は
庚
午
に
徙
り
、
各
六
日
な
り
。
皆
な
丙
午
に
徙
り
、
各
六
日
な
り
。
刑
は
壬
子
に
徙
り
、
德
は
壬
午
に
徙
り
、
各
六
日
な
り
。 

ｄ
德
は
戊
午
に
徙
り
、
刑
は
中
宮
に
入
ら
ず
、
徑
ち
に
甲
子
に
徙
る
。
德
中
に
居
る
こ
と
六
日
な
り
、
甲
午
に
徙
る
。
刑
〔
從
い
〕
、
〔
甲
〕
子
に
〔
因
る
〕 

こ
と
十
二
日
な
り
。
德
は
甲
午
に
居
る
こ
と
六
日
な
り
、
刑
・
德
は
皆
な
并
す
、
復
た
庚
午
に
徙
る
。 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
は
、
こ
の
記
述
と
共
に
更
に
こ
の
記
述
に
基
づ
い
た
占
い
を
行
う
た
め
の
「
刑
徳
小
遊
図
」
が
付
記
さ
れ
て
い
る
（
図
一
参
照
）
。 

 

図
一 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
刑
徳
小
遊
図
（

12
） 
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図
一
に
は
中
央
の
丸
い
（
形
の
）
宮
の
周
囲
に
八
つ
の
宮
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
四
方
の
宮
に
は
そ
れ
ぞ
れ
木
・
火
・
金
・
水
の
字
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
五
行 

の
方
位
配
当
か
ら
考
え
て
順
に
東
宮
・
南
宮
・
西
宮
・
北
宮
と
な
る
。
そ
し
て
四
方
の
宮
以
外
の
四
維
の
宮
は
東
南
宮
・
西
南
宮
・
西
北
宮
・
東
北
宮
と
な
る
。
し
た 

が
っ
て
、
図
一
は
、
中
央
の
中
宮
を
中
心
と
し
て
木
の
東
宮
か
ら
時
計
回
り
に
東
南
宮
、
南
宮
、
西
南
宮
、
西
宮
、
西
北
宮
、
北
宮
、
東
北
宮
の
順
で
構
成
さ
れ
た
九 

宮
の
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
「
九
宮
」
と
は
、
術
数
家
の
い
う
九
方
位
の
総
称
で
あ
る
（

13
）
。 

図
一
の
各
宮
に
は
そ
れ
ぞ
れ
諸
神
が
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
刑
徳
（
も
し
く
は
刑
）（
14
）
・
豊
隆
・
風
柏
・
大
音
・
雷
公
・
雨
師
の
六
神
は

九
宮
全
て
に
配
さ
れ
、
大
天
・
北
昌
は
東
・
西
・
南
・
北
の
四
方
宮
、
湍
玉
（
顓
頊
）
は
北
宮
、
大
睪
（
昊
）
は
東
宮
、
炎
帝
は
南
宮
、
小
睪
（
昊
）
は
西
宮
、
予
強

は
東
北
宮
、
青
澤
は
東
南
宮
・
西
北
宮
、
聶
氏
・
司
闘
は
西
南
宮
に
配
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
気
雲
は
西
北
宮
に
配
さ
れ
て
い
る
が
干
支
は
配
当
さ
れ
ず
、
陳
松
長

氏
は
気
雲
を
神
で
は
な
い
と
す
る
（

15
）

。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
九
宮
全
て
に
配
さ
れ
て
い
る
刑
徳
等
の
六
神
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
四
方
宮
に
お
け
る
六
神
以
外
の
諸

神
、
四
維
宮
に
お
け
る
六
神
以
外
の
諸
神
の
順
に
検
討
し
て
い
く
。 

九
宮
の
各
宮
全
て
に
配
当
さ
れ
て
い
る
諸
神
は
、
先
述
の
よ
う
に
刑
徳
（
も
し
く
は
刑
）
・
豊
隆
・
風
柏
・
大
音
・
雷
公
・
雨
師
の
六
神
で
あ
る
。
饒
宗
頤
氏
に
よ

る
と
（

16
）
、
大
音
は
太
陰
で
あ
り
、
豊
隆
・
風
柏
・
雷
公
・
雨
師
の
諸
神
は
『
論
衡
』
祀
義
篇
等
に
見
え
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
（

17
）
。
各
宮
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

諸
神
が
ど
の
干
支
に
配
当
さ
れ
て
い
る
の
か
は
宮
毎
に
よ
っ
て
相
違
す
る
。
な
お
、
中
宮
に
配
当
さ
れ
る
六
神
は
、
図
一
に
見
え
る
よ
う
に
二
つ
の
型
に
分
か
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
中
宮
の
上
部
（
中
宮
①
）
で
は
刑
徳
に
戊
午
、
豊
隆
に
己
未
、
風
柏
に
庚
申
、
大
音
に
辛
酉
、
雷
公
に
壬
戌
、
雨
師
に
癸
亥
が
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
中
宮
の
下
部
（
中
宮
②
）
で
は
刑
に
戊
子
、
豊
隆
に
己
丑
、
風
柏
に
庚
寅
、
大
音
に
辛
卯
、
雷
公
に
壬
辰
、
雨
師
に
癸
巳
が
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
神
が
、
各
宮
で
ど
の
よ
う
な
干
支
に
配
当
さ
れ
て
い
る
の
か
を
干
支
の
配
当
順
に
並
べ
る
と
表
一
Ａ
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
一
Ａ 

刑
徳
小
遊
と
各
宮
に
お
け
る
諸
神
と
各
干
支
の
対
応 

中
宮
➀ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
宮
② 

 
 

  

 

 

神 干支 

刑

徳 

戊午 

（５５） 

豊

隆 

己未 

（５６） 

風

柏 

庚申 

（５７） 

大

音 

辛酉 

（５８） 

雷

公 

壬戌 

（５９） 

雨

師 

癸亥 

（６０） 

神 干支 

刑 戊子 

（２５） 

豊

隆 

己丑 

（２６） 

風

柏 

庚寅 

（２７） 

大

音 

辛卯 

（２８） 

雷

公 

壬辰 

（２９） 

雨

師 

癸巳 

（３０） 
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東
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
南
宮 

 
 

    

南
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

西
南
宮 

     

西
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

西
北
宮 

     

北
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
北
宮 

 
 

  

 

神 干支 

刑

徳 

甲午 

（３１） 

豊

隆 

乙未 

（３２） 

風

柏 

丙申 

（３３） 

大

音 

丁酉 

（３４） 

雷

公 

戊戌 

（３５） 

雨

師 

己亥 

（３６） 

神 干支 

刑 甲子 

（１） 

豐

隆 

乙丑 

（２） 

風

伯 

丙寅 

（３） 

大

音 

丁卯 

（４） 

雷

公 

戊辰 

（５） 

雨

師 

己巳 

（６） 

神 干支 

刑

徳 

丙午 

（４３） 

豊

隆 

丁未 

（４４） 

風

柏 

戊申 

（４５） 

大

音 

己酉 

（４６） 

雷

公 

庚戌 

（４７） 

雨

師 

辛亥 

（４８） 

神 干支 

刑 丙子 

（１３） 

豊

隆 

丁丑 

（１４） 

風

柏 

戊寅 

（１５） 

大

音 

己卯 

（１６） 

雷

公 

庚辰 

（１７） 

雨

師 

辛巳 

（１８） 

神 干支 

刑

徳 

庚午 

（７） 

豊

隆 

辛未 

（８） 

風

柏 

壬申 

（９） 

大

音 

癸酉 

（１０） 

雷

公 

甲戌 

（１１） 

雨

師 

乙亥 

（１２） 

神 干支 

刑 庚子 

（３７） 

豊

隆 

辛丑 

（３８） 

風

柏 

壬寅 

（３９） 

大

音 

癸卯 

（４０） 

雷

公 

甲辰 

（４１） 

雨

師 

乙巳 

（４２） 

神 干支 

刑

徳 

壬午 

（１９） 

豊

隆 

癸未 

（２０） 

風

柏 

甲申 

（２１） 

大

音 

乙酉 

（２２） 

雷

公 

丙戌 

（２３） 

雨

師 

丁亥 

（２４） 

神 干支 

刑 壬子 

（４９） 

豊

隆 

癸丑 

（５０） 

風

柏 

甲寅 

（５１） 

大

音 

乙卯 

（５２） 

雷

公 

丙辰 

（５３） 

雨

師 

丁巳 

（５４） 
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こ
れ
ら
の
干
支
と
諸
神
の
間
に
は
一
定
の
法
則
が
あ
る
（

18
）
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
表
一
Ａ
の
東
宮
を
例
に
説
明
し
よ
う
。
東
宮
に
お
い
て
甲
午
に
は
刑
徳
、
乙
未
に

は
豊
隆
、
丙
申
に
は
風
柏
、
丁
酉
に
は
大
音
、
戊
戌
に
は
雷
公
、
己
亥
に
は
雨
師
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
東
宮
の
干
支
は
甲
午
（
三
一
）→

乙
未
（
三
二
）

→

丙
申
（
三
三
）→

丁
酉
（
三
四
）→

戊
戌
（
三
五
）→

己
亥
（
三
六
）
の
順
と
な
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
六
神
の
順
も
、
刑
徳→

豊
隆→

風
柏→

大
音→

雷
公→

雨

師
の
順
と
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
東
宮
以
外
の
宮
の
場
合
も
表
一
Ａ
の
如
く
で
あ
る
。
図
一
に
は
六
神
以
外
の
諸
神
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
表
に
す
る
と
表
一
Ｂ

（
四
方
宮
所
在
の
神
）
、
表
一
Ｃ
（
四
維
宮
所
在
の
神
）
の
よ
う
に
な
る
。 

表
一
Ｂ 

東
宮 

 
 
 
 

南
宮 

 

西
宮 

 
 
 
 

北
宮 

   
 

  

表
一
Ｃ 

東
南
宮 

 
 

西
南
宮 

 

西
北
宮 
 
 

東
北
宮 

 

  

 

 

次
に
四
方
宮
に
見
え
る
六
神
以
外
の
諸
神
と
干
支
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
饒
宗
頤
氏
は
、
四
方
宮
に
見
え
る
大
睪
（
昊
）、
炎
帝
、
小
睪
（
昊
）
、
湍
玉
（
顓
頊
）
を

伝
世
文
献
に
見
え
る
東
・
南
・
西
・
北
の
四
方
の
神
と
す
る
（

19
）
。
本
章
で
は
、
四
方
宮
に
見
え
る
神
を
四
方
神
、
四
維
宮
に
見
え
る
青
澤
、
聶
氏
、
予
強
を
四
維
神

と
仮
称
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
諸
神
に
も
そ
れ
ぞ
れ
干
支
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
に
よ
る
四
方
神
の
説
明
に
基
づ
く
と
、

四
方
神
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
出
来
る
。
す
な
わ
ち
大
睪
（
昊
）・
炎
帝
・
小
睪
（
昊
）・
湍
玉
（
顓
頊
）
の
四
方
神
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
乙
卯
・
丙
午
・
辛
酉
・
壬
子
が

神 干支 

湍

玉 

壬子 

神 干支 

太

睪 

乙卯 

神 干支 

炎

帝 

丙午 

神 干支 

小

睪 

辛酉 

神 干支 

予 

強 

癸丑 

神 干支 

青

澤 

癸亥 

神 干支 

聶

氏 

丁未 

神 干支 

青

澤 

丁巳 
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配
当
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
大
睪
（
昊
）
に
配
当
さ
れ
て
い
る
乙
卯
を
例
に
と
る
と
、
十
干
の
方
位
配
当
で
乙
は
東
に
属
し
、
十
二
辰
の
方
位
配
当
で
卯
は
東
に
属
し

て
い
る
。
こ
れ
は
大
睪
（
昊
）
の
属
し
て
い
る
宮
の
方
位
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
十
干
・
十
二
辰
の
方
位
配
当
の
南
・
西
・
北
に
当
る
丙
・
辛
・

壬
と
午
・
酉
・
子
が
、
炎
帝
（
南
宮
）・
小
睪
（
昊
）（
西
宮
）・
湍
玉
（
顓
頊
）（
北
宮
）
に
も
配
当
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
四
方
宮
の
各
神
に
配
当
さ
れ
て
い

る
方
位
と
各
神
に
配
当
さ
れ
て
い
る
十
干
・
十
二
辰
の
方
位
配
当
と
は
一
致
す
る
と
い
え
る
（

20
）
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
六
神
に
つ
い
て
も
言
え
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
改
め
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。 

次
に
四
維
宮
に
見
え
る
六
神
以
外
の
諸
神
と
干
支
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
諸
神
は
、
予
強
、
聶
氏
、
青
澤
と
い
っ
た
四
維
神
で
あ
る
。
饒
宗
頤
氏
に
よ
る
と
、

予
強
は
禺
強
（
隅
強
）
、
聶
氏
は
攝
提
で
あ
り
、
伝
世
文
献
の
八
風
と
関
係
す
る
名
で
あ
る
た
め
、
四
維
宮
の
神
を
風
の
名
も
し
く
は
八
風
の
名
と
す
る
（

21
）
。
四
方

宮
の
神
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
諸
神
と
干
支
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
予
強
に
は
癸
丑
、
青
澤
に
は
癸
亥
と
丁
巳
、
聶
氏
に
は
丁

未
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
予
強
に
配
当
さ
れ
て
い
る
癸
丑
を
例
と
す
る
と
、
十
干
の
方
位
配
当
で
癸
は
北
に
属
し
、
十
二
辰
の
方
位
配
当
を
八
方
位
（
寅
・
辰
・
申
・

戌
を
除
く
）
で
考
え
た
場
合
、
丑
は
東
北
と
な
る
。
四
維
宮
の
場
合
、
十
干
の
方
位
配
当
も
無
関
係
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、
十
二
辰
の
方
位
配
当
が
よ
り
重
要
と
な

る
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
神
に
つ
い
て
も
同
様
の
説
明
は
可
能
で
あ
る
。 

な
お
西
南
宮
に
配
さ
れ
た
司
闘
に
は
丙
丁
が
配
当
さ
れ
て
お
り
、
十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
く
、
十
干
の
方
位
配
当
で
南
に
配
当
さ
れ
る
丙
と
丁
が
配

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
程
少
軒
氏
は
司
闘
を
神
も
し
く
は
神
煞
で
は
な
い
と
解
し
て
い
る
（

22
）
。 

上
述
の
諸
神
以
外
に
も
、
先
述
の
気
雲
の
よ
う
に
干
支
が
配
当
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
存
在
し
、
大
天
・
北
昌
も
こ
れ
に
当
る
。 

饒
宗
頤
氏
は
、
大
天
（

23
）

を
淮
陰
太
乙
九
宮
占
盤
（
式
盤
）
に
見
え
る
も
の
と
同
じ
も
の
と
し
、
北
昌
を
『
爾
雅
』
釈
天
等
に
見
え
る
祥
気
の
昌
光
で
は
な
い
か
と

す
る
（

24
）
。
李
零
氏
は
「
大
天
」
は
「
大
一
」・「
天
一
」
を
省
略
し
た
も
の
、「
北
昌
」
は
「
北
斗
」・「
文
昌
」
の
省
略
さ
れ
た
も
の
と
す
る
（

25
）
。
こ
の
両
者
に
は
そ

れ
ぞ
れ
夏
至
・
冬
至
の
節
気
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
刑
徳
小
遊
図
や
刑
徳
理
論
の
変
遷
と
関
わ
る
た
め
、
詳
し
く
は
次
章
で
検
討
す
る
。
ま
た
気
雲
は
先

述
の
よ
う
に
、
干
支
や
節
気
は
配
当
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
述
の
諸
神
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

以
上
が
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
の
移
動
の
記
述
と
、
そ
の
記
述
を
基
に
し
た
占
い
を
行
う
た
め
の
刑
徳
小
遊
図
の
概
要
で
あ
る
。
次
に
刑
徳
小
遊
の
移
動

が
実
際
ど
の
よ
う
な
理
論
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
本
文
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

   



103 

 

第
二
節 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
の
基
本
原
則 

 
Ⅰ
刑
徳
小
遊
の
移
動
規
則
一―

本
文
（
三
）
を
中
心
に
ー 

刑
徳
小
遊
の
移
動
に
つ
い
て
、
武
田
時
昌
氏
と
程
少
軒
氏
は
以
下
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。
武
田
時
昌
氏
は
本
文
に
見
え
る
干
支
が
移
動
日
と
移
動
す
る
方
位
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
刑
・
徳
の
移
動
日
（
干
支
）
、
両
者
の
移
動
と
離
合
に
着
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
表
を
作
製
し
た
（
表
二
参
照
）
（

26
）

。 

 

表
二 

刑
・
徳
の
移
動
と
離
合
（
武
田
時
昌
氏
作
製
） 

こ
れ
に
対
し
て
、
程
少
軒
氏
は
本
文
に
見
え
る
干
支
が
日
を

表
す
の
で
は
な
く
、
場
所
を
表
す
も
の
と
し
た
上
で
、
各
宮
（
九

方
位
で
表
さ
ず
、
正
宮
・
奇
宮
で
表
す
）
に
配
当
さ
れ
て
い
る

方
位
を
示
す
干
支
と
そ
の
干
支
に
配
当
さ
れ
て
い
る
刑
徳
以

下
の
六
神
に
着
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
表
を
作
製
し
た
（
表
三

参
照
）
（

27
）

。 

 

表
三 

刑
徳
小
遊
表
（
程
少
軒
氏
作
製
） 

 

離合 徳 刑 日支 

離 東 東

南 

甲子 

合 西 西 庚午 

離 南 西

南 

丙子 

合 北 北 壬午 

合 東 東 戊子 

合 東 東 甲午 

離 西 西

北 

庚子 

合 南 南 丙午 

離 北 東

北 

壬子 

離 中 東

南 

戊午 

離 東 東

南 

甲子 
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表
二
・
三
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
武
田
氏
と
程
少
軒
氏
で
は
干
支
の
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
両
者
が
作
製
し
た
表
を
参
照
し
つ
つ
、
本
文
に
見
え

る
干
支
が
移
動
日
、
移
動
す
る
方
位
・
場
所
の
ど
ち
ら
に
当
た
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
本
文
（
二
）
・
（
三
）
に
は
干
支
が
見
え
る
が
、
両
者
で
は
干
支
の
意
味
す
る
も
の
が
異
な
る
と
お
も
わ
れ
る
。
（
二
）
に
見
え
る
干
支
は

「
戊
子
」
・
「
戊
午
」
で
あ
り
、
刑
・
徳
の
移
動
す
る
場
所
と
し
て
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
「
中
宮
」
・
「
東
宮
」
・
「
東
南
宮
」
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
戊
子
」
・

「
戊
午
」
は
刑
・
徳
の
移
動
場
所
で
は
な
く
、
移
動
日
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
（
三
）
ａ
に
「
其
初
發
也
、
刑
起
甲
子
、
德
起
甲
午
、
皆
徙
庚
午
、
居
庚
午

各
六
日
」
等
と
見
え
る
干
支
は
、
刑
・
徳
両
者
の
「
徙
（
移
動
）
」
・
「
居
」
す
る
場
所
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
（
三
）
ａ
に
見
え
る
干
支
は
時
間
・
日
を
表
す
の

で
は
な
く
、
刑
・
徳
の
移
動
す
る
「
場
所
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
よ
り
、
本
文
に
見
え
る
干
支
は
、
（
二
）
の
場
合
は
移
動
日
で
あ
り
、
（
三
）
の
場
合

は
移
動
場
所
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
の
図
一
に
見
え
る
干
支
も
移
動
す
る
場
所
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
刑
・
徳
の
移
動
場
所
が

干
支
で
表
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
干
支
を
図
一
に
見
え
る
刑
徳
所
在
の
干
支
と
対
応
さ
せ
て
読
み
解
く
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
表
一
Ａ
参
照
）。

す
な
わ
ち
、
甲
午
（
東
）、
甲
子
（
東
南
）、
丙
午
（
南
）、
丙
子
（
西
南
）、
庚
午
（
西
）、
庚
子
（
西
北
）、
壬
午
（
北
）、
壬
子
（
東
北
）、
戊
子
（
中
）、
戊
午
（
中
）

の
ご
と
く
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
便
宜
上
、
刑
・
徳
の
移
動
す
る
方
位
・
場
所
を
甲
子
（
東
南
）
等
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
干
支
は
場

所
・
方
位
を
指
す
と
共
に
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
指
す
場
合
も
あ
る
の
で
、
以
下
の
記
述
で
は
文
脈
に
沿
っ
て
適
宜
、
場
所
あ
る
い
は
方
位
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。
以

上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
文
（
三
）
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。 

（
三
）
ａ
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
刑
徳
小
遊
の
起
点
は
、
刑
は
甲
子
（
東
南
）
、
徳
は
甲
午
（
東
）
で
あ
る
。
両
者
共
に
そ
の
起
点
の
場
所
に
六
日
間
居
り
、
六

日
毎
に
移
動
す
る
。
次
に
刑
・
徳
は
共
に
庚
午
（
西
）
に
移
動
し
、
そ
こ
に
六
日
間
居
る
。
次
に
刑
は
丙
子
（
西
南
）
に
移
動
し
、
徳
は
丙
午
（
南
）
に
移
動
し
、
そ

こ
に
六
日
間
居
る
。
次
に
刑
・
徳
は
共
に
壬
午
（
北
）
に
移
動
し
、
そ
こ
に
六
日
間
居
る
。 

こ
の
よ
う
に
刑
・
徳
は
六
日
毎
に
移
動
し
て
、
合
計
二
十
四
日
間
各
場
所
に
滞
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
の
移
動
は
甲
子
（
東
南
）→

庚
午
（
西
）→

丙
子
（
西
南
）

→

壬
午
（
北
）
の
順
と
な
り
、
徳
の
移
動
は
甲
午
（
東
）→

庚
午
（
西
）→
丙
午
（
南
）→

壬
午
（
北
）
の
順
と
な
る
。 

次
に
㈢
ｂ
は
二
十
四
日
目
の
翌
日
の
二
十
五
日
目
か
ら
十
二
日
間
の
移
動
で
あ
り
、
そ
の
移
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

刑
・
徳
は
共
に
（
中
宮
に
）
入
ら
ず
、
直
接
甲
午
（
東
）
に
移
り
、
そ
こ
に
十
二
日
間
居
る
。
こ
こ
で
は
「
入
」
る
場
所
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
篇

を
通
じ
て
「
入
」
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
中
宮
の
み
で
、
他
は
「
徙
」
・
「
居
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
「
刑
・
徳
は
共
に
入
ら
ず
」
と
い
う
の

は
、
「
刑
徳
共
に
中
宮
に
入
ら
ず
」
の
意
味
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
中
宮
に
「
入
」
ら
ず
、
「
甲
午
（
東
）
」
に
移
動
す
る
の
は
、
本
文
で
は
（
二
）
一
行
目
に
見
え
、

（
二
）
一
行
目
と
（
三
）
ｂ
は
同
じ
移
動
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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次
に
（
三
）
ｃ
は
、
二
十
四
＋
十
二
＝
三
十
六
日
の
翌
日
の
三
十
七
日
目
か
ら
十
八
日
間
の
刑
・
徳
の
移
動
先
の
滞
在
で
あ
り
、
そ
の
移
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

刑
は
庚
子
（
西
北
）
に
、
徳
は
庚
午
（
西
）
に
移
動
し
、
そ
こ
に
六
日
間
居
る
。
次
に
刑
・
徳
は
共
に
丙
午
（
南
）
に
移
動
し
、
そ
こ
に
六
日
間
居
る
。
次
に
刑
は
壬

子
（
東
北
）
に
移
動
し
、
徳
は
壬
午
（
北
）
に
移
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
六
日
間
居
る
。 

こ
の
文
で
は
刑
・
徳
は
（
三
）
ａ
と
同
じ
よ
う
に
六
日
毎
の
移
動
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
刑
の
移
動
は
庚
子
（
西
北
）→

丙
午
（
南
）→

壬
子
（
東
北
）
、
徳

の
移
動
は
庚
午
（
西
）→

丙
午
（
南
）→

壬
午
（
北
）
の
順
で
あ
る
。 

次
に
（
三
）
ｄ
は
三
十
六
＋
十
八
＝
五
十
四
日
の
翌
日
の
五
十
五
日
目
か
ら
十
二
日
間
の
刑
・
徳
の
移
動
先
の
滞
在
で
あ
り
、
そ
の
移
動
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

徳
は
中
宮
の
戊
午
に
移
動
す
る
が
、
刑
は
中
宮
に
入
ら
ず
、
直
接
甲
子
（
東
南
）
に
移
動
す
る
。
徳
は
中
宮
に
六
日
間
居
た
後
、
甲
午
（
東
）
に
移
動
し
、
刑
は
甲

子
（
東
南
）
に
十
二
日
間
居
る
。
徳
は
甲
午
（
東
）
に
六
日
間
居
り
、
刑
・
徳
は
再
び
共
に
庚
午
（
西
）
に
移
動
す
る
。
た
だ
し
、
（
三
）
ａ
の
「
其
れ
初
め
發
す
る

や
、
刑
は
甲
子
よ
り
起
り
、
〔
德
〕
は
甲
午
よ
り
起
る
、
皆
な
庚
午
に
徙
り
、
庚
午
に
居
る
こ
と
各
六
日
な
り
」
と
あ
る
サ
イ
ク
ル
は
、
（
三
）
ｄ
で
刑
が
甲
子
（
東

南
）
に
六
日
間
、
徳
が
中
宮
に
六
日
居
る
こ
と
で
終
わ
り
、
そ
の
後
新
し
い
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
る
。 

先
の
（
三
）
ｂ
と
（
二
）
一
行
目
の
刑
・
徳
の
移
動
が
同
じ
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
（
三
）
ｄ
の
徳
の
移
動
と
（
二
）
二
行
目
の
移
動
も
同
じ
も
の
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
（
二
）
二
行
目
は
戊
午
の
日
に
徳
が
中
宮
に
入
る
が
、
刑
は
中
宮
に
入
ら
ず
東
南
宮
す
な
わ
ち
甲
子
に
入
っ
て
お
り
、
（
三
）
ｄ
と
同
じ
動
き
を
す

る
か
ら
で
あ
る
。 

 

Ⅱ
刑
徳
小
遊
の
移
動
規
則
二 

（
三
）
の
干
支
は
刑
・
徳
が
移
動
す
る
場
所
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
移
動
日
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
解
決
の
方
法
と
し
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
（
二
）
と
（
三
）

ｂ
・
ｄ
が
対
応
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
刑
徳
小
遊
の
移
動
日
を
計
算
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
二
）
の
戊
子
日
の
移
動
を
（
三
）
ｂ
の
記
述
か
ら
計
算

す
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
（
三
）
ａ
の
刑
・
徳
が
移
動
を
開
始
し
て
終
了
し
た
翌
日
の
二
十
五
日
目
と
な
る
。
（
二
）
の
戊
午
日
も
同
様
に
（
三
）
ｄ
の
記
述
か
ら
計

算
す
る
と
、
移
動
の
開
始
日
か
ら
五
十
五
日
目
と
な
る
。
（
二
）
に
見
え
る
干
支
、
「
戊
子
」
「
戊
午
」
は
、
「
甲
子
」
か
ら
始
ま
る
六
十
干
支
の
並
び
で
考
え
る
と

二
十
五
番
目
・
五
十
五
番
目
と
な
り
、
移
動
日
と
合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
（
三
）
の
刑
・
徳
の
移
動
日
を
六
十
干
支
の
順
で
表
す
と
、
共
に
（
三
）
ａ
「
甲
子→

庚

午→

丙
子→

壬
午→

」
、
（
三
）
ｂ
戊
子
（
二
十
五
日
目
）→

甲
午→

」
、
（
三
）
ｃ
「
庚
子→

丙
午→

壬
子→

」、
（
三
）
ｄ
「
戊
午
（
五
十
五
日
目
）→

甲
子
」
と
な

る
。 次

に
刑
・
徳
の
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動
及
び
そ
の
場
所
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
刑
の
移
動
場
所
は
、 
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甲
子
（
東
南
）→

庚
午
（
西
）→

丙
子
（
西
南
）→

壬
午
（
北
）→

甲
午
（
東
）→

庚
子
（
西
北
）→

丙
午
（
南
）→

壬
子
（
東
北
）→

甲
子
（
東
南
）→

庚
午 

（
西
） 

で
あ
る
。
徳
の
移
動
場
所
は
、 

 

甲
午
（
東
）→

庚
午
（
西
）→

丙
午
（
南
）→

壬
午
（
北
）→

甲
午
（
東
）→

庚
午
（
西
）→

丙
午
（
南
）→

壬
午
（
北
）→

戊
午
（
中
）→

甲
午
（
東
）→

庚

午
（
西
） 

で
あ
る
。
こ
の
刑
・
徳
の
移
動
場
所
の
天
干
に
着
目
す
る
と
、
刑
は
甲→

庚→

丙→

壬
、
徳
は
甲→

庚→

丙→

壬
も
し
く
は
甲→

庚→

丙→

壬→

戊
の
順
と
な
っ
て
い

る
。
各
天
干
の
五
行
配
当
で
考
え
る
と
、
木→

金→

火→

水
も
し
く
は
木→

金→

火→

水→

土
と
な
る
。
こ
れ
は
、
土
を
含
む
か
ど
う
か
の
違
い
は
あ
る
が
㈠
の
「
亦

た
各
勝
た
ざ
る
所
に
徙
る
」
の
記
述
、
つ
ま
り
五
行
相
勝
説
に
お
い
て
五
行
が
勝
た
ざ
る
方
向
へ
移
動
す
る
こ
と
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
（

28
）

。 

ま
た
移
動
場
所
・
移
動
日
・
移
動
理
論
の
他
に
本
文
（
一
）
に
よ
る
と
「
正
」
・
「
奇
」
の
問
題
が
あ
る
。
本
文
（
一
）
に
「
刑
は
子
を
以
て
奇
に
斿
（
遊
）
し
、

午
を
以
て
德
と
正
に
合
い
、
故
に
午
に
し
て
合
い
、
子
に
て
離
る
」
と
あ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
八
四
行
目
に
も
「
●
刑
・
德
は
復
た
子
を
以
て
畸
（
奇
）
に
斿
（
遊
）

し
、
午
を
以
て
德
と
四
正
に
合
い
之
を
左
す
。
●
刑
は
畸
（
奇
）
に
斿
（
遊
）
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
刑
は
子
日
に
「
畸
（
奇
）
」
、
午
日
に
「
正
」
へ
移
動
し
、
徳

は
奇
に
移
動
す
る
こ
と
な
く
正
（
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
は
「
四
正
」
と
な
っ
て
お
り
、
共
に
東
・
西
・
南
・
北
を
指
す
）
へ
移
動
し
て
い
る
。
武
田
時
昌
氏
は
、
「
畸

（
奇
）
」
は
「
正
（
四
正
）
」
に
対
す
る
用
語
で
、
東
南
・
東
北
・
西
北
・
西
南
を
指
す
と
指
摘
し
て
い
る
（

29
）
。
こ
の
よ
う
に
刑
は
子
日
に
「
奇
」
へ
移
動
し
、
午
日

に
「
正
（
四
正
）
」
へ
移
動
し
、
徳
は
子
・
午
日
に
「
正
（
四
正
）
」
へ
移
動
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
と
徳
は
子
日
に
離
れ
、
午
日
に
合
う
。
ま
た
「
刑
不
入
中
宮
」

と
あ
る
よ
う
に
、
刑
は
中
宮
に
入
れ
な
い
。
た
だ
し
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
付
さ
れ
て
い
る
刑
徳
小
遊
図
（
図
一
参
照
）
の
中
宮
に
は
刑
・
徳
の
記
述
が
見
え
る
。
す

な
わ
ち
図
一
の
中
宮
で
は
刑
に
戊
子
、
刑
徳
に
戊
午
が
配
当
さ
れ
て
お
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
で
は
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
記
述
と
は
合
わ
な
い
。
な
お
、
帛
書
『
刑

徳
』
甲
・
丙
篇
に
付
さ
れ
て
い
る
刑
徳
小
遊
図
（
図
二
・
三
参
照
）
に
お
い
て
も
、
図
二
の
中
宮
で
は
刑
に
戊
子
、
徳
に
戊
午
、
図
三
の
中
宮
で
は
刑
徳
に
戊
子
・
戊

午
が
配
当
さ
れ
て
い
る
（

30
）

。
こ
の
よ
う
に
刑
徳
小
遊
図
に
お
い
て
、
刑
が
中
宮
に
入
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。 
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図
二 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
刑
徳
小
遊
図 
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図
三 

帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
刑
徳
小
遊
図 
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む
す
び 

 

以
上
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
刑
・
徳
の
日
毎
の
移
動
の
内
容
で
あ
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
本
文
（
一
）
は
刑
徳
小
遊
の
基
本
的
な
移
動
規
則
、

（
二
）
は
刑
・
徳
の
中
宮
で
の
移
動
規
則
、
（
三
）
は
刑
・
徳
の
六
日
毎
の
具
体
的
な
移
動
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
刑
徳
小
遊
に
お
い
て
、
刑
・
徳
は
六
日
毎
に

移
動
し
、
移
動
場
所
は
そ
の
天
干
に
着
目
す
る
と
五
行
相
勝
説
に
お
い
て
五
行
が
勝
た
ざ
る
順
番
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
徳
は
中
宮
に
移
動
可
能
で
あ
る
が
、
刑

は
移
動
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
干
支
に
つ
い
て
は
（
二
）
は
刑
・
徳
の
移
動
日
、（
三
）
は
刑
・
徳
の
移
動
場
所
を
指
し
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
に
付
さ
れ
て
い
る
刑
徳
小
遊
図
に
は
、
刑
徳
大
遊
の
移
動
を
示
す
鈎
縄
図
が
存

在
し
て
い
る
。
す
る
と
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
そ
れ
は
先
に
検
討
し
た
二
十
歳
刑
徳
・
刑
徳
大
遊
の
移
動
と
密
接
な
関
係
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
章
で
は
、
既
に
検
討
し
た
二
十
歳
刑
徳
・
刑
徳
大
遊
の
移
動
を
参
考
に
し
つ
つ
、
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
移
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
刑
徳
大
遊
・

刑
徳
小
遊
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 注 （
１
）
『
呉
越
春
秋
』
第
五
夫
差
内
伝
に
「
伍
子
胥
聞
之
、
諫
曰
「…

…

臣
今
年
老
、
耳
目
不
聡
、
以
狂
惑
之
心
、
無
能
益
國
。
窃
観
『
金
匱
』
第
八
、
其
可
傷
也
」。

呉
王
曰
「
何
謂
也
」。
子
胥
曰
「
今
年
七
月
辛
亥
平
旦
、
大
王
以
首
事
。
辛
、
歳
位
也
。
亥
、
陰
前
之
辰
也
。
合
壬
子
、
歳
前
合
也
、
利
以
行
武
、
武
決
勝
矣
。
然
德

在
合
」
と
あ
る
。 

（
２
）
傅
挙
有
・
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
漢
墓
文
物
』（
湖
南
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
、
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
帛
書
芸
術
』（
上
海
書
店
、
一
九
九
六
年
）、
陳
松
長

「
帛
書
《
刑
德
》
乙
本
釈
文
訂
補
」（
甘
粛
文
物
考
古
研
究
所
・
西
北
師
範
大
学
歴
史
系
編
『
簡
牘
学
研
究
』
第
二
輯
（
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
後
に
陳

松
長
『
簡
帛
研
究
文
稿
』
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
め
ら
れ
る
）
、
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
『
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
研
究
論
稿
』（
台
湾
古
籍
有
限
公
司
、

二
〇
〇
一
年
）。 

（
３
）Mar

c Ka
lino

wski

「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
試
探
」
（
饒
宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
。 

（
４
）
胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。 

https://fp.wul.waseda.ac.jp/f5-w-687474703a2f2f67622e6f7665727365612e636e6b692e6e6574$$/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=JDXY199800009&DbName=CJFD1998&DbCode=CJFQ
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（
５
）
陶
磊
『
《
淮
南
子
・
天
文
》
研
究-

従
数
術
史
的
角
度
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、
陶
磊
「
馬
王
堆
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
本
的
初
歩
研
究
」
（
『
簡
帛

研
究
二
〇
〇
四
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
。 

（
６
）
武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一
一
年
）。 

（
７
）
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
五
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
、
程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
篇
「
刑
徳
小
游
」
占
辞
与
漢
軍

討
伐
陳
豨
之
役
」
（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
参
照
）。 

（
８
）
末
永
高
康
「
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」（
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
第
八
号
（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
谷
中
信
一

研
究
室
、
二
〇
一
五
年
）
。 

（
９
）
黄
儒
宣
「
馬
王
堆
帛
書
《
上
朔
》
綜
論
」（
『
文
史
』
二
〇
一
七
年
第
二
期
）。 

（
10
）
各
篇
の
書
写
年
代
は
、
程
少
軒
氏
に
よ
る
と
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
は
漢
恵
帝
七
年
（
公
元
一
八
八
年
）
八
月
～
漢
文
帝
前
元
一
二
年
（
公
元
前
一
六
八
年
）
二

月
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
は
呂
后
年
間
（
公
元
前
一
八
七
～
）
で
あ
る
（
注
（
７
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
）
。
な
お
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
と
帛
書
『
刑

徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
付
さ
れ
て
い
る
図
は
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
方
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙

篇
よ
り
、
先
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
注
（
７
）
程
少
軒
前
掲
書
参
照
）。 

（
11
）
注
（
２
）
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
前
掲
書
、
注
（
７
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
。
な
お
欠
落
部
分
は
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
か
ら
補
う
こ
と
が
で
き

た
。 

（
12
）
注
（
７
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
。
注
（
３
）Mar

c Kali
nows

ki

前
掲
論
文
、
注
（
２
）
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
前
掲
書
も
復
元
し
て
い
る
。
な
お
李
零

氏
は
一
般
的
な
南
北
が
逆
転
し
て
い
る
上
南
下
北
の
式
図
に
言
及
し
て
お
り
、
『
淮
南
子
』
で
は
上
南
下
北
と
上
北
下
南
が
併
存
し
て
お
り
、
後
に
両
者
は
合
し
て
一

つ
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
（
李
零
『
中
国
方
術
正
考
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
）
。 

（
13
）
古
健
靑
編
『
中
国
方
術
大
辞
典
』（
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。
な
お
、
胡
文
輝
氏
・
程
少
軒
氏
は
、
図
一
を
十
宮
の
図
と
す
る
（
注
（
４
）
胡
文
輝

前
掲
書
、
注
（
７
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
）。 

（
14
）
徳
が
四
維
宮
に
見
え
な
い
の
は
、
徳
が
四
維
宮
に
は
移
動
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
別
章
で
詳
し
く
述
べ
る
。 

（
15
）
注
（
２
）
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
前
掲
書
参
照
。 

（
16
）
饒
宗
頤
「
馬
王
堆
《
刑
徳
》
乙
本
九
宮
図
諸
神
釈-

-

兼
論
出
土
文
献
中
的
顓
頊
与
攝
提
」
（
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
三
年
第
一
期
）
。 

（
17
）
李
学
勤
氏
・
陳
偉
武
氏
も
刑
徳
を
神
と
捉
え
て
い
る
。
但
し
陳
偉
武
氏
は
刑
徳
を
刑
神
・
德
神
を
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
（
李
学
勤
「
馬
王
堆
帛
書

http://wine.wul.waseda.ac.jp/search~S12*jpn?/a%7b21352e%7d%7b213230%7d%7b4b5f70%7d./a%7b21352e%7d%7b213230%7d%7b215f70%7d/-3,-1,0,B/browse
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DJHKG
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《
刑
徳
》
中
的
軍
吏
」
（
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
『
簡
帛
研
究
』
第
二
輯
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
、
陳
偉
武
「
簡
帛
兵
学
文
献
軍
術
考
述
」
（
饒

宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
。 

（
18
）
末
永
高
康
氏
は
図
中
の
刑
、
豊
隆
、
風
伯
、
大
音
、
雷
公
に
付
さ
れ
て
い
る
干
支
の
順
は
六
十
干
支
の
順
と
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
（
注
（
８
）

末
永
高
康
前
掲
論
文
参
照
）
。 

（
19
）
注
（
16
）
饒
宗
頤
前
掲
論
文
参
照
。
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
湍
玉
（
顓
頊
）・
大
睪
（
昊
）・
炎
帝
・
小
睪
（
昊
）
は
帛
書
「
五
星
占
」
で
は
順
に

端
玉
・
太
浩
・
炎
帝
・
少
浩
と
記
さ
れ
て
い
る
と
も
指
摘
す
る
（
注
（
３
）M
arkc

 Kal
inow

ski

前
掲
論
文
参
照
）。 

（
20
）
注
（
３
）Marc

 K
alin

owsk
i

前
掲
論
文
参
照
。
な
お
、
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
「
德
在
木
、
乙
卯
爲
根
、
在
金
、
辛
卯
（
酉

か
）
爲
根
、
在
火
、
丙
午
爲
根
、
在
水
、
壬
子
爲
根
、
在
土
、
戊
戌
爲
根
」
と
あ
る
の
も
関
連
が
あ
る
と
し
て
い
る
。 

（
21
）
注
（
16
）
饒
宗
頤
前
掲
論
文
参
照
。
胡
文
輝
氏
は
文
献
中
に
見
え
る
五
帝
に
配
さ
れ
る
五
臣
と
関
係
あ
る
と
す
る
（
注
（
４
）
胡
文
輝
前
掲
書
参
照
）。
カ
リ

ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
青
澤
・
司
闘
の
解
釈
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。（
注
（
３
）Marc

 Kal
inow

ski

前
掲
論
文
参
照
）。 

（
22
）
注
（
７
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
。 

（
23
）
饒
宗
頤
氏
や
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
「
大
天
」
を
「
上
天
」
と
し
て
い
る
（
注
（
16
）
饒
宗
頤
前
掲
論
文
参
照
、
注
（
３
）Marc

 Ka
linow

ski

前

掲
論
文
参
照
。 

（
24
）
注
（
16
）
饒
宗
頤
前
掲
論
文
参
照
。 

（
25
）
李
零
『
中
国
方
術
続
考
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
。 

（
26
）
注
（
６
）
武
田
氏
前
掲
論
文
参
照
。
陶
磊
氏
も
刑
徳
小
遊
の
移
動
に
つ
い
て
表
を
作
製
さ
れ
て
い
る
が
、
武
田
氏
の
表
の
方
は
離
合
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て

い
る
た
め
、
武
田
氏
の
表
を
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
（
注
（
５
）
陶
磊
前
掲
書
）
。 

（
27
）
注
（
７
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
28
）
武
田
氏
は
移
動
日
の
天
干
が
甲→

庚→

丙→

壬→

戊
の
順
で
繰
り
返
し
五
行
の
配
当
で
述
べ
る
と
、
木→

金→

火→

水→

土
と
な
る
こ
と
か
ら
、
移
動
日
に

原
文
の
「
徙
所
不
勝
」
五
行
相
勝
説
の
法
則
が
適
応
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
（
注
（
６
）
武
田
前
掲
論
文
参
照
）
。 

（
29
）
注
（
６
）
武
田
氏
前
掲
論
文
参
照
。 

（
30
）
注
（
７
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 
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第
六
章 

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
と
三
合
説 

 

は
じ
め
に 

 

前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
帛
書
に
は
、
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
で
あ
る
刑
徳
大
遊
と
は
異
な
る
、
六
日
毎
の
日
の
移
動
で
あ
る
刑
徳
小
遊
が
見
え
る
が
、

そ
の
移
動
理
論
に
関
し
て
以
下
の
二
点
の
検
討
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。 

第
一
に
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
干
支
の
ど
れ
が
場
所
、
あ
る
い
は
日
付
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
第
二
に
刑
徳
小
遊
の
移
動
に
お

い
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
で
は
刑
は
中
宮
に
入
ら
な
い
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
は
刑
は
中
宮
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
の
説
明
で
あ

る
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
見
え
る
干
支
は
場
所
・
日
付
の
両
方
で
あ
る
（
１
）
。
第
二
の
刑
と
中
宮
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
諸
氏
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
德
小
遊
で
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
。 

そ
の
違
い
が
ど
の
よ
う
な
理
論
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
か
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
移
動
理
論
や
各

篇
に
付
さ
れ
て
い
る
図
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
刑
徳
大
遊
に
つ
い
て
は
先
述
の
よ
う
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
共
に
刑
は
中
宮
以
外
の
四
宮
を
、
徳
は
中
宮

を
含
む
五
宮
を
、
一
年
毎
に
移
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
筆
者
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
も
既
に
検
討
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る

と
刑
は
中
宮
を
除
く
八
方
位
を
、
徳
は
東
・
西
・
南
・
北
・
中
宮
の
五
方
位
を
六
日
毎
に
六
十
日
周
期
で
移
動
す
る
（
２
）

。
し
た
が
っ
て
、
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
以
外

の
刑
徳
理
論
、
す
な
わ
ち
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
に
お
い
て
、
刑
は
中
宮
に
入
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
に
見
え
る
刑
の
移
動
は
上
述
の
も
の
と
異
な
り
、
中
宮
に
入
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
本
章
で
は
、
第
二
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
の
刑
徳
小
遊
で
あ
る
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
を
検
討
す
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲

篇
の
刑
徳
小
遊
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
と
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
両
者
の
差
異
が
解
明
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
差
異
を
産
み
出
す
理
論
は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
を
構
成
す
る
理
論
と
深
い
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、
帛
書
各
篇
へ
の
導
入

の
有
無
・
お
よ
び
そ
の
導
入
の
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
と
刑
徳
小
遊
の
理
論
的
展
開
を
明
確
に
出
来
、
両
篇
の
成
立
関
係

が
明
ら
か
に
出
来
る
で
あ
ろ
う
。 
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第
一
節 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
移
動
理
論 

 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
六
一
～
八
四
行
（
３
）

に
、 

十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
、
刑
・
德
以
其
庚
子
幷
居
西
宮
。
丙
午
刑
・
德
幷
居
南
宮
。
壬
子
刑
居
東
北
宮
、
德
復
居
西
宮
。
戊
午
刑
・
德
幷
居
中
宮
。
甲
子
刑
居 

東
南
宮
、
德
復
居
西
宮
。
庚
午
刑
・
德
幷
居
西
宮
。
丙
子
刑
居
西
南
宮
、
德
居
西
宮
。
壬
午
刑
・
〔
德
幷
居
□
宮
〕
。
戊
子
刑
〔
居
□
宮
、
德
〕
居
西
宮
。
甲
午 

刑
・
德
皆
居
東
宮
。
庚
子
刑
居
西
北
〔
宮
〕
、
德
居
西
宮
。 

十
二
年
（
４
）

乙
巳
上
朔
、
刑
・
德
以
丙
午
幷
居
南
宮
。
壬
子
刑
居
北
宮
、
德
復
居
南
宮
。
戊
午
刑
・
德
幷
居
中
宮
。
甲
子
刑
居
東
北
、
德
居
南
。
庚
午
刑
・
德
幷

居
西
宮
。
丙
子
刑
居
西
南
宮
、
德
居
南
宮
。
壬
午
刑
・
德
皆
居
北
宮
。
戊
〔
子
〕
刑
居
中
柱
北
市
、
德
居
南
宮
。
甲
午
刑
・
德
〔
皆
〕
居
東
宮
。
庚
子
刑
〔
居
□

□
〕
宮
、
德
居
南
宮
。
〔
丙
〕
午
刑
・
德
復
幷
（
５
）

南
宮
。
●
此
刑
德
小
游
也
。
●
刑
□
以
子
游
於
畸
（
奇
）
、
以
午
與
德
合
於
四
正
而
左
之
。
●
刑
游
畸
（
奇
）
。 

 

（
前
漢
高
祖
）
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
、
刑
・
德
其
の
庚
子
を
以
て
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
午
刑
・
德
幷
せ
て
南
宮
に
居
る
。
壬
子
刑
東
北
宮
に
居
り
、
德
復

た
西
宮
に
居
る
。
戊
午
刑
・
德
幷
せ
て
中
宮
に
居
る
。
甲
子
刑
東
南
宮
に
居
り
、
德
復
た
西
宮
に
居
る
。
庚
午
刑
・
德
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
子
刑
西
南
宮
に

居
り
、
德
西
宮
に
居
る
。
壬
午
刑
・
〔
德
幷
せ
て
□
宮
に
居
る
〕
。
戊
子
刑
〔
□
宮
に
居
り
、
德
〕
西
宮
に
居
る
。
甲
午
刑
德
皆
な
東
宮
に
居
る
。
庚
子
刑
西
北

〔
宮
〕
に
居
り
、
德
西
宮
に
居
る
。 

十
二
年
乙
巳
上
朔
、
刑
・
德
丙
午
を
以
て
幷
せ
て
南
宮
に
居
る
。
壬
子
刑
北
宮
に
居
り
、
德
復
た
南
宮
に
居
る
。
戊
午
刑
・
德
幷
せ
て
中
宮
に
居
る
。
甲
子
刑
東

北
に
居
り
、
德
南
に
居
る
。
庚
午
刑
・
德
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
子
刑
西
南
宮
に
居
り
、
德
南
宮
に
居
る
。
壬
午
刑
・
德
皆
な
北
宮
に
居
る
。
戊
〔
子
〕
刑
中

柱
北
市
に
居
り
、
德
南
宮
に
居
る
。
甲
午
刑
・
德
〔
皆
な
〕
東
宮
に
居
る
。
庚
子
刑
〔
□
□
〕
宮
〔
に
居
り
〕
、
德
南
宮
に
居
る
。
〔
丙
〕
午
刑
・
德
復
た
南
宮

に
幷
す
。
●
此
れ
刑
德
小
游
な
り
。
●
刑
は
子
を
以
て
畸
（
奇
）
に
游
し
、
午
を
以
て
德
と
四
正
に
合
い
之
を
左
に
す
。
●
刑
は
畸
（
奇
）
に
游
す
。 

と
あ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
は
な
か
っ
た
「
上
朔
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
「
上
朔
」
は
帛
書
に
何
カ
所
か
見
え
る
が
、
こ
れ
は
移
動

日
に
関
わ
る
概
念
の
名
称
で
あ
り
、
直
接
移
動
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
章
で
は
、
刑
・
徳
の
移
動
理
論
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
た
め
、
「
上
朔
」
に
つ
い

て
は
他
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。 

さ
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
同
様
に
本
文
の
記
述
に
基
づ
い
た
占
い
を
行
う
た
め
の
「
刑
徳
小
遊
図
」
が
付
記
さ
れ
て
い
る
（
図
一
参
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照
）
。 

 
図
一 
帛
書
『
刑
德
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
（
６
） 

 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
は
先
に
検
討
し
た
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
（
図
二
参
照
）
と
同
様
に
、
中
央
の
丸
い
宮
の
周
囲
に
八
つ
の
宮
が

配
当
さ
れ
て
い
る
。
四
方
宮
の
方
角
と
中
央
の
宮
に
は
そ
れ
ぞ
れ
木
・
火
・
金
・
水
・
土
の
字
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
五
行
の
方
位
配
当
に
よ
れ
ば
、
時
計
回
り
に

東
宮
・
南
宮
・
西
宮
・
北
宮
・
中
宮
と
な
る
。
そ
し
て
四
方
の
宮
以
外
の
四
維
の
宮
は
同
様
に
し
て
東
南
宮
・
西
南
宮
・
西
北
宮
・
東
北
宮
の
順
と
な
る
（
７
）
。
し
た

が
っ
て
、
図
一
は
、
中
央
の
中
宮
を
中
心
と
し
て
、
木
の
東
宮
か
ら
時
計
回
り
に
東
南
宮
、
南
宮
、
西
南
宮
、
西
宮
、
西
北
宮
、
北
宮
、
東
北
宮
の
順
で
構
成
さ
れ
た
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九
方
位
の
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
同
様
に
各
宮
に
は
刑
・
徳
等
の
各
諸
神
に
そ
れ
ぞ
れ
干
支
等
が
配
当
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
刑
・
徳
、
豊

隆
、
風
伯
、
大
音
、
雷
公
、
雨
師
の
六
神
（
「
刑
徳
」
は
一
組
で
一
柱
の
神
と
す
る
）
は
九
方
位
の
宮
全
て
に
配
さ
れ
、
大
天
・
北
昌
は
東
・
西
・
南
・
北
の
四
方
宮
、

湍
玉
（
顓
頊
）
は
北
宮
、
大
睪
（
昊
）
は
東
宮
、
炎
帝
は
南
宮
、
小
睪
（
昊
）
は
西
宮
、
予
強
は
東
北
宮
、
青
澤
は
東
南
宮
、
聶
氏
は
西
南
宮
に
配
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。

気
雲
の
み
西
北
宮
の
外
側
に
配
さ
れ
、
干
支
は
配
当
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
陳
松
長
氏
は
気
雲
を
補
助
的
な
も
の
と
し
て
い
る
（
９
）

。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊

図
が
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
大
き
く
違
う
の
は
以
下
の
五
点
で
あ
る
（
図
二
と
併
せ
て
参
照
）
。
①
四
方
宮
に
居
る
の
は
「
刑
徳
」
で
は
な
く
「
徳
」
で
あ
る
、
②
西

北
宮
の
「
癸
亥
」
に
配
当
さ
れ
て
い
る
神
が
欠
落
、
③
西
南
宮
に
司
闘
が
見
え
な
い
、
④
中
宮
・
四
維
宮
の
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
、
⑤
気
雲
が
西
北
宮
の
外
側
に
あ

る
。 

 

図
二 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
（

10
） 
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前
章
に
お
い
て
、
既
に
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
九
方
位
の
宮
全
て
に
配
さ
れ
て
い
る
刑
徳
等
の
六
神
、
四
方
宮
に
お
け
る
六
神
以
外
の
諸
神
、
四
維
宮
に
お
け
る
六

神
以
外
の
諸
神
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
章
で
は
以
下
に
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
く
（

11
）
。 

九
方
位
の
宮
全
て
に
配
当
さ
れ
て
い
る
諸
神
は
、
刑
も
し
く
は
徳
、
豊
隆
、
風
伯
、
大
音
、
雷
公
、
雨
師
の
六
神
で
あ
る
。
各
宮
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
諸
神
が
ど

の
干
支
に
配
当
さ
れ
て
い
る
か
は
宮
毎
に
よ
っ
て
異
な
る
。
な
お
、
中
宮
に
配
当
さ
れ
る
六
神
は
、
図
一
に
見
え
る
よ
う
に
二
つ
の
型
に
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

中
宮
の
「
己
未
」
「
庚
申
」
方
向
か
ら
時
計
回
り
の
順
で
「
辛
酉
」
「
癸
亥
」
方
向
ま
で
（
中
宮
①
）
で
は
徳
に
戊
午
、
豊
隆
に
己
未
、
風
伯
に
庚
申
、
大
音
に
辛
酉
、

雷
公
に
壬
戌
、
雨
師
に
癸
亥
が
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
宮
の
「
庚
寅
」
方
向
か
ら
時
計
回
り
の
順
で
「
癸
巳
」
方
向
ま
で
（
中
宮
②
）
で
は
刑
に
戊

子
、
豊
隆
に
己
丑
、
風
伯
に
庚
寅
、
大
音
に
辛
卯
、
雷
公
に
壬
辰
、
雨
師
に
癸
巳
が
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
神
が
、
各
宮
で
ど
の
よ
う
な
干
支

に
配
当
さ
れ
て
い
る
の
か
を
干
支
の
配
当
順
に
並
べ
る
と
表
一
Ａ
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
一
Ａ 

刑
徳
小
遊
図
と
各
宮
に
お
け
る
諸
神
と
各
干
支
の
対
応 

中
宮
➀ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
宮
② 

   

 

 

東
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
南
宮 

 
 
 

    

 

神 干支 

徳 戊午 

（５５） 

豊

隆 

己未 

（５６） 

風

伯 

庚申 

（５７） 

大

音 

辛酉 

（５８） 

雷

公 

壬戌 

（５９） 

雨

師 

癸亥 

（６０） 

神 干支 

刑 戊子 

（２５） 

豊

隆 

己丑 

（２６） 

風

伯 

庚寅 

（２７） 

大

音 

辛卯 

（２８） 

雷

公 

壬辰 

（２９） 

雨

師 

癸巳 

（３０） 

神 干支 

徳 甲午 

（３１） 

豊

隆 

乙未 

（３２） 

風

伯 

丙申 

（３３） 

大

音 

丁酉 

（３４） 

雷

公 

戊戌 

（３５） 

雨

師 

己亥 

（３６） 

神 干支 

刑 甲子 

（１） 

豊

隆 

乙丑 

（２） 

風

伯 

丙寅 

（３） 

大

音 

丁卯 

（４） 

雷

公 

戊辰 

（５） 

雨

師 

己巳 

（６） 
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南
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
南
宮 

     

西
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
北
宮 

     

北
宮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
北
宮 

    

 

表
一
Ａ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
干
支
と
諸
神
の
間
に
は
、
末
永
高
康
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
一
定
の
法
則
が
あ
り
（

12
）
、
各
宮
に
配
当
さ
れ
て
い

る
六
十
干
支
の
順
番
は
、
刑
も
し
く
は
徳→

豊
隆→

風
伯→

大
音→

雷
公→

雨
師
の
順
と
な
っ
て
い
る
。 

図
一
に
は
六
神
以
外
の
諸
神
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
表
に
す
る
と
表
一
Ｂ
（
四
方
宮
所
在
の
神
）
、
表
一
Ｃ
（
四
維
宮
所
在
の
神
）
の
よ
う
に
な
る
。 

  神 干支 

徳 丙午 

（４３） 

豊

隆 

丁未 

（４４） 

風

伯 

戊申 

（４５） 

大

音 

己酉 

（４６） 

雷

公 

庚戌 

（４７） 

雨

師 

辛亥 

（４８） 

神 干支 

刑 丙子 

（１３） 

豊

隆 

丁丑 

（１４） 

風

伯 

戊寅 

（１５） 

大

音 

己卯 

（１６） 

雷

公 

庚辰 

（１７） 

雨

師 

辛巳 

（１８） 

神 干支 

徳 庚午 

（７） 

豊

隆 

辛未 

（８） 

風

伯 

壬申 

（９） 

大

音 

癸酉 

（１０） 

雷

公 

甲戌 

（１１） 

雨

師 

乙亥 

（１２） 

神 干支 

刑 庚子 

（３７） 

豊

隆 

辛丑 

（３８） 

風

伯 

壬寅 

（３９） 

大

音 

癸卯 

（４０） 

雷

公 

甲辰 

（４１） 

雨

師 

乙巳 

（４２） 

神 干支 

徳 壬午 

（１９） 

豊

隆 

癸未 

（２０） 

風

伯 

甲申 

（２１） 

大

音 

乙酉 

（２２） 

雷

公 

丙戌 

（２３） 

雨

師 

丁亥 

（２４） 

神 干支 

刑 壬子 

（４９） 

豊

隆 

癸丑 

（５０） 

風

伯 

甲寅 

（５１） 

大

音 

乙卯 

（５２） 

雷

公 

丙辰 

（５３） 

雨

師 

丁巳 

（５４） 
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表
一
Ｂ 

東
宮 

 
 
 

西
宮 

 
 
 
 

南
宮 

 
 

北
宮 

 

   

 

表
一
Ｃ 

東
南
宮 

 
 

西
南
宮 

 

東
北
宮 

 

西
北
宮 

     

次
に
四
方
宮
に
見
え
る
六
神
以
外
の
諸
神
と
干
支
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
前
章
で
は
、
四
方
宮
に
見
え
る
大
睪
（
昊
）、
炎
帝
、
小
睪
（
昊
）、
湍
玉
（
顓
頊
）
を
四

方
神
、
四
維
宮
に
見
え
る
青
澤
、
聶
氏
、
予
強
を
四
維
神
と
仮
称
し
た
（

13
）
。 

四
方
神
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
に
従
っ
て
、
四
方
宮
の
各
神
に
配
当
さ
れ
て
い
る
方
位
と
各
神
に
配
当
さ
れ
て
い
る
十
干
・
十
二
支
の
方
位

配
当
が
一
致
す
る
と
し
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
刑
・
徳
な
ど
の
六
神
に
つ
い
て
も
言
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
後
で
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
す

る
。
四
維
神
に
つ
い
て
は
、
十
二
辰
の
方
位
配
当
が
よ
り
重
要
と
な
る
（

14
）
。 

「
大
天
」・「
北
昌
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
夏
至
・
冬
至
の
節
気
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
刑
徳
小
遊
図
や
刑
徳
理
論
の
変
遷
と
関
わ
る
た
め
、
こ
れ
も
詳
し
く

は
後
で
検
討
す
る
。
ま
た
気
雲
は
先
述
の
よ
う
に
、
干
支
や
節
気
は
配
当
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
述
の
諸
神
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

以
上
が
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
移
動
の
記
述
と
、
そ
の
記
述
に
基
づ
い
て
占
い
を
行
う
た
め
の
刑
徳
小
遊
図
の
概
要
で
あ
る
。 

次
に
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
「
刑
・
德
以
其
庚
子
幷
居
西
宮
。
丙

神 干支 

太

睪 

乙卯 

神 干支 

小

睪 

辛酉 

神 干支 

炎

帝 

丙午 

神 干支 

湍

玉 

壬子 

神 干支 

青

澤 

丁巳 

神 干支 

聶

氏 

丁未 

神 干支 

予 

強 

癸丑 

神 干支 

欠

落 

癸亥 
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午
刑
・
德
幷
居
南
宮
」
等
と
あ
り
、
「
庚
子
」
、
「
丙
午
」
等
の
干
支
と
刑
・
徳
の
所
在
の
宮
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
記
述
が
、
帛
書
『
刑
徳
』

乙
篇
に
「
戊
子
刑
・
德
不
入
中
宮
、
徑
徙
東
宮
。
戊
午
德
入
、
刑
不
入
、
徑
徙
東
南
宮
」
と
あ
り
、
刑
・
徳
の
移
動
先
と
し
て
中
宮
・
東
宮
・
東
南
宮
が
見
え
る
こ
と

か
ら
、
「
戊
子
」
・
「
戊
午
」
は
移
動
日
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
様
の
記
述
で
あ
る
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
「
庚
子
」
・
「
丙
午
」
も
、
刑
・
徳

の
移
動
日
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
庚
子
」
か
ら
「
丙
午
」
の
間
は
六
十
干
支
の
順
で
六
日
分
離
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
「
刑
・
德
六

日
而
竝
游
也
」
と
あ
る
法
則
と
同
様
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
も
六
日
毎
の
移
動
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
こ
で
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
記
述
に
基
づ
く
と
、
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

（
前
漢
高
祖
）
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
の
刑
・
徳
の
移
動
の
起
点
は
庚
子
の
日
で
あ
り
、
刑
・
徳
は
共
に
西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
丙
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は

共
に
六
日
間
南
宮
に
滞
在
す
る
。
壬
子
の
日
か
ら
刑
は
東
北
宮
、
徳
は
再
び
西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
戊
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
共
に
六
日
間
中
宮
に
滞
在
す
る
。

甲
子
の
日
か
ら
刑
は
東
南
宮
、
徳
は
再
び
西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
庚
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
共
に
西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
丙
子
の
日
か
ら
刑
は
西
南
宮
、
徳

は
西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
壬
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
共
に
□
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
戊
子
の
日
か
ら
刑
は
□
宮
、
徳
は
西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
甲
午
の
日

か
ら
刑
・
徳
は
共
に
東
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
庚
子
の
日
か
ら
刑
は
西
北
宮
、
徳
は
西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。 

次
に
十
二
年
乙
巳
上
朔
の
刑
・
徳
の
移
動
の
起
点
は
丙
午
の
日
で
あ
り
、
共
に
南
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
壬
子
の
日
か
ら
刑
は
北
宮
、
徳
は
再
び
南
宮
に
六
日
間

滞
在
す
る
。
戊
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
共
に
中
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
甲
子
の
日
か
ら
刑
は
東
北
、
徳
は
南
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
庚
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
共
に

西
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
丙
子
の
日
か
ら
刑
は
西
南
宮
、
徳
は
南
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
壬
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
共
に
北
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
戊
子
の
日

か
ら
刑
は
中
柱
北
市
（
中
宮
に
相
當
）
、
徳
は
南
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
甲
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
共
に
東
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
庚
子
の
日
か
ら
刑
は
□
□
宮
、

徳
は
南
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。
丙
午
の
日
か
ら
刑
・
徳
は
再
び
先
に
南
宮
に
六
日
間
滞
在
す
る
。 

最
後
に
、
「
●
刑
□
以
子
游
於
畸
（
奇
）
、
以
午
與
德
合
於
四
正
而
左
之
。
●
刑
游
畸
（
奇
）
」
と
あ
り
、
刑
は
子
日
に
奇
宮
に
移
動
し
、
午
日
に
徳
と
四
正
宮
で

合
う
と
い
う
法
則
を
述
べ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
畸
（
奇
）
」
と
は
四
維
の
こ
と
を
指
し
、
「
刑
□
以
子
斿
於
畸
（
奇
）
」
と
は
刑
が
子
日
に
は
四
維
宮
に
移
動
す
る

こ
と
で
あ
る
（

15
）

。 

こ
の
よ
う
に
刑
・
徳
は
六
日
毎
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
が
、
高
祖
十
一
年
の
刑
・
徳
の
移
動
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

（
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
の
刑
）
西→

南→

東
北→

中→

東
南→

西→

西
南→

□→
□→

東→

西
北 

（
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
の
徳
）
西→

南→

西→

中→

西→

西→

西→

□→

西→

東→
西 

次
に
、
高
祖
十
二
年
の
刑
・
徳
の
移
動
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 
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（
十
二
年
乙
巳
上
朔
の
刑
） 

南→

北→

中→

東
北→

西→

西
南→

北→

中
柱
北
市→

東→

□
□→

南 

（
十
二
年
乙
巳
上
朔
の
徳
） 

南→

南→

中→

南→

西→

南→

北→

南→

東→

南→

南 
こ
の
移
動
を
移
動
日
を
含
め
て
表
に
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
表
二
参
照
）
。 

 

表
二 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
お
け
る
刑
徳
小
遊
（
□
は
欠
落
部
分
） 

十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔 

刑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳 

       

十
二
年
乙
巳
上
朔 

刑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

方位 干支 

（移動日） 

西  庚子 

南  丙午 

東北 壬子 

中 戊午 

東南 甲子 

西 庚午 

西南 丙子 

□ 壬午 

□ 戊子 

東 甲午 

西北 庚子  

方位 干支 

（移動日） 

西 庚子  

南 丙午 

西 壬子 

中 戊午 

西 甲子 

西 庚午 

西 丙子 

□ 壬午 

西 戊子 

東 甲午 

西 庚子 

方位 干支 

（移動日） 

南 丙午 

北 壬子 

中 戊午 

東北 甲子 

西 庚午 

西南 丙子 

北 壬午 

中柱

北市 

戊子 

東 甲午 

□□ 庚子 

南 丙午  

方位 干支 

（移動日） 

南 丙午 

南 壬子 

中 戊午 

南 甲子 

西 庚午 

南 丙子 

北 壬午 

南 戊子 

東 甲午 

南 庚子 

南 丙午 
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武
田
時
昌
氏
は
こ
の
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
に
は
刑
徳
小
遊
の
移
動
法
則
と
合
わ
な
い
部
分
が
見
え
、
数
か
所
修
正
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

武
田
氏
の
指
摘
に
基
づ
く
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
（

16
）

。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
の
移
動
で
は
「
戊
午
刑
・
德

幷
居
中
宮
」
、
「
戊
〔
子
〕
刑
居
中
柱
北
市
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
同
日
の
移
動
と
基
本
的
に
同
じ
形
式
の
移
動
で
あ
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』

甲
篇
の
刑
の
移
動
に
は
数
か
所
、
本
文
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
法
則
、
「
刑
□
以
子
游
於
畸
（
奇
）
、
以
午
與
德
合
於
四
正
」
等
と
合
致
し
て
い
な
い

箇
所
が
あ
る
（
表
二
・
三
の
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
を
参
照
）
。
し
た
が
っ
て
、
十
一
年
の
刑
の
移
動
の
内
庚
子
日
の
「
西
宮
」
を
「
西
北
宮
」
、
十
二
年
の
壬
子
日
の
「
北

宮
」
を
「
東
北
宮
」
、
甲
子
日
の
「
東
北
宮
」
を
「
東
南
宮
」
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
十
一
年
の
戊
子
日
の
欠
落
部
分
は
十
二
年
の
同
日
の
移
動
か
ら
「
中
柱
北
市
」

と
し
、
十
二
年
の
庚
子
日
の
欠
落
部
分
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
十
二
年
の
同
日
の
移
動
か
ら
「
西
北
」
と
す
る
。
次
に
十
一
年
の
壬
午
日
の
刑
・
徳
の
欠
落
部
分
は
、

帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
両
篇
の
壬
午
日
が
刑
・
徳
共
に
「
北
」
で
あ
る
の
で
、
「
北
」
を
補
う
（
表
二
・
三
参
照
）
。
ま
た
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
徳
の
移
動
は
、

十
一
年
の
子
日
に
は
西
、
十
二
年
の
子
日
に
は
南
に
常
に
居
り
（
表
二
網
掛
け
部
分
参
照
）
、
こ
れ
は
既
に
検
討
し
た
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
に
お
け
る
十

一
年
・
十
二
年
の
徳
の
位
置
と
同
じ
で
あ
る
（
表
四
網
掛
け
部
分
参
照
）
。 

 
 表

三 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
と
離
合
（

17
） 

 

   

    

最
後
に
武
田
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
こ
の
よ
う
な
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
表
二
を
修
正
し
た
（
表
五
参
照
）
。 

  

離合 徳 刑 日支 

離 東 東

南 

甲子 

合 西 西 庚午 

離 南 西

南 

丙子 

合 北 北 壬午 

合 東 東 戊子 

合 東 東 甲午 

離 西 西

北 

庚子 

合 南 南 丙午 

離 北 東

北 

壬子 

離 中 東

南 

戊午 

離 東 東

南 

甲子 
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表
四 

天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
・
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
年
（

18
） 

干
支
（
年
）
徳 

  
 
 

刑 
 
   

運
行
年  

  
   

 
 

    
    

    
    

    
    

    
  

甲
子 

  
 

東
（
木
） 

東
（
木
） 

 

一
年
目 

 
 
 
    

    
   

 
  

乙
丑 

  
 

西
（
金
） 

西
（
金
） 

 

二
年
目 

  
    

    
    

    
  

丙
寅 

  
 

南
（
火
）  

南
（
火
） 

三
年
目 

  
    

    
    

   

丁
卯 

  
 

北
（
水
） 

北
（
水
） 

四
年
目 

 
 
 
    

    
    

    
  

戊
辰 

  
 

中
（
土
） 
東
（
木
） 

五
年
目 

  
    

    
    

    
    

    

…
…

 
 
 
…
…
  

 
 
…
…
 
 
 
…
…
   

  
    

    
    

  

乙
巳 

  
 

西
（
金
）  

西
（
金
）
四
二
年
目 

 

（
高
祖
）
十
一
年   

    
    

  

丙
午 

  
 

南
（
火
）  

南
（
火
）
四
三
年
目 

 

（
高
祖
）
十
二
年   

    
   

丁
未 

  
 

北
（
水
）  

北
（
水
）
四
四
年
目 

  
    

    
    

    
    

  

戊
申 

  
 

中
（
土
）  

東
（
木
）
四
五
年
目 
  
    

    
    

    
    

  

己
酉 

  
 

東
（
木
）  

西
（
金
）
四
六
年
目 
（
高
祖
）
十
五
年   

    
    

    
    

    

庚
戌 

  
 

西
（
金
）  

南
（
火
）
四
七
年
目 

（
高
祖
）
十
六
年  

 
    

    
    

    
    

    
    

    
    

  
    

                             
    

  
    

    
    

   

表
五 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
（
□
部
分
は
武
田
時
昌
氏
修
正
に
基
き
、
網
掛
け
は
子
日
の
移
動
日
）
（

19
） 

十
一
年
己
亥
上
朔 

刑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方位 干支 

（移動日） 

西北  庚子 

南  丙午 

東北 壬子 

中 戊午 

東南 甲子 

西 庚午 

西南 丙子 

北 壬午 

中柱 

北市 

戊子 

東 甲午 

西北 庚子  

方位 干支 

（移動日） 

西 庚子  

南 丙午 

西 壬子 

中 戊午 

西 甲子 

西 庚午 

西 丙子 

北 壬午 

西 戊子 

東 甲午 

西 庚子 
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十
二
年
乙
巳
上
朔 

刑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

以
上
が
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
刑
・
徳
の
移
動
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
（
図
一
参
照
）
と

の
対
応
を
考
え
て
み
た
い
。 

ま
ず
、
こ
の
図
一
の
各
諸
神
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
が
何
を
指
す
か
を
検
討
し
た
い
。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
に
見
え
る
干
支
は
「
戊
子
刑
・
德
不
入

中
宮
、
徑
徙
東
宮
。
戊
午
德
入
、
刑
不
入
、
徑
徙
東
南
宮
」
と
あ
る
よ
う
に
刑
・
徳
両
者
の
移
動
日
、
も
し
く
は
「
其
初
發
也
、
刑
起
甲
子
、
〔
德
〕
起
甲
午
、
皆
徙

庚
午
、
居
庚
午
各
六
日
」
等
と
あ
る
よ
う
に
刑
・
徳
両
者
の
移
動
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
と
同
じ
よ
う
に
刑
徳
小
遊

図
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
図
に
見
え
る
刑
・
徳
等
に
は
干
支
が
配
当
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
文
と
対
応
さ
せ
る
と
刑
・
徳
等
の
移
動
場
所
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た

（
図
二
参
照
）
。 

そ
れ
で
は
刑
・
徳
等
の
六
神
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
が
、
な
ぜ
表
一
の
よ
う
に
各
宮
に
も
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
干
支
が
配
当
さ
れ
て
い

る
各
宮
自
体
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
検
討
に
つ
い
て
は
程
少
軒
氏
に
よ
っ
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
の
配
色
に
は
誤
り

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
乙
篇
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
（

20
）
。『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
集
成
』
一
所
収
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
の
写
真
・

復
元
図
に
よ
る
と
、
東
・
東
南
宮
は
緑
色
、
南
・
西
南
宮
は
赤
色
、
西
・
西
北
宮
は
白
、
北
・
東
北
宮
は
黒
色
に
そ
れ
ぞ
れ
彩
色
さ
れ
て
い
る
（

21
）
。
先
述
の
よ
う
に
、

東
宮
に
木
、
南
宮
に
火
、
西
宮
に
金
、
北
宮
に
水
と
記
述
が
あ
り
、
各
宮
に
は
五
行
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
・
東
南
宮
、
南
・
西
南
宮
、
西
・
西
北

宮
、
北
・
東
北
宮
の
同
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
宮
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
五
行
が
配
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
ま
ず
各
宮
と
十
干
に
つ
い
て
、
東
・
東

南
宮
を
例
に
挙
げ
て
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
東
・
東
南
宮
は
五
行
の
方
位
配
当
で
木
に
属
し
、
東
宮
の
「
刑
徳
」
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
は
甲
午
で
あ

方位 干支 

（移動日） 

南 丙午 

東北 壬子 

中 戊午 

東南 甲子 

西 庚午 

西南 丙子 

北 壬午 

中柱

北市 

戊子 

東 甲午 

西北 庚子 

南 丙午  

方位 干支 

（移動日） 

南 丙午 

南 壬子 

中 戊午 

南 甲子 

西 庚午 

南 丙子 

北 壬午 

南 戊子 

東 甲午 

南 庚子 

南 丙午 
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り
、
東
南
宮
の
「
刑
」
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
は
甲
子
で
あ
る
。
刑
徳
・
刑
に
配
当
さ
れ
て
い
る
十
干
の
甲
は
木
に
属
す
る
の
で
、
刑
徳
・
刑
所
在
の
宮
の
五
行
に

よ
っ
て
刑
徳
・
刑
に
配
さ
れ
る
十
干
が
決
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
刑
徳
・
刑
に
配
さ
れ
て
い
る
十
干
が
甲
に
決
定
し
た
後
、
刑
徳
以
外
の
五
神
に
十
干
の
乙
・

丙
・
丁
・
戊
・
己
と
そ
れ
ぞ
れ
付
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
宮
で
も
同
様
で
あ
り
、
ま
ず
刑
徳
・
刑
が
所
在
す
る
宮
の
五
行
の
方
位
配
当
か
ら
、
刑
徳
・
刑
に
配
さ
れ

る
十
干
が
決
ま
り
、
そ
の
後
他
の
五
神
に
十
干
が
順
番
に
配
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
各
宮
に
配
さ
れ
る
六
神
の
十
二
支
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
同
じ
よ
う
に
東
・
東
南
宮
を
例
に
挙
げ
て
説
明
す
る
。
東
・
東
南
宮
の
「
刑
徳
」・「
刑
」
に
配
当

さ
れ
て
い
る
干
支
は
甲
午
・
甲
子
で
あ
る
。
十
二
支
に
注
目
す
る
と
、
四
維
宮
の
一
つ
で
あ
る
東
南
宮
は
子
か
ら
始
ま
り
、
四
正
宮
の
一
つ
で
あ
る
東
宮
は
午
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
見
え
る
刑
徳
移
動
の
原
則
、
す
な
わ
ち
徳
は
正
（
四
正
）
の
み
を
移
動
す
る
と
い
う
理
論
に
合
わ
せ
る
た
め
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
徳
を
正
宮
に
置
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
徳
が
移
動
す
る
午
の
位
置
を
四
正
宮
に
置
き
、
刑
が
移
動
す
る
四
維
宮
に
子
を
そ
れ
ぞ
れ
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
四
正
宮
の
刑
徳
に
午
を
配
し
た
後
他
の
五
神
に
未
・
申
・
酉
・
戌
・
亥
を
配
し
、
四
維
宮
の
刑
に
子
を
配
し
た
後
他
の
神
に
丑
・
寅
・
卯
・
辰
・
巳
を
配
す

る
。
こ
れ
は
他
の
宮
で
も
同
様
で
あ
る
。 

以
上
の
法
則
に
よ
っ
て
、
各
宮
に
干
支
が
配
当
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
各
宮
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
と
刑
徳
等
の
諸
神
は
甲
・
乙
篇
で
基
本
的
に 

同
じ
で
あ
る
（
乙
篇
で
「
刑
徳
」
と
作
る
も
の
が
甲
篇
で
は
「
刑
」
に
作
る
等
の
違
い
は
あ
る
）
の
で
、
こ
の
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
の
解
釈
は
甲
篇
に
も
適
用
出
来
る

で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
前
章
で
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
を
検
討
し
た
際
に
、
刑
・
徳
の
移
動
場
所
が
干
支
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
干
支
を
図
二
に
見
え
る
刑
も
し
く 

は
刑
徳
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
と
方
位
に
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
（
表
六
参
照
）（
22
）
。 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
は
ほ
ぼ
同
じ
構
成
で
あ
る
の
で
、
表
六
の
方
位
と
干
支
の
対
応
関
係
は
、
帛
書
『
刑
徳
』

甲
篇
に
も
適
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
見
え
る
刑
・
徳
、
干
支
・
方
位
を
表
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
表
七
参

照
）
。 
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表
六 

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
見
え
る
刑
・
徳
と
こ
れ
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
と
方
位 

       

  

 

表
七 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
見
え
る
刑
・
徳
と
こ
れ
に
配
当
さ
れ
て
い
る
干
支
と
方
位 

  
 

 
 

    

 

 

以
上
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
と
刑
徳
小
遊
図
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
で
は
、
刑
は
刑
徳
大

遊
の
刑
の
よ
う
に
中
宮
に
移
動
し
、
徳
は
刑
徳
大
遊
の
徳
の
移
動
と
連
動
す
る
と
い
っ
た
ご
と
く
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
に
お
け
る
刑
・
徳
の
移
動
法
則

図二に見える刑

もしくは刑徳 

干支と方位 

刑 甲子（東南） 

刑徳 庚午（西） 

刑 丙子（西南） 

刑徳 壬午（北） 

刑 戊子（中） 

刑徳 甲午（東） 

刑 庚子（西北） 

刑徳 丙午（南） 

刑 壬子（東北） 

刑徳 戊午（中） 

図一に見える刑

もしくは德 

干支と方位 

刑 甲子（東南） 

徳 庚午（西） 

刑 丙子（西南） 

徳 壬午（北） 

刑 戊子（中） 

徳 甲午（東） 

刑 庚子（西北） 

徳 丙午（南） 

刑 壬子（東北） 

徳 戊午（中） 
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と
は
異
な
っ
て
い
る
。
刑
徳
両
者
が
乙
篇
と
異
な
る
移
動
を
行
う
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
別
な
の
で
あ
る
が
、
次
節
で
は
こ
の
よ
う
な
差
異
を
生
み
出
す
理
論
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。 

 

第
二
節 
帛
書
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
と
三
合
説 

 

ま
ず
、
刑
徳
小
遊
の
徳
の
移
動
が
、
刑
徳
大
遊
の
徳
と
連
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
検
討
に
は
帛
書
の
本
文
だ
け
で
な
く
、
帛
書
に
見
え
る
太
陰

刑
徳
大
遊
図
・
刑
徳
小
遊
図
を
用
い
て
、
帛
書
の
各
篇
を
書
写
年
代
順
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
刑
徳
小
遊
が
見
え
る
資
料
（
以
下
、
小
遊
系
資
料
と
略
す
）
を

書
写
年
代
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（

23
）

。 

 

（
小
遊
系
資
料
）
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇→

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇 

 

徳
の
移
動
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
刑
徳
大
遊
と
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
に
は
刑
徳
小
遊
の
記
述
は
な
く
、
刑
徳
小
遊

図
の
み
が
見
え
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
は
、
刑
徳
等
の
六
神
に
干
支
が
配
当
さ
れ
て
い
る
九
方
位
の

宮
（
中
宮
は
上
下
に
分
か
れ
て
い
る
）
と
各
宮
の
枠
外
に
見
え
る
十
二
支
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
（
図
三
参
照
）
（

24
）

。 

な
お
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
は
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
同
内
容
の
記
述
で
あ
り
刑
は
中
宮
に
入
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
刑
徳
小
遊
図
は
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇

と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
（

25
）

。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
よ
り
も
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
方
が
書
写
年
代
が
古
い
の
で
あ
る
が
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
時

点
で
は
刑
徳
小
遊
の
移
動
図
と
し
て
は
、
丙
篇
の
図
の
方
が
正
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
・
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
は
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
に
お
い
て
刑
・
徳
の
各
年
毎
の
移
動
を
表
す
鉤
縄

図
が
見
え
な
か
っ
た
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
で
は
各
東
西
南
北
宮
に
そ
れ
ぞ
れ
鉤
縄
図
が
加
わ
っ
て
い
る
（
図
一
・
二
・
三
・
四
参
照
）
。
刑

徳
大
遊
の
鉤
縄
図
に
は
刑
（
白
丸
）・
徳
（
黒
丸
）・
太
陰
（
二
重
丸
（
青
色
）
）
の
移
動
を
説
明
・
視
覚
化
し
た
図
が
付
さ
れ
て
お
り
（
図
四
①
）
（

26
）

、
太
陰
刑
徳

大
遊
図
は
こ
れ
を
六
十
個
組
み
合
わ
せ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
（
図
四
②
参
照
）
（

27
）

。 
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図
三 

帛
書
『
刑
德
』
丙
篇
の
刑
德
小
遊
図 

 
 

図
四
➀ 

鉤
縄
図 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 



130 

 

図
四
② 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図 

           

  

こ
れ
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
刑
徳
小
遊
が
刑
徳
大
遊
の
理
論
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
刑
徳
大
遊
に
お
け
る
刑
徳
移
動
を
表
す
鉤
縄
図
が
追
加
さ
れ
て
、
甲
・
乙

篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
徳
が
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
と
連
動
す
る
の
は
、

刑
徳
大
遊
の
理
論
を
刑
徳
小
遊
が
取
り
入
れ
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
刑
の
移
動
理
論
が
帛
書
『
刑
徳
』
甲
乙
両
篇
・
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
間
で
差
異
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
移
動
理
論
の
一
つ
で
あ

る
三
合
説
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
で
は
、
三
合
説
に
よ
っ
て
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
今
ま
で
に
検
討
し

て
き
た
刑
・
徳
の
移
動
理
論
の
記
述
が
見
え
る
資
料
の
中
で
、
三
合
説
は
唯
一
刑
を
中
宮
に
入
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
出
来
る
理
論
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
三
合
説
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
何
故
刑
の
中
宮
へ
の
移
動
を
妨
げ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
し
て
刑
徳
小
遊
の
移
動
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以

下
で
は
三
合
説
と
、
刑
徳
小
遊
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

三
合
説
と
は
、
十
二
辰
の
五
行
配
当
と
そ
の
五
行
の
盛
衰
を
表
し
た
も
の
で
、
天
文
訓
（

28
）

に
、 
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木
生
于
亥
、
壯
于
卯
、
死
于
未
、
三
辰
皆
木
也
。
火
生
于
寅
、
壯
于
午
、
死
于
戍
、
三
辰
皆
火
也
。
土
生
于
午
、
壯
于
戍
、
死
于
寅
、
三
辰
皆
土
也
。
金
生
于
巳
、

壯
于
酉
、
死
于
丑
、
三
辰
皆
金
也
。
水
生
于
申
、
壯
于
子
、
死
于
辰
、
三
辰
皆
水
也
。 

 
木
は
亥
に
生
じ
、
卯
に
壯
ん
に
、
未
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
木
な
り
。
火
は
寅
に
生
じ
、
午
に
壯
ん
に
、
戌
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
火
な
り
。
土
は
午
に
生
じ
、

戌
に
壯
ん
に
、
寅
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
土
な
り
。
金
は
巳
に
生
じ
、
酉
に
壯
ん
に
、
丑
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
金
な
り
。
水
は
申
に
生
じ
、
子
に
壯
ん
に
、
辰

に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
水
な
り
。 

と
あ
り
、
木
に
亥
・
卯
・
未
、
火
に
寅
・
午
・
戌
、
土
に
午
・
戌
・
寅
、
金
に
巳
・
酉
・
丑
、
水
に
申
・
子
・
辰
を
配
し
、
各
五
行
の
盛
衰
の
「
生
・
壯
・
死
」
を
そ

れ
ぞ
れ
の
十
二
辰
に
配
当
し
た
も
の
で
あ
る
（

29
）

。
ま
た
、
帛
書
や
天
文
訓
よ
り
書
写
年
代
が
古
い
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
（
以
下
、
睡
虎
地
秦
簡
と
略
す
）
・
天
水
放
馬

灘
秦
簡
（
以
下
、
放
馬
灘
秦
簡
と
略
す
）
と
い
っ
た
出
土
資
料
に
も
三
合
説
の
記
述
が
見
え
、
戦
国
末
の
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
乙
種
「
五
勝
」
篇
（
七
十
九
貳
～
八

七
貳
）
に
（

30
）

、 

丙
丁
火
、
火
勝
金
。
戊
己
土
、
土
勝
水
。
庚
辛
金
、
金
勝
木
。
壬
癸
水
、
水
勝
火
。
丑
巳
金
（

31
）

、
金
勝
木…

…

未
亥
〔
卯
木
、
木
〕
勝
土…

…

辰
申
子
水
、
水

勝
火
。 

と
あ
る
。
「
五
勝
」
篇
に
は
断
簡
が
あ
り
、
三
合
の
配
当
の
全
て
が
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
工
藤
元
男
氏
は
本
段
の
簡
数
か
ら
、
こ
の
三
合
説
に
は
「
土
」
が
含
ま

れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（

32
）

。
次
に
統
一
秦
の
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
乙
種
「
五
行
」
篇
（
七
三
貳
～
七
六
貳
）
に
（

33
）

、 

火
生
寅
、
壯
午
、
老
戌
。
金
生
巳
、
壯
酉
、
老
丑
。
水
生
申
、
壯
子
、
老
辰
。
木
生
亥
、
壯
卯
、
老
未
。 

 

と
あ
り
、
土
は
な
い
が
天
文
訓
と
同
様
の
五
行
配
当
が
見
え
る
三
合
説
で
あ
り
、
し
か
も
天
文
訓
に
見
え
た
五
行
の
盛
衰
が
「
生
・
壯
・
老
」
と
い
う
形
で
表
さ
れ
て

い
る
。
以
下
で
は
、
土
の
無
い
三
合
説
を
三
合
説
甲
と
し
、
天
文
訓
の
よ
う
に
土
を
含
む
三
合
説
を
三
合
説
乙
と
す
る
。 

以
上
よ
り
、
土
は
五
行
の
方
位
配
当
で
「
中
」
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
三
合
説
甲
を
用
い
た
場
合
、
刑
は
土
に
属
す
る
中
宮
に
は
入
れ
な
い
。
そ
れ

故
、
第
三
章
で
は
二
十
歳
刑
徳
に
お
い
て
刑
は
中
宮
に
入
れ
な
い
た
め
、
三
合
説
甲
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
（

34
）

。
な
お
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
で

三
合
説
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
・
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
部
分
の
記
述
に
「
水
は
子
な
り
」
と
あ
り
、
十
二
辰
に
五
行
が

配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
三
合
説
は
帛
書
の
刑
徳
大
遊
に
導
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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図
五 

三
合
説
に
お
け
る
十
二
辰 

 
    

    
  
 

図
六 

三
合
会   
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（
＊
）
水
合
局
は
子
・
辰
・
申
。
金
合
局
は
丑
・
巳
・
酉
。
火
合
局
は
寅
・
午
・
戌
。
木
合
局
は
亥
・
卯
・
未
。 

 

三
合
説
の
内
容
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
帛
書
に
見
え
る
小
遊
系
資
料
で
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
ま
で
は
刑
が
中
宮
に
入
る
が
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
・
帛
書

『
刑
徳
』
乙
篇
で
は
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
と
い
う
理
論
を
明
確
に
示
し
て
い
る
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
・
帛
書
『
刑

徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
は
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
時
点
で
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
も
の
に
三
合
説
甲
を
導
入
し
た
結
果
、
現
在
の
形
に
変
わ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
し
、
二
十
歳
刑
徳
の
刑
の
移
動
は
三
合
説
に
よ
る
十
二
辰
の
五
行
配
当
と
太
陰
所
在
の
十
二
辰
を
用
い
た
理
論
に
基
づ
い
て
い
た
が
、
刑
徳
小
遊
の
刑
の
移

動
で
は
十
二
辰
を
用
い
た
理
論
は
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
刑
徳
小
遊
に
お
い
て
三
合
説
甲
は
刑
の
移
動
理
論
に
直
接
導
入
さ
れ
ず
、
刑
徳
大
遊
の
影
響
を
受
け
た

際
に
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
く
な
る
と
い
う
結
果
の
み
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
刑
徳
大
遊
の
場
合
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
時
点
で
三
合
説
甲
が

既
に
導
入
さ
れ
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
刑
徳
小
遊
の
場
合
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
時
点
で
三
合
説
甲
が
間
接
的
に
導
入
さ
れ
刑
が
中

宮
に
入
ら
な
い
形
式
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

以
上
が
、
伝
世
文
献
と
出
土
資
料
に
見
え
る
三
合
説
で
あ
る
。
三
合
説
は
古
く
は
戦
国
秦
に
す
で
に
登
場
し
、
刑
徳
大
遊
で
は
三
合
説
甲
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
以

降
に
導
入
さ
れ
、
刑
徳
小
遊
で
は
三
合
説
甲
は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
以
降
で
間
接
的
に
導
入
さ
れ
た
。 

さ
ら
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
の
徳
の
位
置
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
徳
の
位
置
が
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
刑
徳
大
遊
の
影
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響
を
受
け
て
刑
徳
小
遊
の
理
論
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
ま
ず
刑
徳
小
遊
で
は
刑
徳
大
遊
の
影
響
に
よ
っ
て
、
帛
書
『
刑
徳
』

甲
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
鉤
縄
図
が
加
わ
る
と
共
に
、
移
動
日
が
子
日
の
際
に
徳
が
刑
徳
大
遊
の
移
動
場
所
と
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
に
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙

篇
に
刑
徳
大
遊
の
三
合
説
が
間
接
的
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（

35
）

。 

こ
こ
ま
で
で
、
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
、
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
記
述
と
図
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
刑
徳
小
遊
図
の
構
成
等
に
つ

い
て
不
明
な
点
が
あ
る
の
で
、
最
後
に
触
れ
た
い
。 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
お
い
て
冬
至
・
夏
至
の
記
述
が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
、
陳
松
氏
や
マ
ル
ク
・
カ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は
、
帛
書
『
刑
徳
』

乙
篇
の
刑
徳
大
遊
の
刑
徳
移
動
を
説
明
し
た
箇
所
に
「
德
之
歳
徙
也
、
必
以
日
至
之
後
七
日
之
子
午
卯
酉
」
と
あ
る
た
め
と
し
、
刑
徳
大
遊
と
の
関
係
を
指
摘
し
た

（

36
）
。
今
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
刑
徳
小
遊
図
に
は
刑
徳
大
遊
の
鉤
縄
図
が
導
入
さ
れ
て
い
る
等
、
刑
徳
大
遊
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
刑
徳
大
遊
の
理
論
に
必
要
な
冬
至
・
夏
至
の
記
述
が
、
刑
徳
小
遊
図
に
見
え
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 む
す
び 

  

本
章
で
は
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
、
ま
た
刑
徳
小
遊
と
三
合
説
と
の
関
連
性
を
検
討
し
た
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
お
い
て
、
刑
は
帛
書
『
陰

陽
五
行
』
乙
篇
・
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
異
な
り
中
宮
に
移
動
可
能
で
あ
り
、
徳
は
刑
徳
大
遊
の
移
動
と
連
動
し
て
い
た
。
刑
が
中
宮
に
移
動
可
能
な
の
は
、
二
十
歳

刑
徳
・
刑
徳
大
遊
で
刑
を
中
宮
に
移
動
さ
せ
な
く
し
て
い
る
三
合
説
が
、
甲
篇
で
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
徳
が
刑
徳
大
遊
の
移
動
と
連
動
し

て
い
た
の
は
、
刑
徳
小
遊
図
に
刑
徳
大
遊
の
影
響
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
刑
徳
大
遊
の
影
響
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
刑
徳
小
遊
は
段
階
的
に
刑
徳
大
遊
の
影
響
を

受
け
た
と
い
え
る
。 

以
上
、
帛
書
の
検
討
を
行
っ
た
。
三
合
説
は
古
く
は
戦
国
秦
に
も
見
え
る
が
、
帛
書
以
前
は
刑
徳
と
三
合
説
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
帛
書

以
前
に
三
合
説
が
見
え
る
も
の
と
し
て
放
馬
灘
秦
簡
も
挙
げ
た
が
、
放
馬
灘
秦
簡
に
は
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
も
見
え
る
。
そ
こ
で
、
三
合
説
と
刑
徳
理
論
の
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
八
章
で
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
徳
理
論
と
三
合
説
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。 

  



134 

 

注 （
１
）
拙
稿
「
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
德
小
遊
」
（
武
田
時
昌
・
麥
文
彪
編
『
天
と
地
の
科
学―

東
と
西
の
出
会
い
ー
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一

九
年
）
）
参
照
。 

（
２
）
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
参
照
。 

（
３
）
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
五
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
。
な
お
原
文
の
□
は
文
字
が
一
字
分
の
欠
落
、
〔 

〕
の
中
の
文
は
整

理
者
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

（
４
）
「
十
二
年
」
を
程
少
軒
氏
は
「
十
一
年
」
と
す
る
（
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
）
。
武
田
氏
は
上
朔
の
周
期
、
末
永
氏
は
写
真
版
に
基
づ
き
「
十
二

年
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
本
論
文
で
は
武
田
氏
・
末
永
氏
に
従
う
（
武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一

一
年
）
、
末
永
高
康
「
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」
（
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
第
八
号
（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
谷
中
信

一
研
究
室
、
二
〇
一
五
年
）
）
。 

（
５
）
当
該
字
を
程
少
軒
氏
は
「
居
」、
末
永
氏
・
鄔
可
晶
氏
は
「
幷
」
に
作
る
。
写
真
版
よ
り
、
末
永
氏
・
鄔
可
晶
氏
に
従
う
（
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、

鄔
可
晶
「
読
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
・
《
陰
陽
五
行
》
・
《
天
文
気
象
雑
占
》
瑣
記
」
（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
十
五
輯
（
中
西
書
局
、
二

〇
一
六
年
）
、
注
（
４
）
末
永
前
掲
論
文
参
照
）。 

（
６
）
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
德
小
遊
図
に
見
え
る
「
風
伯
」
を
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
は
「
風
柏
」
に
作
る
。 

（
７
）
胡
文
輝
氏
・
程
少
軒
氏
は
図
一
と
後
掲
の
図
二
の
中
宮
部
分
は
二
つ
の
宮
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
刑
徳
小
遊
図
は
十
宮
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
（
胡
文
輝

『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』
（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
）
。 

（
８
）
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
（
図
二
）
に
よ
る
と
「
青
澤
」
が
補
え
そ
う
だ
が
、
他
の
神
が
入
る
可
能
性
も
あ
る
か
。 

（
９
）
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
『
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
研
究
論
稿
』
（
台
湾
古
籍
、
二
〇
〇
一
年
）
。 

（
10
）
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
11
）
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
参
照
。 

（
12
）
末
永
高
康
氏
は
図
中
の
刑
、
豊
隆
、
風
伯
、
大
音
、
雷
公
に
付
さ
れ
て
い
る
干
支
の
順
は
六
十
干
支
の
順
と
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
（
注
（
４
）
末

永
前
掲
論
文
参
照
）。 

（
13
）
饒
宗
頤
「
馬
王
堆
《
刑
徳
》
乙
本
九
宮
図
諸
神
釈--

兼
論
出
土
文
献
中
的
顓
頊
与
攝
提
（
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
三
年
第
一
期
）
、
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
参
照
。 

http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DJHKG
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（
14
）Ma

rc
 Kal

inow
ski

「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
試
探
」
（
饒
宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
、
注
（
１
）
前
掲
拙
稿

参
照
。 

（
15
）
「
以
午
與
德
合
於
四
正
而
左
之
」
の
「
左
之
」
に
つ
い
て
、
武
田
氏
は
午
日
に
移
動
す
る
四
正
が
左
に
く
る
と
す
る
。
な
お
、
「
中
柱
北
市
」
は
「
中
宮
」
に

相
当
す
る
（
注
（
４
）
武
田
前
掲
論
文
参
照
）
。 

（
16
）
注
（
４
）
武
田
前
掲
論
文
参
照
。 

（
17
）
陶
磊
氏
も
表
を
作
製
し
て
い
る
が
、
武
田
氏
の
修
正
さ
れ
た
表
の
方
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
た
た
め
、
陶
磊
氏
の
も
の
は
用
い
な
か
っ
た
（
陶
磊
『
《
淮
南

子
・
天
文
》
硏
究-

従
数
術
史
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、
注
（
４
）
武
田
前
掲
論
文
参
照
）
。 

（
18
）
拙
稿
「
馬
王
堆
帛
書
『
刑
徳
』
篇
「
刑
德
大
遊
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
硏
究
科
紀
要
』
五
八
輯
第
四
分
冊
、
二
〇
一
三
年
）
参

照
。 

（
19
）
注
（
４
）
武
田
前
掲
論
文
参
照
。 

（
20
）
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
。 

（
21
）
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
参
照
。 

（
22
）
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
参
照
。 

（
23
）
各
篇
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
程
少
軒
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
は
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
四
月
～
十
二
年
（
公
元
前
一
九
五
年
）
四
月
、
帛

書
『
刑
徳
』
乙
篇
は
漢
恵
帝
七
年
（
公
元
前
一
八
八
年
）
八
月
～
漢
文
帝
前
元
一
二
年
（
公
元
前
一
六
八
年
）
二
月
、
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
は
劉
邦
漢
王
二
年
（
公
元

前
二
〇
五
年
）
～
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
前
後
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
は
呂
后
年
間
（
公
元
前
一
八
七
～
一
八
〇
）
と
す
る
。
但
し
、
程
少
軒
氏

は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
方
が
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
よ
り
古
い
と
す
る
（
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
篇
「
刑
徳
小
游
」

占
辞
与
漢
軍
討
伐
陳
豨
之
役
」（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
参
照
）。 

（
24
）
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
25
）
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
と
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
德
小
遊
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
付
さ
れ
て
い
る
図
に
は
帛
書
『
刑
徳
』

丙
篇
と
違
い
各
宮
の
外
側
に
十
二
支
は
な
い
。 

（
26
）
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
18
）
前
掲
拙
稿
参
照
。 

（
27
）
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 
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（
28
）
戸
川
芳
郎
・
木
山
英
雄
・
沢
谷
昭
次
・
飯
倉
照
平
『
淮
南
子
・
説
苑(

抄)
 

』
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
）
、
楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
七
九

年
）
参
照
。 

（
29
）
後
世
の
文
獻
で
は
あ
る
が
、
『
五
行
大
義
』
に
三
合
説
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。
『
五
行
大
義
』
巻
二
論
方
位
雑
に
、 

寅
午
戌
、
火
之
位
也
。
寅
中
有
生
火
、
在
東
方
。
午
中
有
王
火
、
在
南
方
。
戌
中
有
死
火
、
在
西
方
。
亥
卯
未
、
木
之
位
也
。
亥
中
有
生
木
、
在
北
方
。
卯
中
有

王
木
、
在
東
方
。
未
中
有
死
木
、
在
南
方
。
申
子
辰
、
水
之
位
也
。
申
中
有
生
水
、
在
西
方
。
子
中
有
王
水
、
在
北
方
。
辰
中
有
死
水
、
在
東
方
。
巳
酉
丑
、
金

之
位
也
。
巳
中
有
生
金
、
在
南
方
。
酉
中
有
王
金
、
在
西
方
。
丑
中
有
死
金
、
在
北
方
。
此
一
行
之
體
雜
在
三
方
也
。
未
辰
丑
戌
、
土
之
位
也
。
未
中
有
王
土
、

辰
中
有
死
土
、
丑
中
有
衰
土
、
戌
中
有
壮
土
、
此
土
體
雜
在
四
方
也
。 

と
あ
り
、
天
文
訓
に
見
え
た
五
行
の
盛
衰
が
「
生
・
王
・
死
」
と
い
う
形
で
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
文
訓
と
は
違
い
土
が
配
当
さ
れ
て
い
る
十
二
支
は
未
辰
丑
戌
と

な
っ
て
い
る
。 

（
30
）
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古

硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
一
（
上
中
下
）
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古

研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
・
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
注
釈
（
修
訂
本
）
』
一
・
二
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。
〔 

〕
の
中
の
文
は

整
理
者
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

（
31
）
整
理
者
は
「
酉
丑
巳
金
」
と
す
べ
き
で
、「
酉
」
字
が
抜
け
て
い
る
と
す
る
（
注
（
30
）
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
前
掲
書
参
照
）
。 

（
32
）
工
藤
元
男
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
会
』（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
參
照
）。
劉
樂
賢
氏
は
饒
宗
頤
氏
（
饒
宗
頤
「
秦
簡
中
的
五
行
説
與
納

音
説
」（
『
古
文
字
研
究
』
第
十
四
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
））
）
に
従
い
、
さ
ら
に
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
日
書
に
木
火
金
水
の
三
合
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
、

日
書
の
三
合
は
木
火
金
水
で
あ
る
と
す
る
（
劉
樂
賢
『
睡
虎
地
秦
簡
日
書
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
參
照
）
。 

（
33
）
甘
肅
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究

所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉

主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
注
釈
（
修
訂
本
）』
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
。
海
老
根
量
介
氏
に
よ
る
と
、
睡
虎
地
秦
簡

の
日
書
の
書
写
年
代
は
秦
の
六
国
統
一
前
、
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
の
書
写
年
代
は
統
一
秦
の
も
の
で
あ
る
（
海
老
根
量
介
「
放
馬
灘
秦
簡
鈔
写
年
代
蠡
測
」（
武
漢

大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
））
、
海
老
根
量
介
「
（
批
評
と
紹
介
）
孫
占
宇
著
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
集
釈
』
」（『
東

洋
学
報
』
第
九
五
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
海
老
根
量
介
「「
盜
者
」
篇
か
ら
み
た
「
日
書
」
の
流
通
過
程
試
論
」（
『
東
方
学
』
一
二
八
輯
、
二
〇
一
四
年
七
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月
）
参
照
）
。 

（
34
）
拙
稿
「
『
淮
南
子
』
天
文
訓
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
「
刑
」
・「
徳
」
運
行
に
つ
い
て
」
（
『
史
滴
』
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
參
照
。 

（
35
）
武
田
氏
は
刑
徳
大
遊
と
刑
徳
小
遊
は
混
在
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
程
少
軒
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
は
刑
徳
小
遊
に
お
い
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
も
の
を

捨
て
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
も
の
を
取
っ
た
と
す
る
（
注
（
４
）
武
田
前
掲
論
文
、
注
（
23
）
程
少
軒
前
掲
論
文
参
照
）。 

（
36
）
注
（
９
）
丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
前
掲
書
、
注
（
14
）M

arc 
Kali

nows
ki

前
掲
論
文
参
照
。 
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第
七
章 

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
刑
徳
小
遊
と
上
朔 

 

は
じ
め
に 

  

帛
書
に
は
、
第
五
・
六
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
日
（
六
日
）
毎
の
刑
・
徳
の
移
動
が
見
え
、
刑
徳
小
遊
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
筆
者
は
既
に
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑

徳
小
遊
を
検
討
し
、
こ
の
刑
・
徳
の
移
動
に
も
五
行
相
勝
の
勝
た
ざ
る
方
向
へ
移
動
す
る
理
論
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
１
）

。
し
か
し
、
帛
書
『
刑
徳
』

甲
篇
「
刑
徳
占
」
刑
徳
解
説
（
以
下
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
と
略
す
）
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
は
「
上
朔
」
と
い
う
移
動
日
に
関
す
る
概
念
を
加
え
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
武
田
時
昌
氏
は
、
「
上
朔
」
と
は
『
論
衡
』
弁
崇
篇
等
に
見
え
る
暦
注
の
忌
日
で
あ
り
、
『
星
暦
考
原
』
に
は
歳
支
に
よ
る
上
朔
日
の
配
当
の
記
述
が

見
え
る
と
指
摘
す
る
（
２
）

。
今
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
刑
・
徳
の
移
動
理
論
で
は
、
刑
・
徳
の
開
始
地
点
の
相
異
な
ど
は
存
在
し
た
が
、
移
動
日
に
関
っ
て
く
る
理
論

は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
移
動
理
論
を
検
討
す
る
に
は
移
動
理
論
だ
け
で
は
な
く
、
移
動
日
と
関
わ
る
「
上
朔
」
の
検
討
は
必
要

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。 

 

上
朔
と
刑
徳
小
遊
の
関
係
に
つ
い
て
上
述
の
武
田
氏
の
他
、
末
永
高
康
氏
（
３
）

・
程
少
軒
氏
（
４
）

・
黄
儒
宣
氏
（
５
）

は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
上
朔
の
サ
イ
ク
ル

と
共
に
、
上
朔
日
の
確
定
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
を
用
い
て
お
り
、
両
者
の
関
係
は
大
い
に
研
究
が
進
ん
だ
。
た
だ

し
、
上
述
の
資
料
に
関
し
て
諸
氏
で
解
釈
が
異
な
る
も
の
も
あ
り
、
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 第

一
節 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
と
上
朔 

 
 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
六
一
～
八
四
行
（
６
）

に
、   

十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
、
刑
・
德
以
其
庚
子
幷
居
西
宮
。
丙
午
刑
・
德
幷
居
南
宮
。
壬
子
刑
居
東
北
宮
、
德
復
居
西
宮
。
戊
午
刑
・
德
幷
居
中
宮
。
甲
子
刑
居 

東
南
宮
、
德
復
居
西
宮
。
庚
午
刑
・
德
幷
居
西
宮
。
丙
子
刑
居
西
南
宮
、
德
居
西
宮
。
壬
午
刑
・
〔
德
幷
居
□
宮
〕
。
戊
子
刑
〔
居
□
宮
、
德
〕
居
西
宮
。
甲
午 

刑
・
德
皆
居
東
宮
。
庚
子
刑
居
西
北
〔
宮
〕
、
德
居
西
宮
。 

十
二
年
（
７
）

乙
巳
上
朔
、
刑
・
德
以
丙
午
幷
居
南
宮
。
壬
子
刑
居
北
宮
、
德
復
居
南
宮
。
戊
午
刑
・
德
幷
居
中
宮
。
甲
子
刑
居
東
北
、
德
居
南
。
庚
午
刑
・
德
幷
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居
西
宮
。
丙
子
刑
居
西
南
宮
、
德
居
南
宮
。
壬
午
刑
・
德
皆
居
北
宮
。
戊
〔
子
〕
刑
居
中
柱
北
市
、
德
居
南
宮
。
甲
午
刑
・
德
〔
皆
〕
居
東
宮
。
庚
子
刑
〔
居
□

□
〕
宮
、
德
居
南
宮
。
〔
丙
〕
午
刑
・
德
復
幷
（
８
）

南
宮
。
●
此
刑
德
小
游
也
。
●
刑
□
以
子
游
於
畸
（
奇
）
、
以
午
與
德
合
於
四
正
而
左
之
。
●
刑
游
畸
（
奇
）
。 

 

（
前
漢
高
祖
）
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
、
刑
・
德
其
の
庚
子
を
以
て
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
午
刑
・
德
幷
せ
て
南
宮
に
居
る
。
壬
子
刑
東
北
宮
に
居
り
、
德
復

た
西
宮
に
居
る
。
戊
午
刑
・
德
幷
せ
て
中
宮
に
居
る
。
甲
子
刑
東
南
宮
に
居
り
、
德
復
た
西
宮
に
居
る
。
庚
午
刑
・
德
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
子
刑
西
南
宮
に

居
り
、
德
西
宮
に
居
る
。
壬
午
刑
・
〔
德
幷
せ
て
□
宮
に
居
る
〕
。
戊
子
刑
〔
□
宮
に
居
り
、
德
〕
西
宮
に
居
る
。
甲
午
刑
德
皆
な
東
宮
に
居
る
。
庚
子
刑
西
北

〔
宮
〕
に
居
り
、
德
西
宮
に
居
る
。 

十
二
年
乙
巳
上
朔
、
刑
・
德
丙
午
を
以
て
幷
せ
て
南
宮
に
居
る
。
壬
子
刑
北
宮
に
居
り
、
德
復
た
南
宮
に
居
る
。
戊
午
刑
・
德
幷
せ
て
中
宮
に
居
る
。
甲
子
刑
東

北
に
居
り
、
德
南
に
居
る
。
庚
午
刑
・
德
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
子
刑
西
南
宮
に
居
り
、
德
南
宮
に
居
る
。
壬
午
刑
・
德
皆
な
北
宮
に
居
る
。
戊
〔
子
〕
刑
中

柱
北
市
に
居
り
、
德
南
宮
に
居
る
。
甲
午
刑
・
德
〔
皆
な
〕
東
宮
に
居
る
。
庚
子
刑
〔
□
□
〕
宮
〔
に
居
り
〕
、
德
南
宮
に
居
る
。
〔
丙
〕
午
刑
・
德
復
た
南
宮

に
幷
す
。
●
此
れ
刑
德
小
游
な
り
。
●
刑
は
子
を
以
て
畸
（
奇
）
に
游
し
、
午
を
以
て
德
と
四
正
に
合
い
之
を
左
に
す
。
●
刑
は
畸
（
奇
）
に
游
す
。 

と
あ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
は
な
か
っ
た
、
「
上
朔
」
と
い
う
概
念
を
加
え
た
移
動
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
朔
と
い
う
概
念
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
伝
世
文
献
で
は
暦
注
の
忌
日
と
さ
れ
て
お
り
、
帛
書
に
も
何
か
所
か
記
述
が
見
え
る
。
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上

朔
」
に
は
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
記
述
が
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
一
欄
～
十
欄
に
（
９
）

、 

〔
木 

 

逆
七 

 

丁
亥 

 

戊
子 

 

己
丑 

 

庚
寅 

 

辛
卯 

 

壬
辰
〕 

 
 

 
 
 

上
朔 

 

癸
巳 
 

甲
午 

 

乙
未 

 

丙
申 

 
丁
酉 

 

戊
戌 

 
 
 
 
 

順
四 

 

丙
申 

 

丁
酉 

 

戊
戌 

 

己
亥 

 

庚
子 

 

辛
丑 

 
 
 
 
 

順
六 

 

戊
戌 

 

己
亥 

 

庚
子 

 

辛
丑 

 

壬
寅 

 
癸
卯 

 
 
 
 
 

順
七 

 

己
亥 

 

庚
子 

 

辛
丑 

 

壬
寅 

 

癸
卯 

 
甲
辰 

 

金 
 

逆
七 

 

癸
巳 

 

甲
午 

 

乙
未 

 

丙
申 

 

丁
酉 

 

戊
戌 

 
 

 
 
 

上
朔 

 

己
亥 

 

庚
子 

 

辛
丑 

 

壬
寅 

 

癸
卯 

 

甲
辰 

 
 
 
 
 

順
四 

 

壬
寅 

 

癸
卯 

 

甲
辰 

 

乙
巳 

 

丙
午 

 

丁
未 
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順
六 

 

甲
辰 

 

乙
巳 

 

丙
午 

 

丁
未 

 

戊
申 

 

己
酉 

 
 
 
 
 

順
七 

 

乙
巳 

 

丙
午 

 

丁
未 

 

戊
申 

 

己
酉 

 

庚
戌 

 
火 

 
逆
七 

 

己
亥 

 

庚
子 

 

辛
丑 

 

壬
寅 

 

癸
卯 

 

甲
辰 

 
 

 
 
 

上
朔 

 

乙
巳 

 

丙
午 

 

丁
未 

 

戊
申 

 

己
酉 

 

庚
戌 

 
 
 
 
 

順
四 

 

戊
申 

 

己
酉 

 

庚
戌 

 

辛
亥 

 

壬
子 

 

癸
丑 

 
 
 
 
 

順
六 

 
庚
戌 

 

辛
亥 

 

壬
子 

 

癸
丑 

 

甲
寅 
 

乙
卯 

 
 
 
 
 

順
七 

 

辛
亥 

 

壬
子 

 

癸
丑 

 

甲
寅 

 

乙
卯 

 

丙
辰 

 

水 
 

逆
七 

 

乙
巳 

 

丙
午 

 

丁
未 

 

戊
申 

 

己
酉 

 

庚
戌 

 
 

 
 
 

上
朔 

 

辛
亥 

 

壬
子 

 
癸
丑 
 

甲
寅 

 

乙
卯 

 

丙
辰 

 
 
 
 
 

順
四 

 

甲
寅 

 

乙
卯 

 
丙
辰 

 

丁
巳 

 

戊
午 

 

己
未 

 
 
 
 
 

順
六 

 

丙
辰 

 

丁
巳 

 

戊
午 

 
己
未 

 

庚
申 

 

辛
酉 

 
 
 
 
 

順
七 

 

丁
巳 

 

戊
午 
 

己
未 

 
庚
申 

 

辛
酉 

 

壬
戌 

 

土 
 

逆
七 

 

辛
亥 
 

壬
子 

〔
癸
丑
〕 

甲
寅 

 
乙
卯 

 

丙
辰 

 
 

 
 
 

上
朔 

 

丁
巳 

〔
戊
午 

 

己
未
〕 

庚
申 

 

辛
酉 

 

壬
戌 

 
 
 
 
 

順
四 

〔
庚
申 

 

辛
酉
〕 

壬
戌 

 

癸
亥 

 

甲
子 

 
乙
丑 

 
 
 
 
 

順
六 

 

壬
戌 

〔
癸
亥
〕 

甲
子 

 

乙
丑 

 

丙
寅 

 
丁
卯 

 
 
 
 
 

順
〔
七 

癸
亥 

甲
〕
子 

 

乙
丑 

 

丙
寅 

 

丁
卯 

 

戊
辰 

 

木 
 

逆
〔
七 

丁
巳 

 

戊
午
〕 

己
未 

 

庚
申 

 

辛
酉 

 

壬
戌 

 
 

 
 
 

上
朔 

〔
癸
亥 

 

甲
子
〕 

乙
丑 

 

丙
寅 

 

丁
卯 

 

戊
辰 
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順
〔
四 

丙
寅 

 

丁
卯
〕 

戊
辰 

 

己
巳 

 

庚
午 

 

辛
未 

 
 

 
 

〔
順
六
〕 

戊
辰 

 

己
巳 

 

庚
午 

 

辛
未 

 

壬
申 

 

癸
酉 

 
 
 

順
七 

 

己
巳 

 

庚
〔
午 

辛
未
〕 

壬
申 

 

癸
酉 

 

甲
戌 

 

金 
 

逆
〔
七 

癸
亥 

 

甲
子
〕 

乙
丑 

 

丙
寅 

 

丁
卯 

 

戊
辰 

 
 

 
 
 

上
朔 
〔
己
巳 

 

庚
午 

 

辛
〕
未 

壬
申 

 

癸
酉 

 

甲
戌 

 
 
 
 
 

順
四 

 
壬
申 

〔
癸
酉 

 

甲
戌 

 

乙
〕
亥 

丙
子 
 

丁
丑 

 
 
 
 
 

順
六 

 

甲
戌 
〔
乙
亥 

 

丙
子 

 

丁
丑 

 

戊
寅
〕 

己
卯 

 
 
 
 
 

順
七 

 

乙
亥 

 
丙
〔
子 

丁
丑 

 

戊
寅
〕 

己
卯 

 

庚
辰 

 

火 
 

逆
七 

 

己
巳 

 

庚
午 

 
辛
未 
 

壬
申 

 

癸
酉 

 

甲
戌 

 
 

 
 
 

上
朔 

 

乙
亥 

 

丙
子 

 
丁
丑 

 

戊
寅 

 

己
卯 

 

庚
辰 

 
 

 
 

〔
順
〕
四 

戊
寅 

 

己
卯 

 

庚
辰 

 
辛
巳 

 

壬
午 

 

癸
未 

 
 
 
 
 

順
六 

 

庚
辰 

 

辛
巳 
 

壬
午 

 
癸
未 

 

甲
申 

 

乙
酉 

 
 

 
 

〔
順
七
〕 

辛
巳 

 

壬
午 

 

癸
未 

 

甲
申 

 

乙
酉 

 

丙
戌 

 

〔
水
〕 

逆
七 

 

乙
亥 

 

丙
子 

 

丁
丑 

 

戊
寅 

 

己
卯 

 

庚
辰 

 
 

 
 
 

上
朔 
 

辛
巳 

 

壬
午 

 

癸
未 

 

甲
申 

 

乙
酉 

 
丙
戌 

 
 

 
 
 
 
 

順
四 

 

甲
申 

 

乙
酉 

 

丙
戌 

 

丁
亥 

 

戊
子 

 
己
丑 

 
 
 
 
 

順
六 

 

丙
戌 

 

丁
亥 

 

戊
子 

 

己
丑 

 

庚
寅 

 

辛
卯 

 
 
 
 
 

順
七 

 

丁
亥 

 

戊
子 

 

己
丑 

 

庚
寅 

 

辛
卯 

 

壬
辰 

 

〔
土
〕 

逆
七 

 

辛
巳 

 

壬
午 

 

癸
未 

 

甲
申 

 

乙
酉 

 

丙
戌 
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上
朔 

 

丁
亥 

 

戊
子 

 

己
丑 

 

庚
寅 

 

辛
卯 

 

壬
辰 

 
 
 
 
 

順
四 

 

庚
寅 

 

辛
卯 

 

壬
辰 

 

癸
巳 

 

甲
午 

 

乙
未 

 
 
 
 
 

順
六 

 

壬
辰 

 

癸
巳 

 

甲
午 

 

乙
未 

 

丙
申 

 

丁
酉 

 
 

 
 

〔
順
七
〕 

癸
巳 

 

甲
午 

 

乙
未 

 

丙
申 

 

丁
酉 

 

戊
戌 

と
あ
り
、
こ
の
「
上
朔
」
の
サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
、
武
田
時
昌
氏
と
程
少
軒
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。 

 

ま
ず
武
田
氏
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
出
来
る
（

10
）

。
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
記
述
は
、
上
述
の
よ
う
な
歳
支
に
よ
っ
て
決
ま
る
一
年
毎
の
上
朔
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
干
支
が
、
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
で
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
「
上
朔
」
の
列
の
一
番
上
に
あ
る
「
上
朔
」
の
日
を
起
点
に
六

日
間
の
干
支
を
並
べ
る
。
そ
し
て
、
「
上
朔
」
の
週
に
あ
る
各
干
支
を
基
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
逆
七
」
、
「
順
四
」
、
「
順
六
」
、
「
順
七
」
が
配
当
さ
れ
て

い
る
。
「
逆
七
」
は
上
朔
日
を
仮
に
八
日
と
す
る
と
、
八
日
そ
の
も
の
を
数
え
た
上
で
七
日
前
と
な
る
二
日
の
干
支
を
指
す
。
「
順
四
」
は
上
朔
日
を
仮
に
八
日
と
す

る
と
、
八
日
そ
の
も
の
を
数
え
た
上
で
四
日
目
と
な
る
十
一
日
の
干
支
を
指
す
。
「
順
六
」
は
上
朔
日
を
仮
に
八
日
と
す
る
と
、
八
日
そ
の
も
の
を
数
え
た
上
で
六
日

目
と
な
る
十
三
日
の
干
支
を
指
す
。
「
順
七
」
は
上
朔
日
を
仮
に
八
日
と
す
る
と
、
八
日
そ
の
も
の
を
数
え
た
上
で
七
日
目
と
な
る
十
四
日
の
干
支
を
指
す
。 

 

つ
ま
り
、
「
逆
七
」
と
は
上
朔
の
日
か
ら
数
え
て
七
日
前
の
こ
と
で
、
そ
の
列
に
は
逆
七
の
週
の
干
支
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
順
四
」
と
は
上
朔
の
日
か
ら
数
え

て
四
日
目
の
こ
と
で
、
そ
の
列
に
は
順
四
の
週
の
日
の
干
支
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
順
六
」
と
は
上
朔
の
日
か
ら
数
え
て
六
日
目
の
こ
と
で
、
そ
の
列
に
は
順
六
の

週
の
日
の
干
支
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
順
七
」
と
は
上
朔
の
日
か
ら
数
え
て
七
日
目
の
こ
と
で
、
そ
の
列
に
は
順
七
の
週
の
日
の
干
支
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
各
段

の
上
朔
日
の
干
支
は
上
朔
の
行
の
一
番
上
の
干
支
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
逆
七
は
上
朔
か
ら
六
つ
前
の
干
支
、
順
四
は
上
朔
か
ら
三
つ
先
の
干
支
、
順
六
は
上
朔
か
ら
五

つ
先
の
干
支
、
順
七
は
上
朔
か
ら
六
つ
先
の
干
支
で
あ
る
。 

 

次
に
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
で
木
か
ら
順
に
配
当
さ
れ
て
い
る
五
行
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
朔
日
の
翌
日
の
子
午
日
の
日
干
の
五
行
と
一
致
す
る
。
最

初
の
木
の
行
を
例
に
説
明
し
て
み
る
と
、
上
朔
日
は
癸
巳
で
、
そ
の
翌
日
の
干
支
は
甲
午
と
な
る
。
甲
は
日
干
の
五
行
配
当
で
は
木
に
配
当
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
甲

午
の
あ
る
行
の
木
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
程
少
軒
氏
に
よ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
出
来
る
（

11
）

。
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
「
上
朔
」
に
「
上
朔
、
六
旬
而
徙
其
前
之
〔
辰
日
〕
」
（

12
）

と
あ

り
、
上
朔
が
六
旬
（
二
か
月
）
で
前
（
先
）
の
辰
日
に
移
る
の
で
、
年
で
は
な
く
月
（
二
か
月
）
を
周
期
と
す
る
上
朔
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
記
述
は
年
毎
に
見
え
る
上
朔
（
「
年
上
朔
」
と
名
付
け
る
）
で
は
な
く
、
月
（
二
か
月
）
毎
に
見
え
る
上
朔
（
「
気
上
朔
」
と
名
付
け
る
）
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。 
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ま
ず
各
段
の
「
上
朔
」
の
列
の
一
番
上
に
あ
る
「
上
朔
」
の
日
を
起
点
に
六
旬
毎
に
干
支
を
並
べ
る
。
そ
し
て
、
「
上
朔
」
の
列
に
あ
る
各
干
支
を
基
点
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
逆
七
」
、
「
順
四
」
、
「
順
六
」
、
「
順
七
」
が
配
当
さ
れ
て
い
る
。
先
の
武
田
氏
の
解
釈
の
よ
う
に
各
「
逆
七
」
、
「
順
四
」
、
「
順
六
」
、
「
順

七
」
は
そ
れ
ぞ
れ
上
朔
の
日
か
ら
数
え
て
七
日
前
、
四
日
目
、
六
日
目
、
七
日
目
で
あ
る
。 

 

次
に
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
に
見
え
る
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
木
か
ら
順
に
配
当
さ
れ
て
い
る
五
行
は
刑
徳
大
遊
の
高
祖
十
年
代
の
徳
の
移
動
と
同

じ
で
あ
る
た
め
、
刑
徳
大
遊
の
徳
の
所
在
と
し
、
各
段
の
五
行
と
上
朔
を
抜
き
出
し
表
一
を
作
成
し
た
。 

 

表
一 

気
上
朔
の
周
回
表
（
程
少
軒
氏
作
成
の
表
の
気
上
朔
部
分
を
抜
粋
）
（

13
） 

 
 

           

表
一
は
十
一
月
を
起
点
に
六
旬
毎
（
二
か
月
）
に
上
朔
が
移
る
と
考
え
て
、
各
段
の
五
行
と
上
朔
の
干
支
を
並
べ
て
い
る
。 

 

以
上
が
武
田
氏
・
程
少
軒
氏
の
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
両
氏
の
解
釈
は

共
に
成
り
立
ち
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
は
伝
世
文
献
の
よ
う
な
年
上
朔
で
あ
り
つ
つ
も
、
気
上
朔
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
見
え
る
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
と
あ
る
が
（

14
）

、
年
毎
の
刑
・
徳
の
移
動

徳

方

位 

十

一

月 

十

二

月 

端

月 

二

月 

三

月 

四

月 

五

月 

六

月 

七

月 

八

月 

九

月 

十

月 

木 癸

巳 

甲

午 

乙

未 

丙

申 

丁

酉 

戊

戌 

金 己

亥 

庚

子 

辛

丑 

壬

寅 

癸

卯 

甲

辰 

火 乙

巳 

丙

午 

丁

未 

戊

申 

己

酉 

庚

戌 

水 辛

亥 

壬

子 

癸

丑 

甲

寅 

乙

卯 

丙

辰 

土 丁

巳 

戊

午 

己

未 

庚

申 

辛

酉 

壬

戌 

木 癸

亥 

甲

子 

乙

丑 

丙

寅 

丁

卯 

戊

辰 

金 己

巳 

庚

午 

辛

未 

壬

申 

癸

酉 

甲

戌 

火 乙

亥 

丙

子 

丁

丑 

戊

寅 

己

卯 

庚

辰 

水 辛

巳 

壬

午 

癸

未 

甲

申 

乙

酉 

丙

戌 

土 丁

亥 

戊

子 

己

丑 

庚

寅 

辛

卯 

壬

辰 
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を
示
す
図
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
上
朔
」
は
伝
世
文
献
の
上
朔
の
よ
う
な
年
毎
の
上
朔
に
関
す
る
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙

篇
の
「
上
朔
」
に
、
「
上
朔
、
六
旬
而
徙
其
前
之
〔
辰
日
〕
」
と
あ
る
の
は
月
（
二
か
月
）
を
単
位
と
し
て
い
る
た
め
、
年
と
は
別
の
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
六
旬
（
二
か
月
）
の
サ
イ
ク
ル
で
上
朔
が
表
一
の
よ
う
に
巡
っ
て
い
く
た
め
、
各
行
（
木
・
金
・
火
・
水
・
土
）
の
上
朔
が
六
度
移
動
す
る
こ
と
で
一
年
と
な
り
、

一
番
上
段
の
上
朔
は
次
の
行
の
上
段
の
上
朔
に
一
年
後
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
（

15
）

。
具
体
的
に
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
の
上
朔
の
サ
イ
ク

ル
を
例
に
挙
げ
て
説
明
す
る
。
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
の
「
金
」
行
（
二
つ
目
の
段
）
の
上
朔
の
一
番
上
は
「
己
亥
」
、
次
の
「
火
」

行
（
三
つ
め
の
段
）
の
上
朔
の
一
番
上
は
「
乙
巳
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
引
用
し
た
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
「
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
」
の
一
年
後
が
「
十

二
年
乙
巳
上
朔
」
と
な
っ
て
い
る
の
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
六
十
干
支
の
順
で
考
え
る
と
、
「
己
亥
」
か
ら
「
乙
巳
」
ま
で
己
亥→

庚
子→

辛
丑→

壬
寅→

癸
卯→

甲

辰→

乙
巳
と
六
つ
離
れ
て
お
り
、
気
上
朔
に
お
い
て
六
度
移
動
す
る
こ
と
で
、
一
つ
先
の
行
の
上
朔
と
な
る
。 

 

以
上
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
を
検
討
し
た
が
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
は
年
上
朔
の
記
述
が
見
え
る
太
陰
刑
徳
大
遊
図
が

付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
上
朔
の
位
置
を
決
定
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
を
検
討
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
二
節 

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図 

  

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
は
年
上
朔
の
記
述
が
見
え
る
太
陰
刑
徳
大
遊
図
が
付
さ
れ
て
い
る
（
図
一
参
照
）
（

16
）

。 

太
陰
刑
徳
大
遊
図
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
（
図
１
Ａ
Ｂ
Ｃ
部
分
と
対
応
）
。
四
隅
の
四
角
で
囲
ま
れ
た
区
画
に
は
、
Ａ
刑
・
徳
の
位
置
か
ら
測
る

吉
凶
、
冬
至
・
夏
至
の
期
間
や
上
朔
の
法
則
等
の
記
述
が
見
え
る
。
な
お
、
本
論
は
上
朔
に
つ
い
て
の
検
討
で
あ
る
の
で
、
以
下
で
は
上
朔
に
関
す
る
部
分
の
み
取
り

上
げ
る
。
次
に
、
東
西
南
北
中
央
の
各
区
画
の
下
段
に
は
、
Ｂ
「
此
之
謂
・
胃
（
謂
）
」
・
「
此
謂
」
か
ら
始
ま
る
記
述
が
五
か
所
見
え
、
末
永
氏
は
以
下
の
よ
う
に

説
明
す
る
（

17
）

。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
四
五
・
四
六
行
に
「
●
德
在
火
、
名
曰
不
足
」
と
あ
る
記
述
が
、
図
の
上
方
下
段
に
見
え
る
「
●
此
之
胃
不
足
」
と
対
応
し
て

い
る
よ
う
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
お
い
て
徳
が
各
五
行
に
居
る
際
の
記
述
と
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
東
西
南
北
中
の
五
方
位
の
下
段
の
記
述
が
対
応
し
て
い
る
。

最
後
に
、
Ｃ
「
甲
子
在
水
甲
子
」
等
と
い
う
記
述
と
同
じ
構
成
の
も
の
が
、
十
二
区
画
に
そ
れ
ぞ
れ
四
行
ず
つ
と
中
央
の
一
区
画
に
十
二
行
見
え
て
い
る
。
「
甲
子
在

水
甲
子
」
は
、
㊀
甲
子
㊁
在
水
㊂
甲
子
の
三
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
㊀
部
分
に
つ
い
て
、
図
中
に
「
甲
子
」
か
ら
「
癸
亥
」
ま
で
の
六
十
干
支
が
順
番
に
見
え
て

お
り
、
末
永
氏
・
程
少
軒
氏
は
こ
れ
を
太
陰
紀
年
と
考
え
て
い
る
。
㊁
部
分
に
つ
い
て
、
末
永
氏
は
、
先
に
見
え
た
東
西
南
北
中
の
下
段
が
徳
の
記
述
と
対
応
し
て
い



145 

 

る
こ
と
か
ら
、
刑
の
所
在
で
あ
ろ
う
と
し
、
程
少
軒
氏
も
同
様
で
あ
る
（

18
）

。
㊂
部
分
に
つ
い
て
、
程
少
軒
氏
は
年
毎
の
刑
・
徳
移
動
、
す
な
わ
ち
刑
徳
大
遊
の
徳
の

移
動
日
を
指
す
と
し
、
漢
高
祖
十
二
年
（
丙
午
）
、
漢
恵
帝
元
年
（
丁
未
）
・
同
二
年
（
戊
申
）
・
同
三
年
（
己
酉
）
を
例
に
挙
げ
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

（

19
）

。 

図
一 
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
（
程
少
軒
氏
復
元
） 

 

 
 

ま
ず
、
刑
徳
大
遊
の
徳
の
移
動
日
に
つ
い
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
二
行
に
「
刑
德
之
歳
徙
也
、
必
以
日
至
之
後
七
日
之
子
午
卯
酉
。
德
之
徙
也
、
子
若
午
」
と
あ

り
、
冬
至
日
後
七
日
以
降
の
第
一
日
目
の
子
・
午
日
が
、
刑
徳
大
遊
の
徳
の
移
動
日
と
な
る
（

20
）

。
次
に
、
刑
徳
大
遊
の
移
動
日
の
法
則
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
太
陰

刑
徳
大
遊
図
の
㊂
部
分
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
㊀
が
丙
午
つ
ま
り
丙
午
の
年
（
漢
高
祖
十
二
年
）
の
記
述
に
「
丙
午
【
在
】
金
丙
子
」
と
あ
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る
。
高
祖
十
二
年
（
丙
午
）
の
冬
至
日
は
丙
寅
で
、
丙
寅
か
ら
七
日
目
は
壬
申
で
壬
申
よ
り
後
の
一
番
初
め
の
子
午
日
は
丙
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の

丙
午
年
の
記
述
と
合
致
し
て
い
る
（
表
二
参
照
）
。 

表
二 
漢
高
祖
十
二
年
（
丙
午
）
の
徳
の
移
動
日
計
算
表
（
程
少
軒
氏
作
製
）
（

21
） 

  

漢
恵
帝
元
年
（
丁
未
）
・
同
二
年
（
戊
申
）
・
同
三
年
（
己
酉
）
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
漢

恵
帝
元
年
（
丁
未
）
の
冬
至
日
は
辛
未
で
、
辛
未
か
ら
七
日
目
は
丁
丑
、
丁
丑
以
降
で
一
番
初
め
の
子
・
午
日
は

壬
午
と
な
る
。
こ
れ
は
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
丁
未
年
の
記
述
に
「
丁
未
在
火
壬
午
」
と
あ
る
の
と
合
致
す
る
（
表

三
参
照
）
。 

 
 

表
三 

漢
恵
帝
元
年
（
丁
未
）
の
徳
の
移
動
日
計
算
表
（
程
少
軒
氏
作
製
）
（

22
） 

 

 

漢
恵
帝
二
年
（
戊
申
）
の
冬
至
日
は
丙
子
で
、
丙
子
か
ら
七
日
目
は
壬
午
で
あ
る
。
壬
午
自
体
が
子
・
午
日

で
、
こ
れ
を
計
算
に
い
れ
な
い
の
な
ら
、
そ
の
後
の
一
番
初
め
の
子
・
午
日
は
戊
子
と
な
る
。
こ
れ
は
太
陰
刑

徳
大
遊
図
の
丁
未
年
の
記
述
に
「
戊
申
在
水
戊
子
」
と
あ
る
の
と
合
致
す
る
（
表
四
参
照
）
。 

 

表
四 

漢
恵
帝
二
年
（
戊
申
）
の
徳
の
移
動
日
計
算
表
（
程
少
軒
氏
作
製
）
（

23
） 

  

最
後
に
、
漢
恵
帝
三
年
（
己
酉
）
の
冬
至
日
は
辛
巳
で
、
辛
巳
か
ら
七
日
目
は
丁
亥
日
、
そ
の
後
の
一

番
初
め
の
子
午
日
は
戊
子
と
な
る
。
こ
れ
は
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
見
え
る
己
酉
年
の
記
述
に
「
己
酉
在

木
甲
午
」
と
あ
る
の
と
合
致
し
な
い
。
こ
こ
で
漢
恵
帝
三
年
（
己
酉
）
の
年
の
記
述
を
考
え
る
と
、
徳
の

移
動
日
を
「
甲
午
」
に
合
わ
せ
る
に
は
、
徳
の
移
動
法
則
の
「
後
七
日
」
を
「
後
十
三
日
」
と
改
め
る
べ

き
と
す
る
（
表
五
参
照
）
。 

丙寅 一日 

丁卯  二日 

戊辰 三日 

己巳 四日 

庚午 五日 

辛未 六日 

壬申 七日 

癸酉 八日 

甲戌 九日 

乙亥 十日 

丙子 十一日 

辛未 一日 

壬申 二日 

癸酉 三日 

甲戌 四日 

乙亥 五日 

丙子 六日 

丁丑 七日 

戊寅 八日 

己卯 九日 

庚辰 十日 

辛巳 十一日 

壬午 十二日 

丙子 一日 

丁丑 二日 

戊寅 三日 

己卯 四日 

庚辰 五日 

辛巳 六日 

壬午 七日 

癸未 八日 

甲申 九日 

乙酉 十日 

丙戌 十一日 

丁亥 十二日 

戊子 十三日 
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表
五 

漢
恵
帝
三
年
（
己
酉
）
の
徳
の
移
動
日
計
算
表
（
程
少
軒
氏
作
製
）
（

24
） 

以
上
が
、
年
を
単
位
と
す
る
上
朔
で
あ
る
「
年
上
朔
」
の
記
述
が
見
え
る
太
陰
刑
徳
大
遊
図
と
程

少
軒
氏
の
解
釈
で
あ
る
。
程
少
軒
氏
は
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
見
え
る
「
㊀
甲
子
㊁
在
水
㊂
甲
子
」

の
㊂
部
分
を
各
年
毎
の
徳
の
移
動
日
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
検
討
し
た
漢
恵
帝
三
年

の
よ
う
に
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
刑
・
徳
の
移
動
法
則
と
合
致
し
な
い
部
分
が
見
ら
れ
る
。
以
下
で

は
、
程
少
軒
氏
の
検
討
し
た
㊂
部
分
と
刑
・
徳
の
移
動
法
則
と
合
致
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
改
め
て

検
討
し
た
い
。 

 

移
動
法
則
と
実
際
の
位
置
が
合
致
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
程
少
軒
氏
が
秦
始
皇
元
年
～
漢
恵
帝
五
年
ま
で
の
紀
年
、
刑
・
徳
の
移
動
・
冬
至
日
・
徳
の
移
動

日
と
徳
の
移
動
法
則
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
表
か
ら
検
討
す
る
（
表
六
参
照
）
（

25
）

。 
 

表
に
よ
る
と
、
徳
の
「
運
行
規
則
」
は
六
つ
の
期
間
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
以
下
で
は
表
の
順
に
番
号
を
振
っ
て
み
る
。
Ⅰ
秦
始
皇
二
十
七
～
二
十
九
年
は
冬
至
日

か
ら
十
三
日
以
前
の
子
午
日
、
Ⅱ
秦
始
皇
三
十
～
三
十
七
年
は
冬
至
日
か
ら
七
日
以
前
の
子
午
日
、
Ⅲ
秦
二
世
元
年
は
冬
至
日
、
Ⅳ
秦
二
世
二
年
～
漢
高
祖
六
年
は
冬

至
日
後
の
子
午
日
、
Ⅴ
漢
高
祖
七
年
～
漢
恵
帝
二
年
は
冬
至
日
か
ら
七
日
以
後
の
子
午
日
、
Ⅵ
漢
恵
帝
三
年
～
漢
恵
帝
五
年
は
冬
至
日
か
ら
十
三
日
以
後
の
子
午
日
で

あ
る
。 

 
 

こ
こ
で
表
の
Ⅰ
～
Ⅵ
ま
で
の
各
期
間
の
徳
の
移
動
法
則
と
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
徳
の
移
動
法
則
、
す
な
わ
ち
「
刑
德
之
歳
徙
也
、
必
以
日
至
之
後
七
日
之
子
午
卯

酉
。
德
之
徙
也
、
子
若
午
」
と
が
ど
の
程
度
合
致
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
る
と
、
合
致
し
て
い
る
も
の
は
Ⅴ
の
み
で
あ
る
。
程
少
軒
氏
に
よ
る
太
陰
刑
徳
大
遊

図
の
徳
の
「
運
行
規
則
」
と
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
移
動
法
則
と
が
合
致
し
て
い
る
期
間
は
限
定
的
で
あ
り
、
㊂
部
分
を
徳
の
移
動
日
と
解
釈
す
る
の
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
黄
儒
宣
氏
は
、
徳
の
移
動
日
に
つ
い
て
「
日
至
の
後
の
七
日
の
子
・
午
日
」
と
い
う
法
則
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
至
日
と
徳
の
移
動
日
と
が
大
幅
に
離
れ

な
い
が
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
と
あ
り
、
㊂
部
分
は
徳
の
移
動
日
と
無
関
係
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（

26
）

。
そ

こ
で
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
㊂
部
分
を
㊀
部
分
の
六
十
干
支
順
に
見
て
み
る
と
、
甲
子→

庚
午→

丙
子→

壬
午→

戊
子→

甲
午→

庚
子→

丙 

午→

壬
子→

戊
午
と
干
支
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
（

27
）

。
こ
の
並
び
は
第
五
・
六
章
で
既
に
検
討
し
た
刑
徳
小
遊
の
移
動
日
の
周
期
と
全
く
同
じ
で
あ 

る
。
ま
た
前
章
で
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
は
刑
徳
大
遊
の
移
動
を
表
す
鉤
縄
図
が
含
ま
れ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
場
合 

は
逆
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（

28
）

。
つ
ま
り
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
㊀
㊁
部
分
は
刑
徳
大
遊
の
移
動
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
下
段
の
㊂
部

分
に
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
日
が
混
入
し
、
刑
徳
大
遊
に
刑
徳
小
遊
の
理
論
が
混
入
し
た
の
で
は
な
い
か
。
㊂
部
分
が
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
日
で
あ
る
な

辛巳 一日 

壬午 二日 

癸未 三日 

甲申 四日 

乙酉 五日 

丙戌 六日 

丁亥 七日 

戊子 八日 

己丑 九日 

庚寅 十日 

辛卯 十一日 

壬辰 十二日 

癸巳 十三日 

甲午 十四日 
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ら
ば
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
丁
卯
年
の
記
述
「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
、
年
上
朔
の
記
述
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
が
何
を
指
す
か
を

理
解
で
き
、
年
の
上
朔
を
確
定
出
来
る
（

29
）

。
以
下
で
は
、
こ
の
二
つ
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

表
六 
秦
始
皇
二
十
七
年
か
ら
漢
恵
帝
五
年
ま
で
の
徳
の
移
動
日
と
そ
の
「
運
行
規
則
」 

 

公元紀年 帝王紀年 太陰紀年 刑方位 德方位 冬至日（附公暦） 德遷徙日 運行規則

220 BCE 秦始皇二十七年 辛巳 東方木 南方火 甲寅（221.12.24BCE）丙午 冬至前十

219 BCE 秦始皇二十八年 壬午 西方金 北方水 庚申（220.12.24BCE）壬子 三日之子

218 BCE 秦始皇二十九年 癸未 南方火 中央土 乙丑（219.12.25BCE）戊午 午日遷徙

217 BCE 秦始皇三十年 甲申 北方水 東方木 庚午（218.12.25BCE）甲子

216 BCE 秦始皇三十一年 乙酉 東方木 西方金 乙亥（217.12.24BCE）庚午

215 BCE 秦始皇三十二年 丙戌 西方金 南方火 辛巳（216.12.25BCE）丙子 冬至前七

214 BCE 秦始皇三十三年 丁亥 南方火 北方水 丁亥（215.12.26BCE）壬午 日之子午

213 BCE 秦始皇三十四年 戊子 北方水 中央土 辛卯（214.12.25BCE）戊子 日遷徙

212BCE 秦始皇三十五年 己丑 東方木 東方木 丙申（213.12.24BCE）甲午

211 BCE 秦始皇三十六年 庚寅 西方金 西方金 壬寅（212.12.25BCE）庚子

210 BCE 秦始皇三十七年 辛卯 南方火 南方火 丁未（211.12.25BCE）丙午

209 BCE 秦二世元年 壬辰 北方水 北方水 壬子（210.12.25BCE）壬子 冬至遷徙

208 BCE 秦二世二年 癸巳 東方木 中央土 丁巳（209.12.24BCE）戊午

207 BCE 秦二世三年 甲午 西方金 東方木 壬戌（208.12.24BCE）甲子

206 BCE 漢高祖元年 乙未 南方火 西方金 戊辰（207.12.25BCE）庚午

205 BCE 漢高祖二年 丙申 北方水 南方火 癸酉（206.12.25BCE）丙子 冬至後之

204 BCE 漢高祖三年 丁酉 東方木 北方水 戊寅（205.12.24BCE）壬午 子午日遷徙

203 BCE 漢高祖四年 戊戌 西方金 中央土 甲申（204.12.25BCE）戊子

202 BCE 漢高祖五年 己亥 南方火 東方木 己丑（203.12.25BCE）甲午

201 BCE 漢高祖六年 庚子 北方水 西方金 甲午（202.12.25BCE）庚子

200 BCE 漢高祖七年 辛丑 東方木 南方火 己亥（201.12.24BCE）丙午

199 BCE 漢高祖八年 壬寅 西方金 北方水 乙巳（200.12.25BCE）壬子

198 BCE 漢高祖九年 癸卯 南方火 中央土 庚戌（199.12.25BCE）戊午 冬至後七日

197 BCE 漢高祖十年 甲辰 北方水 東方木 乙卯（198.12.25BCE）甲子 之子午日遷徙

196 BCE 漢高祖十一年 乙巳 東方木 西方金 庚申（197.12.24BCE）庚午

195 BCE 漢高祖十二年 丙午 西方金 南方火 丙寅（196.12.25BCE）丙子

194 BCE 漢恵帝元年 丁未 南方火 北方水 辛未（195.12.25BCE）壬午

193 BCE 漢恵帝二年 戊申 北方水 中央土 丙子（194.12.25BCE）戊子

192 BCE 漢恵帝三年 己酉 東方木 東方木 辛巳（193.12.24BCE）甲午 冬至後十三日

191 BCE 漢恵帝四年 庚戌 西方金 西方金 丁亥（192.12.25BCE）庚子 之子午日遷徙

190 BCE 漢恵帝五年 辛亥 南方火 南方火 壬辰（191.12.25BCE）丙午
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末
永
氏
は
、
「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
の
内
容
を
不
明
で
あ
る
と
し
、
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
の
「
春
」
を
立
春
日
も
し
く
は
春

分
日
と
し
、
「
春
」
が
「
子
」
の
場
合
「
亥
」
が
上
朔
、
「
午
」
の
場
合
「
巳
」
が
上
朔
で
あ
る
と
す
る
（

30
）

。
程
少
軒
氏
は
「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
に
言
及
す

る
も
検
討
を
加
え
ず
、
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
の
「
春
」
を
「
春
分
」
と
し
、
徳
の
大
遊
の
移
動
日
が
子
日
で
あ
る
場
合
、
春
分
後
の

七
日
後
以
降
の
第
一
日
目
の
亥
日
が
上
朔
で
、
徳
の
大
遊
の
移
動
日
が
午
日
で
あ
る
場
合
、
春
分
後
の
七
日
後
以
降
の
第
一
日
目
の
巳
日
が
上
朔
で
あ
る
と
す
る
（

31
）
。

両
者
共
に
太
陰
刑
徳
大
遊
図
㊂
部
分
を
刑
徳
大
遊
の
移
動
日
と
し
た
上
で
、
こ
の
部
分
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

黄
儒
宣
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
太
陰
刑
徳
大
遊
図
㊂
部
分
を
五
子
・
五
午
（

32
）

と
し
、
「
壬
午
位
春
」
と
は
壬
午
が
「
春
」
の
期
間
に
あ

る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
先
に
引
用
し
た
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
と
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
「
択
日
表
（
凶
）
」

（
表
七
参
照
）
と
を
比
較
・
検
討
し
、
程
少
軒
氏
が
作
成
し
た
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
表
を
択
日
表
（
凶
）
の
よ
う
な
月
の
グ
ル
ー
プ
に
表
を
修
正
し
た
（
例
え
ば
表
の
十

一
・
十
二
月
の
箇
所
を
十
二
月
・
正
月
と
し
、
以
下
同
じ
よ
う
に
一
月
ず
つ
ず
ら
し
て
改
め
る
）
（
表
七
・
表
八
参
照
）
。 

表
七 

択
日
表
（

33
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表
八 

上
朔
表
（
黄
儒
宣
氏
修
正
版
）
（

34
） 

 

 十 二

月 

正月 

二月 

三月 

四月 

五月 

六月 

七月 

八月 

九月    

十月 

十 一

月 

木 癸巳 甲午 乙未 丙申 丁酉 戊戌 

金 己亥 庚子 辛丑 壬寅 癸卯 甲辰 

火 乙巳 丙午 丁未 戊申 己酉 庚戌 

水 辛亥 壬子 癸丑 甲寅 乙卯 丙辰 

土 丁巳 戊午 己未 庚申 辛酉 壬戌 

木 癸亥 甲子 乙丑 丙寅 丁卯 戊辰 

金 己巳 庚午 辛未 壬申 癸酉 甲戌 

火 乙亥 丙子 丁丑 戊寅 己卯 庚辰 

水 辛巳 壬午 癸未 甲申 乙酉 丙戌 

土 丁亥 戊子 己丑 庚寅 辛卯 壬辰 
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表
七
・
八
を
踏
ま
え
て
、
黄
儒
宣
氏
は
五
子
・
五
午
を
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
の
第
二
番
目
の
上
朔
で
あ
る
と
し
（
二
月
・
三
月
部
分
）
、
先
の
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。

午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
は
、
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
の
第
一
番
目
の
上
朔
に
つ
い
て
の
記
述
（
十
二
月
・
正
月
部
分
）
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
第
二
番
目
の
上
朔

が
「
午
」
で
あ
る
な
ら
、
「
癸
巳
」
、
「
乙
巳
」
、
「
丁
巳
」
、
「
己
巳
」
、
「
辛
巳
」
と
十
二
支
が
「
巳
」
と
な
り
、
第
二
番
目
の
上
朔
が
「
子
」
で
あ
る
な
ら
「
己

亥
」
、
「
辛
亥
」
、
「
癸
亥
」
、
「
乙
亥
」
、
「
丁
亥
」
と
十
二
支
が
「
亥
」
と
な
る
と
し
た
。
ま
た
、
黄
儒
宣
氏
は
、
年
号
、
太
陰
紀
年
、
冬
至
、
立
春
、
第
一
番

目
の
上
朔
、
第
二
番
目
の
上
朔
を
取
り
上
げ
以
下
の
よ
う
な
表
を
作
成
し
た
（
表
九
参
照
）
（

35
）

。 

黄
儒
宣
氏
が
第
一
番
目
の
上
朔
・
第
二
番
目
の
上
朔
と
し
た
も
の
の
干
支
の
並
び
は
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
と
確
か
に
合
致
し

て
い
る
。
し
か
し
、
㊂
部
分
と
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
が
そ
れ
ぞ
れ
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
の
第

一
番
目
・
第
二
番
目
で
あ
る
な
ら
、
甲
篇
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
か
ら
両
者
は
す
ぐ
に
導
き
出
せ
る
た
め
、
甲
篇
よ
り
書
写
年
代
が
新
し
い
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の

太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
見
え
る
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
の
年
上
朔
を
導
き
出
す
法
則
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（

36
）

。
ま
た
、

太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
法
則
は
年
上
朔
の
も
の
で
あ
る
の
で
気
上
朔
の
も
の
と
し
て
用
い
る
の
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
㊂
部
分
を
上
朔
表
に
見
え
る
上
朔

日
と
す
る
よ
り
は
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
刑
徳
小
遊
に
お
け
る
刑
・
徳
の
移
動
日
と
す
る
方
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』

乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
見
え
る
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
と
「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。 

「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
に
つ
い
て
、
「
丁
卯
」
は
太
陰
紀
年
の
干
支
で
、
「
在
火
」
は
こ
の
年
に
刑
が
火
に
居
る
こ
と
で
あ
り
、
「
壬
午
」
は
刑
徳
小
遊
の
刑
・

徳
の
移
動
日
を
指
す
。
こ
の
中
で
図
一
の
年
上
朔
部
分
を
理
解
す
る
に
は
「
壬
午 

位
春
」
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
壬
午
」
は
刑
徳
小
遊
の

刑
・
徳
の
移
動
日
で
あ
る
が
、
刑
徳
小
遊
に
お
い
て
刑
・
徳
は
各
宮
に
六
日
ず
つ
居
る
（

37
）

。
し
た
が
っ
て
、
「
壬
午 

位
春
」
は
、
壬
午
の
日
当
日
の
み
が
、
「
春
」

を
指
す
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
壬
午
」
を
含
む
六
日
間
が
「
春
」
に
当
た
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
解
釈
が
成
り
立
つ
な
ら
、
帛
書
『
陰

陽
五
行
』
乙
篇
に
見
え
る
「
子
位
春
、
亥
爲
〔
上
朔
〕
」
は
刑
徳
小
遊
の
移
動
日
が
「
子
」
日
で
あ
り
、
「
子
」
日
を
含
む
六
日
間
に
「
春
」
が
あ
る
な
ら
「
亥
」
が

上
朔
と
な
る
。
一
方
、
「
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
は
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
日
が
「
午
」
日
で
あ
り
、
「
午
日
」
を
含
む
六
日
間
に
「
春
」
が
あ
る
な
ら
「
巳
」

が
上
朔
と
な
る
。
次
に
こ
の
「
春
」
が
、
具
体
的
に
ど
の
期
間
に
あ
て
は
ま
る
の
か
を
以
下
で
検
討
し
た
い
。 
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表
九 

刑
德
大
游
上
朔
曆
日
（
黄
儒
宣
氏
作
成
） 

 

 
 

 

程
少
軒
氏
は
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
「
甲
寅
在
金
甲
子 

今
元
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
甲
寅
が
元
年
と
な
る
年
号
を
導
き
出
し
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
が
見
え
る
帛
書

『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
書
写
年
代
を
呂
后
年
間
と
す
る
（

38
）

。
こ
の
図
の
作
成
期
間
が
呂
后
年
間
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
も
呂
后
年
間
を
想
定

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
の
解
釈
に
は
二
通
り
想
定
出
来
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
記
述
に
見
え
る
、
「
春
」
は
太
陰
紀
年
の
干
支
で
あ
る
丁
卯
の
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年
の
春
で
あ
る
場
合
と
太
陰
紀
年
と
無
関
係
の
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
㊂
部
分
と
㊀
部
分
が
連
動
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
連
動
し
て
い
る
場
合
を

㈠
と
し
、
連
動
し
な
い
場
合
を
㈡
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
㈠ 
㊂
部
分
と
㊀
部
分
が
連
動
す
る
場
合 

 

ま
ず
呂
后
年
間
の
「
春
」
の
干
支
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
「
春
」
は
程
少
軒
氏
や
末
永
氏
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
春
分
」
も
し
く
は
「
立
春
」
を
指

す
可
能
性
が
あ
る
（

39
）

。
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
「
丁
卯
在
火
壬
午 

位
春
」
と
見
え
る
「
春
」
が
丁
卯
の
年
に
属
し
て
い
る
場
合
を
考
え
て
み
る
。
呂
后
年
間
の
前
後

で
太
陰
紀
年
が
丁
卯
で
あ
る
年
は
文
帝
七
年
と
始
皇
十
三
年
で
あ
る
。
文
帝
七
年
の
立
春
・
春
分
は
、
庚
子
・
丙
戌
で
あ
る
。
春
分
の
丙
戌
は
壬
午
の
日
か
ら
数
え
て

五
日
目
の
干
支
と
合
致
す
る
。
ま
た
、
始
皇
十
三
年
の
立
春
・
春
分
は
そ
れ
ぞ
れ
、
乙
酉
・
辛
未
で
あ
る
。
立
春
の
乙
酉
は
壬
午
を
含
む
五
日
目
の
干
支
と
合
致
し
て

い
る
（

40
）

。 

㈡ 

㊂
部
分
と
㊀
部
分
が
連
動
し
な
い
場
合 

 

次
に
呂
后
年
間
の
立
春
・
春
分
の
干
支
を
調
べ
る
と
、
表
十
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
十 

呂
后
年
間
の
立
春
と
春
分
（

41
） 

   
 

        

前

一

八

〇 

前

一

八

一 

前

一

八

二 

前

一

八

三 

前

一

八

四 

前

一

八

五 

前

一

八

六 

前

一

八

七 

呂

后

年

間 

戊

辰 

癸

亥 

戊

午 

癸

丑 

丁

未 

壬

寅 

丁

酉 

壬

辰  

立

春  

甲

寅 

己

酉 

甲

辰 

戊

戌 

癸

巳 

戊

子 

癸

未 

丁

丑 

春

分 
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刑
徳
小
遊
の
移
動
周
期
は
六
日
で
あ
る
の
で
、
壬
午
の
日
か
ら
の
六
日
間
の
干
支
は
、
壬
午
、
癸
未
、
甲
申
、
乙
酉
、
丙
戌
、
丁
亥
と
な
る
。
こ
の
六
日
間
の
う
ち

呂
后
年
間
の
立
春
も
し
く
は
春
分
の
干
支
と
合
致
す
る
の
は
、
呂
后
二
年
の
春
分
「
癸
未
」
す
な
わ
ち
壬
午
の
翌
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図

は
呂
后
二
年
を
想
定
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
二
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
た
が
、
（
一
）
の
よ
う
に
呂
后
年
間
か
ら
離
れ
た
期
間
を
想
定
し
て
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
を
作
成
す
る
必
然
性
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
は
呂
后
二
年
を
想
定
し
て
作
成
さ
れ
、
（
一
）
の
よ
う
に
㊂
と
㊀
部
分
は
連
動
し
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

 

以
上
が
帛
書
に
見
え
る
上
朔
で
あ
る
。
最
後
に
上
朔
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
程
少
軒
氏
と
武
田
氏
は
以
下
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。 

 

程
少
軒
氏
に
よ
れ
ば
（

42
）

、
上
朔
に
は
年
を
単
位
と
す
る
「
年
上
朔
」
と
月
（
二
か
月
）
を
単
位
と
す
る
「
気
上
朔
」
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇

の
「
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
」
を
気
上
朔
、
「
十
二
（
程
少
軒
氏
は
こ
の
箇
所
を
一
に
隷
定
す
る
）
年
乙
巳
上
朔
」
を
年
上
朔
と
し
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
こ
の

二
種
類
の
上
朔
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
前
者
は
「
上
朔
」
の
記
述
の
前
に
「
十
二
月
」
と
い
っ
た
よ
う
に
月
の
記
述
が
年
と
並
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
月
（
二

か
月
）
毎
の
「
気
上
朔
」
で
あ
る
と
す
る
。
後
者
は
「
上
朔
」
の
記
述
の
前
に
年
の
記
述
の
み
並
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
年
上
朔
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
両
者

の
移
動
法
則
に
つ
い
て
、
「
気
上
朔
」
は
先
に
挙
げ
た
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
の
よ
う
に
動
く
と
し
（
表
一
参
照
）
、
「
年
上
朔
」
に
つ
い
て
は
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
見
え

る
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
の
記
述
を
用
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
上
朔
日
を
確
定
す
る
と
し
た
。
「
十
二
年
乙
巳
上
朔
」
の
場
合
、
春
分

は
壬
辰
で
壬
辰
か
ら
数
え
て
七
日
目
は
戊
戌
と
な
り
、
戊
戌
か
ら
第
一
番
目
の
巳
は
乙
巳
で
あ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
「
十
二
年
乙
巳
上
朔
」
と
合
致
す
る
と
述

べ
る
。
程
少
軒
氏
は
上
朔
を
確
定
す
る
際
に
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
年
上
朔
の
記
述
を
用
い
て
、
「
春
分
か
ら
七
日
目
以
降
」
の
巳
の
日
を
上
朔
と
す
る
が
、
「
春
分

か
ら
七
日
目
以
降
」
と
い
う
法
則
は
帛
書
に
は
見
え
な
い
。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
「
刑
德
之
歳
徙
也
、
必
以
日
至
之
後
七
日
之
子
午
卯
酉
」
と
あ
る
、
刑
徳
大
遊
の

刑
・
徳
の
移
動
法
則
を
上
朔
の
確
定
に
用
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

一
方
、
武
田
氏
に
よ
れ
ば
（

43
）

、
「
（
高
祖
）
十
一
年
（
乙
巳
）
十
二
月
己
亥
上
朔
」
の
場
合
、
歳
干
の
「
乙
」
は
金
の
陰
干
な
の
で
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇

「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
よ
り
、
上
朔
は
己
亥
・
己
巳
と
な
り
本
文
の
記
述
と
合
致
す
る
。
ま
た
「
（
高
祖
）
十
二
年
（
丙
午
）
乙
巳
上
朔
」
の
場
合
も
歳
干
の

「
丙
」
は
火
の
陽
干
な
の
で
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
よ
り
、
上
朔
は
乙
亥
・
乙
巳
な
の
で
本
文
の
記
述
と
合
致
す
る
（
表
十
一
参
照
）
（

44
）

。

し
か
し
、
帛
書
に
は
二
つ
の
上
朔
が
あ
り
な
が
ら
、
「
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
」
と
あ
る
よ
う
に
十
二
月
の
も
の
の
み
採
用
し
て
い
る
と
す
る
（

45
）

。 
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表
十
一 

歳
干
の
五
行
と
上
朔
（
武
田
氏
作
製
の
も
の
を
一
部
修
正
） 

 

今
ま
で
の
検
討
か
ら
、
上
朔
に
は
程
少
軒
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
二
種
類
存
在
す
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見

え
る
二
つ
の
上
朔
は
程
少
軒
氏
の
説
が
成
り
立
ち
難
く
、
武
田
氏
の
よ
う
に
年
上
朔
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇

に
見
え
る
刑
徳
の
移
動
日
と
上
朔
に
つ
い
て
は
、
武
田
氏
が
作
成
し
た
表
に
従
っ
た
上
で
、
先
に
検
討
し
て
い
た
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の

太
陰
刑
徳
大
遊
図
を
用
い
て
一
つ
に
限
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
上
朔
の
日
を
計
算
す
る
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
手
順
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
ま
ず
表
十
一
で
上
朔
を
導
き
出
し
た
後
、
㊂
部
分
の
干
支
か
ら
六
日
間
の
干
支
の
内
、
検
討
し
よ
う
と
す
る
年
の
春
分
の
日
の
干
支

を
含
ん
で
い
る
も
の
を
計
算
す
る
。
最
後
に
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
の
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上

朔
〕
」
に
よ
っ
て
、
上
朔
を
一
つ
に
限
定
す
る
。 

 

「
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
」
の
場
合
、
高
祖
十
一
年
の
歳
の
干
支
は
「
乙
巳
」
で
表
十
一
に
基
づ
く
と
上
朔
は
「
己
亥
」
・
「
己
巳
」
と

な
る
。
春
分
の
干
支
は
「
庚
寅
」
で
あ
り
（

46
）

、
先
に
検
討
し
た
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
㊂
部
分
の
干
支
か
ら
六
日
間

の
干
支
の
内
「
庚
寅
」
を
含
ん
で
い
る
も
の
選
ぶ
と
、
戊
子
か
ら
三
日
目
は
庚
寅
で
あ
る
の
で
㊂
部
分
の
干
支
は
戊
子
と
な
る
。
こ
の
十
二
支

は
子
で
あ
る
の
で
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
見
え
る
「
子
位
春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
に
し
た

が
い
、
「
亥
」
の
方
を
上
朔
と
す
る
。
こ
れ
は
本
文
の
記
述
と
合
致
す
る
。 

 

次
に
、
「
十
二
年
乙
巳
上
朔
」
の
場
合
、
高
祖
十
二
年
の
歳
の
干
支
は
「
丙
午
」
で
表
十
一
に
基
づ
く
と
上
朔
は
「
乙
亥
」
・
「
乙
巳
」
と

な
る
。
春
分
の
干
支
は
丙
申
で
あ
り
（

47
）

、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
㊂
部
分
の
干
支
か
ら
六
日
間
の
干
支
の
内
「
丙
申
」
を
含
ん
で
い
る
も
の

を
選
ぶ
と
、
甲
午
か
ら
三
日
目
の
干
支
は
丙
申
で
あ
る
の
で
㊂
部
分
の
干
支
は
甲
午
と
な
る
。
こ
の
十
二
支
は
午
で
あ
る
の
で
、
太
陰
刑
徳
大
遊
図
に
見
え
る
「
子
位

春
、
亥
爲
上
朔
。
午
位
春
、
巳
爲
〔
上
朔
〕
」
に
し
た
が
い
、
「
巳
」
の
方
を
上
朔
と
す
る
。
こ
れ
は
本
文
の
記
述
と
合
致
す
る
。 

 

む
す
び 

  

こ
れ
ま
で
、
上
朔
と
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
日
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
は
刑
・
徳
の
移
動

理
論
で
は
な
く
移
動
日
に
関
す
る
理
論
で
あ
り
、
帛
書
に
そ
の
記
述
が
数
か
所
見
え
、
こ
れ
に
は
二
種
類
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
年
毎
に
見
え
る
上
朔

土 歳 

（戊・

癸） 

水 歳 

（壬・

丁） 

火 歳 

（丙・

辛） 

金 歳 

（庚・

乙） 

木 歳 

（甲・

己） 

歳 

丁亥・

丁巳 

辛亥・

辛巳 

乙亥・

乙巳 

己亥・

己巳 

癸亥・

癸巳 

上

朔 
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（
「
年
上
朔
」
）
で
、
も
う
一
つ
は
月
（
二
か
月
）
毎
に
見
え
る
上
朔
（
「
気
上
朔
」
）
で
あ
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
「
上
朔
」
は
年
上
朔
で
あ
り
、
帛

書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
日
は
上
朔
の
翌
日
と
な
る
。
本
章
で
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
上
朔
は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ

イ
ク
ル
と
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
太
陰
刑
徳
大
遊
図
か
ら
導
き
出
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

  

注 

（
１
）
拙
稿
「
帛
書
『
刑
德
』
乙
篇
の
刑
德
小
遊
」
（
武
田
時
昌
・
麥
文
彪
編
『
天
と
地
の
科
学―

東
と
西
の
出
会
い
ー
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一

九
年
）
）
。 

（
２
）
武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一
一
年
）
。 

（
３
）
末
永
高
康
「
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」（
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
第
八
号
（
日
本
女
子
大
學
文
学
部
谷
中
信
一

研
究
室
、
二
〇
一
五
年
）
。 

（
４
）
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
第
五
冊
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
、
程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
・
《
陰
陽
五
行
》
諸
篇
暦
法
研
究

―

以
《
陰
陽
五
行
》
乙
篇
為
中
心
」
（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八
七
本
、
二
〇
一
六
年
）
。 

（
５
）
黄
儒
宣
「
馬
王
堆
帛
書
《
上
朔
》
綜
論
」
（
『
文
史
』
二
〇
一
七
年
第
二
期
）
。 

（
６
）
原
文
の
□
は
文
字
が
一
字
分
の
缺
落
、
〔 

〕
の
中
の
文
は
整
理
者
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
り
、
以
下
同
じ
で
あ
る
（
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
第

一
冊
、
第
五
冊
）
。 

（
７
）
「
十
二
年
」
を
程
少
軒
氏
は
「
十
一
」
と
す
る
が
、
末
永
氏
は
写
真
版
に
よ
る
と
「
十
二
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
本
章
で
は
末
永
氏
に
従
う
（
注
（
３
）

末
永
氏
前
掲
論
文
）
。 

（
８
）
当
該
字
を
程
少
軒
氏
は
「
居
」
、
末
永
氏
・
鄔
可
晶
氏
は
「
幷
」
に
作
る
。
写
真
版
よ
り
、
末
永
氏
・
鄔
可
晶
氏
に
從
う
（
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、

鄔
可
晶
「
読
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
・
《
陰
陽
五
行
》
・
《
天
文
気
象
雑
占
》
瑣
記
」
（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
十
五
輯
（
中
西
書
局
、
二

〇
一
六
年
）
、
注
（
３
）
末
永
前
掲
論
文
参
照
）
。 

（
９
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
10
）
注
（
２
）
武
田
前
掲
論
文
。 
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（
11
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
12
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
13
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。
な
お
、
年
毎
の
刑
・
徳
の
移
動
は
以
下
の
よ
う
に
表
せ
る
（
拙
稿
「
馬
王
堆
帛
書
『
刑
徳
』

篇
「
刑
徳
大
遊
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
八
輯
第
四
分
冊
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
な
お
四
二
年
目
は
高
祖
一
一
年
、

四
三
年
目
は
高
祖
一
二
年
、
四
六
年
目
は
高
祖
一
五
年
、
四
七
年
目
は
高
祖
一
六
年
に
当
た
る
）
。 

 

（
14
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
15
）
刑
・
徳
の
移
動
は
一
年
を
三
六
六
日
と
し
て
い
る
た
め
（
注
（
２
）
武
田
氏
前
掲
論
文
参
照
）
、
六
旬
を
六
十
一
日
と
す
る
こ
と
で
六
度
回
る
こ
と
で
一
年
と

な
る
（
注
（
３
）
末
永
前
掲
論
文
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
参
照
）
。 

（
16
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
17
）
末
永
高
康
「
帛
書
『
刑
徳
』
小
考
」
（
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
・
信
仰 

坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論

集
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
四
年
））
、
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
18
）
注
（
３
）
（
17
）
末
永
氏
前
掲
論
文
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
19
）
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
20
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。
な
お
、
程
少
軒
氏
は
、
刑
は
徳
に
対
す
る
概
念
で
あ
る
の
で
夏
至
を
起
点
に
す
る
と
述
べ
る
（
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論

文
）
。 

（
21
）
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 
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（
22
）
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
23
）
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
24
）
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
25
） 
程
少
軒
氏
は
表
の
よ
う
な
徳
の
移
動
法
則
の
ズ
レ
が
生
じ
る
理
由
を
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
暦
と
帛
書
の
編
纂
に
用
い
ら
れ
て
い
る
暦
の
差
で
生
じ
た
と 

す
る
（
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
参
照
）
。 

（
26
）
注
（
５
）
黄
儒
宣
前
掲
論
文
。 

（
27
）
㊂
部
分
が
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
日
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
武
田
時
昌
氏
、
山
梨
県
立
大
学
准
教
授
名
和
敏
光

氏
と
筆
者
の
三
名
に
よ
る
日
書
読
書
会
（
二
〇
一
七
年
八
月
二
十
四
日
）
に
て
提
案
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。 

（
28
）
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
。 

（
29
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
30
）
注
（
３
）
末
永
前
掲
論
文
。 

（
31
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
32
）
東
西
南
北
の
四
方
と
中
央
に
見
え
る
㊂
部
分
は
五
行
属
性
の
あ
る
子
・
午
で
あ
る
た
め
、
「
五
子
」
「
五
午
」
と
称
す
る
（
注
（
５
）
黄
儒
宣
前
掲
論
文

参
照
）
。 

（
33
）
注
（
４
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
34
）
注
（
５
）
黄
儒
宣
前
掲
論
文
。
表
の
並
び
は
程
少
軒
氏
の
も
の
に
合
わ
せ
る
。 

（
35
）
注
（
５
）
黄
儒
宣
前
掲
論
文
。 

（
36
）
各
篇
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
程
少
軒
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
は
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
四
月
～
十
二
年
（
公
元
前
一
九
五
年
）
四
月
、
帛

書
『
刑
徳
』
乙
篇
は
漢
恵
帝
七
年
（
公
元
前
一
八
八
年
）
八
月
～
漢
文
帝
前
元
一
二
年
（
公
元
前
一
六
八
年
）
二
月
、
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
は
劉
邦
漢
王
二
年
（
公
元

前
二
〇
五
年
）
～
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
前
後
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
は
呂
后
年
間
（
公
元
前
一
八
七
～
一
八
〇
）
と
す
る
。
但
し
、
程
少
軒
氏

は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
方
が
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
よ
り
古
い
と
す
る
（
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
篇
「
刑
徳
小
游
」

占
辞
与
漢
軍
討
伐
陳
豨
之
役
」（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
参
照
）。 

（
37
）
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
。 
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（
38
）
程
少
軒
氏
は
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
の
書
写
は
秦
統
一
以
後
か
ら
楚
漢
の
際
と
し
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
書
写
は
漢
呂
后
年
間
と
す
る
（
注
（
４
）

裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。
）
。 

（
39
）
注
（
３
）
末
永
氏
前
掲
論
文
、
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
40
）
張
培
瑜
『
三
千
五
百
年
暦
日
天
象
』
（
大
象
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
。 

（
41
）
注
（
40
）
張
培
瑜
前
掲
書
。 

（
42
）
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
。 

（
43
）
注
（
２
）
武
田
前
掲
論
文
。 

（
44
）
注
（
２
）
武
田
前
掲
論
文
。
な
お
武
田
氏
は
表
の
己
巳
の
部
分
を
癸
巳
と
す
る
が
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
を
参
照
す
る
と
、

己
巳
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
45
）
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
甲
篇
「
上
朔
」
の
上
朔
の
サ
イ
ク
ル
の
五
行
は
、
程
少
軒
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
そ
の
年
の
徳
の
居
る
五
行
と
合
致
し
て
い
る

（
注
（
４
）
程
少
軒
前
掲
論
文
、
注
（
13
）
参
照
）
。 

（
46
）
注
（
40
）
張
培
瑜
前
掲
書
。 

（
46
）
注
（
40
）
張
培
瑜
前
掲
書
。 
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第
八
章 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
に
見
え
る
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
と
他
の
出
土
資
料
と
の
比

較 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
じ
め
に 

 

筆
者
は
、
第
三
章
で
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
を
検
討
し
（
１
）

、
第
四
章
で
は
こ
の
検
討
で
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、
「
刑
徳
大
遊
（
刑
・
徳
の
毎
年
の
動
き
）
」
の

刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
（
２
）

。
刑
徳
大
遊
で
は
伝
世
文
献
と
は
異
な
る
刑
の
複
数
の
移
動
法
が
確
認
で
き
た
が
、
刑
は
中
宮
に
入
ら
ず
東
西
南
北
の
四

宮
、
徳
は
東
西
南
北
中
の
五
宮
を
移
動
す
る
こ
と
は
天
文
訓
の
も
の
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
。 

 

以
上
が
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
が
、
帛
書
に
は
六
日
毎
の
刑
・
徳
の
移
動
も
見
え
、
武
田
時
昌
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
日
毎
の
移
動
は
毎
年

の
移
動
と
深
い
関
係
が
あ
る
（
３
）

。
ま
ず
、
第
五
章
で
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
検
討
を
行
い
、
刑
は
中
宮
を
除
く
八
宮
、
徳
は
東
西
南
北
中
の
五
宮
を
六
日
毎
に
六
十

日
周
期
で
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
４
）
。
次
に
、
第
六
章
で
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
検
討
を
行
い
、
刑
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
と
異
な

り
中
宮
に
移
動
可
能
で
あ
り
、
徳
は
刑
徳
大
遊
の
同
年
の
刑
徳
大
遊
の
徳
の
移
動
と
連
動
し
て
い
た
（
５
）

。 

以
上
の
検
討
の
結
果
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
刑
が
中
宮
に
移
動
可
能
な
の
は
、
二
十
歳
刑
徳
・
刑
徳
大
遊
で
刑
を
中
宮
に
移
動
さ
せ
な
く
し
て
い
る
三
合
説
が
、

甲
篇
で
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
徳
が
刑
徳
大
遊
の
移
動
と
連
動
し
て
い
た
の
は
、
刑
徳
小
遊
図
に
は
刑
徳
大
遊
の
影
響
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
も
刑
徳
大
遊
の
影
響
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
（
６
）

。 

三
合
説
は
古
く
は
帛
書
書
写
以
前
の
戦
国
秦
に
も
見
え
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
（
以
下
、
放
馬
灘
秦
簡
と
略
す
）
に
は
三
合
説
だ
け
で
な
く
、
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動

も
見
え
る
（
７
）

。
帛
書
に
お
け
る
刑
・
徳
の
移
動
と
三
合
説
に
つ
い
て
は
第
六
章
で
既
に
検
討
し
た
が
、
放
馬
灘
秦
簡
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
、

三
合
説
を
軸
に
刑
徳
理
論
の
理
論
的
展
開
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
８
）

。 

本
章
で
は
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
徳
理
論
を
検
討
し
た
後
、
今
ま
で
の
刑
徳
理
論
と
比
較
す
る
こ
と
で
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
理
論
的
展
開
を
追
い
た
い
。

ま
ず
、
第
六
章
で
検
討
し
た
三
合
説
と
刑
徳
理
論
の
関
係
の
概
要
を
述
べ
た
後
、
放
馬
灘
秦
簡
の
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
を
検
討
し
、
三
合
説
を
軸
に
刑
徳
理
論
の
理

論
的
展
開
を
検
討
し
た
い
。 
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第
一
節 

三
合
説
と
刑
徳
小
遊
の
概
要 

 

三
合
説
と
は
、
十
二
辰
の
五
行
配
当
と
そ
の
五
行
の
盛
衰
を
表
し
た
も
の
で
、
天
文
訓
に
（
９
）

、 

木
生
於
亥
、
壯
於
卯
、
死
於
未
、
三
辰
皆
木
也
。
火
生
於
寅
、
壯
於
午
、
死
於
戍
、
三
辰
皆
火
也
。
土
生
於
午
、
壯
於
戍
、
死
於
寅
、
三
辰
皆
土
也
。
金
生
於
巳
、

壯
於
酉
、
死
於
丑
、
三
辰
皆
金
也
。
水
生
於
申
、
壯
於
子
、
死
於
辰
，
三
辰
皆
水
也
。 

 

木
は
亥
に
生
じ
、
卯
に
壯
ん
に
、
未
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
木
な
り
。
火
は
寅
に
生
じ
、
午
に
壯
ん
に
、
戌
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
火
な
り
。
土
は
午
に
生
じ
、

戌
に
壯
ん
に
、
寅
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
土
な
り
。
金
は
巳
に
生
じ
、
酉
に
壯
ん
に
、
丑
に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
金
な
り
。
水
は
申
に
生
じ
、
子
に
壯
ん
に
、
辰

に
死
す
、
三
辰
は
皆
な
水
な
り
。 

と
あ
り
、
木
に
亥
・
卯
・
未
、
火
に
寅
・
午
・
戌
、
土
に
午
・
戌
・
寅
、
金
に
巳
・
酉
・
丑
、
水
に
申
・
子
・
辰
を
配
し
、
各
五
行
の
盛
衰
を
「
生
壯
死
」
と
表
し
て

い
る
（
図
一
・
二
三
章
）。
天
文
訓
よ
り
書
写
年
代
が
古
い
帛
書
・
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
（
以
下
、
睡
虎
地
秦
簡
と
略
す
）
・
放
馬
灘
秦
簡
と
い
っ
た
出
土
資
料
に
も
三

合
説
の
記
述
が
見
え
、
戦
国
末
の
睡
虎
地
秦
簡
「
日
書
」
乙
種
「
五
勝
」
篇
（
七
十
九
貳
～
八
七
貳
）
に
（

10
）

、 

丙
丁
火
、
火
勝
金
。
戊
己
土
、
土
勝
水
。
庚
辛
金
、
金
勝
木
。
壬
癸
水
、
水
勝
火
。
丑
巳
金
（

11
）

、
金
勝
木…

…

未
亥
〔
卯
木
、
木
〕
勝
土…

…

辰
申
子
水
、
水

勝
火
。 

と
あ
る
。
「
五
勝
」
篇
に
は
断
簡
が
あ
り
、
三
合
の
配
当
の
全
て
が
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
工
藤
元
男
氏
は
本
段
の
簡
数
か
ら
、
こ
の
三
合
説
に
は
「
土
」
が
含
ま

れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（

12
）

。
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
乙
種
「
五
行
」
篇
（
七
三
貳
～
七
七
貳
）
に
（

13
）

、 

火
生
寅
、
壯
午
、
老
戌
。
金
生
巳
、
壯
酉
、
老
丑
。
水
生
申
、
壯
子
、
老
辰
。
木
生
亥
、
壯
卯
、
老
未
。
土
生
木
、
木
生
火
、
火
生
土 

 

と
あ
り
、
天
文
訓
と
同
様
の
五
行
配
当
が
見
え
、
し
か
も
天
文
訓
に
見
え
た
五
行
の
盛
衰
が
「
生
・
壯
・
老
」
と
い
う
形
で
表
さ
れ
て
い
る
。
第
三
・
四
・
六
章
で
は

二
十
歳
刑
徳
や
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
大
遊
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
に
お
い
て
、
刑
は
中
宮
（
五
行
の
方
位
配
当
で
は
土
）
に
入
れ
な
い
た
め
、

上
述
の
資
料
で
用
い
ら
れ
て
い
る
三
合
説
は
土
を
含
ま
な
い
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
し
た
（

14
）
。 

そ
し
て
刑
徳
大
遊
、
刑
徳
小
遊
の
各
系
統
へ
の
三
合
説
の
導
入
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
刑
徳
大
遊
の
場
合
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
時

点
で
三
合
説
が
既
に
導
入
さ
れ
、
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
刑
徳
小
遊
の
場
合
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
時
点
で
三
合
説
が
移
動
理
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論
に
直
接
導
入
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
中
宮
に
入
ら
な
い
と
い
う
結
果
の
み
が
間
接
的
に
導
入
さ
れ
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
形
式
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た

（

15
）

。 
以
上
が
、
伝
世
文
献
と
出
土
資
料
に
見
え
る
三
合
説
と
刑
・
徳
の
移
動
理
論
と
の
関
係
で
あ
る
。
序
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
三
合
説
が
見
え
る
統
一
秦
頃
書
写
の
放

馬
灘
秦
簡
に
は
、
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
も
見
え
る
。
三
合
説
と
刑
徳
理
論
の
関
係
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
両
者
の
記
述
が
同
時
に
見
え
る
放
馬
灘
秦
簡
の
検
討
は

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
三
合
説
と
刑
徳
理
論
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
徳
理
論
を
検
討
し
た
い
。 

 図
一 

三
合
説
に
お
け
る
十
二
辰 

 
    

    
  
 

図
二 

三
合
会   
   

木 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木 

 
 
 
 

火 
 
 

卯 
 

水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

火 
 

 

卯 
 
 

水 

 
    

    
 

寅 
 
 
 

辰   
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 

寅 
   

 
 
 

辰  
  

 

 
 

金 

丑   
    

   
 

巳  

金 
 
 
 
 
 
 
 

金 

丑   
    

   
  

巳  

金   

 

水 

子 
   

 
 
 
   

   

午 

火  
 
 
 
 
 

水 

子 
   

 
 
 
   

   
 

午 

火 

 
  

木 

亥   
    

   
 

未 

木   
 
 
 
 
 
 

木 

亥   
    

   
 
 

未 
 

木  

 
 
 
 
 
 

戌 
 
 
 

申  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戌 
 
 
 
 
 

申 
  

 

 
 
 
  

火 
 
  

酉  
 
 

水 
 
 
 
 
 
 

   
    

   

火  
 
 

酉 
 
  

水 

金 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金 

（
＊
）
水
合
局
は
子
・
辰
・
申
。
金
合
局
は
丑
・
巳
・
酉
。 

火
合
局
は
寅
・
午
・
戌
。
木
合
局
は
卯
・
未
・
亥
。 

 

第
二
節 

帛
書
『
刑
徳
』
篇
と
天
水
放
馬
灘
秦
簡
に
見
え
る
刑
の
中
宮
へ
の
移
動 

   

放
馬
灘
秦
簡
乙
篇
三
四
七
貳
、
三
〇
八
貳
号
簡
に
（

16
）
、 
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□
□
年
、
刑

（
德
）
幷
在
土
。
刑
徙
所
勝

（
德
）
徙
所
不
勝
刑
、
五
歳
而
復
幷
於
土
。

（
德
）
之
所
在
主
歳
。 

 

年
刑
德
幷
せ
て
土
に
在
り
。
刑
は
德
に
勝
つ
所
に
徙
り
、
德
は
刑
に
勝
た
ざ
る
所
に
徙
り
、
五
歳
に
し
て
復
た
土
に
幷
す
。
德
の
在
る
所
は
歳
を
主
る
。 

と
あ
り
、
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
法
則
は
以
下
の
三
点
と
な
る
。 

❶
両
者
は
開
始
時
点
で
土
に
居
り
、
五
年
後
共
に
土
に
戻
る 

❷
刑
は
徳
に
勝
つ
方
向
に
移
動
、
徳
は
刑
に
負
け
る
方
向
に
移
動 

❸
徳
の
所
在
が
歳
を
主
る 

ま
ず
❶
の
法
則
に
よ
っ
て
刑
・
徳
の
一
年
目
と
六
年
目
に
「
土
」
に
居
る
こ
と
は
確
定
し
、
刑
・
徳
の
移
動
は
表
一
の
よ
う
に
な
る
。 

 

表
一 

放
馬
灘
秦
簡
に
見
え
る
「
刑
」
・「
徳
」
の
一
・
六
年
目
の
所
在 

     

次
に
❷
の
「
勝
負
」
が
何
に
関
す
る
勝
敗
で
あ
る
の
か
は
、
既
に
検
討
し
た
二
十
歳
刑
徳
・
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
移
動
に
よ
る
と
、
五
行
相
勝
説
に
お

け
る
勝
ち
負
け
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
❷
の
刑
・
徳
の
移
動
法
則
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
通
り
の
解
釈
が
出
来
る
。
一
つ
目
は
、
一
～
六
年
間
刑
・
徳
が
前
年
の
両
者
所

在
の
五
行
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
負
け
を
判
断
し
て
い
く
場
合
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
一
・
六
年
目
を
除
く
、
各
年
毎
の
刑
・
徳
所
在
の
五
行
同
士
で
勝
敗
を
決
定
す
る

場
合
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
刑
・
徳
の
勝
敗
を
一
年
目
か
ら
二
年
目
に
移
る
際
だ
け
に
限
定
し
て
、
以
降
の
各
年
の
刑
・
徳
の
移
動
は
刑
・
徳
が
各
五
行
を
五
年
間
で

満
遍
な
く
回
る
、
と
し
た
場
合
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
を
順
に(

１)
・(
２)

・(

３)

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

（
１
）
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
移
動
の
解
釈
一 

こ
の
解
釈
の
場
合
、
刑
・
徳
の
移
動
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
年
目
に
お
い
て
、
刑
は
一
年
目
の
「
徳
」
の
所
在
で
あ
る
「
土
」
に
勝
つ
「
木
」
に
居

り
、
徳
は
一
年
目
の
刑
の
所
在
で
あ
る
「
土
」
に
負
け
る
「
水
」
に
居
る
。
三
年
目
に
お
い
て
、
刑
は
二
年
目
の
「
徳
」
の
所
在
で
あ
る
「
水
」
に
勝
つ
「
土
」
に
居

徳 刑 年 

土 土 一 

  二 

  三 

  四 

  五 

土 土 六 
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り
、
徳
は
二
年
目
の
「
刑
」
の
所
在
で
あ
る
「
木
」
に
負
け
る
「
土
」
に
居
る
。
四
年
目
に
お
い
て
、
刑
は
三
年
目
の
徳
の
所
在
で
あ
る
「
土
」
に
勝
つ
「
木
」
に
居

り
、
徳
は
三
年
目
の
刑
の
所
在
で
あ
る
「
土
」
に
負
け
る
「
水
」
に
居
る
。
五
年
目
に
お
い
て
、
刑
は
四
年
目
の
徳
の
所
在
で
あ
る
「
水
」
に
勝
つ
「
土
」
に
居
り
、

徳
は
四
年
目
の
刑
の
所
在
で
あ
る
「
木
」
に
負
け
る
「
土
」
に
居
る
（
表
二
参
照
）
。 

 

表
二 

放
馬
灘
秦
簡
に
見
え
る
「
刑
」
・「
徳
」
の
移
動
の
解
釈
⑴ 

 

    

❷
の
法
則
を
以
上
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
五
年
目
で
刑
・
徳
が
再
び
土
に
合
し
、
五
～
六
年
の
刑
・
徳
の
移
動
が
❷
の
法
則
と
は
合
わ
ず
、
前
年
と
の
刑
・
徳
に

対
す
る
勝
ち
負
け
が
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
❷
の
法
則
は
解
釈
⑴
以
外
の
も
の
を
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 （
２
）
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
移
動
の
解
釈
二 

 

各
年
毎
の
刑
・
徳
所
在
の
五
行
同
士
で
勝
敗
を
決
す
る
場
合
、
刑
・
徳
の
ど
ち
ら
か
の
移
動
を
確
定
し
な
い
と
、
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
が
確
定
出
来
な
い
。
そ
こ

で
、
徳
の
所
在
に
つ
い
て
の
法
則
と
考
え
ら
れ
る
❸
の
法
則
「
徳
の
所
在
が
歳
を
主
る
」
を
検
討
し
た
い
。 

❸
の
法
則
の
「
歳
」
は
、
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
文
章
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
天
文
訓
の
刑
徳
移
動

で
用
い
ら
れ
た
「
太
歳
（
太
陰
）」
を
省
略
し
た
も
の
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
（

17
）
。
「
歳
」
が
「
太
歳
（
太
陰
）」
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
文
訓
に
「
太
陰
在
甲
子
、
刑

德
合
東
方
宮
、
常
徙
所
不
勝
、
合
四
歳
而
離
、
離
十
六
歳
而
復
合
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
歳
」
＝
「
太
歳
（
太
陰
）
」
は
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
と
連
動
す
る
。
天
文
訓

に
よ
る
と
、
徳
は
年
を
表
す
太
歳
（
太
陰
）
の
十
干
を
起
点
に
し
て
、「
陰
陽
」・
「
五
行
」
の
理
論
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
天
文
訓
の
各
年
の
干

支
と
刑
・
徳
の
移
動
は
表
三
の
よ
う
に
な
る
（

18
）
。 

放
馬
灘
秦
簡
に
お
け
る
徳
と
歳
（
太
陰
）
の
干
支
の
関
係
が
、
天
文
訓
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
な
ら
ば
、
徳
の
移
動
は
表
三
に
見
え
る
五
行
の
順
番
で
移
動
す
る
。

す
な
わ
ち
、
一
年
目
の
徳
の
位
置
が
土
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
年
目
は
木
、
三
年
目
は
金
、
四
年
目
は
火
、
五
年
目
は
水
へ
と
一
年
毎
に
移
動
し
、
六
年
目
に
土
に
戻
る

徳 刑 年 

土 土 一 

水 木 二 

土 土 三 

水 木 四 

土 土 五 

土 土 六 
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（
表
四
参
照
）。 

表
三 

「
二
十
歳
刑
徳
」
の
二
十
一
年
目
ま
で
の
各
年
の
刑
・
徳
の
位
置 

 
 
 

徳 
 

刑   
    

    
    

    

甲
子 

 

東
宮  

東
宮 

一
年
目 

    
    

    
  

 
  

乙
丑 

 

西 
   

西 
 

二
年
目 

    
    

    
  
    

    

丙
寅 

 

南 
   

南 
 

三
年
目 

    
    

    
  
     

丁
卯  

北 
 

北 
 

四
年
目                        

戊
辰 

 

中 
   

東 
 

五
年
目 

    
    

    
  
    

    
    

己
巳 

 

東 
 

西 
 

六
年
目 

    
    

･
･･  

 ･･･
  ･･

･  
 ･･･ 

丙
子 

 

南 
   

東   

一
三
年
目    

    
    

丁
丑 

 

北 
   

西   

一
四
年
目    

    
    

  
    

    
   

戊
寅 

 

中 
   

南   

一
五
年
目    

    
    

  
    

    
   

己
卯 

 

東 
   

北   

一
六
年
目    

    
    

  
    

     

庚
辰 

 

西 
   

東   

一
七
年
目    
    

    
  
    

    
   

辛
巳 

 

南 
   

西   

一
八
年
目    

    
    

  
    

    
   

壬
午 

 

北 
   

南   

一
九
年
目    

    
    

  
    

    
    

癸
未  

中    

北   

二
〇
年
目                          

甲
申 

 

東 
   

東   

二
一
年
目 
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表
四 

放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
移
動
解
釈
二
（
徳
の
み
確
定
） 

     

な
お
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
は
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
も
見
え
る
が
、
他
の
資
料
と
同
じ
五
行
の
負
け
る
方
向
、
す
な
わ
ち
東
（
木
）→

西
（
金
）→

南
（
火
）→
北
（
水
）→

土
（
中
）
へ
と
移
動
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
放
馬
灘
秦
簡
の
も
の
も
先
に
述
べ
た
資
料
と
同
様
の
移
動
を
徳
が
行
う
可
能

性
が
あ
る
。 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
刑
の
二
～
五
年
目
の
移
動
を
確
定
し
て
い
く
。
❷
の
法
則
に
よ
っ
て
刑
は
徳
の
勝
つ
方
向
に
移
動
す
る
た
め
、
二
年
目
の
刑
は
二
年
目
の
徳
の

所
在
で
あ
る
「
木
」
に
勝
つ
「
金
」
に
移
動
し
、
三
年
目
の
刑
は
三
年
目
の
徳
の
所
在
で
あ
る
「
金
」
に
勝
つ
「
火
」
に
移
動
し
、
四
年
目
の
刑
は
四
年
目
の
徳
の
所

在
で
あ
る
「
火
」
に
勝
つ
「
水
」
に
移
動
し
、
五
年
目
の
刑
は
五
年
目
の
徳
の
所
在
で
あ
る
「
水
」
に
勝
つ
「
土
」
に
移
動
す
る
（
表
五
参
照
）
。 

 

表
五 

放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
動
解
釈
二
（
完
成
版
） 

     

（
３
）
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
移
動
の
解
釈
三 

❷
の
法
則
を
一
年
目
か
ら
二
年
目
に
移
る
際
の
み
に
限
定
的
に
適
用
し
て
、
刑
・
徳
の
移
動
は
各
五
行
間
を
五
年
周
期
で
移
動
す
る
と
考
え
た
場
合
、
刑
・
徳
の
移

動
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
（

19
）
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
刑
・
徳
の
一
年
目
・
六
年
目
の
位
置
は
土
で
固
定
と
な
る
。
❷
の
法
則
に
よ
っ
て
、
二
年
目
の
刑
は
一
年

目
の
徳
の
所
在
で
あ
る
「
土
」
に
勝
つ
「
木
」
に
移
動
し
、
二
年
目
の
徳
は
一
年
目
の
刑
の
所
在
で
あ
る
「
土
」
に
負
け
る
「
水
」
に
移
動
す
る
（
表
六
参
照
）。 

徳 刑 年 

土 土 一 

木  二 

金  三 

火  四 

水  五 

土 土 六 

徳 刑 年 

土 土 一 

木 金 二 

金 火 三 

火 水 四 

水 土 五 

土 土 六 
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表
六 

放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
動
解
釈
三
（
未
完
成
版
） 

   

  

二
年
目
の
刑
・
徳
の
位
置
が
確
定
し
た
後
、
刑
・
徳
が
各
五
行
間
を
移
動
す
る
に
は
、
刑
と
徳
が
別
々
の
移
動
法
則
に
よ
っ
て
移
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
刑
は

二
十
歳
刑
徳
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
五
行
の
負
け
る
方
向
へ
移
動
し
、
徳
は
そ
れ
と
は
逆
の
五
行
の
勝
つ
方
向
へ
と
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
は
三
年
目

以
降
五
行
の
負
け
る
方
向
へ
移
動
す
る
の
で
、
刑
の
三
～
五
年
の
移
動
は
金→

火→

水
と
な
る
。
一
方
、
徳
は
五
行
の
勝
つ
方
向
へ
移
動
す
る
の
で
、
徳
の
三
～
五
年

の
移
動
は
火→

金→

木
と
な
る
（
表
七
参
照
）。 

 

表
七 

放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
動
解
釈
三
（
完
成
版
） 

 

    

ど
の
解
釈
で
刑
・
徳
が
移
動
し
た
と
し
て
も
、
刑
は
五
行
の
方
位
配
当
で
中
に
配
当
さ
れ
て
い
る
「
土
」
に
移
動
し
て
い
る
。
刑
・
徳
の
移
動
に
関
す
る
記
述
は
一

部
で
あ
る
た
め
、
完
全
に
刑
・
徳
の
移
動
を
確
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
ど
ち
ら
の
解
釈
に
依
っ
た
と
し
て
も
、
天
文
訓

の
二
十
歳
刑
徳
や
刑
徳
大
遊
の
よ
う
に
、
刑
・
徳
が
毎
年
動
く
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
刑
が
土
（
中
央
）
に
入
る
移
動
を
行
っ
て
い
る
。 

先
に
三
合
説
を
検
討
し
た
際
に
、
土
を
含
む
三
合
は
古
い
も
の
で
、
土
を
含
む
三
合
の
記
述
が
あ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
は
放
馬
灘
秦
簡
と
書
写
年
代
が
近
い
睡
虎

地
秦
簡
の
み
で
あ
っ
た
（

20
）

。
そ
れ
で
は
放
馬
灘
秦
簡
で
は
刑
が
中
宮
に
入
る
た
め
、
土
を
含
ん
だ
三
合
説
を
用
い
ら
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
先
に
放
馬
灘
秦
簡
を
検
討
し
た
際
に
、
刑
・
徳
の
移
動
法
則
❶
❷
❸
に
言
及
し
た
が
、
こ
れ
に
は
三
合
説
を
用
い
た
刑
・
徳
の
移
動
理
論
は
一
切

徳 刑 年 

土 土 一 

水 木 二 

  三 

  四 

  五 

土 土 六 

徳 刑 年 

土 土 一 

水 木 二 

火 金 三 

金 火 四 

木 水 五 

土 土 六 
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見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
放
馬
灘
秦
簡
の
時
点
で
は
三
合
説
を
刑
・
徳
の
移
動
理
論
に
導
入
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
結
局
刑
・
徳
の
移
動
理
論

の
中
に
三
合
説
が
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
帛
書
の
書
写
以
後
で
、
し
か
も
そ
れ
は
土
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
放
馬
灘
秦
簡
の
移
動
と
同
じ
よ
う
に
刑
・
徳
が
異
な
っ
た
法
則
で
移
動
す
る
も
の
が
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
以
下
、
銀
雀
山
漢
簡
と
略
す
）「
天
地
八
風
五

行
主
客
」
一
九
八
五
号
簡
に
「
五
行
、
德
行
所
不
勝
、
刑
行
所
勝
。
五
歳
」
と
あ
る
。
銀
雀
山
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
に
お
い
て
、
放
馬
灘
秦
簡
の
よ
う
に
徳
は
五
行

の
負
け
る
方
向
、
刑
は
五
行
の
勝
つ
方
向
へ
と
移
動
し
て
い
る
（

21
）
。
た
だ
し
、
刑
が
中
宮
に
移
動
す
る
か
ど
う
か
は
竹
簡
に
残
欠
が
あ
り
、
不
明
で
あ
る
。 

 

以
上
ま
で
で
、
帛
書
以
外
に
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
が
見
え
る
出
土
資
料
を
検
討
し
た
。
銀
雀
山
漢
簡
の
も
の
は
刑
が
中
宮
に
入
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
っ
た
が
、

放
馬
灘
秦
簡
の
も
の
は
刑
が
中
宮
に
入
る
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
放
馬
灘
秦
簡
の
も
の
か
ら
、
刑
徳
理
論
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
毎
年
の
刑
徳
理
論
の
変
化
と
刑
徳
小
遊
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
刑
の
中
宮
へ
の
移
動
の
可
・
不
可
を
軸
に
考
え
て
み
る

と
理
解
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
年
毎
・
日
毎
の
刑
徳
の
移
動
が
見
え
る
資
料
を
成
書
・
写
書
順
に
検
討
し
、
刑
・
徳
の
理
論
的
展
開
を
追
っ
て
い
き
た
い
。 

 

第
三
節 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
・
丙
篇
の
刑
徳
の
中
宮
へ
の
移
動
・
そ
の
移
動
理
論
と
図
よ
り
見
た
各
篇
の
関
係 

 

毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
の
記
述
が
見
え
る
資
料
（
以
下
、
大
遊
系
資
料
と
略
す
）
を
成
書
・
書
写
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
（

22
）

。
た
だ

し
、
銀
雀
山
漢
簡
は
刑
・
徳
の
移
動
の
詳
細
は
不
明
な
た
め
、
検
討
に
は
含
め
な
い
。 

 

（
大
遊
系
資
料
）
放
馬
灘
秦
簡→

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
・
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇→

天
文
訓 

 

徳
は
全
て
の
資
料
で
中
宮
に
移
動
可
能
で
あ
り
、
刑
は
放
馬
灘
秦
簡
で
の
み
中
宮
（
土
）
に
移
動
可
能
で
、
そ
れ
以
降
の
資
料
で
は
中
宮
に
移
動
出
来
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
る(

表
八
参
照
）
（

23
）

。 

な
お
、
帛
書
は
序
で
も
述
べ
た
よ
う
に
三
合
説
と
同
時
に
太
陰
と
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
文
訓
が
支
自
相
刑
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
刑
の
移

動
が
一
種
類
に
統
一
さ
れ
た
（
図
三
参
照
）
。 
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表
八 

刑
徳
大
遊
系
資
料
の
刑
・
徳
の
中
宮
へ
の
移
動 

        

 

図
三 

刑
徳
大
遊
系
統
の
変
遷 

           

次
に
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
は
前
章
で
検
討
し
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
。
刑
徳
小
遊
が
見
え
る
資
料
（
以
下
、
小
遊
系
資
料
と
略
す
）
を
書
写
年
代
順
に
並
べ
る

徳 刑 出土資料 

〇 〇 放馬灘秦簡 

〇 × 帛書『刑徳』

甲篇 

〇 × 帛書『陰陽

五行』乙篇 

〇 × 帛書『刑徳』

乙篇 

？ ？ 銀雀山漢簡

「天地八風

五行主客」 

〇 × 天文訓 

放馬灘秦簡 

帛書 

三合説 

天文訓 

支自相刑 

刑の中宮へ

の移動不可 

刑の移動が 

一種類に統一 

太陰と連動 
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と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（

24
）

。 

 
（
小
遊
系
資
料
）
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇→

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇 

 

こ
こ
で
第
五
・
六
章
で
検
討
し
た
刑
徳
小
遊
の
概
要
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
、
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
に
は
刑
徳
小
遊
の
記
述
は
な
く
、
そ
の
刑
徳
小
遊
図
に
は
毎
年

の
刑
徳
の
移
動
を
表
す
鉤
縄
図
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
刑
・
徳
は
各
宮
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
は
一
緒
に
各
宮
を
移
動
し
つ
つ
、
中
宮
に
も
入
れ
る
移
動
を

行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
か
ら
は
刑
徳
小
遊
図
に
鉤
縄
図
が
加
わ
り
、
刑
も
中
宮
へ
移
動
し
、
徳
は
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
と
連
動
し
て

い
た
。
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
か
ら
は
刑
は
中
宮
に
入
ら
ず
、
徳
は
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
と
の
連
動
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
刑
徳
大
遊
の
理
論
を
帛
書
『
刑

徳
』
甲
篇
以
降
が
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
刑
徳
大
遊
に
お
け
る
刑
徳
移
動
を
表
す
鉤
縄
図
が
追
加
さ
れ
て
、
甲
・
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
図
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
徳
が
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
と
連
動
し
た
の
は
、
刑
徳
大
遊
の
理
論
を
刑
徳
小
遊
が
取
り
入
れ
、
そ
の
影

響
を
受
け
た
た
め
で
は
な
い
か
と
し
た
。
そ
し
て
刑
の
移
動
理
論
の
差
異
を
生
み
出
し
て
い
る
理
論
は
、
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
移
動
理
論
の
一
つ
で
あ
る
三
合

説
に
よ
る
と
し
た
。 

 

以
上
の
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
、
刑
・
徳
の
中
宮
へ
の
移
動
の
可
・
不
可
に
基
づ
い
て
表
に
す
る
と
表
九
の
よ
う
に
な
り
、
そ
の
変
遷
を
図
示
す
る
と
図
四
の
よ
う

に
な
る
。 

 

表
九 

刑
徳
小
遊
系
資
料
の
刑
・
徳
の
中
宮
へ
の
移
動 

 
※
中
宮
に
入
る
記
述
の
あ
る
も
の
を
○
、
図
で
は
中
宮
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
△
、
図
で
は
中

宮
に
入
っ
て
い
る
も
の
の
記
述
で
は
中
宮
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
を
□
と
す
る 

    

徳 刑 出土資料 

△ △ 帛書『刑徳』

丙篇 

〇 〇 帛書『陰陽

五行』乙篇 

〇 □ 帛書『刑徳』

乙篇 

〇 □ 帛書『刑徳』

乙篇 
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図
四 

刑
徳
小
遊
系
統
の
変
遷 

 

          

 

 

こ
こ
ま
で
で
、
大
遊
系
資
料
・
小
遊
系
資
料
に
お
け
る
、
刑
・
徳
の
中
宮
へ
の
移
動
を
検
討
し
た
。
刑
徳
大
遊
、
刑
徳
小
遊
共
に
徳
は
全
て
の
資
料
で
中
宮
に
入

っ
て
い
た
が
、
刑
は
資
料
毎
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
（
銀
雀
山
漢
簡
は
不
明
）
。
こ
の
差
異
を
生
み
出
す
理
論
は 

先
述
の
よ
う
に
二
十
歳
刑
徳
の
移
動
理
論
で
あ

る
三
合
説
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
刑
徳
大
遊
・
刑
徳
小
遊
に
お
け
る
三
合
説
の
導
入
時
期
や
導
入
に
よ
る
各
資
料
の
関
係
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
次
に
、
以
上
の
表
等
を
基
に
刑
の
中
宮
へ
の
移
動
の
変
遷
を
表
に
す
る
。
ま
ず
、
刑
徳
理
論
の
相
互
関
係
を
検
討
す
る
た
め
、
先
に
挙
げ
た
全
て
の
資
料

を
成
書
・
書
写
年
代
順
に
並
べ
る
（
ゴ
チ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
資
料
は
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
い
資
料
で
あ
る
）
。 

 

（
大
遊
系
資
料
）
放
馬
灘
秦
簡→

→
→
→

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇→

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇→

天
文
訓 

（
小
遊
系
資
料
）
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇→

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇 

 

三合説 

帛書「刑徳」丙篇 

帛書「刑徳」甲篇 

帛書『陰陽五行』乙篇 

刑徳大遊と

の連動 

刑の中宮へ

の移動不可 

五行相勝説 
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各
篇
の
中
で
、
刑
が
中
宮
に
入
る
よ
う
動
い
て
い
る
の
は
放
馬
灘
秦
簡
に
見
え
る
刑
徳
大
遊
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
刑
徳
小
遊
と
な
る
。
た
だ
し
、
帛
書

に
付
さ
れ
て
い
る
図
を
見
る
と
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
・
乙
・
丙
篇
・
帛
書
「
陰
陽
五
行
」
乙
篇
各
々
の
刑
徳
小
遊
の
全
て
の
図
は
刑
が
中
宮
に
入
る
か
の
よ
う
に
、
刑

が
中
宮
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
表
十
参
照
）。 

 

表
十 

各
資
料
に
見
え
る
刑
の
中
宮
へ
の
移
動 

 
 ※

中
宮
に
入
る
記
述
の
あ
る
も
の
を
○
、
中
宮
に
入
ら
な
い
も
の
を×

、
図
で
は
中

宮
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
△
、
図
で
は
中
宮
に
入
っ
て
い
る
も
の
の
記
述
で
は
中
宮

に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
を
□
と
す
る 

 

      

 

全
て
の
篇
の
小
遊
系
資
料
の
刑
徳
小
遊
図
で
は
刑
が
あ
た
か
も
中
宮
に
入
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
小
遊
系
資
料
の
中
で
も
甲
篇
で
は
刑
が
中
宮
に
入
る
記

述
が
存
在
す
る
。 

   

小遊系 大遊系 出土資料 

存在せず 〇 放馬灘秦簡 

△ 存在せず 帛書『刑徳』

丙篇 

〇 × 帛書『刑徳』

甲篇 

□ × 帛書『陰陽

五行』乙篇 

□ × 帛書『刑徳』

乙篇 

存在せず × 銀雀山漢簡

「天地八風

五行主客」 

存在せず × 天文訓 
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む
す
び 

  

本
章
で
は
、
刑
徳
大
遊
が
見
え
る
出
土
資
料
で
あ
る
放
馬
灘
秦
簡
、
銀
雀
山
漢
簡
を
検
討
し
た
。
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
に
お
い
て
、
刑
は
放
馬
灘
秦
簡
で
の
み
中

宮
に
移
動
す
る
が
、
以
降
の
資
料
で
は
中
宮
に
入
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
日
毎
の
刑
徳
移
動
を
検
討
す
る
と
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
以
降
で
は
刑

が
中
宮
に
入
ら
な
い
移
動
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
以
降
で
三
合
説
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
移
動
と
な
っ
た
と
し

た
。 

 

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
年
毎
・
日
毎
の
刑
・
徳
の
変
遷
・
両
者
の
理
論
的
関
係
性
を
理
解
出
来
た
。 

 

注 （
１
）
拙
稿
「
『
淮
南
子
』
天
文
訓
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
「
刑
」・
「
徳
」
運
行
に
つ
い
て
」
（
『
史
滴
』
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
） 

（
２
）
拙
稿
「
馬
王
堆
帛
書
『
刑
徳
』
篇
「
刑
徳
大
遊
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
八
輯
第
四
分
冊
、
二
〇
一
三
年
）
。 

（
３
）
武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一
一
年
）
。 

（
４
）
拙
稿
「
帛
書
「
刑
德
」
乙
篇
の
「
刑
德
小
遊
」」（
武
田
時
昌
・
麥
文
彪
編
『
天
と
地
の
科
学―

東
と
西
の
出
会
い
ー
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇

一
九
年
）
参
照
。 

（
５
）
拙
稿
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
に
見
え
る
刑
德
小
遊
と
三
合
説
」
（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
九
年
七
月
）
。 

（
６
）
注
（
５
）
前
掲
拙
稿
。 

（
７
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所

編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主

編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
註
釈
（
修
訂
本
）
（
四
）』（
武
漢
大
学
、
二
〇
一
六
年
）
）。 

（
８
）
注
（
５
）
前
掲
拙
稿
。 

（
９
）
戸
川
芳
郎
・
木
山
英
雄
・
沢
谷
昭
次
・
飯
倉
照
平
『
淮
南
子
・
説
苑(

抄) 

』
（
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
）
、
楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
七

九
年
）
参
照
。 
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（
10
）
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古

硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
一
（
上
中
下
）
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古

研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
・
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
注
釈
（
修
訂
本
）
』
一
・
二
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。
〔 

〕
の
中
の
文
は

整
理
者
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

（
11
）
整
理
者
は
「
酉
丑
巳
金
」
と
す
べ
き
で
、「
酉
」
字
が
抜
け
て
い
る
と
す
る
（
注
（
10
）
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
前
掲
書
参
照
）
。 

（
12
）
工
藤
元
男
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
会
』（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
参
照
）。
劉
樂
賢
氏
は
饒
宗
頤
氏
（
饒
宗
頤
「
秦
簡
中
的
五
行
説
與
納

音
説
」（
『
古
文
字
研
究
』
第
十
四
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
））
）
に
従
い
、
さ
ら
に
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
日
書
に
木
火
金
水
の
三
合
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
、

日
書
の
三
合
は
木
火
金
水
で
あ
る
と
す
る
（
劉
樂
賢
『
睡
虎
地
秦
簡
日
書
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
參
照
）
。 

（
13
）
注
（
７
）
甘
肅
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
前
掲
書
、
注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
前
掲
書
、

注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
前
掲
書
。
海
老
根
量
介
氏
に
よ
る
と
、

睡
虎
地
秦
簡
の
日
書
の
書
写
年
代
は
秦
の
六
国
統
一
前
、
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
の
書
写
年
代
は
統
一
秦
の
も
の
で
あ
る
（
海
老
根
量
介
「
放
馬
灘
秦
簡
鈔
写
年
代
蠡

測
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
））、
海
老
根
量
介
「
（
批
評
と
紹
介
）
孫
占
宇
著
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
集

釈
』」
（『
東
洋
学
報
』
第
九
五
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
、
海
老
根
量
介
「「
盜
者
」
篇
か
ら
み
た
「
日
書
」
の
流
通
過
程
試
論
」
（『
東
方
学
』
一
二
八
輯
、
二

〇
一
四
年
七
月
）
參
照
）。 

（
14
）
注
（
１
）（
２
）
（
５
）
前
掲
拙
稿
。 

（
15
）
注
（
５
）
前
掲
拙
稿
。 

（
16
）
注
（
７
）
甘
肅
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
前
掲
書
、
注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
前
掲
書
、

注
（
７
）
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
前
掲
書
。 

（
17
）
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
。
『
淮
南
天
文
訓
補
注
』
は
、
天
文
訓
に
お
い
て
「
太
陰
」
は
「
太
歳
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
実
際
天
文
訓
の
「
太
陰
」
と
同
じ

と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
『
漢
書
』
巻
二
六
天
文
志
等
の
文
献
で
は
「
太
歳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

（
18
）
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
。 

（
19
）
こ
の
解
釈
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
武
田
時
昌
氏
、
山
梨
県
立
大
学
准
教
授
名
和
敏
光
氏
と
著
者
の
三
名
に
よ
る
日
書
読
書
会
に
て
、
議
論
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
四
日
）。 
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（
20
）
注
（
13
）
参
照
。 

（
21
）
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
二
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
。
な
お
、『
周
家
台
秦
簡
』「
三
十
六
年
置
（
徳
）
居
」
に
「
卅
六

年
、
置
（
徳
）
居
金
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
の
記
述
が
あ
る
が
、
移
動
理
論
が
全
く
分
か
ら
な
い
た
め
本
論
文
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
（
武
漢
大

学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
三
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
、
陳
偉
主
編
・
李
天
虹
・

劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
注
釈
修
訂
本
』
三
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。 

（
22
）
各
篇
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
は
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
一
九
六
年
）
四
月
～
十
二
年
（
公
元
一
九
五
年
）
四
月
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇

は
漢
惠
帝
七
年
（
公
元
一
八
八
年
）
八
月
～
漢
文
帝
前
元
一
二
年
（
公
元
一
六
八
年
）
二
月
、
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
は
劉
邦
漢
王
二
年
（
公
元
二
〇
五
年
）
～
漢
高
祖

十
一
年
（
公
元
一
九
六
年
）
前
後
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
は
呂
后
年
間
（
公
元
一
八
七
～
）
と
す
る
）（
丁
原
植
主
編 

陳
松
長
著
『
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
研

究
論
稿
』
（
台
湾
古
籍
、
二
〇
〇
一
年
）、
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
帛
書
芸
術
』（
上
海
書
店
、
一
九
九
六
年
）
、
陳
松
長
「
試
論
帛
書
《
刑
徳
》
甲
、
乙
本
的
撰
抄
年

代
」
（『
国
際
儒
学
研
究
』
第
一
一
輯
、
国
際
文
化
出
版
公
司
、
二
〇
〇
一
年
、
後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稿
』
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
掲
載
）
、
裘
錫
圭

主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
五
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
）
。
な
お
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
と
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
の
記

述
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
付
さ
れ
て
い
る
図
は
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
銀
雀
山
漢
簡
は
漢
代
文
・
景
か
ら
武
帝
期
の
間
と
し
、
池
田
知
久
氏
は
『
淮
南
子
』
の
成
書

年
代
を
『
史
記
』
・
『
漢
書
』
よ
り
建
元
二
年
と
す
る
。
（
呉
九
龍
『
銀
雀
山
漢
簡
釈
文
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）、
注
（
21
）
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組

編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
二
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
、
楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
）
、
池
田
知
久
「
淮
南
子
の
成
立―

史
記
と

漢
書
の
検
討
」
（
『
東
方
学
』
五
九
号
、
一
九
八
〇
年
）
、
池
田
知
久
「
「
淮
南
子
」
の
成
立―

「
史
記
」
と
「
漢
書
」
と
に
よ
る
検
討―

」
（
『
岐
阜
大
学
教
育
学

部
研
究
報
告
』
人
文
科
学
二
八
号
、
一
九
八
〇
年
）
、
池
田
知
久
『
淮
南
子―

知
の
百
科
』
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
、
池
田
知
久
『
訳
注
「
淮
南
子
」
』
（
講
談

社
、
二
〇
一
二
年
）
）
。 

（
23
）
胡
文
輝
氏
は
土
を
含
む
三
合
に
対
し
て
、
「
土
に
属
す
る
三
辰
は
他
の
五
行
の
辰
と
重
複
し
、
土
辰
は
虚
構
で
あ
り
、
実
際
の
推
算
に
お
い
て
は
影
響
が
無

い
」
と
述
べ
て
い
る
（
胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』
（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
）
。
楠
山
春
樹
氏
は
、
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
理
由
に
つ

い
て
、
五
行
の
方
位
配
当
で
土
が
無
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
る
（
注
（
９
）
楠
山
春
樹
前
掲
書
）
。
し
か
し
、
二
十
歳
刑
徳
に
お
け
る
刑
の
移
動
法
則
を
考
え
る
と
、

天
文
訓
で
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
い
と
し
て
い
る
理
由
は
、
刑
の
運
行
で
は
土
の
三
合
を
用
い
な
い
の
で
、
土
に
属
す
る
中
宮
に
入
れ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
（
図
五
・

六
参
照
）
（
注
（
１
）
前
掲
拙
稿
参
照
） 

（
24
）
注
（
22
）
参
照
。 
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終
章 

刑
徳
理
論
の
変
遷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
は
じ
め
に 

 

以
上
、『
淮
南
子
』
巻
三
天
文
訓
（
以
下
、
天
文
訓
と
略
す
）
に
至
る
ま
で
の
刑
・
徳
の
変
遷
を
検
討
す
る
た
め
に
、
各
章
で
刑
・
徳
の
年
・
月
・
日
の
移
動
理
論

を
中
心
に
検
討
し
た
。
第
一
章
で
は
術
数
・
神
煞
と
な
る
以
前
の
主
に
政
治
・
社
会
的
・
陰
陽
と
し
て
の
刑
・
徳
、
第
二
章
で
は
刑
・
徳
の
毎
月
の
移
動
（
以
下
、
刑

徳
七
舎
系
統
と
称
す
）
、
第
三
・
四
章
で
は
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
（
以
下
、
刑
徳
大
遊
系
統
と
略
す
）
、
第
五
・
六
・
七
章
で
は
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
と
深
い
関

係
の
あ
る
日
（
六
日
）
を
単
位
と
す
る
刑
・
徳
の
移
動
（
以
下
、
刑
徳
小
遊
系
統
と
略
す
）
、
第
八
章
で
は
刑
徳
大
遊
系
統
の
理
論
的
変
遷
を
検
討
し
た
。 

各
系
統
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
刑
徳
大
遊
系
統
の
理
論
が
刑
徳
小
遊
系
統
の
理
論
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
既
に
言
及
し
た
。
し
か
し
刑
徳
七
舎
系
統
の

理
論
を
含
め
た
刑
徳
理
論
の
相
互
関
係
・
全
体
像
や
影
響
を
与
え
た
理
論
が
何
故
導
入
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
。 

最
後
の
検
討
課
題
と
し
て
は
、
各
系
統
の
理
論
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
理
論
を
導
入
し
て
い
る
の
か
等
そ
の
関
係
性
、
刑
徳
理
論
の
変
遷
等
の
体
系
的
把
握
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
今
ま
で
に
検
討
し
た
年
・
月
・
日
そ
れ
ぞ
れ
の
各
系
統
の
理
論
が
ど
の
よ
う
な
理
論
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。 

 

第
一
節 

各
章
に
お
け
る
刑
徳
理
論
と
変
遷
に
関
わ
る
議
論
に
つ
い
て 

 

第
一
章
で
は
、
胡
文
輝
氏
が
術
数
・
神
煞
と
な
る
以
前
の
政
治
・
社
会
的
、
陰
陽
と
し
て
の
刑
・
徳
が
見
え
る
文
献
、
と
し
て
い
る
も
の
を
中
心
に
検
討
し
た(

１)

。

刑
は
刑
罰
・
法
・
秋
冬
・
陰
、
徳
は
道
徳
・
恩
恵
・
褒
賞
・
春
夏
・
陽
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『
論
語
』
や
『
韓
非
子
』
等
の
儒
家
・
法
家
系
等
の
様
々
な
文

献
で
政
治
・
社
会
的
な
意
味
で
、
『
管
子
』
等
で
陰
陽
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
胡
文
輝
氏
が
引
用
し
た
文
献
の
中
で
『
尉
繚
子
』
天
官
第
一
に
、 

梁
の
惠
王
、
尉
繚
子
に
問
い
て
曰
く
、
「
黄
帝
の
刑
德
は
、
以
て
百
勝
す
可
し
と
、
之
有
り
や
」、
と
。
尉
繚
子
、
對
へ
て
曰
く
、
「
刑
は
以
て
之
を
伐
ち
、
德
は

以
て
之
を
守
る
。
所
謂
天
官
時
日
、
陰
陽
の
向
背
に
非
ざ
る
な
り
。
黄
帝
は
人
事
の
み
」
、
と
。 

と
あ
り
、
刑
・
徳
が
陰
陽
や
術
数
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。『
尉
繚
子
』
よ
り
後
世
の
文
献
で
あ
る
天
文
訓
に
は
神
煞
と
な
っ
た
刑
・

徳
の
体
系
的
な
占
術
理
論
が
見
え
る
が
、
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
過
程
は
、
伝
世
文
献
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
多
く
の
出
土
資
料
が
発
見
さ
れ
、
そ
の

中
に
は
刑
・
徳
に
関
す
る
資
料
が
多
数
見
ら
れ
た
。
天
文
訓
の
記
述
と
帛
書
等
の
出
土
文
字
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
論
的
変
遷
を
追
う
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こ
と
が
可
能
と
な
る
。
以
降
で
は
、
年
・
月
・
日
毎
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
を
各
々
検
討
す
る
際
に
、
ま
ず
、
天
文
訓
等
の
伝
世
文
献
で
基
本
と
な
る
理
論
を
検
討
し

た
上
で
出
土
資
料
を
比
較
・
検
討
し
、
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
理
論
の
変
遷
を
追
っ
た
。 

第
二
章
で
は
天
文
訓
に
見
え
る
毎
月
の
移
動
で
あ
る
刑
徳
七
舎
と
そ
れ
と
同
様
の
理
論
が
見
え
る
出
土
資
料
を
検
討
し
た(

２)

。
ま
ず
、
天
文
訓
に
、 

陰
陽
の
刑
德
に
七
舍
有
り
。
何
を
か
七
舍
と
謂
う
。
室
・
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
・
野
な
り
。
十
一
月
德
は
室
に
居
る
こ
と
三
十
日
、
日
至
に
先
だ
つ
こ
と
十
五 

日
、
日
至
に
後
る
る
こ
と
十
五
日
に
し
て
徙
り
、
居
る
所
各
三
十
日
。
德
室
に
在
れ
ば
則
ち
刑
は
野
に
在
り
、
德
堂
に
在
れ
ば
則
ち
刑
は
術
に
在
り
。
德
庭
に
在 

れ
ば
則
ち
刑
は
巷
に
在
り
、
陰
陽
相
德
す
れ
ば
則
ち
刑
德
は
門
に
合
す
。
八
月
・
二
月
、
陰
陽
の
氣
均
し
く
、
日
夜
分
平
な
り
、
故
に
曰
く
刑
德
は
門
に
合
す
、 

と
。
德
は
南
す
れ
ば
則
ち
生
、
刑
は
南
す
れ
ば
則
ち
殺
。
故
に
曰
く
、
二
月
に
會
し
て
萬
物
生
じ
、
八
月
に
會
し
て
草
木
死
す
、
と
。 

と
あ
り
、
刑
徳
七
舎
と
は
、
刑
・
徳
が
毎
月
の
北
斗
七
星
の
動
き
と
連
動
し
て
七
舎
（
室
・
堂
・
庭
・
門
・
巷
・
術
・
野
）
上
を
移
動
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る

陰
陽
の
消
長
を
測
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
刑
徳
七
舎
と
同
様
の
理
論
が
見
え
る
も
の
は
、
孔
家
坡
漢
簡
「
日
書
」(

３)

・
日
照
海
曲
簡
「
漢
武
帝
後
元
二
年
視

日
」(

４)

・
北
大
漢
簡
「
節
」
篇(

５)
・
居
延
新
簡(

６)

・
肩
水
金
関
漢
簡(

７)

で
あ
り
、
天
文
訓
を
含
め
て
各
資
料
を
成
書
年
代
も
し
く
は
書
写
年
代
順
に
並
べ
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

孔
家
坡
漢
簡→

天
文
訓→

日
照
海
曲
簡
・
北
大
漢
簡→

居
延
新
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡 

 

こ
れ
ら
の
中
で
最
も
書
写
年
代
の
古
い
孔
家
坡
漢
簡
に
つ
い
て
は
、
孔
家
坡
漢
簡
「
日
書
」
九
一
壹
～
九
六
貮
に
、 

正
月
：
刑
在
堂
、
德
〔
在
庭
）
。 

二
月
：
刑
在
〔
庭
、
德
在
門
〕
。 

三
月
：
刑
在
門
、
德
在
巷
。 

四
月
：
刑
在
巷
、
德
在
術
。 

五
月
：
刑
在
術
、
德
在
野
。 

六
月
：
刑
德
並
在
術
。 

七
月
：
刑
在
術
、
德
在
野
。 

八
月
：
刑
在
巷
、
德
在
術
。 
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〔
九
月
〕
：
刑
在
門
、
德
在
巷
。 

〔
十
月
〕
：
刑
在
庭
、
德
在
門
。 

十
一
月
：
刑
在
堂
、
德
在
庭
。 

十
二
月
：
刑
德
並
在
堂
。 

と
あ
り
、
刑
・
徳
は
北
斗
七
星
と
連
動
し
て
お
ら
ず
、
陰
陽
に
関
す
る
理
論
も
見
え
な
か
っ
た
。
孔
家
坡
漢
簡
の
刑
・
徳
の
移
動
は
他
の
も
の
と
大
き
く
異
な
り
、
刑

は
三
ヶ
月
同
じ
術
の
舎
、
徳
は
術
と
野
の
間
を
往
復
す
る
特
異
な
移
動
を
示
し
て
い
る
。
孔
家
坡
漢
簡
以
後
、
刑
徳
七
舎
系
統
の
理
論
は
天
文
訓
で
北
斗
七
星
と
連
動

す
る
こ
と
と
な
り
、
陰
陽
の
消
長
を
測
る
理
論
へ
と
変
化
し
た
。
日
照
海
曲
簡
の
刑
徳
移
動
に
は
過
渡
日
の
設
定
、
北
大
漢
簡
で
は
舎
の
名
称
の
相
違
・
占
辞
の
有
無

等
と
い
っ
た
差
異
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
天
文
訓
の
刑
徳
七
舎
の
移
動
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
天
文
訓
の
よ
う
な
刑
・
徳
が

一
月
毎
に
移
動
し
て
陰
陽
の
消
長
を
測
る
理
論
が
天
文
訓
以
降
基
本
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
居
延
新
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
に
は
七
舎
の
「
舎
」
の
記

述
の
み
見
え
、
具
体
的
な
移
動
の
記
述
は
見
え
な
か
っ
た
。
以
上
の
検
討
の
結
果
、
刑
徳
七
舎
の
移
動
は
天
文
訓
の
も
の
が
後
世
に
残
り
、
以
降
で
は
天
文
訓
の
理
論

が
基
礎
と
な
っ
て
継
承
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。 

 

図
一 

刑
徳
七
舎
系
統
の
変
遷
（
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
部
分
） 

          

孔家坡漢簡 

天文訓 

陰陽の消長を測

る理論となる 

北斗七星と連動 
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天
文
訓
に
は
毎
月
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
「
刑
徳
七
舎
」
の
他
に
、
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
「
二
十
歳
刑
徳
」
が
見
え
る
。 

そ
こ
で
、
第
三
章
で
は
天
文
訓
に
見
え
る
も
う
一
つ
の
刑
徳
理
論
で
あ
る
二
十
歳
刑
徳
を
検
討
し
た(

８)

。
天
文
訓
に
、 

①
太
陰
甲
子
に
在
れ
ば
、
刑
德
は
東
方
の
宮
に
合
し
、
常
に
勝
た
ざ
る
所
に
徙
る
。
合
す
る
こ
と
四
歳
に
し
て
離
れ
、
離
る
る
こ
と
十
六
歳
に
し
て
復
た
合
す
。 

離
る
る
所
以
は
、
刑
中
宮
に
入
る
こ
と
を
得
ず
し
て
、
木
に
徙
れ
ば
な
り
。 

②
太
陰
の
居
る
所
、
日
は
德
爲
り
、
辰
は
刑
爲
り
。
德
は
剛
な
れ
ば
自
ら
因
を
倍
す
と
曰
い
、
柔
な
れ
ば
勝
た
ざ
る
所
に
徙
る
と
曰
う
。
刑
、
水
辰
な
れ
ば
木
に 

之
き
、
木
辰
な
れ
ば
水
に
之
く
。
金
火
な
れ
ば
其
の
處
に
立
つ
。 

と
あ
り
、
二
十
歳
刑
徳
の
理
論
は
二
種
類
見
え
る
（
両
方
共
に
五
宮
の
移
動
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
刑
・
徳
の
移
動
順
は
同
じ
と
な
る
）
。
①
は
十
干
（
甲
・
乙
等
）

と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
太
陰
の
各
年
毎
の
所
在
（
甲
子
等
）
に
お
け
る
、
刑
・
徳
の
五
行
相
勝
説
（
水→

火→

金→

木→

土
）
に
基
づ
く
移
動

で
あ
る
。
②
は
徳
の
移
動
は
太
陰
所
在
の
十
干
を
基
に
移
動
し
、
刑
の
移
動
は
「
三
合
説
」
と
、「
支
自
相
刑
（
十
二
支
を
用
い
た
刑
の
移
動
理
論
）
」
あ
る
い
は
そ
の

原
初
的
な
理
論
（
以
下
、
共
に
支
自
相
刑
と
略
す
）
に
基
づ
き
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
三
合
説
に
つ
い
て
は
土
を
含
ま
な
い
も
の
と
、
土
を
含
む
も
の
が
あ

り
、
土
を
含
む
も
の
は
戦
国
末
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
土
を
含
ま
な
い
も
の
は
統
一
秦
に
遡
る
。
①
②
に
お
い
て
刑
は
中
宮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
そ
の
三
合
説
が
土
を
含
ま
な
い
か
ら
で
あ
り
、
三
合
説
を
基
に
移
動
す
る
刑
は
土
に
属
す
る
中
宮
に
入
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。 

以
上
が
二
十
歳
刑
徳
の
検
討
で
あ
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
天
文
訓
に
見
え
な
い
刑
・
徳
等
に
関
す
る
記
述
と
共
に
そ
の
移
動
に
関
す
る
図
が
見
ら
れ
る
。
帛

書
『
刑
徳
』
篇
の
刑
徳
大
遊
の
検
討
は
、
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
四
章
で
は
、
天
文
訓
の
二

十
歳
刑
徳
と
類
似
の
移
動
で
あ
る
「
刑
徳
大
遊
」
を
検
討
し
た(

９)

。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
一
～
九
行(

10)

に
、 

德
始
め
て
甲
を
生
じ
、
太
陰
始
め
て
子
を
生
ず
、
刑
始
め
て
水
を
生
ず
。
水
は
子
な
り
。
故
に
曰
く
、
「
刑
德
甲
子
よ
り
始
ま
る
」
、
と
。 

刑
德
の
歳
徙
た
る
や
、
必
ず
日
至
の
後
の
七
日
の
子
・
午
・
卯
・
酉
を
以
っ
て
す
。
德
の
徙
る
や
、
子
若
し
く
は
午
な
り
。
刑
の
徙
る
や
、
卯
若
し
く
は
酉
な
り
。 

刑
德
の
行
る
や
、
歳
ご
と
に
勝
た
ざ
る
所
に
徙
り
て
、
刑
宮
中
に
入
ら
ず
、
四
隅
に
居
る
。
甲
子
の
舍
は
東
南
よ
り
始
ま
り
以
て
順
行
し
、
廿
歳
に
し
て
壹
た
び 

周
り
、
壹
た
び
周
る
に
刑
德
は
四
通
し
、
六
十
歳
に
し
て
周
り
癸
亥
を
周
れ
ば
復
た
甲
子
從
り
始
ま
る
。 

●
刑
德
初
め
六
歳
を
行
り
て
木
に
竝
ぶ
。
四
歳
に
し
て
離
れ
、
十
六
歳
離
れ
て
復
た
木
に
竝
ぶ
。
太
陰
十
六
歳
に
し
て
德
と
木
に
竝
斿
（
遊
）
す
。 

と
あ
る
。
帛
書
に
お
い
て
刑
・
徳
は
一
年
毎
に
四
宮
も
し
く
は
五
宮
上
を
移
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
刑
・
徳
の
移
動
と
近
似
し
て
い
る
。
し

か
し
天
文
訓
に
は
見
え
な
い
、
刑
・
徳
・
太
陰
の
移
動
を
説
明
・
視
覚
化
し
た
図
が
付
さ
れ
て
い
る
（
図
二
②
参
照
）
。
そ
れ
は
鉤
縄
図
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
六
十
個

組
み
合
わ
せ
た
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
一
年
毎
の
刑
（
白
丸
）
・
徳
（
黒
丸
）
と
太
陰
（
青
丸
）
の
移
動
を
六
十
年
分
組
み
合
わ
せ
て
い
る
（
図
二
①
参
照
）（
11
）
。 
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図
二
➀
鉤
縄
図 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

図
二
② 

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
大
遊
復
元
図
（
程
少
軒
氏
作
製
） 

           

ま
た
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
は
天
文
訓
と
違
い
、
移
動
の
開
始
地
点
が
異
な
る
複
数
の
刑
の
移
動
が
確
認
さ
れ
る
。
天
文
訓
と
帛
書
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
理
論
と

の
違
い
は
、
前
者
に
見
え
る
「
支
自
相
刑
（
十
二
辰
を
用
い
た
刑
の
移
動
理
論
）
」
が
後
者
に
は
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
方
が
天
文
訓
よ
り
も

成
書
・
書
写
年
代
が
古
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、 

五
行
相
勝
説
を
基
盤
に
し
た
様
々
な
移
動
形
態
の
あ
っ
た
刑
・
徳
は
、
「
支
自
相
刑
」
が
出
現
す
る
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こ
と
で
、
天
文
訓
に
見
え
る
よ
う
な
刑
・
徳
の
移
動
理
論
が
最
終
的
に
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。 

以
上
の
検
討
は
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
帛
書
に
は
更
に
日
毎
の
移
動
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
、
こ
れ
を
刑
徳
小
遊
と
い
う
。
刑
徳
小
遊

は
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
の
よ
う
に
軍
事
占
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
各
理
論
の
導
入
の
時
期
・
関
係
性
・
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
検
討
す
る
上
で
極

め
て
重
要
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
第
五
章
で
は
刑
徳
小
遊
の
移
動
理
論
の
基
本
的
な
理
論
が
見
え
る
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
を
中
心
に
検
討
し
た(

12)

。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇(

13)

に
、 

刑
・
德
六
日
に
し
て
竝
斿
（
遊
）
す
る
な
り
。
亦
た
各
勝
た
ざ
る
所
に
徙
る
。
刑
は
子
を
以
て
奇
に
斿
（
遊
）
し
、
午
を
以
て
德
と
正
に
合
い
、
故
に
午
に
し
て 

合
い
、
子
に
し
て
離
る
。 

戊
子
に
刑
・
德
中
宮
に
入
ら
ず
、
徑
ち
に
東
宮
に
徙
る
。 

戊
午
に
德
は
入
る
も
、
刑
は
入
ら
ず
、
徑
ち
に
東
南
宮
に
徙
る
。 

其
れ
初
め
發
す
る
や
、
刑
は
甲
子
よ
り
起
り
、
德
は
甲
午
よ
り
起
る
。
皆
な
庚
午
に
徙
り
、
庚
午
に
居
る
こ
と
各
六
日
な
り
、
刑
は
丙
子
に
徙
り
、
德
は
丙
午
に 

徙
り
、
居
る
こ
と
各
六
日
な
り
。
皆
な
壬
午
に
并
す
、
各
六
日
な
り
。
刑
・
德
入
ら
ず
、
徑
ち
に
甲
午
に
徙
り
、
各
十
二
日
な
り
。
刑
は
庚
子
に
徙
り
、
德
は
庚 

午
に
徙
り
、
各
六
日
な
り
。
皆
な
丙
午
に
徙
り
、
各
六
日
な
り
。
刑
は
壬
子
に
徙
り
、
德
は
壬
午
に
徙
り
、
各
六
日
な
り
。
德
は
戊
午
に
徙
り
、
刑
は
中
宮
に
入 

ら
ず
、
徑
ち
に
甲
子
に
徙
る
。
德
中
に
居
る
こ
と
六
日
な
り
、
甲
午
に
徙
り
、
刑
〔
從
い
〕
、
〔
甲
〕
子
に
〔
因
る
〕
こ
と
十
二
日
な
り
。
德
は
甲
午
に
居
る
こ 

と
六
日
な
り
、
刑
・
德
は
皆
な
并
す
、
復
た
庚
午
に
徙
る
。 

と
あ
る
。
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
に
は
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
を
表
し
た
記
述
と
共
に
、
更
に
こ
の
記
述
に
基
づ
い
た
占
い
を
行
う
た
め
の
「
刑
徳
小
遊
図
」
が
付

記
さ
れ
て
い
る
（
図
三
参
照
）（
14
）
。 
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図
三 

刑
徳
小
遊
図 

 

刑
徳
小
遊
に
お
い
て
刑
・
徳
の
移
動
日
は
六
十
干
支
の
順
で
表
す
こ
と
が
で
き
、
六
日
毎
の
移
動
と
な
る
。
次
に
刑
・
徳
の
移
動
場
所
の
十
干
に
着
目
す
る
と
、
五

行
相
勝
説
に
お
い
て
五
行
が
勝
た
ざ
る
方
向
へ
移
動
す
る
記
述
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
ま
た
徳
は
中
宮
に
入
れ
る
が
、
刑
は
中
宮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
以

上
が
乙
篇
の
刑
徳
小
遊
に
お
け
る
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
。
甲
篇
に
も
刑
徳
小
遊
の
記
述
が
見
え
る
の
だ
が
、
そ
の
理
論
は
乙
篇
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
差

異
は
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
理
解
す
る
た
め
に
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
第
六
章
で
は
刑
徳
小
遊
の
も
う
一
つ
の
刑
・
徳
の
移
動
で
あ
る
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
後
刑
徳

小
遊
系
の
各
資
料
を
比
較
し
刑
徳
小
遊
の
理
論
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た(

15)

。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
六
一
～
八
四
行
に(

16)

、 

 

（
前
漢
高
祖
）
十
一
年
十
二
月
己
亥
上
朔
、
刑
・
德
其
の
庚
子
を
以
て
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
午
刑
・
德
幷
せ
て
南
宮
に
居
る
。
壬
子
刑
東
北
宮
に
居
り
、
德

復
た
西
宮
に
居
る
。
戊
午
刑
・
德
幷
せ
て
中
宮
に
居
る
。
甲
子
刑
東
南
宮
に
居
り
、
德
復
た
西
宮
に
居
る
。
庚
午
刑
・
德
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
子
刑
西
南
宮

に
居
り
、
德
西
宮
に
居
る
。
壬
午
刑
・
〔
德
幷
せ
て
□
宮
に
居
る
〕
。
戊
子
刑
〔
□
宮
に
居
り
、
德
〕
西
宮
に
居
る
。
甲
午
刑
德
皆
な
東
宮
に
居
る
。
庚
子
刑
西
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北
〔
宮
〕
に
居
り
、
德
西
宮
に
居
る
。 

十
二
年
乙
巳
上
朔
、
刑
・
德
丙
午
を
以
て
幷
せ
て
南
宮
に
居
る
。
壬
子
刑
北
宮
に
居
り
、
德
復
た
南
宮
に
居
る
。
戊
午
刑
・
德
幷
せ
て
中
宮
に
居
る
。
甲
子
刑
東

北
に
居
り
、
德
南
に
居
る
。
庚
午
刑
・
德
幷
せ
て
西
宮
に
居
る
。
丙
子
刑
西
南
宮
に
居
り
、
德
南
宮
に
居
る
。
壬
午
刑
・
德
皆
な
北
宮
に
居
る
。
戊
〔
子
〕
刑
中

柱
北
市
に
居
り
、
德
南
宮
に
居
る
。
甲
午
刑
・
德
〔
皆
な
〕
東
宮
に
居
る
。
庚
子
刑
〔
□
□
〕
宮
〔
に
居
り
〕
、
德
南
宮
に
居
る
。
〔
丙
〕
午
刑
・
德
復
た
南
宮

に
幷
す
。
此
れ
刑
德
小
游
な
り
。
●
刑
は
子
を
以
て
畸
（
奇
）
に
游
し
、
午
を
以
て
德
と
四
正
に
合
い
之
を
左
に
す
。
●
刑
は
畸
（
奇
）
に
游
す
。 

と
あ
り
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
は
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
の
も
の
と
は
刑
・
徳
の
移
動
法
・
移
動
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。
甲
篇
は
乙
篇

と
同
様
に
六
日
毎
の
移
動
だ
が
、
刑
は
中
宮
に
移
動
可
能
で
あ
り
、
徳
は
子
日
に
移
動
す
る
際
に
、
同
じ
年
の
刑
徳
大
遊
の
徳
の
位
置
と
同
じ
位
置
と
な
る
。 

以
上
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、
更
に
刑
徳
小
遊
が
見
え
る
資
料
の
比
較
・
検
討
を
行
っ
た
。
ま
ず
各
資
料
を
書
写
年
代
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る(

17) 

（
ゴ
チ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
資
料
は
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
い
資
料
で
あ
る
）
。 

 

帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇→

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇→

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇 

 

各
資
料
を
比
較
す
る
と
、
徳
は
毎
年
の
刑
・
徳
の
移
動
と
同
じ
よ
う
に
、
全
て
の
資
料
で
中
宮
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
刑
は
帛
書
に
付
さ
れ
て
い
る

全
て
の
図
に
お
い
て
中
宮
部
分
に
そ
の
記
載
が
あ
り
、
刑
は
中
宮
に
入
れ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
篇
の
記
述
を
見
る
と
（
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
に

は
刑
・
徳
の
移
動
理
論
に
関
す
る
記
述
は
な
い
）、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
は
刑
が
中
宮
に
入
れ
た
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
・
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
で
は
刑
が

中
宮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
以
降
で
、
土
を
含
ま
な
い
三
合
説
を
取
り
入
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
先
に
第
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
二
十
歳
刑
徳
に
お
い
て
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
土
を
含
ま
な
い
三
合
説
が
移
動
理
論
に
含
ま
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
刑
徳
小
遊
は
刑
徳
大
遊
の
影
響
を
段
階
的
に
受
け
、
理
論
が
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
ず
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
の
刑
徳
小
遊
で
徳
は
子
日
に
そ

の
年
の
刑
徳
大
遊
の
徳
の
位
置
と
合
う
よ
う
に
移
動
す
る
。
次
に
、
刑
・
徳
の
毎
年
の
移
動
に
見
え
る
三
合
説
の
導
入
に
よ
っ
て
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
刑
徳

小
遊
の
方
も
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
移
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
に
は
三
合
説
と
同
時
に
、
五
行
相
勝
説
も
刑
・
徳
の
移
動
理
論
に

導
入
さ
れ
た
（
図
四
参
照
）
。 
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図
四 

刑
徳
小
遊
系
統
の
変
遷 

            

以
上
ま
で
で
、
刑
徳
小
遊
の
刑
・
徳
の
移
動
理
論
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
は
刑
・
徳
の
移
動
理
論
だ
け
で
は
な
く
、
移
動
日
に
関
す
る

記
述
で
あ
る
「
上
朔
」
が
見
え
る
。
そ
こ
で
、
第
七
章
で
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
に
見
え
る
上
朔
に
つ
い
て
検
討
し
た(

18)

。
上
朔
に
は
年
を
単
位
と
す
る
上
朔
と
月

を
単
位
と
す
る
上
朔
が
あ
る
が
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
に
見
え
る
も
の
は
月
を
単
位
と
す
る
上
朔
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
刑
徳
七
舎
系
統
と
刑
徳
小
遊
系
統
の
理
論
的
変
遷
を
検
討
し
た
が
、
刑
徳
大
遊
系
統
の
理
論
的
変
遷
は
未
検
討
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
八
章
で
は
刑

徳
大
遊
系
統
の
理
論
的
変
遷
を
帛
書
と
放
馬
灘
秦
簡
を
用
い
て
比
較
・
検
討
し
た
。
放
馬
灘
秦
簡
乙
篇
三
四
七
、
三
〇
八
号
簡
に(

19)

、 

年
刑
德
幷
せ
て
土
に
在
り
。
刑
は
德
に
勝
つ
所
に
徙
り
、
德
は
刑
に
勝
た
ざ
る
所
に
徙
り
、
五
歳
に
し
て
復
た
土
に
幷
す
。
德
の
在
る
所
は
歳
を
主
る
。 

と
あ
り
、
放
馬
灘
秦
簡
に
見
え
る
刑
・
徳
の
移
動
に
関
す
る
記
述
は
断
片
的
で
あ
り
、
そ
の
移
動
法
は
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・

徳
の
移
動
は
ど
ち
ら
の
解
釈
に
依
っ
た
と
し
て
も
、
天
文
訓
の
二
十
歳
刑
徳
や
刑
徳
大
遊
の
よ
う
に
、
刑
・
徳
が
毎
年
動
く
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
刑
が
土
（
中
央
）

に
入
る
移
動
を
行
っ
て
い
る
。 

先
に
三
合
説
を
検
討
し
た
際
に
、
土
を
含
む
三
合
説
の
記
述
が
あ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
は
放
馬
灘
秦
簡
と
書
写
年
代
が
近
い
睡
虎
地
秦
簡
の
み
で
あ
っ
た
（

20
）

。

そ
れ
で
は
放
馬
灘
秦
簡
で
は
刑
が
中
宮
に
入
る
た
め
、
土
を
含
ん
だ
三
合
説
が
用
い
ら
れ
た
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
放
馬
灘
秦
簡
の
刑
・
徳
の
移

三合説 

帛書『刑徳』丙篇 

帛書『刑徳』甲篇 

帛書『陰陽五行』乙篇 

刑徳大遊と

の連動 

刑の中宮への移動

不可 

五行相勝説 
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動
法
則
に
は
三
合
説
を
用
い
た
刑
・
徳
の
移
動
理
論
は
一
切
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
放
馬
灘
秦
簡
の
時
点
で
は
三
合
説
を
刑
・
徳
の
移
動
理
論
に
導
入
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
刑
・
徳
の
移
動
理
論
の
中
に
三
合
説
が
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
帛
書
の
書
写
以
後
で
、
し
か
も
そ
れ
は
土
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
刑
徳
大
遊
系
の
資
料
を
比
較
・
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
刑
・
徳
の
毎
年
の
記
述
が
見
え
る
資
料
を
、
そ
の
成
書
・
書
写
年
代
順
に
並
べ
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
（
ゴ
チ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
資
料
は
刑
が
中
宮
に
入
れ
な
い
資
料
で
あ
る
）
（

21
）

。 

 

放
馬
灘
秦
簡→
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇→

帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
」→

帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇→

天
文
訓 

 

徳
は
全
て
の
資
料
で
中
宮
に
移
動
可
能
で
あ
り
、
刑
は
放
馬
灘
秦
簡
で
の
み
中
宮
に
移
動
可
能
で
、
帛
書
に
よ
る
三
合
説
の
導
入
後
は
、
刑
は
中
宮
に
移
動
出
来

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
帛
書
は
同
時
に
太
陰
と
連
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
文
訓
が
支
自
相
刑
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
刑
の
移
動
が

一
種
類
に
固
定
さ
れ
た
と
し
た
（
図
五
参
照
）
。 

 

図
五 

刑
徳
大
遊
系
統
の
変
遷 

          

放馬灘秦簡 

帛書 

天文訓 

刑の中宮への

移動不可 

太陰と連動 

三合説 

支自相刑 
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以
上
が
各
章
の
概
要
で
あ
る
。
各
章
に
お
け
る
検
討
に
よ
っ
て
刑
・
徳
の
年
・
月
・
日
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
系
統

の
刑
徳
理
論
の
展
開
を
ま
と
め
、
天
文
訓
に
至
る
ま
で
の
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

第
二
節 
刑
徳
理
論
の
変
遷
と
そ
の
広
が
り 

刑
徳
七
舎
系
統
の
最
古
の
資
料
は
孔
家
坡
漢
簡
で
あ
る
。
孔
家
坡
漢
簡
で
は
刑
・
徳
は
北
斗
七
星
と
連
動
し
て
お
ら
ず
、
陰
陽
に
関
す
る
理
論
も
見
え
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
天
文
訓
で
北
斗
七
星
と
連
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
陰
陽
の
消
長
を
測
る
理
論
へ
と
変
化
し
た
。
天
文
訓
以
降
の
各
資
料
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
理
論
が
追

加
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
天
文
訓
の
よ
う
な
刑
・
徳
が
一
月
毎
に
移
動
し
て
陰
陽
の
消
長
を
測
る
理
論
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。 

刑
徳
小
遊
系
統
の
最
古
の
資
料
は
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
で
あ
っ
た
が
、
移
動
理
論
に
関
す
る
記
述
は
な
か
っ
た
。
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
は
徳
が
子
日
に
刑
徳
大
遊

の
徳
と
同
じ
位
置
に
移
動
し
、
刑
は
中
宮
に
移
動
可
能
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
で
五
行
相
勝
説
・
三
合
説
が
導
入
さ
れ
、
刑
は
中
宮
に
移
動

し
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
天
文
訓
以
降
で
は
刑
徳
小
遊
の
体
系
的
な
記
述
は
残
ら
な
か
っ
た
。 

二
十
歳
刑
徳
系
統
の
最
古
の
資
料
は
放
馬
灘
秦
簡
で
あ
る
。
放
馬
灘
秦
簡
で
は
五
行
の
方
位
配
当
・
五
行
相
勝
説
の
み
が
見
え
、
そ
の
後
帛
書
で
太
陰
と
連
動
す
る

よ
う
に
な
り
、
三
合
説
の
導
入
に
よ
っ
て
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。
最
終
的
に
天
文
訓
で
「
支
自
相
刑
」
が
導
入
さ
れ
、
帛
書
で
複
数
で
あ
っ
た
刑
の
開
始
地

点
が
一
つ
に
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
刑
徳
理
論
を
実
際
の
戦
争
に
用
い
た
も
の
が
、
『
漢
書
』
巻
九
九
中
王
莽
伝
の
王
莽
の
詔
に
見
え
る
。
こ
れ
は
当
時
の
刑
の

位
置
に
言
及
し
た
上
で
、
東
方
の
高
句
麗
方
面
へ
の
軍
事
行
動
を
占
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

『
尉
繚
子
』
に
見
え
る
刑
・
徳
か
ら
天
文
訓
に
到
る
ま
で
の
、
刑
徳
理
論
の
プ
ロ
セ
ス
を
図
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
図
六
参
照
）
。 
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図
六 

刑
徳
理
論
展
開
の
プ
ロ
セ
ス 

                      

 

 

三合説 

刑の中宮へ

の移動不可 

天文訓 

放馬灘秦簡 

『尉繚子』に

見える刑・徳 

五行相勝説 

孔家坡漢簡 

太陰と連動 

天文訓 

北斗七星と連動 

陰陽の消長を測

る理論となる 

刑徳七舎系統 

帛書 

支自相刑 

帛書『刑徳』丙篇 

刑徳大遊

との連動 

帛書『刑徳』甲篇 

帛書『陰陽五行』乙篇 

刑の中宮への

移動不可 

刑の移動が 

一種類に統一 

二十歳刑徳系統

系統 

刑徳小遊系統 



187 

 

 

『
尉
繚
子
』
に
見
え
る
刑
・
徳
か
ら
、
最
初
に
神
煞
に
近
い
刑
・
徳
が
確
認
で
き
る
の
は
、
刑
・
徳
の
毎
年
の
記
述
が
見
え
る
放
馬
灘
秦
簡
で
あ
る
。
放
馬
灘

秦
簡
に
は
五
行
相
勝
説
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
太
陰
と
の
連
動
は
確
認
出
来
な
い
。
そ
の
後
、
帛
書
の
段
階
で
三
合
説
が
導
入
さ
れ
、
刑
・
徳 

の
毎
年
の
移
動
、
刑
・
徳
の
六
日
毎
の
移
動
共
に
、
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
（
刑
徳
小
遊
系
統
の
移
動
規
則
で
五
行
相
勝
説
が
見
え
る
の
は
帛
書

『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
か
ら
で
あ
る
）
。
次
に
刑
・
徳
の
毎
月
の
移
動
で
あ
る
孔
家
坡
漢
簡
が
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
天
文
訓
の
も
の
と
は
大
き
く
異
な
り
、
特
殊

な
移
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
北
斗
七
星
と
連
動
し
、
天
文
訓
の
よ
う
な
陰
陽
の
消
長
と
連
動
す
る
移
動
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
天
文
訓
成
書
以
前
の
も
の

の
移
動
理
論
は
天
文
訓
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
天
文
訓
に
な
っ
て
刑
徳
理
論
の
基
本
と
な
る
も
の
が
完
成
し
、
後
世
に
天
文
訓
の
理
論
が
残
る
こ
と
と
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
『
尉
繚
子
』
に
始
ま
る
占
術
に
関
す
る
刑
徳
理
論
は
、
秦
漢
時
代
の
様
々
な
刑
徳
理
論
を
経
て
、
最
終
的
に
天
文
訓
が
一
つ
の
基
準
を
提
示
し
、
後
世

に
そ
の
理
論
が
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
刑
・
徳
の
変
遷
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
各
資
料
の
差
異
は
そ
れ
ぞ
れ
に
継
承
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
く
別

系
統
の
理
論
で
あ
る
た
め
に
生
じ
た
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
各
資
料
の
刑
徳
理
論
を
構
成
し
て
い
る
理
論
に
注
目
す
る
と
、
古
い
も
の
に
理
論
が
追
加

さ
れ
て
新
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
論
文
で
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
変
遷
に
な
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
年
・
日
に
基
づ
く
刑
徳
理
論
に
お
い
て
土
を
含
ま
な
い
三
合
説
の
導
入
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。
刑
徳
理
論
の
内
、
年
・
日
で
三

合
説
が
導
入
さ
れ
た
結
果
、
刑
は
中
宮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
導
入
の
理
由
は
以
下
の
も
の
が
想
定
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
三
合
説
は
十
二
辰

に
各
五
行
に
十
二
辰
を
配
当
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
生
・
旺
・
死
等
の
盛
衰
を
表
し
て
い
る
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
刑
・
徳
の
毎
月
の
移
動
で
あ
る
刑
徳
七
舎
は
各
月

毎
の
刑
・
徳
の
移
動
に
よ
っ
て
陰
陽
の
盛
衰
を
測
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
年
・
日
の
刑
・
徳
の
移
動
に
お
い
て
、
三
合
説
を
導
入
し
た
の
は
五
行

の
盛
衰
を
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
三
合
説
自
体
は
、
古
く
は
戦
国
末
の
睡
虎
地
秦
簡
・
統
一
秦
の
放
馬
灘
秦
簡
の
出
土
資
料
に
見
え
る

の
だ
が
、
そ
の
導
入
は
放
馬
灘
秦
簡
か
ら
で
は
な
く
、
後
の
漢
代
の
帛
書
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
刑
徳
理
論
へ
の
三
合
説
の
導
入
は
、
様
々
な
文
献
で
見
ら
れ
る
三

合
説
を
導
入
す
る
こ
と
で
刑
徳
理
論
を
よ
り
普
遍
的
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
、
三
合
説
の
導
入
に
よ
っ
て
刑
の
移
動
が
制
限
さ
れ
中

宮
に
入
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
刑
と
徳
の
移
動
を
よ
り
明
確
に
区
別
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
徳
を
刑
よ

り
上
位
の
神
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
三
合
説
が
与
え
た
影
響
は
と
て
も
大
き
く
、
そ
の
導
入
以
後
で
は
、
刑
徳
理
論
は
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。 

以
上
で
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
刑
・
徳
は
「
年
」・「
月
」・「
日
」
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
前
漢
末
の
資
料
で
あ
る
尹
湾

漢
墓
簡
牘
「
刑
徳
行
時
」
篇
七
十
七
～
八
十
九
号
簡(

22)

に
、 

●
刑
德
行
時 

鶏
鳴
至
蚕
食 

蚕
食
至
日
中 

日
中
至
餔
時 

餔
時
至
日
入 

日
中
（
入
）
至
鶏
鳴 
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甲
乙 

 
 
 

端 
 
 
 
 

令 
 
 
 
 

罰 
 
 
 
 

刑 
 
 
 
 

德 

丙
丁 

 
 
 

德 
 
 
 
 

端 
 
 
 
 

令 
 
 
 
 

罰 
 
 
 
 

刑 

戊
己 

 
 
 

刑 
 
 
 
 

德 
 
 
 
 

端 
 
 
 
 

令 
 
 
 
 

罰 
 

庚
辛 

 
 
 

罰 
 
 
 
 

刑 
 
 
 
 

德 
 
 
 
 

端 
 
 
 
 

令 
 

壬
癸 

 
 
 

令 
 
 
 
 

罰 
 
 
 
 

刑 
 
 
 
 

德 
 
 
 
 

端 

 

以
端
時
請
謁
、
見
人
、
小
吉
。
以
行
、
有
憙
。
繫
者
、
毋
（
無
）
罪
。
疾
者
、
不
死
。
生
子
、
大
吉
。 

以
令
時
請
謁
、
見
人
、
大
吉
。
以
行
、
莫
敢
禁
止
。
疾
者
、
不
死
。
繫
者
、
毋
（
無
）
罪
。
亡
人
、
不
得
。
生
子
、
必
貴
。 

以
罰
時
請
謁
、〔
見
〕
人
、
小
凶
。
以
行
、
不
利
。
繫
者
、
有
罪
。
疾
者
、
死
。
生
子
、
凶
。 

以
刑
時
請
謁
、
見
人
、
大
凶
。
以
行
、
不
利
。
繫
者
、
有
罪
。
亡
者
、
必
得
。
生
子
、
必(

23)

死
。 

以
德
時
請
謁
、
見
人
、
喜
成
。
以
行
、
大
利
。
繫
者
、
毋
（
無
）
罪
。
疾
者
、
不
死
。
亡
者(

24)

、
不
得
。
生
子
、
必
吉
。 

 

端
時
を
以
て
請
謁
、
見
人
す
れ
ば
、
小
吉
。
以
て
行
け
ば
、
憙
有
り
。
繫
る
る
も
、
罪
無
し
。
疾
む
も
、
死
せ
ず
。
子
を
生
め
ば
、
大
吉
。 

令
時
を
以
て
請
謁
、
見
人
す
れ
ば
、
大
吉
。
以
て
行
く
は
、
敢
え
て
禁
止
す
る
こ
と
莫
し
。
疾
む
も
、
死
せ
ず
。
繫
る
る
も
、
罪
無
し
。
亡
人
、
得
ず
。
子
を
生

め
ば
、
必
ず
貴
し
。 

罰
時
を
以
て
請
謁
、[

見]

人
す
れ
ば
、
小
凶
。
以
て
行
け
ば
、
利
あ
ら
ず
。
繫
る
る
も
、
罪
有
り
。
疾
め
ば
、
死
す
。
子
を
生
め
ば
、
凶
。 

刑
時
を
以
て
請
謁
、
見
人
す
れ
ば
、
大
凶
。
以
て
行
け
ば
、
利
あ
ら
ず
。
繫
る
る
も
、
罪
有
り
。
亡
者
、
必
ず
得
。
子
を
生
め
ば
、
必
ず
死
す
。 

徳
時
を
以
て
請
謁
、
見
人
す
れ
ば
、
喜
成
る
。
以
て
行
け
ば
、
大
い
に
利
あ
り
。
繫
る
る
も
、
罪
無
し
。
疾
む
も
、
死
せ
ず
。
亡
者
、
得
ず
。
子
を
生
め
ば
、
必 

ず
吉
。 

と
あ
り
、
工
藤
元
男
氏
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る(

25)
 

。
「
刑
徳
行
時
」
は
一
日
の
時
段
（
時
間
帯
）
を
鶏
鳴
～
蚕
食
、
蚕
食
～
日
中
、
日
中
～
餔
時
、
餔

時
～
日
入
、
日
入
～
鶏
鳴
の
五
つ
に
区
分
し
、
十
干
で
表
さ
れ
た
各
日
の
五
つ
の
時
段
を
、
そ
れ
ぞ
れ
端
時
、
令
時
、
罰
時
、
刑
時
、
徳
時
と
称
し
、
そ
れ
ら
の
時
段

に
お
け
る
行
為
の
吉
凶
を
占
問
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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表
一 

刑
徳
行
時
篇
の
構
図
（
工
藤
元
男
氏
作
成
） 

                

天
文
訓
等
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
刑
・
徳
が
「
時
」
を
表
す
よ
う
な
記
述
も
見
え
、
刑
・
徳
が
「
年
」・「
月
」・「
日
」
か
ら
更
に
「
時
」
に
ま
で
広
が
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
「
時
」
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
で
、
刑
徳
理
論
は
完
成
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。 

こ
こ
ま
で
で
、
刑
徳
の
理
論
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
最
後
に
実
用
の
面
と
し
て
占
辞
を
扱
う
。
刑
・
徳
占
の
占
辞
は
天
文
訓
に
は
見
え
な
い
が
、
刑
徳

七
舎
系
統
、
二
十
歳
刑
徳
系
統
の
出
土
資
料
に
は
見
え
る
。 

刑
徳
七
舎
系
統
の
資
料
で
占
辞
が
見
え
る
も
の
は
、
北
大
漢
簡
「
節
」
篇
で
あ
る
。
北
大
漢
簡
「
節
」
篇
三
十
六
行
～
四
十
八
行
に(

26)

、 

德
在
室

不
可
毀
也…

…

德
在
堂

不
可
動
也…

…

德
在
庭

及
宮
不
可
動
也…

…

德
在
門

閭
庫
廐
不
可
動
也…

…

德
在
閻

不
可
塞
正
也…

…

德
在
術

 

日干 

時段 

甲乙 丙丁 戊己 庚辛 壬癸 

鶏鳴～蚕食 

蚕食～日中 

日中～餔時 

餔時～日入 

日入～鶏鳴 

端     

令     

罰     

刑     

徳 

 

徳     

端     

令     

罰     

刑 

刑     

徳     

端     

令     

罰  

罰     

刑     

徳     

端     

令  

令     

罰     

刑     

徳     

端 
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不
可
變
也…

…

德
在
野

物
不
可
暴
也
。 

  
 

德
室
に
在
れ
ば
、
室
毀
す
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
堂
に
在
れ
ば
、
堂
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
庭
に
在
れ
ば
、
庭
及
び
宮
動
か
ず
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
門
に
在
れ
ば
、
門
閭
庫
廐
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
閻
に
在
れ
ば
、
閻
正
を
塞
ぐ
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
術
に
在
れ
ば
、
術
變
え
る
可
か
ら
ざ
る
な
り…

…
 

 
 

德
野
に
在
れ
ば
、
野
物
暴
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
。 

と
あ
り
、
占
辞
は
徳
が
各
七
舎
に
居
る
場
合
の
も
の
で
、
徳
が
居
る
七
舎
と
関
係
の
あ
る
物
に
何
ら
か
の
作
用
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
刑
徳
大
遊
系

統
の
資
料
で
占
辞
が
見
え
る
も
の
は
、
帛
書
『
刑
徳
』
篇
で
あ
る
。
帛
書
「
刑
徳
」
乙
篇
二
十
三
～
二
十
八
行
に(

27)

、 

●
倍
（
背
）
刑
・
德
、
單
（
戰
）
、
朕
（
勝
）、
拔
國
。
●
倍
（
背
）
德
右
刑
、
單
（
戰
）
、
朕
（
勝
）、
取
地
。
●
左
德
右
刑
、
單
（
戰
）
、
朕
（
勝
）
、
取
地
。
●

左
德
倍
（
背
）
刑
、
單
（
戰
）
、
朕
（
勝
）
、
取
地
。
●
倍
（
背
）
德
左
刑
、
單
（
戰
）、
朕
（
勝
）
、
不
取
地
。
●
倍
（
背
）
刑
右
德
、
單
（
戰
）
、
朕
（
勝
）、
不

取
地
。
●
右
德
左
刑
、
單
（
戰
）
、
敗
、
不
失
大
吏
。
●
右
刑
・
德
、
單
（
戰
）
、
朕
（
勝
）、
三
歲
將
死
。
●
左
刑
・
德
、
單
（
戰
）、
半
敗
。
●
倍
（
背
）
刑
迎

德
、
將
不
入
國
、
如
入
有
功
、
必
有
後
央
（
殃
）
、
不
出
六
年
、
逮
將
君
王
。
●
倍
（
背
）
德
迎
刑
、
深
入
眾
敗
、
吏
死
。
●
迎
德
右
刑
、
將
不
入
國
。
●
迎
刑
・

德
、
單
（
戰
）、
軍
大
敗
、
將
死
亡
。
●
左
刑
迎
德
、
單
（
戰
）、
敗
、
亡
地
。
●
左
德
迎
刑
、
大
敗
。 

 

●
刑
・
德
を
背
に
し
、
戰
え
ば
、
勝
ち
、
國
を
拔
く
。
●
德
を
背
に
刑
を
右
に
し
、
戰
え
ば
、
勝
ち
て
、
地
を
取
る
。
●
德
を
左
に
刑
を
右
に
し
、
戰
え
ば
、
勝

ち
、
地
を
取
る
。
●
德
を
左
に
刑
を
背
に
し
、
戰
え
ば
、
勝
ち
、
地
を
取
る
。
●
德
を
背
に
刑
を
左
に
し
、
戰
え
ば
、
勝
て
ど
も
、
地
を
取
ら
ず
。
●
刑
を
背
に

德
を
右
に
し
、
戰
え
ば
、
勝
て
ど
も
、
地
を
取
ら
ず
。
●
德
を
右
に
刑
を
左
に
し
、
戰
え
ば
、
敗
れ
る
も
、
大
吏
を
失
わ
ず
。
●
刑
・
德
を
右
に
し
、
戰
え
ば
、

勝
て
ど
も
、
三
歲
に
し
て
將
死
す
。
●
刑
・
德
を
左
に
し
、
戰
え
ば
、
半
ば
敗
る
。
●
刑
を
背
に
德
を
迎
え
れ
ば
、
將
國
に
入
ら
ず
、
如
し
入
り
て
功
有
る
も
、

必
ず
後
殃
有
り
、
六
年
を
出
ず
し
て
、
將
君
王
に
逮
ぶ
。
●
德
を
背
に
刑
を
迎
え
、
深
く
入
れ
ば
眾
敗
れ
、
吏
死
す
。
●
德
を
迎
え
刑
を
右
に
す
れ
ば
、
將
國
に

入
ら
ず
。
●
刑
德
を
迎
え
、
戰
え
ば
、
軍
大
敗
し
、
將
死
亡
す
。
●
刑
を
左
に
德
を
迎
え
、
戰
え
ば
、
敗
れ
、
地
を
亡
う
。
●
德
を
左
に
刑
を
迎
え
れ
ば
、
大
敗
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す
。 

と
あ
り
、
刑
徳
大
遊
の
理
論
を
用
い
て
、
刑
・
徳
の
所
在
に
対
す
る
攻
撃
方
向
に
関
す
る
占
辞
が
複
数
見
え
る
。
こ
の
占
い
に
お
い
て
は
徳
の
位
置
よ
り
も
、
刑
の
位

置
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
天
文
訓
に
は
占
辞
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
刑
・
徳
の
所
在
に
対
す
る
攻
撃
方
向
に
関
す
る
法
則
は
見
え
る
。 

 

む
す
び 

 

本
論
文
で
は
中
国
古
代
に
お
け
る
刑
徳
理
論
の
変
遷
を
天
文
訓
だ
け
で
は
な
く
出
土
資
料
を
用
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
刑
徳
七
舎
系
統
の
最
古
の
資
料
で
あ
る
孔

家
坡
漢
簡
で
は
北
斗
七
星
と
の
連
動
、
陰
陽
に
関
す
る
理
論
が
見
え
な
か
っ
た
が
、
天
文
訓
以
降
で
北
斗
七
星
と
連
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
陰
陽
の
消
長
を
測
る
理
論

へ
と
変
化
し
た
。
刑
徳
小
遊
系
統
で
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
で
刑
徳
大
遊
と
の
連
動
が
見
え
、
最
終
的
に
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
で
五
行
相
勝
説
・
三
合
説
が
導
入

さ
れ
、
刑
は
中
宮
に
移
動
し
な
く
な
っ
た
。
刑
徳
大
遊
系
統
の
最
古
の
資
料
で
あ
る
放
馬
灘
秦
簡
で
は
五
行
の
方
位
配
当
・
五
行
相
勝
説
の
み
が
見
え
、
そ
の
後
帛
書

で
太
陰
と
連
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
合
説
の
導
入
に
よ
っ
て
刑
が
中
宮
に
入
ら
な
く
な
っ
た
。
最
終
的
に
天
文
訓
で
「
支
自
相
刑
」
が
導
入
さ
れ
、
帛
書
で
複
数
で

あ
っ
た
刑
の
開
始
地
点
が
一
つ
に
統
一
さ
れ
た
。 

こ
の
よ
う
な
、
日
・
年
の
刑
徳
の
移
動
に
は
三
合
説
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
導
入
は
刑
徳
七
舎
系
統
の
よ
う
に
盛
衰
を
測
る
理
論
と
な
る
た
め
、
徳

の
上
位
化
の
た
め
で
は
な
い
か
と
し
た
。 

最
後
に
、
刑
・
徳
は
以
上
の
よ
う
な
年
・
月
・
日
か
ら
時
（
時
段
）
に
ま
で
広
が
り
、
そ
の
占
い
の
対
象
は
軍
事
だ
け
で
は
な
く
、
出
行
や
家
屋
の
移
動
の
吉
凶
に

ま
で
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』
（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
。 

（
２
）
拙
稿
「
出
土
資
料
に
見
え
る
刑
徳
七
舎
と
そ
の
運
行
理
論
の
相
異
に
つ
い
て
」（
早
稲
田
大
學
長
江
流
域
文
化
硏
究
所
編
『
中
國
古
代
史
論
集―

政
治
・
民
族
・

術
數―

』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
六
年
）
參
照
。 

（
３
）
「
日
書
」
・
「
暦
譜
」
等
の
簡
牘
の
朔
日
干
支
等
か
ら
「
日
書
」
が
出
土
し
た
墓
の
年
代
は
漢
景
帝
後
元
二
年
（
前
一
四
二
年
）
と
さ
れ
て
い
る
。
原
文
の
□

http://www.yuzankaku.co.jp/products/list.php?category_id=2837
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は
文
字
が
一
部
欠
け
て
い
る
が
、
整
理
者
が
文
意
に
よ
り
補
っ
た
も
の
、
〔 

〕
の
中
の
文
は
整
理
者
が
付
け
た
注
か
ら
補
っ
た
も
の
で
あ
る
（
湖
北
省
文
物
考
古
研

究
所
・
隨
州
市
考
古
隊
編
『
随
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
）
。 

（
４
）
劉
紹
剛
・
鄭
同
州
「
日
照
海
曲
簡
『
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
』
研
究
」
（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
九
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
）
。 

（
５
）
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
は
書
体
・
内
容
等
か
ら
抄
写
年
代
は
主
に
漢
・
武
帝
期
で
、
宣
帝
期
よ
り
は
下
ら
な
い
と
推
測
し
て
い
る
（
北
京
大
学
出
土
文
献

研
究
所
編
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
』
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
）
。 

（
６
）
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
居
延
新
簡-

甲
渠
候
官
』
上
巻
・
下
巻
（
中
華
書
局
、

一
九
九
四
年
）
、
紀
年
の
あ
る
簡
の
上
限
は
前
漢
昭
帝
の
始
元
年
間
、
下
限
は
西
晋
武
帝
太
康
四
年
で
あ
る
。 

（
７
）
甘
肅
簡
牘
保
護
研
究
中
心
・
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編
『
肩

水
金
関
漢
簡
』
二
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
、
程
少
軒
「
肩
水
金
関
漢
簡
「
元
始
六
年
（
居
摂
六
年
）
暦
日
」
復
原
」
（
清
華
大
学
出
土
文

献
研
究
与
保
護
中
心
編
『
出
土
文
献
』
第
五
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
な
お
紀
年
簡
は
前
漢
昭
帝
期
～
両
漢
交
代
期
ま
で
あ
る
（
高
村
武
幸
「
肩
水

金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
郡
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
九
十
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
。 

（
８
）
拙
稿
「
『
淮
南
子
』
天
文
訓
「
二
十
歳
刑
徳
」
の
「
刑
」
・
「
徳
」
運
行
に
つ
い
て
」
（
『
史
滴
』
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
。 

（
９
）
拙
稿
「
馬
王
堆
帛
書
『
刑
徳
』
篇
「
刑
徳
大
遊
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
八
輯
第
四
分
冊
、
二
〇
一
三
年
）
。 

（
10
）
裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
五
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
。 

（
11
）
注
（
９
）
前
掲
拙
稿
、
注
（
10
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
12
）
拙
稿
「
帛
書
「
刑
德
」
乙
篇
の
「
刑
德
小
遊
」」（
武
田
時
昌
・
麥
文
彪
編
『
天
と
地
の
科
学―

東
と
西
の
出
会
い
ー
』
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇

一
九
年
）
参
照
。 

（
13
）
注
（
10
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
14
）
注
（
10
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
15
）
拙
稿
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
に
見
え
る
刑
德
小
遊
と
三
合
説
」（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
九
年
七
月
）。 

（
16
）
注
（
10
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 

（
17
）
各
篇
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
、
程
少
軒
氏
は
帛
書
『
刑
徳
』
甲
篇
は
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
四
月
～
十
二
年
（
公
元
前
一
九
五
年
）
四
月
、
帛

書
『
刑
徳
』
乙
篇
は
漢
恵
帝
七
年
（
公
元
前
一
八
八
年
）
八
月
～
漢
文
帝
前
元
一
二
年
（
公
元
前
一
六
八
年
）
二
月
、
帛
書
『
刑
徳
』
丙
篇
は
劉
邦
漢
王
二
年
（
公
元
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前
二
〇
五
年
）
～
漢
高
祖
十
一
年
（
公
元
前
一
九
六
年
）
前
後
、
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
は
呂
后
年
閒
（
公
元
前
一
八
七
～
一
八
〇
）
と
す
る
。
但
し
、
程
少
軒
氏

は
帛
書
『
陰
陽
五
行
』
乙
篇
の
方
が
帛
書
『
刑
徳
』
乙
篇
よ
り
古
い
と
す
る
（
注
（
３
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
、
程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
篇
「
刑
徳
小
游
」

占
辞
与
漢
軍
討
伐
陳
豨
之
役
」（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
参
照
）。 

（
18
）
拙
稿
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
刑
徳
』
篇
の
刑
徳
小
遊
と
上
朔
」
（
近
日
掲
載
予
定
）
。 

（
19
）
甘
肅
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究

所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
、
武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉

主
編
、
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
註
釈
（
修
訂
本
）』
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。 

（
20
）
海
老
根
量
介
氏
に
よ
る
と
、
睡
虎
地
秦
簡
の
日
書
の
書
写
年
代
は
秦
の
六
国
統
一
前
、
放
馬
灘
秦
簡
「
日
書
」
の
書
写
年
代
は
統
一
秦
の
も
の
で
あ
る
（
海
老

根
量
介
「
放
馬
灘
秦
簡
鈔
写
年
代
蠡
測
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
））
、
海
老
根
量
介
「（
批
評
と
紹
介
）

孫
占
宇
著
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
集
釈
』」
（『
東
洋
学
報
』
第
九
五
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
海
老
根
量
介
「
「
盜
者
」
篇
か
ら
み
た
「
日
書
」
の
流
通
過
程
試

論
」（
『
東
方
学
』
一
二
八
輯
、
二
〇
一
四
年
七
月
）
参
照
）。 

（
21
）
注
（
17
）
（
20
）
参
照
。 

（
22
）
中
国
文
物
研
究
所
編
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
、
劉
楽
賢
「
尹
湾
漢
墓
出
土
数
術
文
献
初
探
」
（
連
雲
港
市
博
物
館
・
中
国
文
物
研

究
所
編
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
綜
論
』
所
収
、
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
、
工
藤
元
男
『
占
い
と
中
国
古
代
の
社
会―

発
掘
さ
れ
た
古
文
献
が
語
る
』
（
東
方
書
店
、

二
〇
一
一
年
）
。 

（
23
）
注
（
22
）
劉
楽
賢
前
掲
論
文
参
照
。 

（
24
）
注
（
22
）
劉
楽
賢
前
掲
論
文
参
照
。 

（
25
）
注
（
22
）
工
藤
元
男
前
掲
書
。 

（
26
）
注
（
５
）
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
編
前
掲
書
。 

（
27
）
注
（
10
）
裘
錫
圭
主
編
前
掲
書
。 
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参
考
文
献 

日
本
語
文
献
（
五
十
音
順
） 

 

浅
野
祐
一
『
竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想 

上
博
楚
簡
研
究
』
一
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
） 

阿
部
吉
雄
『
老
子
・
荘
子
上
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
六
年
） 

池
田
知
久
「
淮
南
子
の
成
立―

史
記
と
漢
書
の
検
討
」
（
『
東
方
学
』
五
九
号
、
一
九
八
〇
年
） 

池
田
知
久
「
「
淮
南
子
」
の
成
立―

「
史
記
」
と
「
漢
書
」
と
に
よ
る
検
討―

」
（
『
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
人
文
科
学
二
八
号
、
一
九
八
〇
年
） 

池
田
知
久
『
淮
南
子―

知
の
百
科
』
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
） 

池
田
知
久
『
訳
注
「
淮
南
子
」
』
（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
） 

池
田
知
久
『
荘
子
上
・
下 

全
訳
注
』
（
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
） 

池
田
知
久
『
荘
子 

全
現
代
語
訳
』
上
下
（
講
談
社
、
二
〇
一
七
年
） 

井
波
律
子
『
完
訳
論
語
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
） 

海
老
根
量
介
「
放
馬
灘
秦
簡
鈔
写
年
代
蠡
測
」（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
主
辦
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
） 

海
老
根
量
介
「（
批
評
と
紹
介
）
孫
占
宇
著
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
集
釈
』
」（『
東
洋
学
報
』
第
九
五
巻
第
四
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
） 

海
老
根
量
介
「「
盜
者
」
篇
か
ら
み
た
「
日
書
」
の
流
通
過
程
試
論
」（
『
東
方
学
』
一
二
八
輯
、
二
〇
一
四
年
七
月
） 

遠
藤
哲
夫 

・
市
川
安
司
著
『
荘
子
下
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
七
年
） 

遠
藤
哲
夫
『
管
子
』
上
・
中
・
下
（
明
治
書
院
、
一
九
八
九
・
一
九
九
一
・
一
九
九
二
年
） 

大
形
徹
「
『
鶡
冠
子
』
の
成
立
」
（
『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）
』
三
十
一
、
一
九
八
三
年
） 

大
野
峻
『
国
語
』
上
・
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
五
・
一
九
七
八
年
） 

小
倉
芳
彦
『
春
秋
左
氏
伝
』
上
・
中
・
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
・
一
九
八
九
年
） 

小
野
沢
精
一
著
『
韓
非
子
』
（
明
徳
出
版
社 

、
一
九
六
八
年
） 

カ
ー
ル
グ
レ
ン
原
著
・
小
野
忍
訳
『
左
伝
真
偽
考
』
（
文
教
堂
書
店
、
一
九
三
九
年
） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E7%B0%A1
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&search-alias=books-jp&field-author=%E9%98%BF%E9%83%A8+%E5%90%89%E9%9B%84&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E9%81%A0%E8%97%A4+%E5%93%B2%E5%A4%AB&search-alias=books-jp&field-author=%E9%81%A0%E8%97%A4+%E5%93%B2%E5%A4%AB&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_2?ie=UTF8&text=%E5%B8%82%E5%B7%9D+%E5%AE%89%E5%8F%B8&search-alias=books-jp&field-author=%E5%B8%82%E5%B7%9D+%E5%AE%89%E5%8F%B8&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&text=%E5%A4%A7%E9%87%8E+%E5%B3%BB&search-alias=books-jp&field-author=%E5%A4%A7%E9%87%8E+%E5%B3%BB&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E5%B0%8F%E5%80%89+%E8%8A%B3%E5%BD%A6&text=%E5%B0%8F%E5%80%89+%E8%8A%B3%E5%BD%A6&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
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金
谷
治
著
『
管
子
の
研
究 

中
国
古
代
思
想
史
の
一
面
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
） 

金
谷
治
『
韓
非
子
』
一
・
二
・
三
・
四
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
） 

鎌
田
正
著
『
左
伝
の
成
立
と
其
の
展
開
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
三
年
） 

鎌
田
正
著
『
春
秋
左
氏
伝
』
一
・
二
・
三
・
四
（
明
治
書
院
、
一
九
七
一
・
一
九
七
四
・
一
九
七
七
・
一
九
八
一
年
） 

木
村
英
一
『
法
家
思
想
の
研
究
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
年
） 

木
村
英
一
訳
・
注
『
論
語
』
（
講
談
社
、
一
九
七
五
年
） 

楠
山
春
樹
『
淮
南
子
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
七
九
年
） 

楠
山
春
樹
『
呂
氏
春
秋
』
上
中
下
（
明
治
書
院
、
一
九
九
六
・
一
九
九
七
・
一
九
九
八
年
） 

工
藤
元
男
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
会
』（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
參
照
） 

工
藤
元
男
『
占
い
と
中
国
古
代
の
社
会―

発
掘
さ
れ
た
古
文
献
が
語
る
』
（
東
方
書
店
、
二
〇
一
一
年
） 

末
永
高
康
「
帛
書
『
刑
德
』
小
考
」（
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
刊
行
会
編
（『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
・
信
仰 

坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
』（
東

方
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）） 

末
永
高
康
「
『
香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
簡
牘
』
干
支
表
篇(

『
文
帝
十
二
年
質
日
』)

の
復
元
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
五
八
号
、
二
〇
一
四
年
） 

末
永
高
康
「
刑
徳
小
遊
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」（
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
第
八
号
（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
谷
中
信
一
研
究
室
、

二
〇
一
五
年
） 

高
村
武
幸
「
肩
水
金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
郡
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
九
十
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
七
年
） 

竹
内
照
夫
著
『
韓
非
子
』
上
・
下
（
明
治
書
院
、
一
九
六
〇
・
一
九
六
四
年
） 

竹
内
照
夫
著
『
春
秋
左
氏
伝
』
上
・
中
・
下
（
集
英
社
、
一
九
七
四
・
一
九
七
五
年
） 

竹
内
理
三
・
滝
沢
武
雄
編
『
史
籍
解
題
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
社
、
一
一
九
八
六
年
） 

武
田
時
昌
「
刑
徳
遊
行
の
占
術
理
論
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
三
輯
、
二
〇
一
一
年
） 

武
田
時
昌
『
術
数
学
の
思
考―

―

交
叉
す
る
科
学
と
占
術
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
） 

中
国
出
土
資
料
学
会
編
『
地
下
か
ら
の
贈
り
物―

新
出
土
資
料
が
語
る
い
に
し
え
の
中
国
』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
） 

津
田
左
右
吉
『
論
語
と
孔
子
の
思
想
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
六
年
） 
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津
田
左
右
吉
著
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
十
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
） 

戸
川
芳
郎
・
木
山
英
雄
・
沢
谷
昭
次
・
飯
倉
照
平
『
淮
南
子
・
説
苑(

抄) 

』
（
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
） 

中
村
璋
八
『
五
行
大
義
』(

明
徳
出
版
社
、
一
九
七
三
年) 

中
村
璋
八
・
藤
井
友
子
『
五
行
大
義
全
釈
』
上
巻(

明
治
書
院
、
一
九
八
六
年) 

中
村
璋
八
・
古
藤
友
子
『
五
行
大
義
』
上
巻(

明
治
書
院
、
一
九
九
八
年) 

名
和
敏
光
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
関
係
文
献
目
録
」（
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
第
四
号
（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
谷
中
信
一
研
究
室
、

二
〇
〇
九
年
） 

萩
庭
勇
著
『
尉
繚
子
』
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
四
年
） 

平
岡
武
夫
著
『
論
語
』
（
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
） 

吹
野
安
・
石
本
道
明
著
『
論
語
』
一
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
九
年
） 

福
永
光
司
著
『
荘
子
』
外
・
雑
篇
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
） 

福
永
光
司
『
荘
子
』
外
篇
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
） 

森
三
樹
三
郎
『
荘
子
』
Ⅰ
Ⅱ
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

谷
中
信
一
「
上
海
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
訳
注
」（
西
山
尚
志
・
小
寺
敦
・
谷
中
信
一
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文
化
』
創
刊
號
、
二
〇
〇
四
年
三
月
） 

谷
中
信
一
「
上
博
簡
『
魯
邦
大
旱
』
の
思
想
と
そ
の
成
立―
「
刑
徳
」
説
を
中
心
に
ー
」
（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
九
號
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。 

藪
内
清
『
中
国
の
天
文
暦
法
』（
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
）
、
陳
遵
嬀
『
中
国
天
文
学
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。 

湯
浅
邦
弘
著
『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究
』（
研
文
出
版
社
、
一
九
九
九
年
） 

好
並
隆
司
『
商
君
書
研
究
』
（
渓
水
社
、
一
九
九
二
年
） 

好
並
隆
司
『
商
君
書
研
究
』
（
渓
水
社
、
一
九
九
二
年
） 

吉
本
道
雅
「
左
伝
成
書
考
」
（『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
十
五
号
、
二
〇
〇
二
年
） 

   

http://www.amazon.co.jp/s/ref=ntt_athr_dp_sr_1?_encoding=UTF8&field-author=%E8%97%AA%E5%86%85%20%E6%B8%85&search-alias=books-jp
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中
国
語
文
献
（
五
十
音
順
） 

 
殷
会
芳
「《
黄
帝
四
経
》
中
「
刑
徳
」
思
想
対
「
道
」
的
取
法
」（
『
湖
州
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
一
四
年
三
期
） 

汪
荣
「
漢
代
官
吏
的
経
学
化
及
其
経
学
刑
徳
観
的
形
成
」
（『
重
慶
師
範
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版) 

』
二
〇
一
四
年
三
期
） 

王
先
慎
撰
・
鍾
哲
点
校
『
韓
非
子
集
解
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
） 

鄔
可
晶
「
読
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
・
《
陰
陽
五
行
》
・
《
天
文
気
象
雑
占
》
瑣
記
」
（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
十
五
輯
（
中
西
書
局
、
二

〇
一
六
年
） 

曾
憲
通
「
居
延
漢
簡
研
究
二
題
」
（
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
『
簡
帛
研
究
』
第
二
輯
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
六
年
） 

郭
慶
藩
『
荘
子
集
釈
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
） 

関
健
瑛
「
儒
家
徳
刑
観
及
其
現
代
価
値
」（
『
求
是
学
刊
』
一
九
九
八
年
二
期
） 

甘
肅
簡
牘
保
護
研
究
中
心
・
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編
『
肩
水
金

関
漢
簡
』
二
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
） 

甘
粛
省
博
物
館
「
武
威
磨
咀
子
三
座
漢
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
一
二
期
） 

甘
肅
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
『
天
水
放
馬
灘
秦
簡
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
） 

甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編
『
居
延
新
簡-

甲
渠
候
官
』
上
巻
・
下
巻
（
中
華
書
局
、
一
九
九

四
年
） 

許
建
良
「《
黄
帝
四
経
》「
刑
徳
相
養
」
思
想
探
析
」
（
東
南
大
学
学
報(
哲
学
社
会
科
学
版)

二
〇
〇
七
年
二
期
） 

許
建
良
「
韓
非
的
「
刑
徳
」
世
界
図
式
」（
『
蘇
州
科
技
学
院
学
報(

社
会
科
学
版)

』
二
〇
〇
七
年
四
期
） 

裘
錫
圭
主
編
『
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
簡
帛
集
成
』
一
・
二
・
四
・
五
・
六
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
） 

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
二
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
） 

黄
懷
信
撰
『
鶡
冠
子
校
注
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
） 

黄
儒
宣
「
馬
王
堆
帛
書
《
上
朔
》
綜
論
」（
『
文
史
』
二
〇
一
七
年
第
二
期
） 

黄
文
傑
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
德
》
乙
本
文
字
釈
読
商
榷
」
（
中
山
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
一
九
九
七
年
第
三
期
） 

http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e6%b1%aa%e8%8d%a3&code=10106251;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DCQSB
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DDNDS
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DSZTD
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古
健
靑
編
『
中
国
方
術
大
辞
典
』
（
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
） 

呉
九
龍
『
銀
雀
山
漢
簡
釈
文
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
） 

呉
紹
烈
・
徐
光
烈
等
『
国
語
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
） 

湖
北
省
荊
州
市
周
梁
玉
橋
遺
迹
博
物
館
編
『
関
沮
秦
漢
墓
簡
牘
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
） 

湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
隨
州
市
考
古
隊
編
『
随
州
孔
家
坡
漢
墓
簡
牘
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
） 

胡
文
輝
『
中
国
早
期
方
術
与
文
献
叢
考
』（
中
山
大
学
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
） 

十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
『
論
語
注
疏
』（
北
京
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
） 

十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
『
春
秋
左
伝
正
義
』（
北
京
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
） 

焦
竑
撰
『
尉
繚
子
直
解
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
一
年
） 

蕭
吉
著
・
銭
杭
点
校
『
五
行
大
義
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

饒
宗
頤
「
馬
王
堆
《
刑
徳
》
乙
本
九
宮
図
諸
神
釈-

-

兼
論
出
土
文
献
中
的
顓
頊
与
攝
提
」
（
『
江
漢
考
古
』
一
九
九
三
年
第
一
期
） 

饒
宗
頤
「
秦
簡
中
的
五
行
説
與
納
音
説
」（
『
古
文
字
研
究
』
第
十
四
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
） 

常
佩
雨
「
従
上
博
簡
《
鲁
邦
大
旱
》
看
孔
子
的
刑
徳
観
与
宗
教
観
」
（『
鄭
州
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版) 

徐
文
武
「
論
《
黄
帝
帛
書
》
的
刑
徳
思
想
」
（『
河
南
社
会
科
学
』
二
〇
〇
五
年
四
期
） 

蒋
礼
鴻
撰
『
商
君
書
錐
指
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
） 

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

銭
遜
「
先
秦
儒
法
関
于
徳
刑
関
系
的
争
論
」
（『
清
華
大
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学
版)

』
一
九
八
六
年
一
期
） 

曹
勝
高
「
陰
陽
刑
徳
与
秦
漢
秩
序
認
知
的
形
成
」（
『
古
代
文
明
』
二
〇
一
七
年
二
期
） 

中
国
文
物
研
究
所
編
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
） 

張
開
誠
「
孔
子
「
徳
刑
」
之
辨
探
微
」
（
『
蘇
州
鉄
道
師
範
学
院
学
報(

社
会
科
学
版)

』
二
〇
〇
一
年
一
期
） 

張
覚
『
呉
越
春
秋
校
證
注
疏
』
（
知
識
産
権
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
） 

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡(

二
四
七
号
墓)

』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

張
仁
璽
・
鄒
穎
「
従
「
刑
徳
二
柄
」
到
「
霸
王
道
雑
之
」——

秦
漢
統
治
思
想
的
嬗
変
」（
『
臨
沂
氏
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
〇
五
年
四
期
） 

http://wine.wul.waseda.ac.jp/search~S12*jpn?/a%7b21352e%7d%7b213230%7d%7b4b5f70%7d./a%7b21352e%7d%7b213230%7d%7b215f70%7d/-3,-1,0,B/browse
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DJHKG
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DZZDX
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DQHDZ
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DSZTD
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e5%bc%a0%e4%bb%81%e7%8e%ba&code=09150092;08396418;
http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kcms/detail/search.aspx?dbcode=CJFD&sfield=au&skey=%e9%82%b9%e9%a2%96&code=09150092;08396418;
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張
増
田
「《
黄
老
帛
書
》
之
刑
徳
関
係
諸
説
辨
」
（『
管
子
学
刊
』
二
〇
〇
二
年
三
期
） 

張
培
瑜
『
三
千
五
百
年
暦
日
天
象
』
（
大
象
出
版
社
、
一
九
九
七
年
） 

張
培
瑜
・
張
健
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
刑
徳
篇
与
干
支
紀
年
」（
台
北
：
中
国
文
化
大
学
文
学
院
『
華
岡
文
科
学
報
』
二
〇
〇
二
年
第
二
十
五
期
） 

陳
偉
武
「
簡
帛
兵
学
文
献
軍
術
考
述
」
（
饒
宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
） 

陳
奇
猷
校
釈
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
（
学
林
出
版
社
、
一
九
八
四
年
） 

陳
炫
瑋
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
・
乙
本
的
撰
抄
年
代
補
議
」（
『
中
国
文
字
』
新
三
十
四
期
、
芸
文
印
書
館
、
二
〇
〇
九
年
） 

陳
松
長
「
帛
書
《
刑
徳
》
略
説
」（
『
簡
帛
研
究
』
一
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
三
年
十
月
）
、
後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稾
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
め

ら
れ
る 

陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
帛
書
芸
術
』（
上
海
書
店
、
一
九
九
六
年
） 

陳
松
長
「
帛
書
《
刑
徳
》
乙
本
釈
文
訂
補
」
（
甘
粛
文
物
考
古
研
究
所
・
西
北
師
範
大
学
歴
史
系
編
『
簡
牘
学
研
究
』
第
二
輯
（
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
、

後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稿
』
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
め
ら
れ
る 

陳
松
長
「
帛
書
《
刑
徳
》
丙
篇
試
探
」（『
簡
帛
研
究
』
三
、
法
律
出
版
社
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
、
後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稾
』（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
十

月
）
に
収
め
ら
れ
る 

陳
松
長
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
・
乙
本
的
比
較
研
究
」
（『
文
物
二
〇
〇
〇-

三
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
。
後
に
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稾
』
（
綫
裝

書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
収
め
ら
れ
る 

陳
松
長
「
試
論
帛
書
《
刑
徳
》
甲
・
乙
本
的
撰
抄
年
代
」（『
国
際
儒
学
研
究
』
十
一
、
二
〇
〇
一
年
）
、
後
に 

『
簡
帛
研
究
彙
刊
一
第
一
届
簡
帛
學
術
討
論
會
論
文
集
』

（
中
国
文
化
大
学
史
学
系
等
、
二
〇
〇
三
年
）、
陳
松
長
『
簡
帛
研
究
文
稾
』
（
綫
裝
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
め
ら
れ
る 

丁
原
植
主
編
・
陳
松
長
著
『
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
研
究
論
稿
』（
台
湾
古
籍
有
限
公
司
、
二
〇
〇
一
年
） 

程
少
軒
「
肩
水
金
関
漢
簡
「
元
始
六
年
（
居
摂
六
年
）
暦
日
」
復
原
」
（
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
『
出
土
文
献
』
第
五
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
四

年
） 

程
少
軒
「
月
気
刑
徳
新
証
」
（
陳
致
主
編
『
饒
宗
頤
国
学
院
院
刊
』
第
三
期
（
中
華
書
局
（
香
港
）
有
限
公
司
、
二
〇
一
六
年
） 

程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
甲
篇
「
刑
徳
小
游
」
占
辞
与
漢
軍
討
伐
陳
豨
之
役
」
（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
〇
號
、
二
〇
一
六
年
七
月
） 

程
少
軒
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
德
》
・
《
陰
陽
五
行
》
諸
篇
暦
法
研
究―

以
《
陰
陽
五
行
》
乙
篇
為
中
心
」
（
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
八
七
本
、
二

http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DGZXK
https://fp.wul.waseda.ac.jp/f5-w-687474703a2f2f67622e6f7665727365612e636e6b692e6e6574$$/kns55/detail/detail.aspx?recid=&FileName=JDXY199800009&DbName=CJFD1998&DbCode=CJFQ
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〇
一
六
年
） 

鄭
文
宝
「
孔
子
徳
刑
観
的
審
視
与
解
読
」（
『
倫
理
学
研
究
』
二
〇
一
五
年
三
期
） 

傅
挙
有
・
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
漢
墓
文
物
』（
湖
南
出
版
社
、
一
九
九
二
年
） 

陶
磊
『
《
淮
南
子
・
天
文
》
研
究-

従
数
術
史
的
角
度
』
（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
） 

陶
磊
「
馬
王
堆
帛
書
『
刑
德
』
甲
・
乙
本
的
初
歩
研
究
（
『
簡
帛
研
究
二
〇
〇
四
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
） 

範
松
仁
「
中
国
古
代
「
徳
刑
之
辩
」
的
歴
史
探
究
和
現
代
啓
示
」（
『
宜
春
学
院
学
報
』
二
〇
〇
四
年
五
期
） 

武
漢
大
学
簡
帛
硏
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
硏
究
所
編
、
陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』
一
（
上
中
下
）
・
三
・
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一

四
年
・
二
〇
一
五
年
） 

武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
・
湖
北
省
博
物
館
・
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
、
陳
偉
主
編
・
李
天
虹
・
劉
国
勝
等
撰
著
『
秦
簡
牘
合
集 

釈
文
注
釈
（
修
訂
本
）』
一
・

二
・
三
・
四
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
） 

北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
編
『
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
』
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
） 

方
詩
銘
・
方
小
芬
編
著
『
中
国
史
暦
日
和
中
西
暦
日
対
照
表
』
（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
七
年
） 

馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
二
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

馬
静
「《
黄
帝
四
経
》
的
刑
徳
体
系
探
究
」
（『
文
化
学
刊
』
二
〇
一
八
年
七
期
） 

馬
斗
成
「《
管
子
》「
刑
・
徳
」
思
想
述
論
」
（『
管
子
学
刊
』
二
〇
〇
四
年
四
期
） 

M
arc 

Kali
nows

ki

「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
試
探
」
（
饒
宗
頤
主
編
『
華
学
』
（
第
一
期
）
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
） 

楊
建
華
「
論
先
秦
徳
刑
合
一
的
政
治
観
」（
『
浙
江
学
刊
』
一
九
九
二
年
六
期
） 

李
学
勤
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
中
的
軍
吏
」（
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
『
簡
帛
研
究
』
第
二
輯
（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
六
年
） 

李
徳
嘉
「「
徳
主
刑
輔
」
説
的
学
説
史
考
察
」（『
政
法
論
叢
』
二
〇
一
八
年
二
期
） 

劉
樂
賢
『
睡
虎
地
秦
簡
日
書
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
參
照
） 

劉
楽
賢
「
尹
湾
漢
墓
出
土
数
術
文
献
初
探
」
（
連
雲
港
市
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
編
『
尹
湾
漢
墓
簡
牘
綜
論
』
（
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
） 

劉
樂
賢
『
簡
帛
数
術
文
献
探
論
（
増
訂
版
）
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
） 

劉
暁
臻
「
『
吳
越
春
秋
』
中
的
占
卜
方
式
及
特
点
」
（
『
温
州
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）
』
二
〇
〇
九
年
第
一
期
）
） 

http://gb.oversea.cnki.net.ez.wul.waseda.ac.jp/kns55/loginid.aspx?uid=&p=Navi%2FBridge.aspx%3FLinkType%3DBaseLink%26DBCode%3Dcjfd%26TableName%3DCJFDbaseinfo%26Field%3DBaseID%26Value%3DGZXK
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劉
国
忠
「
馬
王
堆
帛
書
《
刑
徳
》
乙
篇
再
探
」（
朱
曉
海
主
編
『
新
古
典
主
義
』（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
） 

劉
紹
剛
・
鄭
同
州
「
日
照
海
曲
簡
『
漢
武
帝
後
元
二
年
視
日
』
研
究
」（
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
九
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
） 

劉
文
典
撰
・
馮
逸
・
喬
華
点
校
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
） 

李
零
『
中
国
方
術
正
考
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
） 

李
零
「
中
国
方
術
続
考
」（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
） 

黎
翔
鳳
撰
・
梁
運
華
整
理
『
管
子
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
） 

    


